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1.0 はじめに 
PDF Imager-LP は、ＰＤＦ（Portable Document Format）文書（または画像データ）を画像に変換する機能をアプ


リケーションに追加するライブラリです。 


ＰＤＦに指定されたカラーでの画像化だけではなく、グレースケール/二値画像やディザ変換した画像を生成でき


ます。また、ＰＤＦで指定されたフォントを別のフォントに代替して変換できます。入力データに画像を指定した場合


も同様です。 
PDF Imager-LP は、PostScript タイプの XObject を画像に変換しません。 


 


 


2.0 利用環境およびPDFのバージョンと画像フォーマット 
PDF Imager-LP は、以下の環境で利用できます。 


 


利用環境 Windowｓ 8、8.1、１０ 


開発環境 C/C++、C#、ＶＢ．ＮＥＴ 


画像フォーマット PNG（Portable Network Graphics）、JPEG（Joint Photographic Experts Group）、TIFF


（Tagged Image File Format）形式、ＢＭＰ(Device Independent Bitmap)形式 


 ＴＩＦＦ形式は、非圧縮、Ｄｅｆｌａｔｅ圧縮、JPEG 圧縮、LZW 圧縮および、ＣＣＩＴＴ ＦＡＸ Ｇ３ま


たはＧ４圧縮を生成します。 


 ＢＭＰ形式は非圧縮（ＷｉｎｄｏｗｓまたはＯＳ/２）を生成します。 


 


ＰＤＦのバージョン PDF1.4 から PDF1.7 を変換します。 


PDF Imager-LP は、パスワードで暗号化されたＰＤＦ文書を画像に変換できます。（暗号化されたＰＤＦ文書を画


像に変換するには、パスワードが必要です。） 


PDF Imager-LP は入力データとしてＰＤＦ形式以外に種々の画像データを指定できますが、出力画像形式とし


て指定できるのは上記の通りです。 


なお、PDF Imager-LP は PostScript タイプの XObject を画像に変換しません。 


 


 


3.0 インストール 
PDF Imager-LP には、以下のフォルダーおよびファイルが含まれます。 


 


doc 「PDF Imager-LP 説明書」および「使用許諾契約書」 


include C/C++で使用するためのヘッダファイル、他 


lib ライブラリ群 


sample C/C++、C#/VB.NET（Ｖｉｓｕａｌ Ｓｔｕｄｉｏ ２００８プロジェクト）サンプル コード 
 
開発環境に応じて適切なフォルダーでご利用ください。 


 


なお、PDF Imager-LP を使用するためには、適切なライセンスキーが必要です。 


 


 


3.1 ファイルの概要 
PDF Imager-LP に含まれるファイルの概要です。 
 


lib/PdfImagerLP.dll ＰＤＦ画像変換のためのライブラリです。 
lib/PdfImagerLP.lib C/C++開発環境の場合にリンクして使用します。 
lib/PdfImagerLPNET.dll ＰＤＦ画像変換機能を C#（または VB.NET）で利用するためのラッパ


ーDLL です。 
include/ImagerLP.h C/C++用のヘッダファイルです。プロジェクトに含めて使用します。 


sample/init.xml 代替フォントを指定する初期化ファイルの例です。 
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3.2 C/C++ インターフェース 
ネイティブＣ/C++開発環境では、ヘッダファイル（ImagerLP.h）を利用できるようにし、ライブラリ


（PdfImagerLP.lib）をリンクしてください。 
 
 
3.3 .NET インターフェース 


ＰＤＦ画像変換ライブラリ（PdfImagerLP.dll）は、．ＮＥＴアセンブリではありません。C#またはＶＢ．ＮＥＴから利


用するための．ＮＥＴアセンブリＤＬＬ（PdfImagerLPNET.dll）を参照して画像変換します。開発時においては


PdfImagerLPNET.dll を「参照設定」に追加する必要があります。 


これらのＤＬＬは、コンパイル・実行時において適切に参照できるようにしてください。 


 


ご注意ください： 


ネイティブ DLL（PdfImagerLP.dll）は３２ビット環境用および６４ビット環境用に最適化されています。必ず開


発・利用環境に沿った DLL を使用してください。また、開発時のプラットフォームターゲットを利用環境に必ず合致


させてください。 


 


 


4.0 関数 – C/C++、.NETの開発環境 
Ｃ/Ｃ＋＋、および C#/VB.NET で利用する関数です。C#/VB．NET で利用する場合は、接頭辞の「Mlp」を除い


たメソッド名に読み替えてください。 


 


 


4.1 初期化 
PDF Imager-LP ライブラリの使用に先立って初期化します。 


なお、ライブラリは使用後に MlpUninitialize()を使って開放しなければなりません。 


 
int MlpInitialize( 


const TCHAR *license 
); 


 
引数 


license PDF Imager-LP を使用するためのライセンス文字列 


 


戻り値 
ライブラリ初期化に成功すると０（ゼロ）が戻ります。それ以外の場合は、エラーコードです。 


 
 


4.2 ライセンス情報の表示または取得 
PDF Imager-LP の初期化の後に、そのライセンスキーの内容を文字列で表示または、取得します。 


MlpShowLicenseInfoは結果をコンソールに出力し、MlpLicenseInfoStrは結果を引数で与えられた


領域に格納します。 
 


void MlpShowLicenseInfo(); 
 


int MlpLicenseInfoStr( 
TCHAR *licenseStrPtr 


); 
 


引数 
licenseStrPtr ライセンスキーの内容（文字列）を格納する領域 


 
戻り値 
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MlpShowLicenseInfo は、戻り値がありません。 
MlpLicenseInfoStr は、成功するとライセンスを説明する文字列が戻ります。 


 
 


4.3 初期化ファイル（または初期化データ）を指定する 
PDF Imager-LP は、ＰＤＦ文書で指定されたフォントの代替などを初期化ファイルまたは初期化データで指定で


きます。初期化ファイル（初期化データ）はＸＭＬ形式です。 


初期化ファイル（初期化データ）でのフォントの代替などの詳細は、「５.0 初期化ファイル（初期化データ）につい


て」を参照してください。 


 
int MlpLoadInitFile( 


const TCHAR *initFileName 
); 
 
int MlpLoadInitData( 


const TCHAR *data 
int len 


); 
 


 
引数 


initFileName 初期化ファイルのパス名 


data 初期化データ（XML 形式データ） 


len 初期化データのバイト数 


 


戻り値 
初期化ファイルを読み取ると０（ゼロ）が戻ります。それ以外の場合は、エラーコードです。 


 
ご注意 
ＰＤＦ文書の各ページを画像に変換する際 Imager-LP はいくつかの情報をキャッシュします。これによりまして、同じ


ページを複数回画像化する場合などは高速に処理ができるようになっています。しかしながら、このキャッシュの存


在によって初期化の値を変更するタイミングによって生成された画像が指定の通りにならない場合があります。 


初期化のデータを替えて同じページを画像に変換する場合は、その前にライブラリを終了させる手順を実行して


ください。 
 
 


4.4 入力ファイル（ＰＤＦまたは画像データ）を開く 
ＰＤＦ文書を開く際は、そのＰＤＦ文書が印刷する場合の解像度を低解像度に指定されている場合や、印刷その


ものが禁止されている場合があります。そのような場合ＰＤＦ文書はパスワードなどで暗号化されています。


Imager-LP は、パスワードで暗号化されたＰＤＦ文書を復号して画像に変換できます。また、開くモードを「表示」や


「印刷」に指定して適切に開くことができます。 


PDF Imager-LP は、ＰＤＦ文書以外に画像データを入力として開くことができます。入力画像はそのファイルの拡


張子やデータの内容によって判別され適切に解釈されます。 


 


 


4.4.1 ＰＤＦファイルの許可フラグを無視して開く 
画像に変換するＰＤＦファイルを開きます。 


この関数はＰＤＦファイルが暗号化されている場合でも、ＰＤＦ文書に指定された許可フラグを無視します。なお、


パスワードは、ＰＤＦファイルがパスワードで暗号化されている場合のみ使用し、暗号化されていない場合は無視しま


す。 


 
int MlpOpenDoc( 


const TCHAR *fileName, 
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const TCHAR *ownerPassword, 
const TCHAR *userPassword 


); 
 
引数 


fileName PDF のファイルパス 
ownerPassword 所有者パスワード 1 
userPassword ユーザーパスワード 2 


 
戻り値 


成功すると０（ゼロ）が戻り、失敗した場合はエラーコードが戻ります。 
 


 


4.4.2 ＰＤＦファイルを指定モードで開く 
画像に変換するＰＤＦファイルを開くモード（「表示」または「印刷」）に従って開きます。 


この関数はＰＤＦファイルが暗号化されている場合、ＰＤＦ文書に指定された許可フラグに従って開きます。そのた


め、印刷が許可されないＰＤＦファイルを「印刷」モードで開くと失敗します。また、低解像度印刷指定の場合は失敗


しませんので、適切に画像化解像度を指定するため許可フラグを確認する必要があります。（許可フラグは、


「4.5.2 ＰＤＦ文書のパーミッション（許可）フラグ」を参照してください。） 


なお、パスワードは、ＰＤＦファイルがパスワードで暗号化されている場合のみ使用し、暗号化されていない場合は


無視します。 


 
int MlpOpenDocUsage( 


const TCHAR *fileName, 
const TCHAR *password, 
int mode 


); 
 


引数 
fileName PDF のファイルパス 
password パスワードパスワード 
 オーナーパスワード、ユーザーパスワードのいずれかを指定します。 
mode 1（表示）または、２（印刷）を指定します。 


 
戻り値 


成功すると０（ゼロ）が戻り、失敗した場合はエラーコードが戻ります。 
 


 


4.4.3 画像ファイルを開く 
画像ファイルを開く場合は、MlpOpenDoc または MlpOpenDocUsage 関数を利用します。ただし、ファイル名


以外の引数は無視されます。また、画像形式はファイルの拡張子およびデータ内容から適切に解釈され内部デー


タ（ピクセルデータ）に変換されます。 


読み込まれた画像は、白色不透明な背景画像に描画されます。そのため、画像データにアルファチャンネル（不


透明を指定したデータ）が含まれていても出力画像には現れません。 
 
 


4.5 ＰＤＦ文書の情報 
PDF Imager-LP は、開いたＰＤＦ文書の情報を取得できます。 


 


 


                                                  
1 所有者パスワードは「権限パスワード」と呼ばれることがあります。 
2 ユーザーパスワードは「開くパスワード」と呼ばれることがあります。 
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4.5.1 ＰＤＦ文書のページ数取得 
現在開いているＰＤＦ文書の総ページ数を取得します。 


 
int MlpPageCount(); 


 
引数 


ありません 
 


戻り値 
成功すると、ＰＤＦ文書の総ページ数（0（ゼロ）の場合もあります）が戻り、失敗した場合はエラーコードが戻


ります。なお、エラーコードは負数です。 
 
 
4.5.2 ＰＤＦ文書のパーミッション（許可）フラグ 


ＰＤＦ文書には、その文書を開いたユーザーに変更や印刷の可否を指定するフラグがあります。PDF 
Imager-LP はこの値を現在開いているＰＤＦ文書からパーミッション（許可）フラグ値として取得します。このフラグ


を評価するには、このＰＤＦ文書の暗号化レビジョンも必要です。暗号化レビジョンを取得するのは「4.5.3ＰＤＦ文書の


暗号化レビジョン」を参照してください 
 


int MlpGetDocumentInfo(MLP_PERMISSION_FLAG, int flag); 
 


引数 
flag パーミッション（許可）フラグ値 


 
戻り値 


成功すると、0（ゼロ）が戻り、失敗した場合はエラーコードが戻ります。 
 


パーミッションフラグの詳細は、「PDF Reference」 3.5.2 Standard Security Handler を参照してください。 


パーミッションフラグ値は、ＰＤＦ文書の「Standard Security Handler」ディクショナリ内のＰキーに指定された整


数値です。 
 
 
4.5.3 ＰＤＦ文書の暗号化レビジョン 


ＰＤＦ文書が暗号化されている場合は、印刷の許可などのフラグ（パーミッションフラグ）を確認しなければならな


い場合があります。以下ではこのフラグの評価に必要な暗号化レビジョンを取得します。（パーミッションフラグの取


得は「4.5.2 ＰＤＦ文書のパーミッションフラグ」を参照） 
 


int MlpGetDocumentInfo(MLP_ENCRYPT_REVISION, int rev); 
 


引数 
rev 暗号化のレビジョン番号 


 
戻り値 


成功すると、0（ゼロ）が戻り、失敗した場合はエラーコードが戻ります。 


 


暗号化レビジョンの詳細は、「PDF Reference」 3.5.2 Standard Security Handler を参照してください。 


暗号化レビジョンは、ＰＤＦ文書の「Standard Security Handler」ディクショナリ内のＲキーに指定された値で


す。 


 


 


4.6 画像形式ファイルに変換する関数群 
JPEG形式の画像およびPNG形式の画像の場合は、PDF文書の１つのページを１つの画像に変換します。TIFF形式


画像の場合は、PDF文書の１つのページを１つの画像に変換することや、PDF文書の複数のページを１つの画像ファイ
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ルに変換することができます。以下は、画像変換用の関数名および変換できる画像形式です。 


 


関数名 変換できる画像形式 


MlpCreatePict PNG、JPEG、TIFF、BMP 
MlpPageToPict PNG、JPEG、TIFF、BMP 
MlpConvertToTiff TIFF 
MlpCreateTiffRange TIFF 
MlpCreateTiffMulti TIFF 
MlpRangeToTiff TIFF 
MlpMultiPageToTiff TIFF 
MlpCreateMem ピクセルデータ 


 
 
4.6.1 指定された１ページを画像に変換（解像度と画像品質を指定しない） 


PDF文書の指定されたページを画像に変換します。 


解像度と画像品質は、省略時解釈値（デフォルト値）または画像の変換に先立って指定された値が使用されま


す。画像の解像度や品質を指定する場合は、MlpSetPictureResolution、MlpSetPictureQuality、


MlpSetPicture関数などを利用してください。 


ページ番号の指定では、最初のページを１とします。なお、ページ番号０はPDF文書の先頭ページ、負数のページ


番号は最終ページとみなされます。 


変換する画像ファイルの拡張子で画像の形式が自動で判断されます。 


 
int MlpCreatePict( 


int pageNumber, 
const TCHAR *outputFilePath 


); 
 


引数 
pageNumber 画像に変換するＰＤＦ文書のページ番号（先頭のページ番号は１です。） 
outputFilePath 画像のファイルパス 
 画像形式はファイルの拡張子によって以下のように自動で選択されます。 


拡張子が“png”の場合、ＰＮＧ形式の画像 
拡張子が“jpeg”または“jpg”の場合、ＪＰＥＧ形式の画像 
拡張子が“tiff”または“tif”の場合、ＴＩＦＦ形式の画像 
拡張子が“bmp”の場合、ＢＭＰ形式の画像 


 
戻り値 


成功すると０（ゼロ）が戻り、それ以外の場合はエラーコードが戻ります。 


 


 


4.6.2 指定された１ページを画像に変換（解像度と画像品質を指定する） 
ＰＤＦ文書の指定されたページを画像に変換します。 


画像に変換する際に、指定された解像度および画像品質を使用します。ページ番号は、先頭のページを１としま


す。 


ページ番号に負数を指定しますと、PDF文書の最終ページが画像に変換されます。 


変換する画像ファイルの拡張子で画像の形式が判断されます。 


 
int MlpPageToPict( 


int pageNumber, 
int dpi, 
int quality, 
const TCHAR *outputFilePath 


); 
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引数 


pageNumber 画像に変換するＰＤＦ文書のページ番号（先頭のページ番号は、１です。） 
dpi 生成される画像の 1 インチあたりの画素数（生成される画像の解像度）を


MIN_RESOLUTION 以上かつ MAX_RESOLUTION 以下で指定します。範囲外


の値を指定すると MIN_RESOLUTION または MAX_RESOLUTION に正規化さ


れます。 
quality ＪＰＥＧ圧縮の画像品質を MIN_QUALITY以上かつ MAX_QUALITYまでの数値


で 指 定 し ま す 。 範 囲 外 の 値 を 指 定 す る と MIN_QUALITY ま た は


MAX_QUALITY に正規化されます。 
 ＰＮＧ形式画像を指定した場合は無視されます。 
outputFilePath 画像のファイルパス 
 画像形式はファイルの拡張子によって以下のように自動で選択されます。 


拡張子が“png”の場合、ＰＮＧ形式の画像 
拡張子が“jpeg”または“jpg”の場合、ＪＰＥＧ形式の画像 
拡張子が“tiff”または“tif”の場合、ＴＩＦＦ形式の画像 
拡張子が“bmp”の場合、ＢＭＰ形式の画像 


 
戻り値 


成功すると０（ゼロ）が戻り、それ以外の場合はエラーコードが戻ります。 


 


 


4.6.3 すべてのページをTIFF形式画像に変換 
ＰＤＦ文書のすべてのページを１つのＴＩＦＦ形式画像ファイルに変換します。 


 
int MlpConvertToTiff ( 


const TCHAR *outputFilePath 
); 


 
引数 


outputFilePath 画像のファイルパス 
ＴＩＦＦ形式の画像が作成されます。拡張子は「.tiff」を指定します。 


 
戻り値 


成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 
 


 


4.6.4 ページ範囲を指定してTIFF形式画像に変換 
指定された範囲のＰＤＦページをひとつのＴＩＦＦ画像に変換します。（指定された範囲内のページをすべて含む１つ


のＴＩＦＦ画像に変換されます）。ただし、ＰＤＦ文書にないページを指定すると失敗します。 


成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 


ページ番号０を指定すると最初のページ（ページ番号１）、ページ番号が負数の場合は最終ページとみなされます。


したがって、開始ページ=1 終了ページ=-1 と指定すると、最初のページから最後のページまですべてのページを


ＴＩＦＦ画像に変換します。 


ページは逆順（大きいページ番号から小さいページ番号の順）でも指定できます。 


 
int MlpCreateTiffRange( 


int startPageNumber, 
int endPageNumber, 
const TCHAR *outputFilePath 


); 
 


引数 
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startPageNumber 画像に変換する最初のＰＤＦ文書のページ番号（先頭のページ番号は、１です。） 
endPageNumber 画像に変換する最後のＰＤＦ文書のページ番号 
outputFilePath 画像のファイルパス 


ＴＩＦＦ形式の画像のみが作成されます。拡張子は「.tiff」を指定します。 
 


戻り値 
成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 


 
 


4.6.5 ページのリストを指定してTIFF形式画像に変換 


リストで指定されたＰＤＦ文書のページをひとつのＴＩＦＦ画像に変換します。 


画像に変換するページを区切り文字（スペース、タブまたはコンマ）で区切ってページを指定すると、指定した順


に画像に変換された複数ページで構成されたＴＩＦＦ画像が生成されます。このとき、ＰＤＦ文書に無いページを指定


するとその指定は無視されます。成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 


ページの指定の詳細は、「6.0 文字列でのページ指定方法」を参照してください。 


 
int MlpCreateTiffMulti( 


const TCHAR *pageList, 
const TCHAR *outputFilePath 


); 
 


引数 
pageList 画像に変換するページのリスト。画像に変換するページを区切り文字で区切って１


っ以上のページを指定します。ＰＤＦ文書にないページは無視されます。 


ページ番号 0 は最初のページ、ページ番号-1 は最後のページに変換されます。 


詳細は、「6.0 文字列でのページ指定方法」を参照してください。 
outputFilePath 画像のファイルパス 


ＴＩＦＦ形式の画像のみが作成されます。拡張子は「.tiff」を指定します。 
 


戻り値 
成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 


 
 


4.6.6 ページ範囲を指定してTIFF形式画像に変換（解像度を指定する） 
指定された範囲のＰＤＦページをひとつのＴＩＦＦ画像に変換します。指定された範囲内のページをすべて含む１つの


ＴＩＦＦ画像に変換されます。ただし、ＰＤＦ文書にないページを指定すると失敗します。 


ページ番号０を指定すると最初のページ（ページ番号１）、ページ番号が負数の場合は最終ページとみなされます。


したがって、開始ページ=1 終了ページ=-1 と指定すると、最初のページから最後のページまですべてのページを


ＴＩＦＦ画像に変換します。 


ページは逆順（大きいページから小さいページ番号の順）でも指定できます。 


 
int MlpRangeToTiff( 


int startPageNumber, 
int endPageNumber, 
int dpi, 
const TCHAR *outputFilePath 


); 
 


引数 
startPageNumber 画像に変換する最初のＰＤＦ文書のページ番号（最初のページは、１です。） 
endPageNumber 画像に変換する最後のＰＤＦ文書のページ番号（最後のページを、-1 と指定でき


ます。） 
dpi 生成される画像の 1 インチあたりの画素数（生成される画像の解像度）を
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MIN_RESOLUTION 以上かつ MAX_RESOLUTION 以下で指定します。範囲外


の値を指定すると MIN_RESOLUTION または MAX_RESOLUTION に正規化さ


れます。 
outputFilePath 画像のファイルパス 


ＴＩＦＦ形式の画像のみが作成されます。拡張子は「.tiff」を指定します。 
 


戻り値 
成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 


 


 


4.6.7 ページのリストを指定してTIFF形式画像に変換（解像度を指定する） 
リストで指定されたＰＤＦページをひとつのＴＩＦＦ画像に変換します。 


画像に変換するページを区切り文字（スペース、タブまたはコンマ）で区切ってページを指定すると、指定した順


に画像に変換された複数ページで構成されたＴＩＦＦ画像が生成されます。このとき、ＰＤＦ文書に無いページを指定


するとその指定は無視されます。 


ページの指定の詳細は、「6.0 文字列でのページ指定方法」を参照してください。 


 
int MlpMultiPageToTiff( 


const TCHAR *pageList, 
int dpi, 
const TCHAR *outputFilePath 


); 
 


引数 
pageList 画像に変換するページのリスト。画像に変換するページを区切り文字で区切って１


っ以上のページを指定します。ＰＤＦ文書にないページは無視されます。 


ページ番号 0 は最初のページ、ページ番号-1 は最後のページに変換されます。 


詳細は、「6.0 文字列でのページ指定方法」を参照してください。 
dpi 生成される画像の 1 インチあたりの画素数（生成される画像の解像度）を


MIN_RESOLUTION 以上かつ MAX_RESOLUTION 以下で指定します。範囲外


の値を指定すると MIN_RESOLUTION または MAX_RESOLUTION に正規化さ


れます。 
outputFilePath 画像のファイルパス 


ＴＩＦＦ形式の画像のみが作成されます。拡張子は「.tiff」を指定します。 
 


戻り値 
成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 


 


 


4.7 画像（ピクセル）データに変換する関数群 
Imager-LPは画像形式への変換ばかりではなく、ピクセルデータへも変換します。 


 


 


4.7.1 指定されたページをピクセルデータに変換 
指定されたページをピクセルデータに変換し、そのピクセルデータを取得します。 


変換されたピクセルデータにアルファチャネルは含みません。各ピクセルは RGB（Red、Green、Blue；カラーの場


合）値がこの順番でまたは、グレースケール（白黒の場合）値が格納されます。 


変換されたピクセルデータは、MlpGetPictFromMem を使って取得することもできます。 


 
int MlpCreatePictBufPage( 


int pageNumber, 
unsigned char **pixels, 







©2014-2021 株式会社トラスト・ソフトウェア・システム 


PDF Imager-LP 説明書 


10 


int *width, 
int *height, 
int *nOfColors 


); 
 


引数 
pageNumber ピクセルデータに変換するページの番号。 
pixels ピクセルデータ（一次元配列） 
 このアドレスは一時的ですので、記録しておいて後で使うことはできません。 
width 画像に変換されたピクセルの幅 
height 画像に変換されたピクセルの高さ 
nOfColors 画像に変換されたピクセルの１画素あたりの色数 


 
戻り値 


成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 
 


 


4.7.2 連続する複数ページをピクセル画像に変換 
複数のページを連続して画像に変換します。 


ページは、開始のページ番号と終了ページの番号を指定します。変換されたピクセルデータは、ライブラリ内部に


格納されます。ピクセルデータは、インデックス番号（指定されたページ順に０から割り振られます）とページ番号で


管理されます。格納されたピクセルデータは、MlpPictMemWIndex または MlpPictMemWPageNum を使って


取得します。 


MlpCreatePictBufPageRange は、ページ画像への変換を並列に処理するため、画像変換用のメモリー


を多く必要とします。メモリーの使用量を少なくする場合は、並列に処理しないメソッドを利用するまたは並列処理


を抑制してください。 


 
int MlpCreatePictBufPageRange( 


int firstPageNumber, 
int lastPageNumber 


); 
 


引数 
firstPageNumber ピクセルデータに変換を開始するページの番号。 
lastPageNumber ピクセルデータに変換を終了するページの番号。 


 
戻り値 


成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 
 


 


4.7.3 不連続な複数ページをピクセル画像に変換 
連続していない複数のページを画像に変換します。 


ページは、配列で指定します。変換されたピクセルデータは、ライブラリ内部に格納されます。ピクセルデータは、


インデックス番号（指定されたページ順に０から割り振られます）とページ番号で管理されます。格納されたピクセ


ルデータは、MlpPictMemWIndex または MlpPictMemWPageNum を使って取得します。 


MlpCreatePictBufPageArray は、ページ画像への変換を並列に処理するため、画像変換用のメモリー


を多く必要とします。メモリーの使用量を少なくする場合は、並列に処理しないメソッドを利用するまたは並列処理


を抑制してください。 


 
int MlpCreatePictBufPageArray( 


int pageNumberArray[], 
int length 


); 
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引数 


pageNumberArray ピクセルデータに変換するページの番号が格納された配列 
length 配列に格納されたページの総数 


 
戻り値 


成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 
 


 


4.7.4 指定されたページをライブラリ内部データに変換 
指定されたページをライブラリ内部の画像データに変換します。 


生 成 さ れ た 画 像 は MlpGetPictFromaMem で 取 り 出 し た り 、 MlpMemPictToPanel や


MlpMemPictToPanelBBox でパネルに描画したりできます。 


 
int MlpCreatePictMem( 


int pageNumber, 
); 


 
引数 


pageNumber ピクセルデータに変換するページの番号。 
 


戻り値 
成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 


 


 


4.7.5 ライブラリ内部の画像データを取得 
ライブラリ内部に生成された画像データを取得します。この関数で取得できる画像データは、単一のページを画


像に変換したデータです。複数のページを画像に変換した場合（MlpCreatePictBufPageRangeを使った場


合）の画像を取り出すには、MlpPictMemWIndex または MlpPictMemWPageNum を使用します。 


変換されたピクセルデータにアルファチャネルは含みません。各ピクセルは RGB（Red、Green、Blue；カラーの場


合）値がこの順番でまたは、グレースケール（白黒の場合）値が格納されます。 


 
int MlpGetPictFromMem( 


unsigned char **pixels, 
int *width, 
int *height, 
int *nOfColors 


); 
 


引数 
pixels ピクセルデータ（一次元配列） 
 C/C++開発環境で利用する場合、このアドレスは一時的ですので後で使うこと


はできません。 
width 画像に変換されたピクセルの幅 
height 画像に変換されたピクセルの高さ 
nOfColors 画像に変換されたピクセルの１画素あたりの色数 


 
戻り値 


成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 
 


 


4.7.6 ライブラリ内部の画像データをインデックスで取得 
MlpCreatePictBufPageRange で作成されたピクセルデータをインデックスで取得します。 
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int MlpGetPictFromMemIndex( 


int index, 
unsigned char **pixels, 
int *width, 
int *height, 
int *nOfColors, 
int *pageNumber 


); 
 


引数 
index ＰＤＦ文書のページを連続して画像に変換した場合にそれぞれのページに自動で


割り振られた 0 から始まる番号 
pixels ピクセルデータ（一次元配列） 
 C/C++開発環境で利用する場合、このアドレスは一時的ですので後で使うこと


はできません。 
width 画像に変換されたピクセルの幅 
height 画像に変換されたピクセルの高さ 
nOfColors 画像に変換されたピクセルの１画素あたりの色数 
pageNumber ＰＤＦ文書のページ番号 


 
戻り値 


成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 
 
 


4.7.7 ライブラリ内部の画像データをページ番号で取得 
MlpCreatePictBufPageRange で作成されたピクセルデータをＰＤＦ文書のページ番号で取得します。 


 
int MlpGetPictFromMemPage( 


int pageNumber, 
unsigned char **pixels, 
int *width, 
int *height, 
int *nOfColors, 


); 
 


引数 
pageNumber ＰＤＦ文書のページ番号 
pixels ピクセルデータ（一次元配列） 
 C/C++開発環境で利用する場合、このアドレスは一時的ですので後で使うこと


はできません。 
width 画像に変換されたピクセルの幅 
height 画像に変換されたピクセルの高さ 
nOfColors 画像に変換されたピクセルの１画素あたりの色数 


 
戻り値 


成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 
 


 


4.7.8 ライブラリ内部の画像データを削除 
ライブラリ内部の画像データを削除し、そのメモリー領域を開放します。 


この画像データ領域は、現在のＰＤＦ文書を閉じる際またはライブラリの使用終了で自動的に削除されるためメ


モリー容量等に問題がない場合は開放しなくともかまいません。 
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int MlpFreePictMem(); 
 


引数 
ありません 


 
戻り値 


成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 
 


 


4.8 出力画像の色空間を指定する 
ＰＤＦ文書がカラーで構成されている場合でも、グレースケール、白黒ディザ、白黒（２階調）画像に変換します。 


色の指定を省略すると、ＲＧＢカラーの画像が生成されます。 


ＴＩＦＦ画像に変換する際は、CCITT Group３または Group４圧縮 Fax ファイルを生成できます。 


 
 
4.8.1 RGBカラー画像を指定 


ＰＤＦ文書をＲＧＢカラーの画像に変換するよう設定します。 


この設定後には、ＲＧＢカラー画像が生成されます。ＰＤＦ文書がＲＧＢカラーでなかった場合でも、画像データはＲＧ


Ｂカラー（１画素あたり２４ビットで構成された画像データ）に変換されます。 


ＲＧＢカラー画像指定は、既定値です。 
 


int MlpSetPictureRGB(); 
 


int MlpSetPicture(MLP_PICTURE_RGB); 
 


引数 
MlpSetPictureRGB には、ありません。 
MlpSetPicture では、MLP_PICTURE_RGB を指定します。 


 
戻り値 


成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 
 
 
4.8.2 グレースケール画像を指定 


ＰＤＦ文書をグレースケールの画像に変換するよう設定します。 


 
int MlpSetPictureGray(); 


 
int MlpSetPicture(MLP_PICTURE_GRAY); 


 
引数 


MlpSetPictureGray には、ありません。 
MlpSetPicture では、MLP_PICTURE_GRAY を指定します。 


 
戻り値 


成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 
 


 


4.8.3 白黒ディザ画像を指定 
ＰＤＦ文書を白黒ディザ（Floyd-Steinberg ディザリング）の画像に変換するよう設定します。 


 
int MlpSetPictureDither(); 
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int MlpSetPicture(MLP_PICTURE_DITHER); 
 


引数 
MlpSetPictureDither には、ありません。 
MlpSetPicture では、MLP_PICTURE_DITHER を指定します。 


 
戻り値 


成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 
 


 


4.8.4 白黒２階調画像を指定 
ＰＤＦ文書を白黒２階調の画像に変換するよう設定します。 


 
int MlpSetPictureBW(); 


 
int MlpSetPicture(MLP_PICTURE_BW); 


 
引数 


MlpSetPictureBW には、ありません。 
MlpSetPicture では、MLP_PICTURE_BW を指定します。 


 
戻り値 


成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 
 
 
4.8.5 CCITT Group3 圧縮Faxファイルを指定 


ＰＤＦ文書を CCITT Group3 圧縮のＦａｘファイルに変換するよう設定します。 
TIFF 画像以外の場合は、白黒ディザ指定と同じになります。 


 
int MlpSetPictureFaxG3(); 


 
int MlpSetPicture(MLP_PICTURE_FAXG3); 


 


引数 
MlpSetPictureFaxG3 には、ありません。 
MlpSetPicture では、MLP_PICTURE_FAXG3 を指定します。 


 
戻り値 


成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 
 


 


4.8.6 CCITT Group4 圧縮Faxファイルを指定 
ＰＤＦ文書を CCITT Group4 圧縮のＦａｘファイルに変換するよう設定します。 
TIFF 画像以外の場合は、白黒ディザ指定と同じになります。 


 
int MlpSetPictureFaxG4(); 


 
int MlpSetPicture(MLP_PICTURE_FAXG4); 


 


引数 
MlpSetPictureFax4 には、ありません。 
MlpSetPicture では、MLP_PICTURE_FAXG4 を指定します。 


 
戻り値 
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成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 
 


 


4.9 カラープロファイル 
ＰＤＦ文書でＣＭＹＫ色空間の色指定があった場合、PDF Imager-LP はＲＧＢ色空間に変更します。この色空間


の変換は、既定では、簡易計算によって行われますが、カラープロファイルを使って色空間を変換することができま


す。ただし、作成する画像の色空間がＲＧＢカラーの場合に限ります。 
 
 
4.9.1 カラープロファイルの指定 


カラープロファイルを指定します。この指定をせずにカラープロファイルによる変換を指定しますと、既定のカラー


プロファイルが利用されます。MlpUnuseColorProfile()によってカラープロファイルの利用を解除できます。 
カラープロファイルを使って色空間を変更する場合は MlpSetColorConversion 関数で変換手順を変更


してください。 
 


int MlpSetRGBProfile( /*ＲＧＢカラープロファイル指定*/ 
char *rgbpfn 


); 
int MlpSetCMYKProfile( /*ＣＭＹＫカラープロファイル指定*/ 


char *cmykpfn 
); 
int MlpUnuseColorProfile(); /*カラープロファイルの使用を解除*/ 


 
引数 


rgbpfn ＲＧＢカラープロファイルのファイル名 
cmykpfn ＣＭＹＫカラープロファイルのファイル名 


 
戻り値 


成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 
 
注意 


現在利用可能なカラープロファイルは以下のとおりです。 
RSWOP.icm (Agfa : Swop Standard) :既定のＣＭＹＫカラープロファイル 


JapanColor2001Coated.icc (Japan Color 2001 Coated) 
JapanColor2001Uncoated.icc (Japan Color 2001 Uncoated) 
JapanColor2002Newspaper.icc (Japan Color 2002 Newspaper) 
JapanWebCoated.icc (Japan Web Coated (Ad)) 
USWebCoatedSWOP.icc (U.S. Web Coated (SWOP) v2) 
USWebUncoated.icc (U.S. Web Uncoated v2) 
sRGB Color Space Profile.icm (sRGB IEC61966-2.1) :既定のＲＧＢカラープロファイル 
AdobeRGB1998.icc (Adobe RGB (1998)) 
AppleRGB.icc (Apple RGB) 


 
 
4.9.2 色空間変換手順指定 


ＣＭＹＫ色空間からＲＧＢ色空間の変更手順を指定します。 
 


int MlpSetColorConversion( 
int direction, 
int flag 


); 
 


引数 
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direction ＣＭＹＫ色空間からＲＧＢ色空間へ変換するように以下を指定します。 
 CONVERT_CMYK_TO_RGB 
flag 色空間の変換手順を指定します。以下のいずれかを指定します。 
 CONVERT_BY_COLOR_PROFILE  カラープロファイルを使った変換を指定 
 CONVERT_FAST 計算による変換を指定（既定の手順） 
 CONVERT_MOST_FAST 簡易計算による変換を指定 


 


 


4.10 画像のサイズ 
ＰＤＦ文書では、1 ポイントを 1/72 インチとしています。PDF Imager-LP は、この 1 ポイントを指定された画像


解像度に変換して画像を生成します。そのため、大きな値の画像解像度を指定すると大きなピクセルサイズの画


像が生成され、小さな画像解像度では小さなピクセルサイズの画像が生成されます。 
キャンバスとは、画像を配置する領域です。生成された画像は、このキャンバスに貼り付けられます。キャンバス


の領域が生成された画像よりも小さい場合は画像の一部が切り取られ、逆に大きな領域を指定すると余白の付


加された画像になります。 
生成された画像は、画像の解像度から算出された画像の論理サイズを持っています。論理サイズを指定のサイ


ズに設定できます、がこの指定によって画像のピクセルサイズは変わりません。論理サイズの既定値は、ＰＤＦ文書


に記載されたページの大きさです。 
 
 
4.10.1 ページの大きさ 


ＰＤＦ文書では、ページごとにその大きさを持っています。さらに、このページの大きさ（詳細は、『PDF Reference』


を参照してください。）を表すために５種類の大きさ（MediaBox、CropBox、BleedBox、TrimBox、ArtBox）が用


意されています。PDF Imager-LP は、ページの大きさを決定する際の境界を指定できます。 
 


int MlpSetPicture( 
int opt 


); 
 


引数 
opt 利用する大きさの種類を指定します。 
 MLP_PICTURE_USE_MEDIABOX MediaBox で指定された大きさを使います。（既定


値） 


 MLP_PICTURE_USE_CROPBOX CropBox で指定された大きさを使います。 


  ＰＤＦ文書に指定されていない場合は、MediaBox を


使います。 


 MLP_PICTURE_USE_BLEEDBOX BleedBox で指定された大きさを使います。 
  ＰＤＦ文書に指定されていない場合は、CropBox を


使います。 


 MLP_PICTURE_USE_TRIMBOX TrimBox で指定された大きさを使います。 
  ＰＤＦ文書に指定されていない場合は、CropBox を


使います。 


 MLP_PICTURE_USE_ARTBOX ArtBox で指定された大きさを使います。 
  ＰＤＦ文書に指定されていない場合は、CropBox を


使います。 
 


戻り値 
成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 


 
 
4.10.2 画像解像度の設定 


ＰＤＦ文書を画像に変換する際の 1 ポイントを指定のピクセル数で構成するよう指定します。このときに指定する


数値を画像解像度（または、解像度）といいます。既定の解像度は、150DPI（Dot Per Inch）です。 
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解像度は、Ｘ方向、Ｙ方向で同じ値が設定されます。設定する値が大きい場合は、処理に必要とするメモリーが


多くなり、処理時間も増大します。 


指定を省略すると、150DPI で画像が生成されます。 
 


int MlpSetPictureResolution( 
int dpi 


); 
 


int MlpSetPicture( 
MLP_RESOLUTION_DPI, 
int dpi 


); 
 


引数 
dpi 解像度を DPI（Dot per Inch）単位で指定します。 
 解像度は、MIN_RESOLUTION 以上かつ MAX_RESOLUTION 以下を指定しま


す。範囲外の値を指定すると、MIN_RESOLUTION または MAX_RESOLUTION
に正規化されます。 


MlpSetPicture では、MLP_RESOLUTION_DPI とともに解像度を指定します。 
 


戻り値 
成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 


 
 
4.10.3 画像のピクセルサイズを取得 


指定された解像度で生成される画像のピクセルサイズを取得します。 


 
int MlpGetPicturePixel( 


int pageNum, 
int *x, 
int *y 


); 
 


引数 
pageNum サイズを取得するページの番号 
x 画像の幅（ピクセル単位） 
y 画像の高さ（ピクセル単位） 


 
戻り値 


成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 
 


なお、ＰＤＦ文書では、ページごとにその物理的な大きさが”MeiaBox”（PDF Reference 3.6.2 Page Tree参照）と


して記載されています。ＰＤＦ文書での解像度 72DPIを指定して所得する画像のピクセルサイズは、この”Media 


Box”のサイズです（既定の場合）。ページサイズの種類は変更できます。「4.8.1 ページの大きさ」を参照してくださ


い。 


 


 


4.10.4 画像幅のピクセルサイズを取得 
指定された解像度で生成される画像幅のピクセルサイズを取得します。 


 
int MlpGetPicturePixelX( 


int pageNum 
); 
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引数 
pageNum サイズを取得するページの番号 


 
戻り値 


成功すると画像の幅がピクセル数で戻り、失敗するとエラーコード（負数）が戻ります。 
 


なお、ＰＤＦ文書では、ページごとにその物理的な大きさが”MeiaBox”（PDF Reference 3.6.2 Page Tree参照）と


して記載されています。ＰＤＦ文書での解像度 72DPIを指定して所得する画像のピクセルサイズは、この”Media 


Box”のサイズです（既定の場合）。ページサイズの種類は変更できます。「4.8.1 ページの大きさ」を参照してくださ


い。 


 


 


4.10.5 画像高さのピクセルサイズを取得 
指定された解像度で生成される画像高さのピクセルサイズを取得します。 


 
int MlpGetPicturePixelY( 


int pageNum 
); 


 


引数 
pageNum サイズを取得するページの番号 


 
戻り値 


成功すると画像の高さがピクセル数で戻り、失敗するとエラーコード（負数）が戻ります。 
 


なお、ＰＤＦ文書では、ページごとにその物理的な大きさが”MeiaBox”（PDF Reference 3.6.2 Page Tree参照）と


して記載されています。ＰＤＦ文書での解像度 72DPIを指定して所得する画像のピクセルサイズは、この”Media 


Box”のサイズです（既定の場合）。ページサイズの種類は変更できます。「4.8.1 ページの大きさ」を参照してくださ


い。 


 


 


4.10.6 画像のピクセルサイズ指定 
生成される画像の大きさをピクセル単位で指定します。ただし、指定できるのは幅（Ｘ方向）または、高さ（Ｙ方


向）のみです。 


 
int MlpSetPicturePixelX( 


int x 
); 


 
int MlpSetPicturePixelY( 


int y 
); 


 
引数 


x 画像の幅をピクセル単位で指定します。 
 ０（ゼロ）を指定すると、既定の大きさになります。 
 高さ（Ｙ方向）は、自動で計算されます。 
y 画像の高さをピクセル単位で指定します。 
 ０（ゼロ）を指定すると、既定の大きさになります。 
 幅（Ｘ方向）は、自動で計算されます。 


 
戻り値 


成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 
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4.10.7 キャンバスサイズの設定 
ＰＤＦ文書から変換された画像を配置する仮想の領域（キャンバス）のサイズを指定します。 


キャンバスサイズを変更しても画像の解像度は変化しません。そのため、変換された画像よりも小さな領域を指


定すると画像が切り取られ、大きな領域を指定すると画像に余白が付加されます。 


生成された画像は、キャンバスの左上に配置され、余白は白色で塗りつぶされます。 


指定を省略すると、生成される画像のピクセルサイズとキャンバスのサイズは同じになります。 


 
int MlpSetCanvasSize( 


int x, 
int y 


); 
 


引数 
x キャンバスの幅をピクセル単位で指定します。 
 ０（ゼロ）を指定すると、変換された画像の幅と同じになります。 
y キャンバスの高さをピクセル単位で指定します。 
 ０（ゼロ）を指定すると、変換された画像の高さと同じになります。 


 
戻り値 


成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 
 


 


4.10.8 キャンバスサイズ変更の原点 
ＰＤＦ文書から変換された画像のキャンバスサイズを変更（4.10.7 参照）する際の原点位置を指定します。 


原点を指定することで切り取または余白が追加される画像の辺を限定できます。 


指定を省略すると、原点は画像の中心になります。そのため、画像の四辺で切り取りまたは余白の追加が実施


されます。なお、原点が中央の場合に上下左右の辺の切り取りピクセル数または追加される余白のピクセル数は


必ずしも同じではありません。 


 
int MlpSetCanvasOrigin( 


int org 
); 


 
引数 


org キャンバスサイズを変更する際の原点を指定します。 
 ０（ゼロまたは CORIGIN_CENTER）:画像の中心を原点とします。 
  画像の四辺が変更対象になります。 
 １（または CORIGIN_LEFT_TOP）:画像の左上を原点とします。 
  画像の右辺、下辺のみが変更対象になります。 
 ２（または CORIGIN_LEFT_BOTTOM）:画像の左下を原点とします。 
  画像の右辺、上辺のみが変更対象になります。 
 ３（または CORIGIN_RIGHT_TOP）:画像の右上を原点とします。 
  画像の左辺、下辺のみが変更対象になります。 
 ４（または CORIGIN_RIGHT_BOTTOM）:画像の右下を原点とします。 
  画像の左辺、上辺のみが変更対象になります。 


 
戻り値 


成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 
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4.10.9 画像の論理サイズ指定 
PDF Imager-LP で生成する画像データ（TIFF 形式および JPEG 形式画像）は、そのピクセルサイズとは別


に、論理的な大きさを持っています。論理的な大きさは、画像データのプロパティに含まれる解像度と画像のピクセ


ルサイズから算出されます。PDF Imager-LP では、この算出された画像の大きさを画像の論理サイズといいま


す。 


次の関数では、この論理サイズを指定します。ただし、記載される解像度の丸め誤差によって、生成された画像


の論理サイズにも誤差が生じます。そのため、画像の形式にもよりますが、画像への変換時に指定した論理サイズ


と、生成された画像の論理サイズに差異が生じます。 


 
int MlpSetPictureSize( 


int x, 
int y, 
int unit 


); 
 


引数 
x 論理サイズの幅を指定します。 
y 論理サイズの高さを指定します。 
unit 指定した論理サイズの単位を指定します。 
 以下の値を指定します。 
 MLP_PICTURE_UNIT_PERCENT 値をパーセントで指定 


 MLP_PICTURE_UNIT_INCH 値をインチで指定 


 MLP_PICTURE_UNIT_MM 値をミリメートルで指定 


論理サイズは、幅もしくは高さ いずれかのみ設定できます。両方を指定した場合は、幅が指定されます。高さ


を指定する場合は、幅に０（ゼロ）を指定します。 


 


戻り値 
成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 


注意 
指定のサイズから算出される論理的な画像解像度が小さすぎる場合に正しい画像データが生成されな


い場合があります。 
 


 


4.10.10 ページの境界ボックスのサイズを取得 
ＰＤＦ文書では、そのページのサイズを表すのに、Ｍｅｄｉａ ｂｏｘ、Ｃｒｏｐ box、Bleed box、Trim ｂｏｘおよびＡｒｔ box を


使用します。なお、Media box は必須で指定されますが、他は省略される場合があります。 


次の関数では、この境界ボックスのサイズを所得します。 


MlpGetPageBoundary 関数を使うと、各境界ボックスの値を既定値で補完した値を取得しますが、


MlpGetPageRawBoundary 関数は PDF 文書から読み取った値をそのまま取得します。 


 
int MlpGetPageBoundary( 


int pageNum, 
int kind, 
float *userUnit, 
float *left, 
float *bottom, 
float *right, 
float *top 


); 
 


int MlpGetPageRawBoundary( 
int pageNum, 
int kind, 
float userUnit, 
float *left, 
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float *bottom, 
float *right, 
float *top 


); 
 


引数 
pageNum 値を取得するページの番号を指定します。 
kind 取得する境界ボックスの種類を指定します。 
 以下の値を指定します。 


MEDIA_BOX Ｍｅｄｉａ ｂｏｘのサイズを取得するよう指定 


CROP_BOX Ｃｒｏｐ box のサイズを取得するよう指定 


BLEED_BOX Bleed box のサイズを取得するよう指定 


TRIM_BOX Trim ｂｏｘのサイズを取得するよう指定 


ART_BOX Ａｒｔ box のサイズを取得するよう指定 
userInit UserUnit を取得します。（既定値は 1.0） 
left 左辺のｘ座標位置を取得 
bottom 下辺のｙ座標位置を取得 
right 右辺のｘ座標位置を取得 
top 上辺のｙ座標位置を取得 


 
戻り値 


成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 
 


注意： 
各座標位置は userUnit 倍されることなく取得します。そのため、この値が宣言されたＰＤＦ文書を取り


扱う場合にはご注意ください。 
 
 
4.10.11 ページの回転角を取得 


PDF 文書では、ページが回転されている場合があります。 


以下の関数で、その回転角を取得します。 


なお、回転角は０°、９０°、１８０°、２７０°のいずれかです。 


 
int MlpGetPageRotation( 


int pageNum, 
int *rotate 


); 
 


引数 
pageNum 値を取得するページの番号を指定します。 
rotate 回転の角度を取得します。 


 
戻り値 


成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 
 


 


4.11 TIFF形式画像の圧縮指定 
ＴＩＦＦ画像を生成する場合の圧縮方法を指定します。 


 


 


4.11.1 圧縮しない 
ＴＩＦＦ形式画像を生成する場合に圧縮をしません。 
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int MlpSetTiFFCompress( 
MLP_TIFF_COMPRESS_NONE 


); 
 
int MlpSetPicture( 


MLP_COMPRESS_NONE 
); 


 
引数 


MLP_TIFF_COMPRESS_NONE を指定します。（MlpTiFFCompress の場合） 
MLP_COMPRESS_NONE を指定します。（MlpSetPicture の場合） 


 
戻り値 


成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 
 


 


4.11.2 JPEG圧縮指定 
ＴＩＦＦ形式画像を生成する場合にＪＰＥＧ圧縮をします。 


３番目の指定形式では、JPEG 圧縮の品質を同時に指定します。ここで指定する品質は、画像形式にＪＰＥＧを選


択した場合にも有効になります。 


 
int MlpTiffCompress( 


MLP_TIFF_COMPRESS_JPEG 
); 


 
int MlpSetPicture( 


MLP_COMPRESS_JPEG 
); 


 
int MlpSetPicture( 


MLP_COMPRESS_JPEG, 
int quality 


); 
 


引数 
MLP_TIFF_COMPRESS_JPEG を指定します。（MlpTiffCompress の場合） 
MLP_COMPRESS_JPEG を指定します。（MlpSetPicture の場合） 
quality JPEG 圧縮画像の品質を MIN_QUALITY 以上かつ MAX_QUALITY 以下で指定し


ます。 


 範囲外の値を指定した場合は、MIN_QUALITY または MAX_QUALITY に正規化さ


れます。 
 


戻り値 
成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 


 


 


4.11.3 Deflate圧縮指定 
ＴＩＦＦ形式画像を生成する場合にＤｅｆｌａｔｅ圧縮をします。 


 
int MlpTiffCompress( 


MLP_TIFF_COMPRESS_DEFLATE 
); 


 
int MlpSetPicture( 


MLP_COMPRESS_DEFLATE 
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); 
 


引数 
MLP_TIFF_COMPRESS_DEFLATE を指定します。（MlpTiffCompress の場合） 
MLP_COMPRESS_DEFLATE を指定します。（MlpSetPicture の場合） 


 
戻り値 


成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 
 


 


4.11.4 LZW圧縮指定 
ＴＩＦＦ形式画像を生成する場合にＬＺＷ圧縮をします。 


 
int MlpTiffCompress( 


MLP_TIFF_COMPRESS_LZW 
); 


 
int MlpSetPicture( 


MLP_COMPRESS_LZW 
); 


 
引数 


MLP_TIFF_COMPRESS_LZW を指定します。（MlpTiffCompress の場合） 
MLP_COMPRESS_LZW を指定します。（MlpSetPicture の場合） 


 
戻り値 


成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 
 


 


4.12 JPEG圧縮の品質指定 
ＪＰＥＧ圧縮が指定された場合の画像品質を指定します。画像データの圧縮が指定されない場合やＪＰＥＧ圧縮


以外の圧縮が指定された場合は、この指定は無視されます。 


 
int MlpSetPictureQuality( 


int quality 
); 


 
int MlpSetPicture( 


MLP_JPEG_QUALITY, 
int quality 


); 
 


引数 
quality ＪＰＥＧ圧縮の際の品質をMIN_QUALITY以上かつMAX_QUALITY以下の値で


指定します。範囲外の値を指定すると、MIN_QUALITY または MAX_QUALITY
に正規化されます。 


 
戻り値 


成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 
 


 


4.13 ＢＭＰ画像の形式を指定する 
ＢＭＰ画像を生成する際に Windows 形式または OS/２形式を指定できます。 
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int MlpSetPicture( 
MLP_BITMAP_IMG_FORMAT, 
int format 


); 
 


引数 
format 0（Windows 形式)または、１（OS/2 形式）を指定します。 


 
戻り値 


成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 
 


 


4.14 変換の詳細を指定する 
 


 


4.14.1 塗りつぶしパスのアンチアイリアスを抑制する 
PDF Image-LP は、パスや文字描画の際にその境界を滑らかにするため、アンチエイリアス処理を施していま


す。そのため、小さなパスを組み合わせて大きなパス画像にする場合などで、その下地となる画像や文字が透け


てしまう場合があります。このような場合は、塗りつぶしパスのアンチエイリアスを抑制して下地が透けて見えるの


を防ぐことができます。 


なお既定では、塗りつぶしパスのアンチエイリアスは実施します。 


 
int MlpSetFillPathAADisable(); 


 
int MlpSetPicture(MLP_FILL_PATH_AA, 0); 


 
戻り値 


成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 
 


 


4.14.2 塗りつぶしパスのアンチアイリアスを実施する 
塗りつぶしパスのアンチエイリアスを抑制すると、それ以降の変換で抑制されますので、以下でその抑制を中止


します。 


 
int MlpSetFillPathAAEnable(); 


 
int MlpSetPicture(MLP_FILL_PATH_AA, 1); 


 
戻り値 


成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 
 


 


4.14.3 文字コード０（ゼロ）の表示 
PDF Image-LPは、表示文字のコードが０（ゼロ）の場合には、未定義グリフ


3
の替わりにスペースが表示されま


す。 


この動作を以下の手順で変更およびその設定状態を取得できます。 


 


int MlpSetCid0GlyphMode( /*設定*/ 
int mode); 


 
int MlpGetCid0GlyphMode(); /*取得*/ 


                                                  
3 フォントなどの文字コードに対するグリフ（字形）が未定義の場合に表示されるグリフ 
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int MlpSetPicture( /*設定*/ 


MLP_CID_0_GLYPH, 
int mode 


); 
 


int MlpGetLibraryInfo( /*取得*/ 
MLP_CID_0_GLYPH, 
int mode 


); 
 


引数 
mode 以下のグリフ表示モードを指定します。 
 SHOW_NOTDEF_GLYPH 未定義グリフを表示 
 REPLACE_TO_BLANK_GLYPH 空白（Space）グリフを表示（既定の動作です。） 
 IGNORE_CID_0_GLYPH CID=0 の文字表示を無視します。 


 
戻り値 


設定の場合は、成功すると０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 
取得の場合は、成功すると設定されている値が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 


 
 
4.14.4 極細い線の描画 


PDF Imager-LP はＰＤＦ文書を指定された解像度で画像に変換するため、解像度に比較して極端に細い線を


期待したとおりに変換できないことがあります。このような場合に、その細い線をより太い線で代替描画することを


指定します。 


以下の関数で、描画する最小の太さ（線幅）を指定します。これにより、指定された線幅より小さな線幅は最小


線幅に代替して描画されます。 


 
int MlpSetPicture( 


MLP_STROKEPATH_MINIMUM_LINE_WIDTH, 
float width 


); 
 


引数 
width 最小の線幅をポイント（1 ポイント=1/72 インチ）単位で指定します。 
 ０（ゼロ）または負数を指定すると、最小線幅の指定がなくなります。 


 


戻り値 
成功すると、０（ゼロ）が戻ります。失敗すると、エラーコードが戻ります。 


 


ご注意ください。 


この関数で変更できる線は、ＰＤＦコマンドのパスストロークによって描画される線です。 


パスストロークの詳細は、「PDF Reference」を参照してください。 
 
 
4.14.5 ＰＤＦページの境界指定 


ＰＤＦのページ境界には種類があります。PDF Imager-LP はページ境界のひとつであるMediaBoxに従って画像に


変換します。それとは違う業界を使って画像に変換するためには以下の設定が必要です。 


 
int MlpSetPicture(command); 


 
引数 


command 以下のいずれかを指定します。 
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MLP_PICTURE_USE_MEDIABOX MediaBox をページ境界とします。（既定） 
MLP_PICTURE_USE_CROPBOX CropBox をページ境界とします。 
MLP_PICTURE_USE_BLEEDBOX BleedBox をページ境界とします。 
MLP_PICTURE_USE_TRIMBOX TrimBox をページ境界とします。 
MLP_PICTURE_USE_ARTBOX ArtBox をページ境界とします。 


 
戻り値 


成功すると、０（ゼロ）が戻ります。失敗すると、エラーコードが戻ります。 
 
 
4.14.6 ＰＤＦのバージョン指定 


PDF Imager-LP はＰＤＦ1.4 からＰＤＦ1.7 までの規格の文書を画像に変換できます。しかし、これ以外の規格のＰ


ＤＦ文書であっても可能な限り画像に変換しようとします。規格外のＰＤＦ文書を変換しない設定にできます。 


これを指定すると、ＰＤＦ文書のオープンは成功しますが許容されないバージョンのＰＤＦの画像化に失敗します。


ＰＤＦ文書のオープンは成功しますので、その文書のバージョンを取得できますので、画像化の失敗を回避できま


す。 


 
int MlpSetPicture(command); 


 
引数 


command 以下のいずれかを指定します。 
MLP_ALLOW_PDF_ALL すべてのバージョンのＰＤＦを許容します。（既定） 
MLP_ALLOW_PDF_14_TO_17 バージョン 1.4 から 1.7 のＰＤＦのみを許容します。 
MLP_ALLOW_PDF_10_TO_17 バージョン 1.0 から 1.7 のＰＤＦのみを許容します。 
MLP_ALLOW_PDF_14_TO_20 バージョン 1.4 から 2.0 のＰＤＦのみを許容します。 


 
戻り値 


成功すると、０（ゼロ）が戻ります。失敗すると、エラーコードが戻ります。 
 


 


4.15 代替フォント指定 
PDF Imager-LP はＰＤＦ文書に指定されたフォントが埋め込まれていない場合、そのフォントを別のフォントに替え


て画像に変換することができます。 
 
ご注意 


ＰＤＦ文書を画像に変換した後に代替フォントを指定しなおして同じページを画像に変換しても新たに指定した


フォントに代替されません。同じページを別のフォントに代替する場合はライブラリを終了する手順を実行してくださ


い。 
 


 


4.15.1 既定フォントの指定 
ＰＤＦ文書に指定されたフォントや代替指定されたフォントが検索できない場合のフォントを指定します。 


この指定がない場合は、「ＭＳ ゴシック」または「MS 明朝」フォントを使って画像変換されます。 


 
int MlpSetDefaultFont( 


const TCHAR *defaultFont 
); 


 
引数 


defaultFont 既定で使用するフォントの名前 
 


戻り値 
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成功すると、０（ゼロ）が戻ります。失敗すると、エラーコードが戻ります。 
 


 


4.15.2 代替フォントの指定 
ＰＤＦ文書に指定されたフォントでそれが埋め込まれていない場合は、そのフォントに替えて使用するフォントを指


定できます。 


 
int MlpSetAlternateFont( 


const TCHAR *originalFont, 
const TCHAR *alternateFont, 
int always 


); 
 


int MlpSetAlternateFont2( 
const TCHAR *originalFont, 
const TCHAR *alternateFont 
const TCHAR *fontWeight 
const TCHAR *fontStyle 
int always, 
int replace 


); 
 


引数 
originalFont ＰＤＦ文書に指定されたフォントの名前 
alternateFont 代替するフォントの名前 
fontWeight  代替するフォントの太さ 


“normal”、“bold”または、“100”、“200”、“300”、“400”、“500”、“600”、


“700”、“800”、“900”のいずれかを指定します。なお、数値の３００以下は


“normal”と同じで、４００以上は“bold”と同じになります。 
fontStyle “normal”、“italic”または、“oblique”のいずれかを指定します。なお、


“italic”と“oblique”は同じです。 
always 1（真）を指定すると、originalFont フォントがシステムにインストールされてい


る 場 合 で も alternateFont で 代 替 さ れ ま す 。 ０ （ 偽 ） を 指 定 す る と 、


originalFont フォントがシステムにインストールされている場合は代替されま


せん。 
replace 1（真）を指定すると、originalFont フォントがＰＤＦ文書に埋め込まれている場


合 で も alternateFont で 代 替 さ れ ま す 。 ０ （ 偽 ） を 指 定 す る と 、


originalFontフォントがＰＤＦ文書に埋め込まれている場合は代替されません。 
 


戻り値 
成功すると、０（ゼロ）が戻ります。失敗すると、エラーコードが戻ります。 


 


 


4.16 OCG（レイヤー） 
ＰＤＦ文書は、レイヤーを持つことができます。 PDF Imager-LP は、ＯＣＧを初期状態で画像に変換することや各


レイヤーの表示・非表示を指定して画像に変換することができます。 


 


 


4.16.1 OCGの総数取得 
ＰＤＦ文書に記載されたレイヤーの総数を取得します。 


 
int MlpGetOcgCount(); 
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引数 
ありません 


 
戻り値 


成功すると、０（ゼロ）以上の正数が戻ります。負数は失敗で、エラーコードです。 
 
 
4.16.2 OCGの状態取得 


ＯＣＧのＩＤ、名前、階層、表示・非表示の状態を取得します。取得には、MlpOcgData 型（構造体またはクラス）


を使います。 
C/C++開発環境で使用する場合は、MlpOcgData型のポインターを取得しますが、このポインターは一時的なも


のでので、保存して後で利用することはできません。また、このポインターを開放してはいけません。 


 
#define MAX_OCG_NAME_LEN 100 
typedef struct MlpOcgDataRec_s { 


int id; 
TCHAR name[MAX_OCG_NAME_LEN+1]; 
int level; 
int visible; 


} MlpOcgDataRec_t; 
typedef MlpOcgDataRec_t MlpOcgData; 
 


メンバー（またはプロパティ） 


id 各OCGにつけられたユニークな認識番号 


name ＰＤＦ文書で示されたname 


level ＯＣＧの階層（ゼロがトップレベル）、-1の場合はそのＯＣＧは階層に含まれません。 


visible ０：ＯＣＧが非表示に設定されている場合、０以外：表示に設定されている場合 


 
int MlpGetOcgData(MlpOcgData **data); 


 


引数 
data ＯＣＧのＩＤ、名前、階層、表示・非表示の状態を示す構造体（またはクラス） 


 


戻り値 
成功すると、０（ゼロ）が戻ります。失敗すると、エラーコードが戻ります。 


 


 
4.16.3 OCGの表示・非表示指定 


ＯＣＧのＩ表示・非表示を指定します。設定には、MlpOcgData 型（構造体またはクラス）を使います。詳細は、


「4.15.2 ＯＣＧの状態」を参照してください。 
 


int MlpSetOcgState( 
MlpOcgData *data 


); 
 


引数 
data ＯＣＧのＩＤ、名前、階層、表示・非表示の状態を示す構造体（またはクラス） 
 ただし、id および visible 以外は無視されます。 


 


戻り値 
成功すると、０（ゼロ）以上の正数が戻ります。失敗すると、エラーコードが戻ります。 
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4.17 透かし（ウォーターマーク） 
Imager-LP は変換した画像に透かし（ウォーターマーク）を追加描画できます。 
透かしは、画像や文字列それぞれを最大１つページ画像に追加描画できます。描画するＺ軸位置は、ページ画


像の前面もしくは背面を選択できます。画像および文字列共に指定された場合で同じＺ軸位置が指定された場


合は文字列がより前面に描画されます。 
 
 
4.17.1 透かしの設定 


透かしの内容を設定します。 
透かしとして文字を描画する場合は、エスケープ文字列を使ってＰＤＦ文書のタイトルや作成日時などを描画で


きます（「4.16.3 透かしのエスケープ文字」）参照。 
ＰＤＦ文書から変換された画像の原点は左上です。また、Ｙ軸は画像の上から下が正方向です。 


 
int MlpSetImageWatermark( /* 画像を描画指定 */ 


const TCHAR *fileName, 
int x_position, 
int y_position, 
int z_position, 
float x_scale, 
float y_scale, 
float alpha 


); 
 
int MlpSetFillTextWatermark( /* 塗りつぶしたテキストを描画指定 */ 


const TCHAR *text, 
const TCHAR *fontName, 
int x_position, 
int y_position, 
int z_position, 
float fontSize, 
TCHAR *color, 
float alpha 


); 
 
int MlpSetStrokeTextWatermark( /* 枠線で描画されたテキストを描画指定 */ 


const TCHAR *text, 
const TCHAR *fontName, 
int x_position, 
int y_position, 
int z_position, 
float fontSize, 
const TCHAR *color, 
float alpha 


); 
 


引数 
fileName 透かしとして描画する画像のファイル名（パス名） 
 貼り付ける画像の原点は、左上です。 
text 透かしとして描画する文字列 
fontName 文字列のフォント名 
x_position 透かしを描画するＸ座標 
y_position 透かしを描画するＹ座標 


z_position 透かしを描画するＺ軸位置（前面または背面） 


   0: 透かしは描画されません。 


   正数： 透かしはページ画像の前面に描画されます。 
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   負数： 透かしはページ画像の背面に描画されます。 


x_scale 画像をＸ方向に拡大する倍率です。（１．０超は拡大、１．０未満は縮小です。） 


y_scale 画像をＹ方向に拡大する倍率です。（１．０超は拡大、１．０未満は縮小です。） 


fontSize 文字列のサイズ（単位はポイント；１ポイント=１／７２インチ） 


color 文字列の色を１６進数または色名で指定します。（「4.15.3 文字色指定」参照） 


alpha アルファチャネル値（不透明度） 0.0 から 1.0 の値を指定します。 
 


戻り値 
成功すると、０（ゼロ）が戻ります。失敗すると、エラーコードが戻ります。 


 
 
4.17.2 透かしを削除 


既に指定した透かしを削除します。 
通常は、ＰＤＦ文書を閉じる（「4.22 ＰＤＦ文書処理の終了」参照）と透かし（の描画情報）は削除されます。それ


以前に削除する場合に以下を使います。削除後に変換されたページ画像には透かしが描画されません。 
 


int MlpClearWatermarkData(); 
 


引数 
ありません。 


 
戻り値 


成功すると、０（ゼロ）が戻ります。失敗すると、エラーコードが戻ります。 
 
 
4.17.3 文字色指定 


透かしとして描画する文字列の色は１６進数または色名で指定できます。 
１６進数で指定する場合は、以下の形式で指定します。 
 


#rrggbb または #rgb 
 
必ず７文字または４文字で指定します。r、g、b はそれぞれ１６進数１文字を表します。 
大文字と小文字は区別しません。 
rr（r）は赤色（red）値で 0x00 から 0xFF までの値を指定します。 
gg（g）は緑色（green）値で 0x０0 から 0xFF までの値を指定します。 
bb（b）は青色（blue）値で 0x00 から 0xFF までの値を指定します。 


 
色名で指定する場合は、CSS（Cascading Style Sheets）に準じた色名を指定できます。指定できる色名は


「9.色名称一覧」を参照してください。 
 
 
4.17.4 透かしのエスケープ文字 


透かし文字に以下のようなエスケープ文字列を含めると現在開いているＰＤＦ文書の情報に置き換わります。 
 


文字列 内容 表示形式 


%CDT 現在ＰＤＦ文書の作成日時 “YYYY/MM/DD hh:mm:ss” 
%CDt 現在ＰＤＦ文書の作成年月日 “YYYY/MM/DD” 
%Cdy 現在ＰＤＦ文書の作成年 “YYYY” 
%Cdm 現在ＰＤＦ文書の作成月 “MM” 
%Cdd 現在ＰＤＦ文書の作成日 “DD” 
%CTm 現在ＰＤＦ文書の作成時刻 “hh:mm:ss” 
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%Cth 現在ＰＤＦ文書の作成時 “hh” 
%Ctm 現在ＰＤＦ文書の作成分 “mm” 
%Cts 現在ＰＤＦ文書の作成秒 “ss” 
%MDT 記載されている最新の更新日時 “YYYY/MM/DD hh:mm:ss” 
%MDt 記載されている最新の更新年月日 “YYYY/MM/DD” 
%Mdy 記載されている最新の更新年 “YYYY” 
%Mdm 記載されている最新の更新月 “MM” 
%Mdd 記載されている最新の更新日 “DD” 
%MTm 記載されている最新の更新時刻 “hh:mm:ss” 
%Mth 記載されている最新の更新時 “hh” 
%Mtm 記載されている最新の更新分 “mm” 
%Mts 記載されている最新の更新秒 “ss” 
%Pgn 現在ＰＤＦ文書の対象ページ番号 数値 （１０進数） 
%Pgc 現在ＰＤＦ文書の総ページ数 数値 （１０進数） 
%Ttl 現在ＰＤＦ文書のタイトル （記載された文字列） 
%%  “%” 


 
 
4.18 コールバック関数 


サイズの大きなＰＤＦ文書または複雑なＰＤＦ文書を画像に変換する場合や、解像度の高い画像を生成する際


は、コンピュータの能力によってその変換に時間を要する場合があります。そのような場合にコールバック関数を指


定することで、その進捗状況を知ることができます。なお、コールバック関数は、ライブラリと同じスレッドで実行され


ますので注意してください。 
以下の関数で、コールバック関数を登録します。 


 
void MlpSetCallbackFunc( 


int mode, 
int opt, 
void *fnc 


); 
 


引数 
mode 進捗を知らせるモードを指定します。指定できるモードは、「4.11.1 ページ解析終


了のコールバック」および「4.11.2 画像生成進捗のコールバック」を参照してくださ


い。 
opt 関数をコールする際のオプション（モードごとに意味が違います） 
fnc コールバック関数（モードごとに形式が違います） 


 
戻り値 


成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 
 
 
4.18.1 ページ解析終了（画像変換開始）のコールバック設定 


指定されたページを画像に変換する場合はまずそのページを解析し、その後に画像に変換します。 
以下のモードとコールバック関数を指定すると、ページの解析後にその関数がコールされます。 


 
mode MLP_RENDERING_CB 
opt 無視されます。整数の０（ゼロ）を指定してください。 
fnc void __stdcall rendering_cb(int pageNum)を指定します。 


pageNum には、画像に変換されるページ番号が渡ります。 
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4.18.2 画像生成進捗のコールバック設定 


指定されたライン数（ラインは、画像の横幅に相当します）を処理するごとに関数がコールされます。 
なお、変換される画像形式ごとに処理が違いますので、関数がコールされるタイミングは必ずしも一定ではあり


ません。 
 


mode MLP_PROGRESS_CB 
opt ライン数を指定します。このライン数処理終了後に関数がコールされます。 
fnc void __stdcall progress_cb(int lines, int totalLines)を指定します。 


linesには処理したライン数が渡り、totalLinesには生成される画像の全ライン数が渡


ります。 
 
 
4.18.3 パスストローク描画時のコールバック設定 


PDF Imager-LP においてＰＤＦ文書のパスストロークを描画する場合は、指定された解像度とアンチエイリアス


の関係から期待したとおりの画像に変換されない場合があります。このような場合に、PDF Imager-LP が生成し


た画像に替えてユーザーアプリケーションで作成した画像を貼り付けることができます。 
指定された関数は PDF Imager-LP がパスストロークを画像に変換した後で、ページ画像（生成する画像）へ


描画する前にコールされます。 
なお、パスストロークの描画コマンドを画像に変換する処理は、ユーザーアプリケーションで行います。 
パスストロークや描画コマンドなどの詳細は、「PDF Reference」を参照してください。 


 
mode MLP_DRAW_STROKE_PATH_CB 
opt 無視されます。整数の０（ゼロ）を指定してください。 
fnc int __stdcall draw_stroke_path_cb(StrokePathAttr *pa, unsigned 


char *pixels)を指定します。 
pa には、以下のパスストローク属性が渡ります。 


typedef struct StrokePathAttr_s { 
 float lineWidth; //パスの線幅 
 int lineCap; //線の始点･終点形状 
 int lineJoin;  //線接続点の形状 
 float miterLimit;  //とがった線続点の形状 
 int dashLen;  //点線定義配列の長さ 
 float dashPhase;  //最初の点線の長さ 
 float dashData[32];  //点線定義配列 
 float colorfv[5];  //線描画色 
 char *pathString;  //パスストローク コマンド文字列 
 int x, y, width, height; //変換された画像の位置とサイズ 
 int colors;  //描画色の色数 
} StrokePathAttr; 


 
戻り値 コールバック関数からの戻り値によって貼り付けられる画像が変わります。 


０（ゼロ） 画像を貼り付けません。 


1 ユーザーアプリケーションによって変更された pixel 値のパス画像を描画します。 


2 PDF Imager-LP が生成した画像を貼り付けます。 


 


その他 線描画色はカラーの場合 RGBA（Red, Green, Blue, Alpha 値）の順で格納されグレースケー


ル（白黒二値も含みます）の場合はグレースケール値,Alpah 値の順で格納されています。 


 ピクセルデータは、画像の色数が３の場合は３バイトでひとつの画素を表し RGB（Red, Green, 


Blue）の順で格納されています。画像の色数が１の場合は、１バイトでひとつの画素を表し、グ


レースケール値です。色数が４色および２色の場合は、各画素値にAlpha値が追加されます。 
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 さらに、画素データは行（横方向スキャン）がライン（縦方向）数隙間無く格納されたデータで


す。 


 画像の原点は、左上です。 


 


ご注意： 


このコールバック関数を利用すると、生成される画像の解像度によってはピクセルデータのコピーなどに大きな


時間を要する場合があります。 


以下の関数を使うと、コールバックを抑制したり実行したりできます。 
int MlpSetPicture(MLP_STROKEPATH_ENABLE_CALLBACK, int flag); 
flag を 1(真)にすると、コールバック関数が実行され、０(偽)にすると実行されません。 


コールバックを C#開発環境で利用する場合は、既定でコールバックが抑制されています。 
 
 
4.18.4 タイル画像定義時のコールバック設定 


タイルやタイルを敷き詰めた画像をユーザーアプリケーションで作成したものと替えるために、タイルの画像定


義時にユーザー関数をコールバックします。 
ただし、コールバックされるのはタイルが画像だけで構成されている場合に限ります。 


 
mode MLP_DEFINE_IMAGE_TILE_CB 
opt 無視されます。整数の０（ゼロ）を指定してください。 
fnc void __stdcall define_image_tile_cb(ImageTileAttr *ta, unsigned 


char *pixels)を指定します。 
pa には、以下のタイル属性が渡ります。 


typedef struct ImageTileAttr_s { 
 int width, height, colors; //タイルのサイズ、画像の色数 
 float xstep, ystep;  //タイル敷詰めの縦横ステップ 
 Matrix ctm; 
} ImageTileAttr; 


なお、MatrixはPDF文書に定義されたタイルをユーザー指定空間に写像する行列式の係


数です。 


 


戻り値 ありません。 


 


その他 ピクセルデータは、画像の色数が３の場合は３バイトでひとつの画素を表し RGB（Red, Green, 


Blue）の順格納されています。画像の色数が１の場合は、１バイトでひとつの画素を表し、グレー


スケール値です。色数が４色および２色の場合は、格画素値に Alpha 値が追加されます。 


 さらに、画素データは行（横方向スキャン）がライン（縦方向）数隙間無く格納されたデータで


す。 


 画像の原点は、左上です。 


 


ご注意： 


このコールバック関数を利用すると、生成される画像の解像度によってはピクセルデータのコピーなどに大きな


時間を要する場合があります。 


以下の関数を使うと、コールバックを抑制したり実行したりできます。 
int MlpSetPicture(MLP_TILE_IMAGE_ENABLE_CALLBACK, int flag); 
flag を 1(真)にすると、コールバック関数が実行され、０(偽)にすると実行されません。 


コールバックを C#開発環境で利用する場合は、既定でコールバックが抑制されます。 
 
 
4.18.5 タイルマスク画像定義時のコールバック設定 


タイルやタイルを敷き詰めた画像をユーザーアプリケーションで作成したものと替えるために、タイルのマスク画


像定義時にユーザー関数をコールバックします。 
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ただし、コールバックされるのはタイルが画像だけで構成されている場合に限ります。 
 


mode MLP_DEFINE_MASK_IMAGE_TILE_CB 
opt 無視されます。整数の０（ゼロ）を指定してください。 
fnc void __stdcall define_image_image_tile_cb(ImageTileAttr *ta, 


unsigned char *pixels)を指定します。 
pa には、以下のタイル属性が渡ります。 


typedef struct ImageTileAttr_s { 
 int width, height, colors; //タイルのサイズ、画像の色数 
 float xstep, ystep;  //タイル敷詰めの縦横ステップ 
 Matrix ctm; 
} ImageTileAttr; 


なお、MatrixはPDF文書に定義されたタイルをユーザー指定空間に写像する行列式の係


数です。 


 


戻り値 ありません。 


 


その他 マスクのピクセルデータは、画像の色数が１となります。１バイトでひとつの画素を表し、グレー


スケール値です。Alpha 値は含まれません。 


 縦横ステップの値は意味がありません。 


 画素データは行（横方向スキャン）がライン（縦方向）数隙間無く格納されたデータです。 


 画像の原点は、左上です。 


 


ご注意： 


このコールバック関数を利用すると、生成される画像の解像度によってはピクセルデータのコピーなどに大きな


時間を要する場合があります。 


以下の関数を使うと、コールバックを抑制したり実行したりできます。 
int MlpSetPicture(MLP_TILE_MASK_IMG_ENABLE_CALLBACK, int flag); 
flag を 1(真)にすると、コールバック関数が実行され、０(偽)にすると実行されません。 


コールバックを C#開発環境で利用する場合は、既定でコールバックが抑制されます。 


 


 
4.18.6 タイル処理時のコールバック設定 


ユーザーアプリケーションではタイル画像やタイルのマスク画像を元にして、それを敷き詰めた画像を作成でき


ます。PDF Imager-LP は、ユーザーアプリケーションで作成した画像をページ画像（ＰＤＦ文書を変換した画像）に


貼り付けられるようにユーザー関数をコールバックします。 
ただし、コールバックされるのはタイルが画像だけで構成されている場合に限ります。 


 
mode MLP_DRAW_TILED_IMAGE_CB 
opt 無視されます。整数の０（ゼロ）を指定してください。 
fnc int __stdcall define_image_image_tile_cb(ImageTileAttr *ta1, 


unsigned char *pixels1, ImageTileAttr *ta2, unsigned char 
*pixels2)を指定します。 
ta1,ta2 には、以下のタイル属性が渡ります。 


typedef struct ImageTileAttr_s { 
 int width, height, colors; //画像のサイズ、画像の色数 
 float xstep, ystep; 
 Matrix ctm; 
} ImageTileAttr; 


なお、ta1,pixel1はタイルの画像で、ta2,pixel2はタイルを敷き詰めた画像です。 


また、xstep、ystaep、ctmの値は0（ゼロ）となり意味がありません。 
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戻り値 コールバック関数からの戻り値によって貼り付けられる画像が変わります。 


０（ゼロ） 画像を貼り付けません。 


1 ユーザーアプリケーションによって変更された pixel2 値のタイルを敷き詰画像を


ページ画像（ＰＤＦ文書を変換した画像）に描画します。 


2 ユーザーアプリケーションによって変更されたタイル画像 pixel1 を使い、それを


敷き詰めた画像をページ画像（ＰＤＦ文書を変換した画像）に描画します。 


3 PDF Imager-LP が生成した、タイルを敷き詰めた画像をページ画像に貼り付け


ます。 


 


その他 ピクセルデータは、画像の色数が３の場合は３バイトでひとつの画素を表し RGB（Red, Green, 


Blue）の順格納されています。画像の色数が１の場合は、１バイトでひとつの画像をあらわし、グ


レースケール値です。色数が４色および２色の場合は、格画素値にAlpha値が追加されます。 


 さらに、画素データは行（横方向スキャン）がライン（縦方向）数隙間無く格納されたデータで


す。 


 画像の原点は、左上です。 


 


ご注意： 


このコールバック関数を利用すると、生成される画像の解像度によってはピクセルデータのコピーなどに大きな


時間を要する場合があります。 


以下の関数を使うと、コールバックを抑制したり実行したりできます。 
int MlpSetPicture(MLP_TILING_ENABLE_CALLBACK, int flag); 
flag を 1(真)にすると、コールバック関数が実行され、０(偽)にすると実行されません。 


コールバックを C#開発環境で利用する場合は、既定でコールバックが抑制されます。 
 
 
4.19 コールバックの抑制 


C/C++開発環境では、コールバック関数を定義することで、パスストロークやタイル処理時にコールバックされる


ようになります。しかし C#開発環境では、コールバック関数が既定で登録されていてその動作が抑制されていま


す。そのため、C#開発環境でこれらのコールバックを利用する場合は、その動作が抑制されないように指定しなけ


ればなりません。 
 
 
4.19.1 パスストローク描画時コールバックの抑制 


パスストローク描画時のコールバックを抑制します。 
以下の関数を使いコールバックを抑制したり実行したりします。 


 
int MlpSetPicture( 


MLP_STROKEPATH_ENABLE_CALLBACK, 
int flag 


); 
 


引数 
flag 1(真)を指定するとコールバック関数が実行され、０(偽)にするとコールバックは


抑制されます。 
 


戻り値 
成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 


 
 
4.19.2 タイル画像定義時コールバックの抑制 


タイル画像が定義された際のコールバックを抑制します。 
以下の関数を使いコールバックを抑制したり実行したりします。 
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int MlpSetPicture( 


MLP_TILE_IMAGE_ENABLE_CALLBACK,  
int flag 


); 
 


引数 
flag 1(真)を指定するとコールバック関数が実行され、０(偽)にするとコールバックは


抑制されます。 
 


戻り値 
成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 


 
 
4.19.3 タイルマスク画像定義時コールバックの抑制 


タイルマスク画像が定義された際のコールバックを抑制します。 
以下の関数を使いコールバックを抑制したり実行したりします。 


 
int MlpSetPicture( 


MLP_TILE_MASK_IMG_ENABLE_CALLBACK, 
int flag 


); 
 


引数 
flag 1(真)を指定するとコールバック関数が実行され、０(偽)にするとコールバックは


抑制されます。 
 


戻り値 
成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 


 
 
4.19.4 タイル処理時コールバックの抑制 


タイル処理時のコールバックを抑制します。 
以下の関数を使いコールバックを抑制したり実行したりします。 


 
int MlpSetPicture( 


MLP_TILING_ENABLE_CALLBACK, 
int flag 


); 
 


引数 
flag 1(真)を指定するとコールバック関数が実行され、０(偽)にするとコールバックは


抑制されます。 
 


戻り値 
成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 


 
 


4.20 変換された画像をパネルに描画 
PDF Imager-LP は、その内部に特別な画像を生成できます。この画像を PDF Imager-LP では「パネル」と呼び


ます。 


パネルにはＰＤＦ文書を変換したページ画像を１つ以上貼り付けることができます。さらに、ページ画像は別のＰＤＦ


文書を変換した画像でも貼り付けられます。作成されたパネルは指定された画像形式で取得できます。 


一般に以下の手順で複数のページ画像をパネルに貼り付けます。 
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１．  ライブラリを初期化（MlpInitialize） 


２． パネルを生成（MlpCreatePanel） 


3． ＰＤＦ文書を開く（MlpOpenDoc） 


4． 変換する画像の色空間や解像度などを指定 


 （MlpSetPictureRGB、MlpSetPictureResolutionなど） 


5． ＰＤＦ文書のページを指定して内部の画像データに変換（MlpCreatePictMem） 


6． ３、４、５の手順を必要に応じて繰り返します。 


7． パネルのデータを画像形式で取得（MlpPanelToFile） 


8． ＰＤＦ文書を閉じる（MlpCloseDoc） 


9． ライブラリを終了（MlpUninitialize） 


 


 


4.20.1 パネル作成 
複数のページ画像を貼り付けられるパネルを生成します。生成されたパネルは不透明白色でクリアされていま


す。 


パネルはライブラリ内部に１つだけ作成されます。既に作成されている場合は、そのパネルを削除して新たなパ


ネルが作成されます。作成されたパネルは、MlpFreePictMem で削除できます。 


 
int MlpCreatePanel( 


int width, 
int height, 
int colorspace 


); 
 


引数 
width パネルの横方向のピクセル数 
height パネルの縦方向のピクセル数 
colorspace 色空間（MLP_PICTURE_RGB または MLP_PICTURE_GRAY） 


 
戻り値 


成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 
 


 


4.20.2 パネルをクリア 
複数のページ画像を貼り付けられるパネル全体を不透明白色で塗りつぶします。 


 
int MlpClearPanel(); 


 


引数 
ありません 


 
戻り値 


成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 
 


 


4.20.3 パネルにページ画像を貼り付ける 
メモリー上のページ画像をパネルに貼り付けます。 


メモリーにはあらかじめ MlpCreatePictMemを使ってページ画像を作成しておかなければなりません（メモリ


ー上に画像がない場合などは貼り付けができません）。 


メモリー上の画像はパネルの色空間と同じ色空間に自動で変換されます。ページ画像をパネルに貼り付ける際


に画像のサイズや解像度は変更されません。ページ画像にアルファチャネルはありませんので、後から描画したペ
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ージ画像でそれまでのページ画像に上書きされます。ページ画像の背景は不透明白色ですのでご注意ください。 


パネル画像やページ画像の原点（x=0、ｙ=０）は、左上です。 


 
int MlpMemPictToPanel( 


int xPos, 
int yPos, 
float alpha 


); 
 


引数 
xPos ページ画像を貼り付けるパネルの X 座標 
yPos ページ画像を貼り付けるパネルの Y 座標 
alpha 貼り付けるページ画像の不透明度（0.0 から 1.0 の間で指定） 


 
戻り値 


成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 
 


 


4.20.4 パネルにページ画像の境界を指定して貼り付ける 
メモリー上のページ画像の境界を指定してパネルに貼り付けます。境界を指定すると、画像を切り取ることなど


ができます。 


指定された領域の内部がパネルに貼り付けられます。指定された領域にページ画像がない部分はパネルに描


画されません。 


メモリーにはあらかじめ MlpCreatePictMemを使ってページ画像を作成しておかなければなりません（メモリ


ー上に画像がない場合などは貼り付けができません）。 


メモリー上の画像はパネルの色空間と同じ色空間に自動で変換されます。ページ画像をパネルに貼り付ける際


に画像のサイズや解像度は変更されません。ページ画像にアルファチャネルはありませんので、後から描画したペ


ージ画像でそれまでのページ画像に上書きされます。ページ画像の背景は不透明白色ですのでご注意ください。 


パネル画像やページ画像の原点（x=0、ｙ=０）は、左上です。 


 
int MlpMemPictToPanelBBox( 


int xPos, 
int yPos, 
float alpha, 
int bboxX, 
int bboxY, 
int bboxWidth, 
int bboxHeight 


); 
 


引数 
xPos ページ画像を貼り付けるパネルの X 座標 
yPos ページ画像を貼り付けるパネルの Y 座標 
alpha 貼り付けるページ画像の不透明度（0.0 から 1.0 の間で指定） 
bboxX 貼り付けるページ画像から切り取る領域の X 座標（ページ画像上の座標） 
bboxY 貼り付けるページ画像から切り取る領域の Y 座標（ページ画像上の座標） 
bboxWidth 貼り付けるページ画像から切り取る領域の幅（ピクセル値） 
bboxHeight 貼り付けるページ画像から切り取る領域の高さ（ピクセル値） 


 
戻り値 


成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 
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4.20.5 パネルに矩形を描画 
パネルに矩形を描画します。 


ページ画像を切り取った場合など、その領域を明示したい場合などに利用します。 


パネル画像の原点（x=0、ｙ=０）は、左上です。矩形は不透明な指定色で描画されます。 


 
int MlpPaintRectToPanel( 


int xPos, 
int yPos, 
int width, 
int height, 
int lineWidth, 
unsigned char color[] 


); 
 


引数 
xPos 矩形を描画するパネルの X 座標 
yPos 矩形を描画するパネルの Y 座標 
width 描画する矩形の幅（ピクセル値） 
height 描画する矩形の高さ（ピクセル値） 
lineWidth 矩形の線幅（ピクセル値） 
color 矩形線の色配列（カラーの場合はＲＧＢの３色、グレースケールの場合は１色） 
 各色は０～２５５の値で指定 


 
戻り値 


成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 
 


 


4.20.6 パネルのデータを画像で取得 
パネルのデータを画像に変換しファイルで取得します。 


 
int MlpPanelToFile( 


const TCHAR *fileName 
); 


 


引数 
fileName 画像ファイル名 
 画像形式はファイルの拡張子によって以下のように自動で選択されます。 


拡張子が“png”の場合、ＰＮＧ形式の画像 
拡張子が“jpeg”または“jpg”の場合、ＪＰＥＧ形式の画像 
拡張子が“tiff”または“tif”の場合、ＴＩＦＦ形式の画像 


 
戻り値 


成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 
 


 


4.20.7 パネル削除 
作成されたパネルを削除し、そのメモリー領域を開放します。 


パネル領域は、ライブラリの使用終了で自動的に削除されるためメモリー領域に問題がない場合は開放しなく


ともかまいません。 


 
int MlpFreePanel(); 


 


引数 
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ありません 
 


戻り値 
成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 


 


 


4.21 画像変換の並列処理 
PDF Imager-LP は、複数ページを画像に変換する場合に、それぞれをスレッドで並列に処理します。また、各ペ


ージを画像に変換する場合でも、そのページをより小さな領域に分割して並列処理します。 


規定では、単一のページを分割してスレッドで並列に処理し、ページごとには並列処理しません。なお、これらの


動作は抑制することができ、実行するスレッドの最大数を指定できます。 


 


 


4.21.1 複数ページの並列処理の抑制 
複数ページを画像変換する場合にスレッドによる並列処理を抑制します。 


 
int MlpSetPicture( 


MLP_THREAD_EACH_PAGE, 
int flag 


); 
 


引数 
flag ０（ゼロ）を指定すると、並列処理は抑制されます。それ以外の場合は抑制されま


せん。 
 


戻り値 
成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 


 


 


4.21.2 複数ページの並列処理の最大スレッド数 
複数ページを画像変換する場合の最大スレッド数（並列処理数）を変更します。 


 
int MlpSetPicture( 


MLP_THREAD_EACH_PAGE_COUNT, 
int num 


); 
 


引数 
num 実行されるスレッドの総数を指定します。省略した場合は、使用しているコンピュー


タの論理ＣＰＵ数と同じ数が使用されます。 
 


戻り値 
成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 


 


 


4.21.3 単一ページの並列処理の抑制 
各ページを画像変換する場合の並列処理を抑制します。 


 
int MlpSetPicture( 


MLP_THREAD_SPLIT_PAGE, 
int flag 


); 
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引数 
flag ０（ゼロ）を指定すると、並列処理は抑制されます。それ以外の場合は抑制されま


せん。 
 


戻り値 
成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 


 


 


4.21.4 単一ページの並列処理の最大スレッド数 
各ページを画像変換する場合の並列処理の最大スレッド数（並列処理数）を変更します。 


 
int MlpSetPicture( 


MLP_THREAD_SPLIT_PAGE_COUNT,  
int num 


); 
 


引数 
num 実行されるスレッドの総数を指定します。省略した場合は、使用しているコンピュー


タの論理ＣＰＵ数と同じ数が使用されます。 
 


戻り値 
成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 


 


 


4.22 画像変換の結果 
PDF Imager-LP はＰＤＦ文書にフォントが埋め込まれていない場合に代替フォントを使って文字を画像に変換


します。この際に、ＰＤＦ文書で指定された文字コードのグリフ（字形）が代替されたフォントに存在しない場合があり


ます。この場合は、一般にグリフが存在しない場合の特殊な字形（未定義グリフ）が表示されます。 


このように文字が「未定義グリフ」に変換されたことを、画像生成後に知ることができます。 


以下の関数を利用して、未定義グリフに変換された文字数を取得できます。 


 
int MlpGetDocumentInfo( 


MLP_GLYPH_NOT_FOUND_COUNT, 
int *count 


); 
 


引数 
count 未定義グリフに変換された文字の総数。 


 
戻り値 


成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 
 
ご注意ください。 


この関数で取得できる総数は、「正しい文字（グリフ）に変換されなかった文字の総数」ではありません。画像へ


の変換時に指定されたフォントに、対照のＰＤＦ文書で指定されたグリフ（字形）が存在しておらず、未定義グリフに


変換された文字の総数です。 
この値を読み出すと結果は０（ゼロ）にリセットされます。 


 


 


4.23 ＰＤＦ文書処理の終了 
ＰＤＦ文書の画像変換処理を終了します。 


 
void MlpCloseDoc(); 
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引数 


ありません。 
 


戻り値 
ありません。 


 
 


4.24 ライブラリの使用終了 
ライブラリの使用を終了します。 


 
void MlpUninitialize(); 


 
引数 


ありません。 
 


戻り値 
ありません。 


 


 


5.0 初期化ファイル（初期化データ）について 
PDF Imager-LPは初期化ファイル（または初期化データ）を使うことでＰＤＦ文書に指定されたフォント


4
（埋め込


み・非埋め込みフォントにかかわらず）を指定したフォントに置き換えて変換することができます。 


初期化ファイル（または初期化データ）はＸＭＬ形式です。 


初期化ファイル（または初期化データ）の指定手順は、「4.3 初期化ファイル（初期化データ）を指定する」を参


照してください。 


 


 


5.1 非埋め込みフォントの代替指定 
ＰＤＦ文書で使用しているフォントがその文書に埋め込まれていない場合は、システムにインストールされている


同じ名前のフォントを検索して利用します。もし、必要なフォントがシステムで検索できない場合は、「ＭＳ ゴシック」


または「ＭＳ 明朝」フォントで代替します。 


属性値 always=trueを指定すると、ＰＤＦ文書で指定されたフォントがシステムにインストールされている場合


でも代替指定されたフォントが使用されます。なお、always の既定値は false（偽）です。省略すると、システム


にインストールされたフォントが使用されます。 


代替フォントは関数で指定することもできます。「4.12 代替フォント指定」を参照してください。 
 


この指定ファイルまたはデータの指定は、「4.3 初期ファイル（初期化データ）を指定する」を参照してください。 


 


フォントの指定は、以下のようにＸＭＬ形式で指定します。 


 
<?xml version=”1.0” encoding=”shift_jis” ?> 
<init> 
  <fonts default=”Font0”> 
    <font org=”Font11” alt=”Font12” /> 
    <font org=”Font21” alt=”Font22” /> 
    <font always=”true” org=”Font31” alt=”Font32” /> 
  </fonts> 
</init> 


 
属性 


                                                  
4 Type0 フォントに限ります。詳細は、PDF Reference を参照してください。 
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org ＰＤＦ文書に指定されたフォント名指定 


alt 代替するフォント名指定 
always 値に true（真）を指定すると、org で指定されたフォントは alt で指定されたフ


ォントに代替されます。 
 false（偽）を指定すると、org で指定されたフォントがシステムにインストールさ


れていない場合にのみ alt で指定されたフォントに代替されます。 
 既定値は、false 
default 指定のフォントがシステムにインストールされていない場合に既定で利用されるフ


ォント名 
 既定値は「ＭＳ ゴシック」および「ＭＳ 明朝」 


 
値 


Font0 ＰＤＦ文書で指定されたフォントや代替フォントが検索できない場合に利用される


フォント名 
Font11、Font21 ＰＤＦ文書で指定されたフォントのＰｏｓｔＳｃｒｉｐｔ名 


属性「org」で指定します。 
Font12、Font22 代替するシステムにインストールされたフォント名 


属性「alt」で指定します。 
Font31はFont32に常に代替されます。ただし、Font32がシステムにインストールされている場合に


限ります。 
 


代替フォントは<init>および<fonts>の子要素として指定します。 
 
この初期化ファイルはＳｈｉｆｔ_ＪＩＳ文字コードで記述してください。それ以外の文字コードは利用できません。 


 
 


5.2 埋め込みフォントの代替指定 
PDF Imager-LP はＰＤＦ文書にフォントが埋め込まれている場合でもフォントを代替指定できます。 
代替フォントは関数で指定することもできます。「4.12 代替フォント指定」を参照してください。 


 
この指定ファイルまたはデータの指定は、「4.3 初期ファイル（初期化データ）を指定する」を参照してください。 


 
フォントの指定は、以下のようにＸＭＬ形式で指定します。 


 
<?xml version=”1.0” encoding=”shift_jis” ?> 
<init> 
  <fonts default=”Font0”> 
    <font replace=”true” org=”Font11” alt=”Font12” /> 
    <font replace=”true” org=”Font21” alt=”Font22” /> 
    <font always=”true” replace=”true” org=”Font31” alt=”Font32” /> 
  </fonts> 
</init> 


 
属性 


org ＰＤＦ文書に指定されたフォント名指定 


alt 代替するフォント名指定 
replace 値に true（真）を指定すると、org で指定されたＰＤＦ文書の埋め込みフォントが


利用されなくなります。 
always 値に false（偽）を指定すると、org で指定されたフォントがシステムにインスト


ールされているフォントに代替使用されます。システムにインストールされていない


場合は alt に指定されたフォントが使用されます。 
 true（真）を指定すると、org で指定されたフォントに替わって alt で指定され


たフォントが使用されます。 
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 既定値は、false です。 
replace 値に true（真）を指定すると、org フォントがＰＤＦ文書に埋め込まれている場合


でも always が真であれば alt フォントに代替され、always が偽であれば


org フォントがシステムにインストールされていない場合に alt フォントに代替さ


れます。 
 false（偽）を指定すると、org で指定されたフォントがＰＤＦ文書に埋め込まれ


ている場合代替されません。 
 既定値は、false 
default 指定のフォントがシステムにインストールされていない場合に既定で利用されるフ


ォント名です。既定値は「ＭＳ ゴシック」および「ＭＳ 明朝」です。 
値 


Font0 ＰＤＦ文書で指定されたフォントや代替フォントが検索できない場合に利用される


フォント名 
Font11、Font21 ＰＤＦ文書で指定されたフォントのＰｏｓｔＳｃｒｉｐｔ名 


属性「org」で指定します。 
Font12、Font22 代替するシステムにインストールされたフォント名 


属性「alt」で指定します。 
Font31がＰＤＦ文書に埋め込まれている場合でも Font32に代替されます。なお、alwaysを false
（偽）とするとFont31がシステムにインストールされている場合にはインストールされているフォントが使


用されます。 
 


代替フォントは<init>および<fonts>の子要素として指定します。 
 


この初期化ファイルはＳｈｉｆｔ_ＪＩＳ文字コードで記述してください。それ以外の文字コードは利用できません。 
 
 


5.3 代替フォントの太さとスタイル 
初期化ファイルまたは初期化データでフォントを代替する場合は、指定するフォントの太さ（weight）やスタイ


ル（style）を指定できます。ただし、代替のフォントが日本語フォントの場合のみです。 
代替フォントは関数で指定することもできます。「4.12 代替フォント指定」を参照してください。 


 
この指定ファイルまたはデータの指定は、「4.3 初期ファイル（初期化データ）を指定する」を参照してください。 


 
フォントの指定は、以下のようにＸＭＬ形式で指定します。 


 
<?xml version=”1.0” encoding=”shift_jis” ?> 
<init> 
  <fonts> 
    <font org=”Font11” alt=”Font12” weight=”bold” /> 
    <font org=”Font21” alt=”Font22” weight=”normal” style=”italic” /> 
  </fonts> 
</init> 


 
属性 


weight 代替フォントの太さ指定 


 値は、normal、bold または 100、200、300、400、500、600、700、800、900
のいずれかを指定できます。 


 既定値は、normal です。この属性は省略できます。 
style 代替フォントのスタイル指定 
 値は、normal、italic、oblique のいずれかを指定できます。 
 なお、italic と oblique は同じ斜体です。 
 既定値は、normal です。この属性は省略できます。 
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この初期化ファイルはＳｈｉｆｔ_ＪＩＳ文字コードで記述してください。それ以外の文字コードは利用できません。 
 
 


6.0 文字列でのページ指定方法 
複数のページで構成されたＴＩＦＦ画像に変換する場合、ページを文字列で指定できます（「4.8 複数ページのＴＩＦ


Ｆ画像に変換（その２）」参照）。ページの指定方法は、以下のとおりです。 


 


複数のページを指定する場合の区切り文字は、スペース、タブまたはコンマのいずれかです。 


ＰＤＦ文書に存在しないページ番号は、無視されます。 


最初のページをページ番号「０」と指定できます。 


最後のページをページ番号「-１」と指定できます。 


連続したページをマイナス文字（“-”）で区切って初めのページ番号、終わりのページ番号の順に指定します。 


 


指定の例： 


“0,3,5,7” ページ番号 1,3,5,7をこの順で画像に変換します。0は、ページ番号「１」に変換されま


す。 
“2,5,3,9,-1” ページ番号2,5,3,9及び最終のページをこの順で画像に変換します。５ページで構成


された画像が作成されます。 
“2,2,3,3” ページ番号 2を２回そしてページ番号 3を２回この順で画像に変換します。４ページで構


成された画像が作成されます。 
“1,3-7,9” ページ番号 1,3,4,5,6,7,9 をこの順で画像に変換します。 
“7-4,10” ページ番号 7,6,5,4,10 をこの順で画像に変換します。 
“1-3,6-5” ページ番号 1,2,3,6,5 をこの順で画像に変換します。 


上記の例を組み合わせてページを指定できます。 
いずれの場合でも、ＰＤＦ文書に存在しないページ番号は無視されます（単独で現れる「0」と「-1」を除きます）。 


 
 


7.0 定数 一覧 
定数の一覧を以下に記します。 


 
 定数 値 内容 
 MIN_RESOLUTION 50 最小の解像度 
 MAX_RESOLUTION 10000 最大の解像度 
 DEFAULT_RESOLUTION 150 既定の解像度 
 MIN_QUALITY 10 JPEG圧縮が指定された際の品質の最小値 
 MAX_QUALITY 90 JPEG圧縮が指定された際の品質の最大値 
 MIN_PICT_BUF_SIZE 50 画像変換用メモリーサイズの最小値 
 MAX_PICT_BUF_SIZE 1024 画像変換用メモリーサイズの最大値 
 
 
8.0 エラーコード 一覧 


エラーコードを以下に記します。 
 


エラーコード 値 エラー内容（および対処） 
MLP_ALREADY_INITIALIZED -1 既に初期化されています。 


MlpUninitialize()で終了する、もしくはそのま


ま処理を続けます。 
MLP_NOT_INITIALIZED -2 初期化できない、もしくは、初期化していません。 


 MlpInitialize()で再度初期化してください。 


MLP_INIT_FILE_OPEN_ERROR -3 初期化ファイルを読めません。 


MLP_INIT_DATA_LOAD_ERROR -3 初期化データをロードできません。 


MLP_LICENSE_ERROR -4 不正なライセンスキーもしくは、評価用ライセンスキー
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の期限切れです。 


有効なライセンスキーを使用してください。 


MLP_ALREADY_OPENED -5 既にPDF文書をオープンしています。 


MlpCloseDoc関数でクローズしてから再度オープン


してください。 


MLP_FILE_OPEN_ERROR -6 指定の入力文書をオープンできません。または、入力


画像ファイルを認識できません。 


入力ファイルのパスや名前を正しく指定してください。


または、正しい画像ファイルを指定してください。 


MLP_FILE_IS_NOT_PDF -7 PDF文書として解析できません。 


正しいPDF文書を指定してください。 


MLP_FILE_NOT_DECRYPTED -8 PDF文書が暗号化されていますが、指定のパスワード


では復号できません。 


正しいパスワードを指定してください。 


MLP_FILE_NOT_OPENED -9 PDF文書がオープンされていません。 


入力の文書をオープンしてから実行してください。 


MLP_INIT_FILE_OPEN_ERROR -10 初期化ファイルを読めません。 


初期化ファイルのパスや名前を正しく指定してくださ


い。 


MLP_PDF_PARSE_ERROR -11 ＰＤＦ文書の解析中にエラーとなりました。 


指定のPDF文書を解析できません。 


MLP_PDF_HAS_NOT_PAGE -12 指定のPDF文書にはページがありません。 


ページのあるPDF文書を指定してください。 


MLP_INVALID_PAGE_NUMBER -13 指定したページの番号は無効です。 


ページ番号は１以上で入力文書のページ総数を超えな


い値を指定してください。 


MLP_INVALID_RESOLUTION -14 指定された解像度は無効です。 


解像度は、50以上2000以下を指定してください。 


MLP_INVALID_QUALITY -15 指定されたJPEG品質は無効です。 


JPEG品質は、10以上１００以下を指定してください。 
MLP_NO_OUTPUT_FILE -16 出力ファイルが指定されていません。または、指定の出


力ファイルの形式（拡張子）が無効です。 


正しい形式の出力ファイル名を指定してください。 


MLP_TOO_LARGE_PIXEL -17 作成しようとしている画像が大きすぎます。 


解像度下げるか入力文書のページサイズを小さくして


ください。 


MLP_DRAW_ERROR -18 画像作成用のメモリー領域を確保できません。または、


画像の書き出しに失敗しました。 


MLP_MEMORY_ERROR -20 メモリー領域の確保に失敗しました。 


致命的なエラーです。 


MLP_INVALID_CANVAS_SIZE -22 カンバスサイズが不正です。 
正しい値を指定してください。 


MLP_INVALID_ARG_VALUE -22 関数の引数が不正です。 
正しい引数値を指定してください。 


MLP_INVALID_PICT_TYPE -23 変換される画像の形式が不正です。 
正しい画像形式を指定してください。 


MLP_INVALID_CMD -24 指定されたコマンドが不正です。 
正しいコマンドを指定してください。 


MLP_NO_DATA -25 データがありません。 
MLP_FAIL_TO_GET_PAGE -27 ページの取得に失敗しました。 
MLP_INVALID_DATA -30 無効なデータ 
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MLP_NO_LICENSE_KEY -31 ライセンスキーが指定されていません。 


MLP_UNUSABLE_LICENSE -32 このバージョンでは使えないライセンスです。 


MLP_EXPIRED_LICENSE -33 失効したライセンスです。 


MLP_ILLIGUL_OS_LICENSE -34 このOSでは使えないライセンスです。 


MLP_ILLIGUL_OS_LICENSE -35 このOSでは使えないライセンスです。 


MLP_COLOR_PROFILE_NOT_FOUND -36 カラープロファイルを読み込めません。 


MLP_INVALID_VER_COLOR_PROFILE -37 Veresio.2でないカラープロファイルです。 


MLP_INVALID_COLOR_PROFILE -38 不正なカラープロファイルです。 


MLP_FAIL_TO_COUNT_PAGES -39 総ページ数の取得に失敗しました。 


MLP_INVALID_PDF_VERSION -40 不正なPDF文書のバージョンです。 


MLP_FONT_NOT_FOUND -41 フォントが見つかりません。 


MLP_ALT_FONT_NOT_FOUND -42 代替フォントが見つかりません。 


MLP_FONT_FILE_NOT_OPENED -43 フォントファイルを開けません。 


MLP_FONT_NOT_LOADED -44 フォントをロードできません。フォントデータが不正です。 


MLP_GLYPH_NOT_FOUND -51 グリフを検索できません。 


MLP_UNAVAILABLE_CMD -61 入力文書に対して利用できないコマンドです。 
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9.0 色名称一覧 
カラーの名称一覧です。CSS（Cascading Style Sheets）に準じています。 
Imager-LP では大文字と小文字を区別していません。 


 
#fffafa snow 
#f8f8ff GhostWhite 
#f5f5f5 WhiteSmoke 
#dcdcdc gainsboro 
#fffaf0 FloralWhite 
#fdf5e6 OldLace 
#faf0e6 linen 
#faebd7 AntiqueWhite 
#ffefd5 PapayaWhip 
#ffebcd BlanchedAlmond 
#ffe4c4 bisque 
#ffdab9 PeachPuff 
#ffdead NavajoWhite 
#ffe4b5 moccasin 
#fff8dc cornsilk 
#fffff0 ivory 
#fffacd LemonChiffon 
#fff5ee seashell 
#f0fff0 honeydew 
#f5fffa MintCream 
#f0ffff azure 
#f0f8ff AliceBlue 
#e6e6fa lavender 
#fff0f5 LavenderBlush 
#ffe4e1 MistyRose 
#ffffff white 
#000000 black 
#2f4f4f DarkSlateGray 
#2f4f4f DarkSlateGrey 
#696969 DimGray 
#696969 DimGrey 
#708090 SlateGray 
#708090 SlateGrey 
#778899 LightSlateGray 
#778899 LightSlateGrey 
#bebebe gray 
#bebebe grey 
#d3d3d3 LightGrey 
#d3d3d3 LightGray 
#191970 MidnightBlue 
#000080 navy 
#000080 NavyBlue 
#6495ed CornflowerBlue 
#483d8b DarkSlateBlue 
#6a5acd SlateBlue 
#7b68ee MediumSlateBlue 
#8470ff LightSlateBlue 
#0000cd MediumBlue 
#4169e1 RoyalBlue 
#0000ff blue 
#1e90ff DodgerBlue 
#00bfff DeepSkyBlue 
#87ceeb SkyBlue 
#87cefa LightSkyBlue 


#a4d3ee LightSkyBlue2 
#8db6cd LightSkyBlue3 
#607b8b LightSkyBlue4 
#c6e2ff SlateGray1 
#b9d3ee SlateGray2 
#9fb6cd SlateGray3 
#6c7b8b SlateGray4 
#cae1ff LightSteelBlue1
#bcd2ee LightSteelBlue2
#a2b5cd LightSteelBlue3
#6e7b8b LightSteelBlue4
#bfefff LightBlue1 
#b2dfee LightBlue2 
#9ac0cd LightBlue3 
#68838b LightBlue4 
#e0ffff LightCyan1 
#d1eeee LightCyan2 
#b4cdcd LightCyan3 
#7a8b8b LightCyan4 
#bbffff PaleTurquoise1
#aeeeee PaleTurquoise2
#96cdcd PaleTurquoise3
#668b8b PaleTurquoise4
#98f5ff CadetBlue1 
#8ee5ee CadetBlue2 
#7ac5cd CadetBlue3 
#53868b CadetBlue4 
#00f5ff turquoise1 
#00e5ee turquoise2 
#00c5cd turquoise3 
#00868b turquoise4 
#00ffff cyan1 
#00eeee cyan2 
#00cdcd cyan3 
#008b8b cyan4 
#97ffff DarkSlateGray1
#8deeee DarkSlateGray2
#79cdcd DarkSlateGray3
#528b8b DarkSlateGray4
#7fffd4 aquamarine1 
#76eec6 aquamarine2 
#66cdaa aquamarine3 
#458b74 aquamarine4 
#c1ffc1 DarkSeaGreen1 
#b4eeb4 DarkSeaGreen2 
#9bcd9b DarkSeaGreen3 
#698b69 DarkSeaGreen4 
#54ff9f SeaGreen1 
#4eee94 SeaGreen2 
#43cd80 SeaGreen3 
#2e8b57 SeaGreen4 
#9aff9a PaleGreen1 
#90ee90 PaleGreen2 
#7ccd7c PaleGreen3 


#912cee purple2 
#7d26cd purple3 
#551a8b purple4 
#ab82ff MediumPurple1 
#9f79ee MediumPurple2 
#8968cd MediumPurple3 
#5d478b MediumPurple4 
#ffe1ff thistle1 
#eed2ee thistle2 
#cdb5cd thistle3 
#8b7b8b thistle4 
#000000 gray0 
#000000 grey0 
#030303 gray1 
#030303 grey1 
#050505 gray2 
#050505 grey2 
#080808 gray3 
#080808 grey3 
#0a0a0a gray4 
#0a0a0a grey4 
#0d0d0d gray5 
#0d0d0d grey5 
#0f0f0f gray6 
#0f0f0f grey6 
#121212 gray7 
#121212 grey7 
#141414 gray8 
#141414 grey8 
#171717 gray9 
#171717 grey9 
#1a1a1a gray10 
#1a1a1a grey10 
#1c1c1c gray11 
#1c1c1c grey11 
#1f1f1f gray12 
#1f1f1f grey12 
#212121 gray13 
#212121 grey13 
#242424 gray14 
#242424 grey14 
#262626 gray15 
#262626 grey15 
#292929 gray16 
#292929 grey16 
#2b2b2b gray17 
#2b2b2b grey17 
#2e2e2e gray18 
#2e2e2e grey18 
#303030 gray19 
#303030 grey19 
#333333 gray20 
#333333 grey20 
#363636 gray21 
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#4682b4 SteelBlue 
#b0c4de LightSteelBlue 
#add8e6 LightBlue 
#b0e0e6 PowderBlue 
#afeeee PaleTurquoise 
#00ced1 DarkTurquoise 
#48d1cc MediumTurquoise 
#40e0d0 turquoise 
#00ffff cyan 
#e0ffff LightCyan 
#5f9ea0 CadetBlue 
#66cdaa 
MediumAquamarine 
#7fffd4 aquamarine 
#006400 DarkGreen 
#556b2f DarkOliveGreen 
#8fbc8f DarkSeaGreen 
#2e8b57 SeaGreen 
#3cb371 MediumSeaGreen 
#20b2aa LightSeaGreen 
#98fb98 PaleGreen 
#00ff7f SpringGreen 
#7cfc00 LawnGreen 
#00ff00 green 
#7fff00 chartreuse 
#00fa9a 
MediumSpringGreen 
#adff2f GreenYellow 
#32cd32 LimeGreen 
#9acd32 YellowGreen 
#228b22 ForestGreen 
#6b8e23 OliveDrab 
#bdb76b DarkKhaki 
#f0e68c khaki 
#eee8aa PaleGoldenrod 
#fafad2 
LightGoldenrodYellow 
#ffffe0 LightYellow 
#ffff00 yellow 
#ffd700 gold 
#eedd82 LightGoldenrod 
#daa520 goldenrod 
#b8860b DarkGoldenrod 
#bc8f8f RosyBrown 
#cd5c5c IndianRed 
#8b4513 SaddleBrown 
#a0522d sienna 
#cd853f peru 
#deb887 burlywood 
#f5f5dc beige 
#f5deb3 wheat 
#f4a460 SandyBrown 
#d2b48c tan 
#d2691e chocolate 
#b22222 firebrick 
#a52a2a brown 
#e9967a DarkSalmon 
#fa8072 salmon 
#ffa07a LightSalmon 


#548b54 PaleGreen4 
#00ff7f SpringGreen1 
#00ee76 SpringGreen2 
#00cd66 SpringGreen3 
#008b45 SpringGreen4 
#00ff00 green1 
#00ee00 green2 
#00cd00 green3 
#008b00 green4 
#7fff00 chartreuse1 
#76ee00 chartreuse2 
#66cd00 chartreuse3 
#458b00 chartreuse4 
#c0ff3e OliveDrab1 
#b3ee3a OliveDrab2 
#9acd32 OliveDrab3 
#698b22 OliveDrab4 
#caff70 DarkOliveGreen1
#bcee68 DarkOliveGreen2
#a2cd5a DarkOliveGreen3
#6e8b3d DarkOliveGreen4
#fff68f khaki1 
#eee685 khaki2 
#cdc673 khaki3 
#8b864e khaki4 
#ffec8b LightGoldenrod1
#eedc82 LightGoldenrod2
#cdbe70 LightGoldenrod3
#8b814c LightGoldenrod4
#ffffe0 LightYellow1 
#eeeed1 LightYellow2 
#cdcdb4 LightYellow3 
#8b8b7a LightYellow4 
#ffff00 yellow1 
#eeee00 yellow2 
#cdcd00 yellow3 
#8b8b00 yellow4 
#ffd700 gold1 
#eec900 gold2 
#cdad00 gold3 
#8b7500 gold4 
#ffc125 goldenrod1 
#eeb422 goldenrod2 
#cd9b1d goldenrod3 
#8b6914 goldenrod4 
#ffb90f DarkGoldenrod1
#eead0e DarkGoldenrod2
#cd950c DarkGoldenrod3
#8b6508 DarkGoldenrod4
#ffc1c1 RosyBrown1 
#eeb4b4 RosyBrown2 
#cd9b9b RosyBrown3 
#8b6969 RosyBrown4 
#ff6a6a IndianRed1 
#ee6363 IndianRed2 
#cd5555 IndianRed3 
#8b3a3a IndianRed4 
#ff8247 sienna1 
#ee7942 sienna2 


#363636 grey21 
#383838 gray22 
#383838 grey22 
#3b3b3b gray23 
#3b3b3b grey23 
#3d3d3d gray24 
#3d3d3d grey24 
#404040 gray25 
#404040 grey25 
#424242 gray26 
#424242 grey26 
#454545 gray27 
#454545 grey27 
#474747 gray28 
#474747 grey28 
#4a4a4a gray29 
#4a4a4a grey29 
#4d4d4d gray30 
#4d4d4d grey30 
#4f4f4f gray31 
#4f4f4f grey31 
#525252 gray32 
#525252 grey32 
#545454 gray33 
#545454 grey33 
#575757 gray34 
#575757 grey34 
#595959 gray35 
#595959 grey35 
#5c5c5c gray36 
#5c5c5c grey36 
#5e5e5e gray37 
#5e5e5e grey37 
#616161 gray38 
#616161 grey38 
#636363 gray39 
#636363 grey39 
#666666 gray40 
#666666 grey40 
#696969 gray41 
#696969 grey41 
#6b6b6b gray42 
#6b6b6b grey42 
#6e6e6e gray43 
#6e6e6e grey43 
#707070 gray44 
#707070 grey44 
#737373 gray45 
#737373 grey45 
#757575 gray46 
#757575 grey46 
#787878 gray47 
#787878 grey47 
#7a7a7a gray48 
#7a7a7a grey48 
#7d7d7d gray49 
#7d7d7d grey49 
#7f7f7f gray50 
#7f7f7f grey50 
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#ffa500 orange 
#ff8c00 DarkOrange 
#ff7f50 coral 
#f08080 LightCoral 
#ff6347 tomato 
#ff4500 OrangeRed 
#ff0000 red 
#ff69b4 HotPink 
#ff1493 DeepPink 
#ffc0cb pink 
#ffb6c1 LightPink 
#db7093 PaleVioletRed 
#b03060 maroon 
#c71585 MediumVioletRed 
#d02090 VioletRed 
#ff00ff magenta 
#ee82ee violet 
#dda0dd plum 
#da70d6 orchid 
#ba55d3 MediumOrchid 
#9932cc DarkOrchid 
#9400d3 DarkViolet 
#8a2be2 BlueViolet 
#a020f0 purple 
#9370db MediumPurple 
#d8bfd8 thistle 
#fffafa snow1 
#eee9e9 snow2 
#cdc9c9 snow3 
#8b8989 snow4 
#fff5ee seashell1 
#eee5de seashell2 
#cdc5bf seashell3 
#8b8682 seashell4 
#ffefdb AntiqueWhite1 
#eedfcc AntiqueWhite2 
#cdc0b0 AntiqueWhite3 
#8b8378 AntiqueWhite4 
#ffe4c4 bisque1 
#eed5b7 bisque2 
#cdb79e bisque3 
#8b7d6b bisque4 
#ffdab9 PeachPuff1 
#eecbad PeachPuff2 
#cdaf95 PeachPuff3 
#8b7765 PeachPuff4 
#ffdead NavajoWhite1 
#eecfa1 NavajoWhite2 
#cdb38b NavajoWhite3 
#8b795e NavajoWhite4 
#fffacd LemonChiffon1 
#eee9bf LemonChiffon2 
#cdc9a5 LemonChiffon3 
#8b8970 LemonChiffon4 
#fff8dc cornsilk1 
#eee8cd cornsilk2 
#cdc8b1 cornsilk3 
#8b8878 cornsilk4 
#fffff0 ivory1 


#cd6839 sienna3 
#8b4726 sienna4 
#ffd39b burlywood1 
#eec591 burlywood2 
#cdaa7d burlywood3 
#8b7355 burlywood4 
#ffe7ba wheat1 
#eed8ae wheat2 
#cdba96 wheat3 
#8b7e66 wheat4 
#ffa54f tan1 
#ee9a49 tan2 
#cd853f tan3 
#8b5a2b tan4 
#ff7f24 chocolate1 
#ee7621 chocolate2 
#cd661d chocolate3 
#8b4513 chocolate4 
#ff3030 firebrick1 
#ee2c2c firebrick2 
#cd2626 firebrick3 
#8b1a1a firebrick4 
#ff4040 brown1 
#ee3b3b brown2 
#cd3333 brown3 
#8b2323 brown4 
#ff8c69 salmon1 
#ee8262 salmon2 
#cd7054 salmon3 
#8b4c39 salmon4 
#ffa07a LightSalmon1 
#ee9572 LightSalmon2 
#cd8162 LightSalmon3 
#8b5742 LightSalmon4 
#ffa500 orange1 
#ee9a00 orange2 
#cd8500 orange3 
#8b5a00 orange4 
#ff7f00 DarkOrange1 
#ee7600 DarkOrange2 
#cd6600 DarkOrange3 
#8b4500 DarkOrange4 
#ff7256 coral1 
#ee6a50 coral2 
#cd5b45 coral3 
#8b3e2f coral4 
#ff6347 tomato1 
#ee5c42 tomato2 
#cd4f39 tomato3 
#8b3626 tomato4 
#ff4500 OrangeRed1 
#ee4000 OrangeRed2 
#cd3700 OrangeRed3 
#8b2500 OrangeRed4 
#ff0000 red1 
#ee0000 red2 
#cd0000 red3 
#8b0000 red4 
#ff1493 DeepPink1 


#828282 gray51 
#828282 grey51 
#858585 gray52 
#858585 grey52 
#878787 gray53 
#878787 grey53 
#8a8a8a gray54 
#8a8a8a grey54 
#8c8c8c gray55 
#8c8c8c grey55 
#8f8f8f gray56 
#8f8f8f grey56 
#919191 gray57 
#919191 grey57 
#949494 gray58 
#949494 grey58 
#969696 gray59 
#969696 grey59 
#999999 gray60 
#999999 grey60 
#9c9c9c gray61 
#9c9c9c grey61 
#9e9e9e gray62 
#9e9e9e grey62 
#a1a1a1 gray63 
#a1a1a1 grey63 
#a3a3a3 gray64 
#a3a3a3 grey64 
#a6a6a6 gray65 
#a6a6a6 grey65 
#a8a8a8 gray66 
#a8a8a8 grey66 
#ababab gray67 
#ababab grey67 
#adadad gray68 
#adadad grey68 
#b0b0b0 gray69 
#b0b0b0 grey69 
#b3b3b3 gray70 
#b3b3b3 grey70 
#b5b5b5 gray71 
#b5b5b5 grey71 
#b8b8b8 gray72 
#b8b8b8 grey72 
#bababa gray73 
#bababa grey73 
#bdbdbd gray74 
#bdbdbd grey74 
#bfbfbf gray75 
#bfbfbf grey75 
#c2c2c2 gray76 
#c2c2c2 grey76 
#c4c4c4 gray77 
#c4c4c4 grey77 
#c7c7c7 gray78 
#c7c7c7 grey78 
#c9c9c9 gray79 
#c9c9c9 grey79 
#cccccc gray80 
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#eeeee0 ivory2 
#cdcdc1 ivory3 
#8b8b83 ivory4 
#f0fff0 honeydew1 
#e0eee0 honeydew2 
#c1cdc1 honeydew3 
#838b83 honeydew4 
#fff0f5 LavenderBlush1 
#eee0e5 LavenderBlush2 
#cdc1c5 LavenderBlush3 
#8b8386 LavenderBlush4 
#ffe4e1 MistyRose1 
#eed5d2 MistyRose2 
#cdb7b5 MistyRose3 
#8b7d7b MistyRose4 
#f0ffff azure1 
#e0eeee azure2 
#c1cdcd azure3 
#838b8b azure4 
#836fff SlateBlue1 
#7a67ee SlateBlue2 
#6959cd SlateBlue3 
#473c8b SlateBlue4 
#4876ff RoyalBlue1 
#436eee RoyalBlue2 
#3a5fcd RoyalBlue3 
#27408b RoyalBlue4 
#0000ff blue1 
#0000ee blue2 
#0000cd blue3 
#00008b blue4 
#1e90ff DodgerBlue1 
#1c86ee DodgerBlue2 
#1874cd DodgerBlue3 
#104e8b DodgerBlue4 
#63b8ff SteelBlue1 
#5cacee SteelBlue2 
#4f94cd SteelBlue3 
#36648b SteelBlue4 
#00bfff DeepSkyBlue1 
#00b2ee DeepSkyBlue2 
#009acd DeepSkyBlue3 
#00688b DeepSkyBlue4 
#87ceff SkyBlue1 
#7ec0ee SkyBlue2 
#6ca6cd SkyBlue3 
#4a708b SkyBlue4 
#b0e2ff LightSkyBlue1 


#ee1289 DeepPink2 
#cd1076 DeepPink3 
#8b0a50 DeepPink4 
#ff6eb4 HotPink1 
#ee6aa7 HotPink2 
#cd6090 HotPink3 
#8b3a62 HotPink4 
#ffb5c5 pink1 
#eea9b8 pink2 
#cd919e pink3 
#8b636c pink4 
#ffaeb9 LightPink1 
#eea2ad LightPink2 
#cd8c95 LightPink3 
#8b5f65 LightPink4 
#ff82ab PaleVioletRed1
#ee799f PaleVioletRed2
#cd6889 PaleVioletRed3
#8b475d PaleVioletRed4
#ff34b3 maroon1 
#ee30a7 maroon2 
#cd2990 maroon3 
#8b1c62 maroon4 
#ff3e96 VioletRed1 
#ee3a8c VioletRed2 
#cd3278 VioletRed3 
#8b2252 VioletRed4 
#ff00ff magenta1 
#ee00ee magenta2 
#cd00cd magenta3 
#8b008b magenta4 
#ff83fa orchid1 
#ee7ae9 orchid2 
#cd69c9 orchid3 
#8b4789 orchid4 
#ffbbff plum1 
#eeaeee plum2 
#cd96cd plum3 
#8b668b plum4 
#e066ff MediumOrchid1 
#d15fee MediumOrchid2 
#b452cd MediumOrchid3 
#7a378b MediumOrchid4 
#bf3eff DarkOrchid1 
#b23aee DarkOrchid2 
#9a32cd DarkOrchid3 
#68228b DarkOrchid4 
#9b30ff purple1 


#cccccc grey80 
#cfcfcf gray81 
#cfcfcf grey81 
#d1d1d1 gray82 
#d1d1d1 grey82 
#d4d4d4 gray83 
#d4d4d4 grey83 
#d6d6d6 gray84 
#d6d6d6 grey84 
#d9d9d9 gray85 
#d9d9d9 grey85 
#dbdbdb gray86 
#dbdbdb grey86 
#dedede gray87 
#dedede grey87 
#e0e0e0 gray88 
#e0e0e0 grey88 
#e3e3e3 gray89 
#e3e3e3 grey89 
#e5e5e5 gray90 
#e5e5e5 grey90 
#e8e8e8 gray91 
#e8e8e8 grey91 
#ebebeb gray92 
#ebebeb grey92 
#ededed gray93 
#ededed grey93 
#f0f0f0 gray94 
#f0f0f0 grey94 
#f2f2f2 gray95 
#f2f2f2 grey95 
#f5f5f5 gray96 
#f5f5f5 grey96 
#f7f7f7 gray97 
#f7f7f7 grey97 
#fafafa gray98 
#fafafa grey98 
#fcfcfc gray99 
#fcfcfc grey99 
#ffffff gray100 
#ffffff grey100 
#a9a9a9 DarkGrey 
#a9a9a9 DarkGray 
#00008b DarkBlue 
#008b8b DarkCyan 
#8b008b DarkMagenta 
#8b0000 DarkRed 
#90ee90 LightGreen 
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「PDF Imager-LP」使用許諾契約書 第５版
 


株式会社トラスト・ソフトウェア・システム（以下、「当社」といいます。）は、お客様
に、ダウンロードその他の手段により提供され、インストールされたPDF Imager-LP（以
下、「本ソフトウェア」といいます。）および本ソフトウェアを機能させるために必要な
文字列（以下、「ライセンスキー」といいます。）を使用する権利を下記の条件で許諾し
ます。


第１条（著作権）　本ソフトウェアに関する著作権等の知的財産権は、当社に帰属し又は
第三者から正当なライセンスを得たものであり、本ソフトウェアは、日本およびその他の
国の著作権法ならびに関連する条約によって保護されています。


第２条（権利の許諾）　お客様は、本契約の条項にしたがって本ソフトウェアおよびライ
センスキーを使用する非独占的な権利を本契約に基づき取得します。お客様は、お客様の
コンピュータに搭載されたＨＤＤその他の記憶装置に本ソフトウェアおよびライセンスキ
ーをインストールし、使用することができます。
２ お客様は、本ソフトウェアおよびライセンスキーをバックアップまたは保存の目的に
おいて複製することができます。


第３条（制限事項）　お客様は、いかなる方法によっても、本ソフトウェアの改変、リバ
ースエンジニアリング、逆コンパイルまたは逆アセンブルをすることはできません。ただ
し、適法と認められる場合はこの限りではありません。
２　お客様は、本契約書に明示的に許諾されている場合を除いて、本ソフトウェアおよび
ライセンスキーを全部または一部であるかを問わず、使用、複製することはできません。
３　お客様には本ソフトウェアを使用許諾する権利はなく、またお客様は本ソフトウェア
を第三者に販売、貸与またはリースすることはできません。
４　お客様は、本契約書に明示的に許諾されている場合を除いて、本ソフトウェアに含ま
れる再配布可能なライブラリおよびライセンスキーを全部または一部であるかを問わず、
第三者に販売、貸与またはリースすることはできません。


第４条（ライセンスおよびその種類）　ライセンスは、本ソフトウェアを利用するために
必ず取得しなければなりません。ライセンスには以下の種類があります。
・評価用ライセンス　このライセンスを取得すると、本ソフトウェアの機能を確認および
評価ができます。
・SDKライセンス　このライセンスを取得すると、本ソフトウェアの一部である再配布可
能なライブラリ（以下、「本ライブラリ」といいます。）が組み込まれたアプリケーショ
ン（以下、「お客様のアプリケーション」といいます。）の開発ができます。開発用ライ
センス（ライセンスキーを含みます）は再配布できません。ひとつのSDKライセンスで開
発および開発したお客様のアプリケーションを動作（試験目的に限ります）させることを
目的として機能させることができます。この目的で、SDKライセンスのライセンスキーを
１台のコンピュータの１つのOSに限ってインストールできます。
ひとつのSDKライセンスは開発とお客様のアプリケーション試験の双方（それぞれひと
つ）に使用できますが、SDKライセンスでお客様のアプリケーションを２名以上で共有し
て使用できません。SDKライセンスは、いかなる場合においてもお客様のアプリケーショ
ンの開発または試験以外を目的として使用できません。
・APIライセンス（クライアント）　このライセンスは、お客様のアプリケーションに組
み込んで販売、貸与またはリースすることができます。ただし、クライアント用ライセン
スキーが組み込まれたお客様のアプリケーションをインストール及び使用できるのは１台
のクライアントコンピュータの１つのOSに限り、インストールされたお客様のアプリケー
ションそれぞれを２名以上で共有して使用できません。APIライセンス（クライアント）
は、いかなる場合においてもアプリケーション開発を目的に使用できません。
・APIライセンス（サーバー）　このライセンスは、お客様のアプリケーションに組み込
んで販売、貸与またはリースすることができます。本ソフトウェアが組み込まれたお客様
のアプリケーションは、不特定多数の使用者に本ソフトウェアの機能をサービスとして提
供できます。ただし、お客様のアプリケーションは、APIライセンス（サーバー）の購入
時に設定された処理量の制限を超えて使用することはできません。APIライセンス（サー
バー）は、１台のサーバーコンピュータの１つのOSに限ってインストールできます。API
ライセンス（サーバー）は、いかなる場合においてもアプリケーション開発を目的に使用
できません。







第５条（限定保証）　本ソフトウェアが評価ライセンスで利用された場合は、一切の保証
なく、現状で提供されるものであり、当社はその商品性、特定用途への適合性をはじめ、
明示的にも黙示的にも本ソフトウェアに関して一切保証しません。
２　本ソフトウェアがSDKライセンスまたはAPIライセンス（クライアントまたはサーバ
ー）で利用された場合は、本ソフトウェアが添付文書の内容に合致していないことが期限
付きサポートの有効期限内に当社に報告され、さらにその報告内容が当社で再現できた場
合に限り、当社の裁量でその問題を解決した新たな本ソフトウェアを提供するかまたはお
客様が支払ったライセンスの料金と期限付きサポートの１年間料金（またはお客様が支払
ったサポート料金いずれかの少ない額）の合計額を返金します。
３　本ソフトウェアを日本国以外で利用した場合、本ソフトウェアを日本語および米国英
語環境以外で利用した場合、本ソフトウェアに日本語および米国英語以外を含むデータを
入力した場合は、一切保証しません。


第６条（責任の制限）　当社は、本契約その他いかなる場合においても、結果的、付随的
あるいは懲罰的損害について、一切責任を負いません。お客様は、本ソフトウェアの使用
に関連して第三者からお客様になされた請求に関連する損害、損失あるいは責任より当社
を免責し、保証するものとします。


第７条（契約期間）　本契約は、お客様が本ソフトウェアをダウンロードし、またはお客
様のハードウェアにインストールされた日または本ソフトウェアを購入した日のいずれか
早い日付をもって発効し、次によって終了されない限り有効に存続するものとします。
２　お客様が本契約のいずれかの条項に違反したときは、当社は、お客様に対し何らの通
知、催告を行うことなく直ちに本契約を終了させることができます。その場合、当社は、
お客様の違反によって被った損害をお客様に請求することができます。なお、本契約が終
了したときには、お客様は直ちにお客様のハードウェアに保存されている本ソフトウェア
を破棄するものとします。
３　当社は、独自の判断に基づき、本契約を終了することができます。本契約が終了した
場合は、お客様は、理由のいかんを問わず、本契約の終了について当社に対し補償金その
他いかなる名目での支払いも請求することはできないものとします。


第８条（期限付きサポート）　当社は本契約が有効なお客様の期限付きサポートを本ソフ
トウェア購入と同時にのみ受託します。期限付きサポートは本ソフトウェアの購入と同時
に開始し、期限の満了をもって終了します。
２　期限付きサポートはお客様が購入した本ソフトウェア全てを対象にした場合にのみ受
託します。お客様が本ソフトウェアを期限付きサポートを委託せずに購入した場合、また
は期限付きサポートの継続ができない本ソフトウェアがある場合は、弊社は期限付きサポ
ートを受託しません。
３　期限付きサポートは、購入時に指定された期間の満了または契約期間の終了をもって
サポートを終了します。サポート期間満了後には期限付きサポートの継続はできません。
４　弊社は期限付きサポートの期間が満了していない、または本契約が終了していない場
合において期限付きサポートを期間の切れめなく継続して購入できます。
５　受付は電子メールまたは当社が公開するWebの受付ページに限ります。受付時間は日
本時間９：００から１７：００までとします。回答までの所要時間は定めません。
６　サポートの内容は、「PDF Imager-LP」使用許諾契約書 第５版　第５条（限定保証）
に準じます。
７　サポートには、トレーニング、打ち合わせ、当社所在地以外での不具合等の調査は含
みません。サポート要求でお客様から報告された問題に対するその原因および本ソフトウ
ェアを変更した場合のその変更内容を開示しません。


第９条（輸出管理）　お客様は、本ソフトウェアあるいはそれに含まれる情報・技術を日
本ならびにその他の関係国が出荷等を禁止ないし制限している国に出荷、移転または輸出
しないことに同意します。


第１０条（その他）　本契約は日本国法を準拠法とします。本契約に関連または起因する
紛争は、東京地方裁判所を第一審の専属的合意管轄裁判所としてこれを解決するものとし
ます。


以上







include/ImagerLP.cs
/*
**  Image-LP class
**  version1.9.1
*/
/*
	Copyright(c)2014-2019 株式会社トラスト・ソフトウェア・システム,All Rights Reserved.
*/

using System;
using System.Text;
using System.Runtime.InteropServices;

namespace PDFTools.PdfImagerLP
{
	public delegate void DelegateRendering(int pageNum);
	public delegate void DelegateRendered(int pageNum);
	public delegate void DelegateProgress(int lines, int totalLines);
	public delegate int DelegateDrawStrokePath(IntPtr spa, IntPtr pixels);
	public delegate void DelegateDefineImageTile(IntPtr ita, IntPtr pixels);
	public delegate void DelegateDefineMaskImageTile(IntPtr ita, IntPtr pixels);
	public delegate int DelegateDrawTiledImage(IntPtr ia1, IntPtr pixels1, IntPtr ia2, IntPtr pixels2);

	public enum PictureOpt
	{
		PICTURE_RGB = 0,		/*RBGカラー指定*/
		PICTURE_GRAY,			/*グレースケール指定*/
		PICTURE_DITHER,			/*ディザ変換指定*/
		PICTURE_BW,				/*２値色指定*/
		PICTURE_FAXG3,			/*CCITT FAX G3圧縮指定*/
		PICTURE_FAXG4,			/*CCITT FAX G4圧縮指定*/

		COMPRESS_NONE,			/*TIFF変換の場合に圧縮なし*/
		COMPRESS_JPEG,			/*TIFF変換の場合にJPEG圧縮*/
		COMPRESS_DEFLATE,		/*TIFF変換の場合にDeflate圧縮*/
		COMPRESS_LZW,			/*TIFF変換の場合にLZW圧縮*/

		JPEG_QUALITY,			/*JPEG圧縮の品質*/

		RESOLUTION_DPI,			/*XDPI,YDPI双方同値の解像度*/
		RESOLUTION_XDPI,		/*XDPI 解像度*/
		RESOLUTION_YDPI,		/*YDPI 解像度*/
		CANVAS_XY,				/*キャンバスサイズ XY双方を指定*/
		CANVAS_X,				/*キャンバスサイズ X-方向のみを指定*/
		CANVAS_Y,				/*キャンバスサイズ Y-方向のみを指定*/
		PICTURE_XSIZE,			/*論理サイズ幅を指定*/
		PICTURE_YSIZE,			/*論理サイズ高さを指定*/
		PICTURE_SIZE_UNIT,		/*論理サイズの単位*/
		PICTURE_USE_MEDIABOX,	/*ページ境界をMediaBoxにする*/
		PICTURE_USE_CROPBOX,	/*ページ境界をCropBoxにする*/
		PICTURE_USE_BLEEDBOX,	/*ページ境界をBleedBoxにする*/
		PICTURE_USE_TRIMBOX,	/*ページ境界をTrimBoxにする*/
		PICTURE_USE_ARTBOX,		/*ページ境界をArtBoxにする*/
		PIXEL_SIZE_X,			/*ピクセル単位の画像幅*/
		PIXEL_SIZE_Y,			/*ピクセル単位の画像高さ*/
		FILL_PATH_AA,			/*フィルパスのアンチアイリアスを制御*/
		NOT_DEF_GLYPH = 28,		/*未定義グリフの処理 0:notdefを表示, 1:空白(gid=0)を表示, 2:この文字を無視*/
		CID_0_GLYPH = 28,   	/*NOT_DEF_GLYPHのエイリアス*/
		TRUNCATE_PAGE_BBOX,		/*ページ境界を整数化する際に小数部を切り捨て処理する(MediaBoxの場合を除く)*/
		PAGE_CLIP_VALUE,		/*ページをその領域より指定値ピクセル小さな領域でクリップする*/
		STROKEPATH_MINIMUM_LINE_WIDTH,	/*パスのストロークにおける最小線幅指定*/

		THRESHOLD_BITONAL,		/*32 二値化の閾値*/
		THRESHOLD_DITHER,		/*33 ディザ化の閾値*/

		PICTURE_CMYK = 36,		/*CMYK色空間*/
		ANTIALIAS_LEVEL,		/*アンチアイリアスのレベル*/
		DATA_COMPRESSION_LEVEL, /*データ圧縮のレベル*/
		PICTURE_USE_MEDIA_CROP = 43,	/*ページの境界をMediaBoxまたはCropBoxの小さい方にする*/
		OCG_USAGE = 44,			/*0:"view", 1:"Print", 2:"Export"*/
		TEXT_ANTIALIAS,			/*1:テキストのアンチアイリアス有効(既定)、0:無効*/
		XY_PIXEL_SIZE_MEM = 47,	/*出来上がり画像データの物理サイズ (縦横でそれぞれのDPIに設定される)*/
		REPLACE_TR2_MODE = 48,	/*テキストのFill the Stroke描画を変更 0:従来どおり、1:Fill描画、2:Stroke描画*/
		WATERMARK_TEXT_FILL = 51, /*テキストウォータマークをFillで作成*/
		WATERMARK_TEXT_STROKE,	/*テキストウォータマークをStrokeで作成*/
		BITMAP_IMG_FORMAT = 53,	/*BMP形式のデータフォーマット 0:Windows、1:OS/2*/
		CANVAS_ORIGIN = 54,		/*キャンバスサイズ変更の原点指定*/
		USE_ZERO_LINE_WIDTH=55,	/*幅ゼロのストロークに対し、0:幅１ピクセルに変更(旧来互換)、1:アンチアイリアスのレベルに変更*/
		ROTATE_PAGE_IMAGE=60,	/*PDF文書の現在ページを一時的に回転させる*/

		LOGICAL_CPU_COUNT = 101,	/*論理的なCPUの総数*/
		THREAD_SPLIT_PAGE = 102,	/*ページを複数のスレッドで実行*/
		THREAD_SPLIT_PAGE_COUNT,	/*ページを分割処理するスレッドの数*/
		THREAD_EACH_PAGE,			/*各ページを個別のスレッドで実行*/
		THREAD_EACH_PAGE_COUNT,		/*格ページを処理するスレッドの数*/

		STROKEPATH_ENABLE_CALLBACK = 1001,	/*ストロークパスのコールバックを有効にする*/
		TILE_IMAGE_ENABLE_CALLBACK,			/*タイル画像のコールバックを有効にする*/
		TILE_MASK_IMG_ENABLE_CALLBACK,		/*タイルマスク画像のコールバックを有効にする*/
		TILING_ENABLE_CALLBACK,				/*タイリングのコールバックを有効にする*/
		TILING_IGNORE_PROCESS,				/*タイリング処理を完全に無視する(この機能は非サポート)*/
		SUPPRESS_ALPHA_CHANNEL_ON_CB,		/*コールバック時の画像データにアルファチャネル値を含めない*/
		ALLOW_PDF_14_TO_17 = 1101,	/*PDF文書バージョン 1.4->1.7*/
		ALLOW_PDF_10_TO_17,			/*PDF文書バージョン 1.0->1.7*/
		ALLOW_PDF_14_TO_20,			/*PDF文書バージョン 1.4->1.7,2.0*/
		ALLOW_PDF_ALL,				/*PDF文書バージョン 1.0->1.7,2.0*/
	}

	public enum DocumentOpt
	{
		PERMISSION_FLAG		= 1201,			/*文書のパーミッションフラグ 未設定の場合は-1が戻る*/
		OCG_COUNT			= 1202,			/*文書のOCG数を戻す*/
		GLYPH_NOT_FOUND_COUNT = 1203,		/*グリフが検索できなかった数*/
		PDF_AUTHOR			= 1204,
		NEEDS_PASSWORD		= 1205,			/*0:文書は非暗号化、1:既定のパスワードで復号、2:復号にパスワードが必要*/
		PRINT_RESTRICTION	= 1207,			/*制限された印刷解像度フラグ値 1:限定された(低解像度)、0:無制限(高解像度)*/
		DOCUMENT_TITLE      = 1211,			/*PDF文書のタイトル*/
		CREATION_DATE,						/*生成日時*/
		MODIFICATION_DATE,					/*最新の変更日時*/
		ENCRYPT_VERSION,					/*文書の暗号化バージョン*/
		ENCRYPT_REVISION,					/*文書の暗号化レビジョン*/
		PDF_VERSION,						/*PDF文書のバージョン*/

		//no longer support
		MLP_PERMISSION_FLAG	= 1201,			/*文書のパーミッションフラグ 未設定の場合は-1が戻る*/
		MLP_OCG_COUNT		= 1202,			/*文書のOCG数を戻す*/
		MLP_GLYPH_NOT_FOUND_COUNT = 1203,	/*グリフが検索できなかった数*/
		MLP_PDF_AUTHOR		= 1204,
		MLP_NEEDS_PASSWORD	= 1205,			/*0:文書は非暗号化、1:既定のパスワードで復号、2:復号にパスワードが必要*/
		MLP_OCG_PROPERTY	= 1206,			/*OCGプロパティ 非サポート*/
		MLP_PRINT_RESTRICTION = 1207,	/*制限された印刷解像度フラグ値 1:限定された(低解像度)、0:無制限(高解像度)*/
		MLP_DOCUMENT_TITLE	= 1211,	/*PDF文書のタイトル*/
		MLP_CREATION_DATE,			/*生成日時*/
		MLP_MODIFICATION_DATE,		/*最新の変更日時*/
		MLP_ENCRYPT_VERSION,		/*文書の暗号化バージョン*/
		MLP_ENCRYPT_REVISION,		/*文書の暗号化レビジョン*/
		MLP_PDF_VERSION,			/*PDF文書のバージョン*/
	}

	public enum LibraryOpt
	{
		LOGICAL_CPU_COUNT = 101,			/*論理的なCPUの総数 _未使用_ */
		THREAD_SPLIT_PAGE = 102,			/*ページを複数のスレッドで実行*/
		THREAD_SPLIT_PAGE_COUNT,			/*ページを分割処理するスレッドの数*/
		THREAD_EACH_PAGE,					/*各ページを個別のスレッドで実行*/
		THREAD_EACH_PAGE_COUNT,				/*各ページを処理するスレッドの数*/

		LICENSE_ERROR_INFO = 1201,			/*不正なライセンスの詳細情報*/

		//no longer support
		MLP_LICENSE_ERROR_INFO = 1201,		/*不正なライセンスの詳細情報*/
	}

	public enum PictureUnit
	{
		PICTURE_UNIT_PERCENT	= 1,		/*画像の論理サイズを指定する際の単位がパーセント*/
		PICTURE_UNIT_INCH		= 2,		/*画像の論理サイズを指定する際の単位がインチ*/
		PICTURE_UNIT_MM			= 3,		/*画像の論理サイズを指定する際の単位がミリメートル[mm]*/

		//no longer support
		MLP_PICTURE_UNIT_PERCENT	= 1,		/*画像の論理サイズを指定する際の単位がパーセント*/
		MLP_PICTURE_UNIT_INCH		= 2,		/*画像の論理サイズを指定する際の単位がインチ*/
		MLP_PICTURE_UNIT_MM			= 3,		/*画像の論理サイズを指定する際の単位がミリメートル[mm]*/
	}

	public enum CallbackMode
	{
		RENDERING_CB			= 1,		/*ページの解析終了 / レンダリングの開始を知らせるコールバック*/
		PROGRESS_CB				= 2,		/*指定した行数のレンダリング（画像格納）が終了したことを知らせるコールバック*/
		RENDERED_CB				= 3,		/*レンダリング終了を知らせるコールバック*/

		DRAW_STROKE_PATH_CB		= 101,		/*パスのストローキングが発生したときのコールバック*/
		DEFINE_IMAGE_TILE_CB	= 102,		/*タイルが定義されたときのコールバック*/
		DEFINE_MASK_IMAGE_TILE_CB= 103,		/*タイルのマスクが定義されたときのコールバック*/
		DRAW_TILED_IMAGE_CB		= 104,		/*タイリングされた画像を貼り付るときのコールバック*/

		//no longer support
		MLP_RENDERING_CB			= 1,		/*ページの解析終了 / レンダリングの開始を知らせるコールバック*/
		MLP_PROGRESS_CB				= 2,		/*指定した行数のレンダリング（画像格納）が終了したことを知らせるコールバック*/
		MLP_RENDERED_CB				= 3,		/*レンダリング終了を知らせるコールバック*/

		MLP_DRAW_STROKE_PATH_CB		= 101,		/*パスのストローキングが発生したときのコールバック*/
		MLP_DEFINE_IMAGE_TILE_CB	= 102,		/*タイルが定義されたときのコールバック*/
		MLP_DEFINE_MASK_IMAGE_TILE_CB= 103,		/*タイルのマスクが定義されたときのコールバック*/
		MLP_DRAW_TILED_IMAGE_CB		= 104,		/*タイリングされた画像を貼り付るときのコールバック*/
	}

	public enum error
	{
		MLP_NO_ERROR				=	0,
		MLP_ALREADY_INITIALIZED		=  -1,		/*既に初期化されています*/
		MLP_NOT_INITIALIZED			=  -2,		/*初期化できませんでした。または、初期化してません*/
		MLP_INIT_FILE_OPEN_ERROR	=  -3,		/*初期化ファイルを読めません*/
		MLP_INIT_DATA_LOAD_ERROR	=  -3,		/*初期化データをローディングできません*/
		MLP_LICENSE_ERROR			=  -4,		/*不正なライセンスです*/
		MLP_ALREADY_OPENED			=  -5,		/*既にオープンしています*/
		MLP_FILE_OPEN_ERROR			=  -6,		/*オープンできません*/
		MLP_FILE_IS_NOT_PDF			=  -7,		/*PDFではないようです*/
		MLP_FILE_NOT_DECRYPTED		=  -8,		/*復号できません*/
		MLP_FILE_NOT_OPENED			=  -9,		/*オープンしていません*/
		MLP_OPEN_ERROR				= -10,		/*オープンでエラー*/
		MLP_PDF_PARSE_ERROR			= -11,		/*PDFの解析エラー*/
		MLP_PDF_HAS_NOT_PAGE		= -12,		/*PDFにページがありません*/
		MLP_INVALID_PAGE_NUMBER		= -13,		/*無効なページ番号 または、無効なページ指定*/
		MLP_INVALID_RESOLUTION		= -14,		/*無効な解像度*/
		MLP_INVALID_QUALITY			= -15,		/*無効なJPEG品質*/
		MLP_NO_OUTPUT_FILE			= -16,		/*出力ファイルがありません*/
		MLP_TOO_LARGE_PIXEL			= -17,		/*ピクセル マップが大きすぎます*/
		MLP_DRAW_ERROR				= -18,		/*描画領域確保に失敗。または、画像の書き出しに失敗しました*/
		MLP_MEMORY_ERROR			= -20,		/*メモリー領域を確保できません*/
		MLP_INVALID_CANVAS_SIZE		= -21,		/*無効なキャンバスサイズ*/
		MLP_INVALID_ARG_VALUE		= -22,		/*無効な引数の値*/
		MLP_INVALID_PICTURE_TYPE	= -23,		/*無効な画像形式*/
		MLP_INVALID_CMD				= -24,		/*無効なコマンド*/
		MLP_NO_DATA					= -25,		/*データがありません*/
		MLP_FAIL_TO_GET_PAGE		= -27,		/*ページの取得に失敗しました*/
		MLP_INVALID_DATA			= -30,		/*データが不正*/
		MLP_NO_LICENSE_KEY			= -31,		/*ライセンスキーが指定されていません*/
		MLP_UNUSABLE_LICENSE		= -32,		/*このバージョンでは使えないライセンスです*/
		MLP_EXPIRED_LICENSE			= -33,		/*失効したライセンスです*/
		MLP_ILLEGAL_OS_LICENSE		= -34,		/*このOSでは使えないライセンスです*/
		MLP_ILLIGUL_OS_LICENSE		= -34,		/*このOSでは使えないライセンスです*/
		MLP_OUT_OF_BOUND			= -35,		/*値が範囲外です*/
		MLP_COLOR_PROFILE_NOT_FOUND	= -36,		/*カラープロファイルを読み込めません*/
		MLP_INVALID_VER_COLOR_PROFILE=-37,		/*ver.2ではないカラープロファイル*/
		MLP_INVALID_COLOR_PROFILE	= -38,		/*不正なカラープロファイル*/
		MLP_FAIL_TO_COUNT_PAGES		= -39,		/*ページ数の取得に失敗しました*/
		MLP_INVALID_PDF_VERSION		= -40,		/*不正なPDF文書のバージョンです*/
		MLP_FONT_NOT_FOUND			= -41,		/*フォントが見つかりません*/
		MLP_ALT_FONT_NOT_FOUND		= -42,		/*代替フォントが見つかりません*/
		MLP_FONT_FILE_NOT_OPENED	= -43,		/*フォントファイルを開けません*/
		MLP_FONT_NOT_LOADED			= -44,		/*フォントをロードできません*/
		MLP_GLYPH_NOT_FOUND			= -51,		/*グリフを検索できません*/
	}

	public enum TiffCompressMode
	{
		TIFF_COMPRESS_NONE = 0,	/*TIFF変換で圧縮なし*/
		TIFF_COMPRESS_JPEG,		/*TIFF変換でJPEG圧縮*/
		TIFF_COMPRESS_DEFLATE,	/*TIFF変換でDeflate圧縮*/
		TIFF_COMPRESS_LZW,		/*TIFF変換でLZW圧縮*/

		//no longer support
		MLP_TIFF_COMPRESS_NONE = 0,	/*TIFF変換で圧縮なし*/
		MLP_TIFF_COMPRESS_JPEG,		/*TIFF変換でJPEG圧縮*/
		MLP_TIFF_COMPRESS_DEFLATE,	/*TIFF変換でDeflate圧縮*/
		MLP_TIFF_COMPRESS_LZW,		/*TIFF変換でLZW圧縮*/
	}

	public enum Cid0GlyphMode
	{
		SHOW_NOTDEF_GLYPH		= 0,	/*.notdefグリフを表示*/
		REPLACE_TO_BLANK_GLYPH	= 1,	/*Spaceグリフに変換*/
		IGNORE_CID_0_GLYPH		= 2,	/*CID=0を無視する*/
	}

	public enum BoundaryBox
	{
		MEDIA_BOX	= 0,
		CROP_BOX	= 1,
		BLEED_BOX	= 2,
		TRIM_BOX	= 3,
		ART_BOX		= 4,
	}

	public	enum WatermarkLayer {
		WML_NO_PAINT	= 0,		/*非表示*/
		WML_FOREGROUND	= 1,		/*最前面*/
		WML_BACKGROUND	= 2,		/*最背面*/
	}

	public enum CanvasOrigin {		/*キャンバスサイズ変更の原点*/
		CORIGIN_CENTER		= 0,	/*センター*/
		CORIGIN_LEFT_TOP	= 1,	/*左上*/
		CORIGIN_LEFT_BOTTOM	= 2,	/*左下*/
		CORIGIN_RIGHT_TOP	= 3,	/*右上*/
		CORIGIN_RIGHT_BOTTOM= 4,	/*右下*/
	}

	public class MlpConstants
	{
		public const int MIN_RESOLUTION		= 50;
		public const int MAX_RESOLUTION		= 10000;
		public const int DEFAULT_RESOLUTION	= 150;
		public const int MIN_QUALITY		= 10;
		public const int MAX_QUALITY		= 90;
		public const int MIN_PICT_BUF_SIZE	= 50;
		public const int MAX_PICT_BUF_SIZE	= 1024;
		public const int MIN_PIXEL_SIZE		= 200;
		public const int MAX_PIXEL_SIZE		= 5000000;
		public const int DEFAULT_MULTILINE_TEXT_WIDGET_FONT_SIZE = 55;	/*マルチラインのTextWidget(Form Annotation)のフォントの既定サイズ(値は実サイズの１０倍)*/
		public const int CONVERT_CMYK_TO_RGB= 1;			/*CMYKからRGBへの変換*/
		public const int CONVERT_MOST_FAST	= 1;			/*最も速い*/
		public const int CONVERT_FAST		= 2;			/*速い*/
		public const int CONVERT_BY_COLOR_PROFILE = 3;		/*カラープロファイルによる変換*/
	}

	public class err
	{
		public const int MLP_NO_ERROR				=	0;
		public const int MLP_ALREADY_INITIALIZED	=  -1;		/*既に初期化されています*/
		public const int MLP_NOT_INITIALIZED		=  -2;		/*初期化できませんでした。または、初期化してません*/
		public const int MLP_INIT_FILE_OPEN_ERROR	=  -3;		/*初期化ファイルを読めません*/
		public const int MLP_INIT_DATA_LOAD_ERROR	=  -3;		/*初期化データをローディングできません*/
		public const int MLP_LICENSE_ERROR			=  -4;		/*不正なライセンスです*/
		public const int MLP_ALREADY_OPENED			=  -5;		/*既にオープンしています*/
		public const int MLP_FILE_OPEN_ERROR		=  -6;		/*オープンできません*/
		public const int MLP_FILE_IS_NOT_PDF		=  -7;		/*PDFではないようです*/
		public const int MLP_FILE_NOT_DECRYPTED		=  -8;		/*復号できません*/
		public const int MLP_FILE_NOT_OPENED		=  -9;		/*オープンしていません*/
		public const int MLP_OPEN_ERROR				= -10;		/*オープンでエラー*/
		public const int MLP_PDF_PARSE_ERROR		= -11;		/*PDFの解析エラー*/
		public const int MLP_PDF_HAS_NOT_PAGE		= -12;		/*PDFにページがありません*/
		public const int MLP_INVALID_PAGE_NUMBER	= -13;		/*無効なページ番号 または、無効なページ指定*/
		public const int MLP_INVALID_RESOLUTION		= -14;		/*無効な解像度*/
		public const int MLP_INVALID_QUALITY		= -15;		/*無効なJPEG品質*/
		public const int MLP_NO_OUTPUT_FILE			= -16;		/*出力ファイルがありません*/
		public const int MLP_TOO_LARGE_PIXEL		= -17;		/*ピクセル マップが大きすぎます*/
		public const int MLP_DRAW_ERROR				= -18;		/*描画領域確保に失敗。または、画像の書き出しに失敗しました*/
		public const int MLP_MEMORY_ERROR			= -20;		/*メモリー領域を確保できません*/
		public const int MLP_INVALID_ARG_VALUE      = -22;		/*無効な引数の値*/
		public const int MLP_INVALID_PICTURE_TYPE	= -23;		/*無効な画像形式*/
		public const int MLP_INVALID_CMD			= -24;		/*無効なコマンド*/
		public const int MLP_NO_DATA				= -25;		/*データがありません*/
		public const int MLP_FAIL_TO_GET_PAGE		= -27;		/*ページの取得に失敗しました*/
		public const int MLP_INVALID_DATA			= -30;		/*データが不正*/
		public const int MLP_NO_LICENSE_KEY			= -31;  	/*ライセンスキーが指定されていません*/
		public const int MLP_UNUSABLE_LICENSE		= -32;		/*このバージョンでは使えないライセンスです*/
		public const int MLP_EXPIRED_LICENSE		= -33;		/*失効したライセンスです*/
		public const int MLP_ILLIGUL_OS_LICENSE		= -34;		/*このOSでは使えないライセンスです*/
		public const int MLP_ILLEGAL_OS_LICENSE		= -34;		/*このOSでは使えないライセンスです*/
		public const int MLP_OUT_OF_BOUND			= -35;		/*値が範囲外です*/
		public const int MLP_COLOR_PROFILE_NOT_FOUND= -36;		/*カラープロファイルを読み込めません*/
		public const int MLP_INVALID_VER_COLOR_PROFILE=-37;		/*ver.2ではないカラープロファイル*/
		public const int MLP_INVALID_COLOR_PROFILE	= -38;		/*不正なカラープロファイル*/
		public const int MLP_FAIL_TO_COUNT_PAGES	= -39;		/*ページ数の取得に失敗しました*/
		public const int MLP_INVALID_PDF_VERSION	= -40;		/*不正なPDF文書のバージョンです*/
		public const int MLP_FONT_NOT_FOUND			= -41;		/*フォントが見つかりません*/
		public const int MLP_ALT_FONT_NOT_FOUND		= -42;		/*代替フォントが見つかりません*/
		public const int MLP_FONT_FILE_NOT_OPENED	= -43;		/*フォントファイルを開けません*/
		public const int MLP_FONT_NOT_LOADED		= -44;		/*フォントをロードできません*/
		public const int MLP_GLYPH_NOT_FOUND		= -51;		/*グリフを検索できません*/
	}

	[StructLayout(LayoutKind.Sequential)] public class OcgData
	{
		[MarshalAs(UnmanagedType.I4)] public int	id;
		[MarshalAs(UnmanagedType.ByValTStr, SizeConst = 101)] public string	name;
		[MarshalAs(UnmanagedType.I4)] public int	level;
		[MarshalAs(UnmanagedType.I4)] public int	visible;
	}

	[StructLayout(LayoutKind.Sequential)] public class OcgUsage
	{
		[MarshalAs(UnmanagedType.I4)] public int	id;
		[MarshalAs(UnmanagedType.ByValTStr, SizeConst = 101)] public string	name;
		[MarshalAs(UnmanagedType.I4)] public int	level;
		[MarshalAs(UnmanagedType.I4)] public int	visible;
		[MarshalAs(UnmanagedType.I4)] public int	printState;
		[MarshalAs(UnmanagedType.I4)] public int	viewState;
	}

	[StructLayout(LayoutKind.Sequential)] public class StrokePathAttr
    {
		[MarshalAs(UnmanagedType.R4)] public float	lineWidth;
		[MarshalAs(UnmanagedType.I4)] public int	lineCap;
		[MarshalAs(UnmanagedType.I4)] public int	lineJoin;
		[MarshalAs(UnmanagedType.R4)] public float	miterLimit;

		[MarshalAs(UnmanagedType.I4)] public int	dashLen;
		[MarshalAs(UnmanagedType.R4)] public float	dashPhase;
		[MarshalAs(UnmanagedType.ByValArray, SizeConst=32)] public float[]	dashData;

		[MarshalAs(UnmanagedType.ByValArray, SizeConst=5)] public float[]	colorfv;
		[MarshalAs(UnmanagedType.LPStr)] public string	pathString;
		[MarshalAs(UnmanagedType.I4)] public int		x, y, width, height;
		[MarshalAs(UnmanagedType.I4)] public int		colors;
	}

	[StructLayout(LayoutKind.Sequential)] public class ImageMatrix
	{
		public float	a, b, c, d, e, f;
	}

	[StructLayout(LayoutKind.Sequential)] public class ImageTileAttr
	{
		[MarshalAs(UnmanagedType.I4)] public int	width, height, colors;
		[MarshalAs(UnmanagedType.R4)] public float	alpha;
		[MarshalAs(UnmanagedType.R4)] public float	xstep, ystep;
									  public ImageMatrix   ctm;
	}

	[StructLayout(LayoutKind.Sequential)] public class PrsFontName
	{
		[MarshalAs(UnmanagedType.I4)] public int	pageNum;
		[MarshalAs(UnmanagedType.ByValTStr, SizeConst = 256)]   public string fontId;
		[MarshalAs(UnmanagedType.ByValTStr, SizeConst = 256)]   public string fontName;
		[MarshalAs(UnmanagedType.I4)] public int	embedded, render;
	}

	public class PdfImager
	{
		private GCHandle gch_rending;
		private GCHandle gch_rended;
		private GCHandle gch_draw_stroke_path;
		private GCHandle gch_define_image_tile;
		private GCHandle gch_define_mask_image_tile;
		private GCHandle gch_draw_image_tiling;
		private bool gch_active;

		public virtual void Rendering(int PageNumber){}
		public virtual void Rendered(int PageNumber){}
		public virtual int DrawStrokePath(StrokePathAttr pa, ref byte[] pixels) { return 1; }
		public virtual void DefineImageTile(ImageTileAttr pa, byte[] pixels) {}
		public virtual void DefineMaskImageTile(ImageTileAttr pa, byte[] pixels) {}
		public virtual int DrawTiledImage(ImageTileAttr ia1, ref byte[] pixels1, ImageTileAttr ia2, ref byte[] pixels2) { return 1; }

		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpInitializeA(string lic);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern void MlpUninitialize();
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpLoadInitFileA(string fileName);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpLoadInitDataA(string xmlData, int dataLen);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpOpenDocA(string fileName, string ownPwd, string usrPwd);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpOpenMemDoc(byte[] data, uint len, string ownPwd, string usrPwd);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpOpenDocUsageA(string fileName, string pswd, int usage);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpOpenMemDocUsage(byte[] data, uint len, string pswd, int usage);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern void MlpCloseDoc();
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpValidateOwnerPasswordA(string pass);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpValidateUserPasswordA(string pass);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpPageCount();
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpPageToPictA(int pageNum, int dpi, int quality, string outFilePath);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpCreatePictA(int pageNum, string outFilePath);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpCreatePictPageArrayA(int[] pageNumArray, int length, string outputFileName);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpRangeToTiffA(int startPageNum, int endPageNum, int dpi, string outFilePath);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpCreateTiffRangeA(int startPageNum, int endPageNum, string outFilePath);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpConvertToTiffA(string outFilePath);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpMultiPageToTiffA(string pageList, int dpi, string outFilePath);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpCreateTiffMultiA(string pageList, string outFilePath);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern void MlpShowLicenseInfo();
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpLicenseInfoStrA(StringBuilder licenseStr);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpGetDocumentInfo(int opt, out int flag);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpGetDocumentInfo(int opt, out string d);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpGetLibraryInfo(int opt, out int data);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpGetPicturePixel(int pageNum, out int x, out int y);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpGetPicturePixelX(int pageNum);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpGetPicturePixelY(int pageNum);

		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpSetCanvasSize(int x, int y);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpSetCanvasOrigin(int org);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpSetPictureSize(int x, int y, int unit);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpSetPicture(int cmd);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpSetPicture(int cmd, int val);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpSetPicture(int cmd, int val1, int val2);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpSetPicture(int cmd, double val);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpSetPictureRGB();
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpSetPictureCMYK();
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpSetPictureGray();
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpSetPictureDither();
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpSetPictureBW();
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpSetPictureFaxG3();
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpSetPictureFaxG4();
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpSetPictureBufSize(int mb);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpSetPictureResolution(int dpi);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpSetPictureQuality(int quality);

		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpSetCallbackFunc(int mode, int opt, MulticastDelegate fnc);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpSetTiffCompress(int mode);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpSetPicturePixelX(int x);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpSetPicturePixelY(int y);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpSetEnableAntialis();
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpSetDisableAntialis();
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpSetFillPathAAEnable();
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpSetFillPathAADisable();
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpSetCid0GlyphMode(int mode);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpGetCid0GlyphMode();
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpGetPageRotation(int pageNum, out int rotate);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpGetPageBoundary(int pageNum, int kind, out float userunit, out float left, out float bottom, out float right, out float top);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpGetPageRawBoundary(int pageNum, int kind, out float userunit, out float left, out float bottom, out float right, out float top);

		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpGetOcgCount();
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpGetOcgData(out IntPtr ptr);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpGetOcgUsage(out IntPtr ptr);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpSetOcgState(IntPtr ptr);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpSetOcgStateU(IntPtr ptr);

		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpPrintRestriction();

		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpSetRGBProfileA(string fileName);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpSetCMYKProfileA(string fileName);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpUnuseColorProfile();
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpSetColorConversion(int color_convert_direction, int flag);

		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpSetDefaultFontA(string defaultFont);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpSetAlternateFontA(string org, string alt, int always);
        [DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpSetAlternateFont2A(string org, string alt, string weight, string style, int always, int replace);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpSetAlternateFontExA(string org, string alt, int always, int replace, int replace_on_render2, int alt_bold, int alt_italic, int weight, int style, int variant, IntPtr p);

		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpSetImageWatermarkA(string fileName, int x_position, int y_position, int z_position, float x_scale, float y_scale, float alpha);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll", CharSet=CharSet.Unicode)] static extern int MlpSetFillTextWatermarkW(string text, string fontName, int x_position, int y_position, int z_position, float fontSize, string color, float alpha);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll", CharSet=CharSet.Unicode)] static extern int MlpSetStrokeTextWatermarkW(string text, string fontName, int x_position, int y_position, int z_position, float fontSize, string color, float alpha);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpClearWatermarkData();

		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpCreatePictBufPage(int pageNumber, out IntPtr pixels, out int width, out int height, out int n_of_colors);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpCreatePictBufPageRange(int firstPageNumber, int lastPageNumber);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpCreatePictBufPageArray(int[] pageArray, int length);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpCreatePictMem(int pageNumber);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpGetPictFromMem(out IntPtr pixels, out int width, out int height, out int n_of_colors);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpGetPictFromMemIndex(int index, out IntPtr pixels, out int width, out int height, out int n_of_colors, out int pageNumber);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpGetPictFromMemIndex(int index, out IntPtr pixels, out int width, out int height, out int n_of_colors, IntPtr pageNumber);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpGetPictFromMemPage(int pageNum, out IntPtr pixels, out int width, out int height, out int n_of_colors);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpFreePictMem();

		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpCreatePanel(int width, int height, int colorspace);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpClearPanel();
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpFreePanel();
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpPanelToFileA(string fileName);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpMemPictToPanel(int xpos, int ypos, float alpha);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpMemPictToPanelBBox(int panelXPos, int panelYPos, float alpha, int bboxXPos, int bboxYPos, int bboxWidth, int bboxHeight);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpPaintRectToPanel(int xpos, int ypos, int width, int height, int lineWidth, byte[] color);

		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpSetTextWidgetMultilineFontSize(float point);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern float MlpGetTextWidgetMultilineFontSize();
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpSetTextWidgetMultilineUseLastSize(int flag);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpGetTextWidgetMultilineUseLastSize();

		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpPrsGetFontInfo(out IntPtr data, out int len);
		[DllImport("PdfImagerLP.dll")] static extern int MlpPrsGetFontInfoWithTr(out IntPtr data, out int len);

		public PdfImager()
		{
			gch_active = false;
		}

		~PdfImager()
		{
			if (gch_active)
			{
				gch_rending.Free();
				gch_rended.Free();
				gch_draw_stroke_path.Free();
				gch_define_image_tile.Free();
				gch_define_mask_image_tile.Free();
				gch_draw_image_tiling.Free();
			}
		}

		public int DrawStrokePath_P(IntPtr pa, IntPtr pixels)
		{
			StrokePathAttr spa = (StrokePathAttr)Marshal.PtrToStructure(pa, typeof(StrokePathAttr));
			int len = spa.width * spa.height * spa.colors;
			byte[] pix = new byte[len];
			Marshal.Copy(pixels, pix, 0, len);
			int res = DrawStrokePath(spa, ref pix);
			if(res == 1) Marshal.Copy(pix, 0, pixels, len);

			return res; 
		}

		public void DefineImageTile_P(IntPtr ia, IntPtr pixels)
		{
			ImageTileAttr sia = (ImageTileAttr)Marshal.PtrToStructure(ia, typeof(ImageTileAttr));
			int len = sia.width * sia.height * sia.colors;
			byte[] pix = new byte[len];
			if(pixels != IntPtr.Zero) Marshal.Copy(pixels, pix, 0, len);
			DefineImageTile(sia, pix);
		}

		public void DefineMaskImageTile_P(IntPtr ia, IntPtr pixels)
		{
			ImageTileAttr sia = (ImageTileAttr)Marshal.PtrToStructure(ia, typeof(ImageTileAttr));
			int len = sia.width * sia.height * sia.colors;
			byte[] pix = new byte[len];
			if(pixels != IntPtr.Zero) Marshal.Copy(pixels, pix, 0, len);
			DefineMaskImageTile(sia, pix);
		}

		public int DrawTiledImage_P(IntPtr ia1, IntPtr pixels1, IntPtr ia2, IntPtr pixels2)
		{
			ImageTileAttr sia1 = (ImageTileAttr)Marshal.PtrToStructure(ia1, typeof(ImageTileAttr));
			ImageTileAttr sia2 = (ImageTileAttr)Marshal.PtrToStructure(ia2, typeof(ImageTileAttr));
			int len1 = sia1.width * sia1.height * sia1.colors;
			int len2 = sia2.width * sia2.height * sia2.colors;
			byte[] pix1 = new byte[len1];
			byte[] pix2 = new byte[len2];
			if(pixels1 != IntPtr.Zero) Marshal.Copy(pixels1, pix1, 0, len1);
			if(pixels2 != IntPtr.Zero) Marshal.Copy(pixels2, pix2, 0, len2);
			int res = DrawTiledImage(sia1, ref pix1, sia2, ref pix2);
			if (res == 1)
			{
				if(pixels1 != IntPtr.Zero) Marshal.Copy(pix1, 0, pixels1, len1);
				if(pixels2 != IntPtr.Zero) Marshal.Copy(pix2, 0, pixels2, len2);
			}

			return res;
		}

		public int Initialize(string license)
		{
			int ret = MlpInitializeA(license);
			if (ret == 0)
			{
				DelegateRendering rending = new DelegateRendering(Rendering);
				DelegateRendered rended = new DelegateRendered(Rendered);
				DelegateDrawStrokePath drawStrokePath = new DelegateDrawStrokePath(DrawStrokePath_P);
				DelegateDefineImageTile defineImageTile = new DelegateDefineImageTile(DefineImageTile_P);
				DelegateDefineMaskImageTile defineMaskImageTile = new DelegateDefineMaskImageTile(DefineMaskImageTile_P);
				DelegateDrawTiledImage drawTiledImage = new DelegateDrawTiledImage(DrawTiledImage_P);
				gch_rending = GCHandle.Alloc(rending);
				gch_rended = GCHandle.Alloc(rended);
				gch_draw_stroke_path = GCHandle.Alloc(drawStrokePath);
				gch_define_image_tile = GCHandle.Alloc(defineImageTile);
				gch_define_mask_image_tile = GCHandle.Alloc(defineMaskImageTile);
				gch_draw_image_tiling = GCHandle.Alloc(drawTiledImage);
				gch_active = true;
				SetCallbackFunc(CallbackMode.MLP_RENDERING_CB, 0, rending);
				SetCallbackFunc(CallbackMode.MLP_RENDERED_CB, 0, rended);
				SetCallbackFunc(CallbackMode.MLP_DRAW_STROKE_PATH_CB, 0, drawStrokePath);
				SetCallbackFunc(CallbackMode.MLP_DEFINE_IMAGE_TILE_CB, 0, defineImageTile);
				SetCallbackFunc(CallbackMode.MLP_DEFINE_MASK_IMAGE_TILE_CB, 0, defineMaskImageTile);
				SetCallbackFunc(CallbackMode.MLP_DRAW_TILED_IMAGE_CB, 0, drawTiledImage);
				SetPicture(PictureOpt.STROKEPATH_ENABLE_CALLBACK, 0);	/*disable callback*/
				SetPicture(PictureOpt.TILE_IMAGE_ENABLE_CALLBACK, 0);	/*disable callback*/
				SetPicture(PictureOpt.TILE_MASK_IMG_ENABLE_CALLBACK, 0);/*disable callback*/
				SetPicture(PictureOpt.TILING_ENABLE_CALLBACK, 0);		/*disable callback*/
			}
			return ret;
		}

		public int LoadInitFile(string initFileName)
		{
			return MlpLoadInitFileA(initFileName);
		}

		public int LoadInitData(string xmlData, int dataLen)
		{
			return MlpLoadInitDataA(xmlData, dataLen);
		}
		public int LoadInitData(string xmlData)
		{
			return MlpLoadInitDataA(xmlData, xmlData.Length + 1);
		}

		public int OpenDoc(string fileName, string ownerPassword, string userPassword)
		{
			return MlpOpenDocA(fileName, ownerPassword, userPassword);
		}

        public int OpenMemDoc(byte[] data, uint len, string ownerPassword, string userPassword)
        {
            return MlpOpenMemDoc(data, len, ownerPassword, userPassword);
        }

		public int OpenDocUsage(string fileName, string password, int usage)
		{
			return MlpOpenDocUsageA(fileName, password, usage);
		}

		public int OpenMemDocUsage(byte[] data, uint len, string password, int usage)
		{
			return MlpOpenMemDocUsage(data, len, password, usage);
		}

		public void CloseDoc()
		{
			MlpCloseDoc();
		}

		public bool AuthenticateOwnerPassword(string password)
		{
			return MlpValidateOwnerPasswordA(password)==0 ? false : true;
		}

		public bool AuthenticateUserPassword(string password)
		{
			return MlpValidateUserPasswordA(password)==0 ? false : true;
		}

		public void Uninitialize()
		{
			MlpUninitialize();
		}

		public int PageCount()
		{
			return MlpPageCount();
		}

		public int GetOcgCount()
		{
			return MlpGetOcgCount();
		}

		public OcgData[] GetOcgData()
		{
			int c = MlpGetOcgCount();
			if (c == 0)
			{
				return null;
			}
			OcgData[] data = new OcgData[c];
			IntPtr ptr = IntPtr.Zero;
			if (MlpGetOcgData(out ptr) != 0)
			{
				return null;
			}
			IntPtr pos = new IntPtr(ptr.ToInt64());
			for (int i = 0; i < c; i++)
			{
				data[i] = (OcgData)Marshal.PtrToStructure(pos, typeof(OcgData));
				pos = (IntPtr)((int)pos + Marshal.SizeOf(data[i]));
			}

			return data;
		}

		public OcgUsage[] GetOcgUsage()
		{
			int c = MlpGetOcgCount();
			if (c == 0)
			{
				return null;
			}
			OcgUsage[] data = new OcgUsage[c];
			IntPtr ptr = IntPtr.Zero;
			if (MlpGetOcgUsage(out ptr) != 0)
			{
				return null;
			}
			IntPtr pos = new IntPtr(ptr.ToInt64());
			for (int i = 0; i < c; i++)
			{
				data[i] = (OcgUsage)Marshal.PtrToStructure(pos, typeof(OcgUsage));
				pos = (IntPtr)((int)pos + Marshal.SizeOf(data[i]));
			}

			return data;
		}

		public int SetOcgState(OcgData[] data)
		{
			int len = data.Length;
			IntPtr ptr = Marshal.AllocHGlobal(Marshal.SizeOf(typeof(OcgData)) * len);
			IntPtr pos = new IntPtr(ptr.ToInt64());
			for (int i = 0; i < len; i++)
			{
				Marshal.StructureToPtr(data[i], pos, true);
				pos = (IntPtr)((int)pos + Marshal.SizeOf(data[i]));
			}
			int res = MlpSetOcgState(ptr);
			Marshal.FreeHGlobal(ptr);

			return res;
		}

		public int SetOcgStateU(OcgUsage[] data)
		{
			int len = data.Length;
			IntPtr ptr = Marshal.AllocHGlobal(Marshal.SizeOf(typeof(OcgUsage)) * len);
			IntPtr pos = new IntPtr(ptr.ToInt64());
			for (int i = 0; i < len; i++)
			{
				Marshal.StructureToPtr(data[i], pos, true);
				pos = (IntPtr)((int)pos + Marshal.SizeOf(data[i]));
			}
			int res = MlpSetOcgStateU(ptr);
			Marshal.FreeHGlobal(ptr);

			return res;
		}

		public int PrintRestriction()
		{
			return MlpPrintRestriction();
		}

		public int SetRGBProfile(string fileName)
		{
			return MlpSetRGBProfileA(fileName);
		}

		public int SetCMYKProfile(string fileName)
		{
			return MlpSetCMYKProfileA(fileName);
		}

		public int UnuseColorProfile()
		{
			return MlpUnuseColorProfile();
		}

		public int SetColorConversion(int color_convert_direction, int flag)
		{
			return MlpSetColorConversion(color_convert_direction, flag);
		}
		public int SetColorConvertForImage(int color_convert_direction, int flag)	//no longer support
		{
			return MlpSetColorConversion(color_convert_direction, flag);
		}

		public int SetDefaultFont(string defaultFontName)
		{
			return MlpSetDefaultFontA(defaultFontName);
		}

		public int SetAlternateFont(string originalFontName, string alternateFontName, int always)
		{
			return MlpSetAlternateFontA(originalFontName, alternateFontName, always);
		}

		public int SetAlternateFont2(string originalFontName, string alternateFontName, string fontWeight, string fontStyle, int always, int replace)
		{
			return MlpSetAlternateFont2A(originalFontName, alternateFontName, fontWeight, fontStyle, always, replace);
		}

		public int SetAlternateFontEX(string originalFontName, string alternateFontName, int always, int replace, int replace_on_render2, int alt_bold, int alt_italic, int weight, int style, int variant)
		{
			return MlpSetAlternateFontExA(originalFontName, alternateFontName, always, replace, replace_on_render2, alt_bold, alt_italic, weight, style, 0, IntPtr.Zero);
		}

		public int SetAlternateFontEX(string originalFontName, string alternateFontName, int always, int replace, int replace_on_render2, int alt_bold, int alt_italic, int weight, int style, int variant, ImageMatrix transform)
		{
			IntPtr ptr = Marshal.AllocHGlobal(Marshal.SizeOf(typeof(ImageMatrix)));
			Marshal.StructureToPtr(transform, ptr, true);
			return MlpSetAlternateFontExA(originalFontName, alternateFontName, always, replace, replace_on_render2, alt_bold, alt_italic, weight, style, 0, ptr);
		}

		public int SetAlternateFontEX(string originalFontName, string alternateFontName, bool always, bool replace, bool replace_on_render2, int alt_bold, bool alt_italic, int weight, int style, int variant)
		{
			return MlpSetAlternateFontExA(originalFontName, alternateFontName, always ? 1 : 0, replace ? 1 : 0, replace_on_render2 ? 1 : 0, alt_bold, alt_italic ? 1 : 0, weight, style, 0, IntPtr.Zero);
		}

		public int SetAlternateFontEX(string originalFontName, string alternateFontName, bool always, bool replace, bool replace_on_render2, int alt_bold, bool alt_italic, int weight, int style, int variant, ImageMatrix transform)
		{
			IntPtr ptr = Marshal.AllocHGlobal(Marshal.SizeOf(typeof(ImageMatrix)));
			Marshal.StructureToPtr(transform, ptr, true);
			return MlpSetAlternateFontExA(originalFontName, alternateFontName, always ? 1 : 0, replace ? 1 : 0, replace_on_render2 ? 1 : 0, alt_bold, alt_italic ? 1 : 0, weight, style, 0, ptr);
		}

		public int SetImageWatermark(string fileName, int x_position, int y_position, int z_position, float x_scale, float y_scale, float alpha)
		{
			return MlpSetImageWatermarkA(fileName, x_position, y_position, z_position, x_scale, y_scale, alpha);
		}

		public int SetFillTextWatermark(string text, string fontName, int x_position, int y_position, int z_position, float fontSize, string color, float alpha)
		{
			return MlpSetFillTextWatermarkW(text, fontName, x_position, y_position, z_position, fontSize, color, alpha);
		}

		public int SetStrokeTextWatermark(string text, string fontName, int x_position, int y_position, int z_position, float fontSize, string color, float alpha)
		{
			return MlpSetStrokeTextWatermarkW(text, fontName, x_position, y_position, z_position, fontSize, color, alpha);
		}

		public int ClearWatermarkData()
		{
			return MlpClearWatermarkData();
		}

		public int PageToPict(int pageNumber, int dpi, int quality, string outputFilePath)
		{
			return MlpPageToPictA(pageNumber, dpi, quality, outputFilePath);
		}

		public int CreatePict(int pageNumber, string outputFilePath)
		{
			return MlpCreatePictA(pageNumber, outputFilePath);
		}

		public int CreatePictBufPage(int pageNumber, out byte[] pixels, out int width, out int height, out int nOfColors)
		{
			pixels = null;
			width = height = nOfColors = 0;

			int ret = MlpCreatePictMem(pageNumber);
			if (ret != 0) return ret;
			ret = GetPictFromMem(out pixels, out width, out height, out nOfColors);

			return ret;
		}

		public int CreatePictBufPageRange(int firstPageNumber, int lastPageNumber)
		{
			return MlpCreatePictBufPageRange(firstPageNumber, lastPageNumber);
		}

		public int CreatePictBufPageArray(int[] pageArray)
		{
			return MlpCreatePictBufPageArray(pageArray, pageArray.Length);
		}

		public int CreatePictBufPageArray(int[] pageArray, int length)
		{
			if (pageArray.Length < length) return MlpCreatePictBufPageArray(pageArray, pageArray.Length);
			else return MlpCreatePictBufPageArray(pageArray, length);
		}

		public int CreatePictMem(int pageNumber)
		{
			return MlpCreatePictMem(pageNumber);
		}

		public int GetPictFromMem(out byte[] pixels, out int width, out int height, out int nOfColors)
		{
			IntPtr data;
			int ret = 0;

			pixels = null;
			width = height = nOfColors = 0;
			ret = MlpGetPictFromMem(out data, out width, out height, out nOfColors);
			if (ret != 0) return ret;
			if (data == IntPtr.Zero) return err.MLP_MEMORY_ERROR;
			int len = width * height * nOfColors;
			try
			{
				pixels = new byte[len];
			}
			catch
			{
				return err.MLP_MEMORY_ERROR;
			}
			Marshal.Copy(data, pixels, 0, len);

			return ret;
		}

		public int GetPictFromMemIndex(int index, out byte[] pixels, out int width, out int height, out int nOfColors, out int pageNumber)
		{
			IntPtr data;
			int ret = 0;

			pixels = null;
			width = height = nOfColors = 0;
			ret = MlpGetPictFromMemIndex(index, out data, out width, out height, out nOfColors, out pageNumber);
			if (ret != 0) return ret;
			if (data == IntPtr.Zero) return err.MLP_MEMORY_ERROR;
			int len = width * height * nOfColors;
			try
			{
				pixels = new byte[len];
			}
			catch
			{
				return err.MLP_MEMORY_ERROR;
			}
			Marshal.Copy(data, pixels, 0, len);
			return ret;
		}

		public int GetPictFromMemIndex(int index, out byte[] pixels, out int width, out int height, out int nOfColors)
		{
			IntPtr data;
			int ret = 0;

			pixels = null;
			width = height = nOfColors = 0;
			ret = MlpGetPictFromMemIndex(index, out data, out width, out height, out nOfColors, IntPtr.Zero);
			if (ret != 0) return ret;
			if (data == IntPtr.Zero) return err.MLP_MEMORY_ERROR;
			int len = width * height * nOfColors;
			try
			{
				pixels = new byte[len];
			}
			catch
			{
				return err.MLP_MEMORY_ERROR;
			}
			Marshal.Copy(data, pixels, 0, len);
			return ret;
		}

		public int GetPictFromMemPage(int pageNumber, out byte[] pixels, out int width, out int height, out int nOfColors)
		{
			IntPtr data;
			int ret = 0;

			pixels = null;
			width = height = nOfColors = 0;
			ret = MlpGetPictFromMemPage(pageNumber, out data, out width, out height, out nOfColors);
			if (ret != 0) return ret;
			if (data == IntPtr.Zero) return err.MLP_MEMORY_ERROR;
			int len = width * height * nOfColors;
			try
			{
				pixels = new byte[len];
			}
			catch
			{
				return err.MLP_MEMORY_ERROR;
			}
			Marshal.Copy(data, pixels, 0, len);
			return ret;
		}

		public int GetFreePictMem()
		{
			return MlpFreePictMem();
		}

		public int ConvertToTiff(string outputFilePath)
		{
			return MlpConvertToTiffA(outputFilePath);
		}

		public int RangeToTiff(int startPageNumber, int endPageNumber, int dpi, string outputFilePath)
		{
			return MlpRangeToTiffA(startPageNumber, endPageNumber, dpi, outputFilePath);
		}

		public int CreateTiffRange(int startPageNumber, int endPageNumber, string outputFilePath)
		{
			return MlpCreateTiffRangeA(startPageNumber, endPageNumber, outputFilePath);
		}

		public int MultiPageToTiff(string pageList, int dpi, string outputFilePath)
		{
			return MlpMultiPageToTiffA(pageList, dpi, outputFilePath);
		}

		public int CreateTiffMulti(string pageList, string outputFilePath)
		{
			return MlpCreateTiffMultiA(pageList, outputFilePath);
		}

		public void ShowLicenseInfo()
		{
			MlpShowLicenseInfo();
		}

		public int GetLicenseInfoStr(StringBuilder licStr)
		{
			return MlpLicenseInfoStrA(licStr);
		}

		public int GetDocumentInfo(DocumentOpt opt, out int flag)
		{
			return MlpGetDocumentInfo((int)opt, out flag);
		}

		public int GetDocumentInfo(DocumentOpt opt, out string d)
		{
			return MlpGetDocumentInfo((int)opt, out d);
		}

		public int GetLibraryInfo(LibraryOpt opt, out int data)
		{
			return MlpGetLibraryInfo((int)opt, out data);
		}

		public int GetPicturePixel(int pageNum, out int x, out int y)
		{
			return MlpGetPicturePixel(pageNum, out x, out y);
		}

		public int GetPicturePixelX(int pageNum)
		{
			return MlpGetPicturePixelX(pageNum);
		}

		public int GetPicturePixelY(int pageNum)
		{
			return MlpGetPicturePixelY(pageNum);
		}

		public int SetCanvasSize(int x, int y)
		{
			return MlpSetCanvasSize(x, y);
		}

		public int SetCanvasOrigin(int org)
		{
			return MlpSetCanvasOrigin(org);
		}

		public int SetCanvasOrigin(CanvasOrigin org)
		{
			return MlpSetCanvasOrigin((int)org);
		}

		public int SetPictureSize(int x, int y, PictureUnit unit)
		{
			return MlpSetPictureSize(x, y, (int)unit);
		}

		public int SetPicture(PictureOpt opt)
		{
			return MlpSetPicture((int)opt);
		}

		public int SetPicture(PictureOpt opt, int val)
		{
			return MlpSetPicture((int)opt, val);
		}

		public int SetPicture(PictureOpt opt, int val1, int val2)
		{
			if (opt == PictureOpt.XY_PIXEL_SIZE_MEM)
				return MlpSetPicture((int)opt, val1, val2);
			else
				return err.MLP_INVALID_CMD;
		}

		public int SetPicture(PictureOpt opt, float val)
		{
			return MlpSetPicture((int)opt, (double)val);
		}

		public int SetPicture(PictureOpt opt, double val)
		{
			return MlpSetPicture((int)opt, val);
		}

		public int SetPicture(PictureOpt opt, bool b)
		{
			return MlpSetPicture((int)opt, b ? (int)1 : (int) 0);
		}

		public int SetPictureRGB()
		{
			return MlpSetPictureRGB();
		}

		public int SetPictureCMYK()
		{
			return MlpSetPictureCMYK();
		}

		public int SetPictureGray()
		{
			return MlpSetPictureGray();
		}

		public int SetPictureDither()
		{
			return MlpSetPictureDither();
		}

		public int SetPictureBW()
		{
			return MlpSetPictureBW();
		}

		public int SetPictureFaxG3()
		{
			return MlpSetPictureFaxG3();
		}

		public int SetPictureFaxG4()
		{
			return MlpSetPictureFaxG4();
		}

		public int SetPictureBufSize(int mb)
		{
			return MlpSetPictureBufSize(mb);
		}

		public int SetPictureResolution(int dpi)
		{
			return MlpSetPictureResolution(dpi);
		}

		public int SetPictureQuality(int quality)
		{
			return MlpSetPictureQuality(quality);
		}

        public int SetCallbackFunc(CallbackMode mode, int opt, MulticastDelegate fnc)
		{
			return MlpSetCallbackFunc((int)mode, opt, fnc);
		}

		public int SetTiffCompress(TiffCompressMode mode)
		{
			return MlpSetTiffCompress((int)mode);
		}

		public int SetPicturePixelX(int x)
		{
			return MlpSetPicturePixelX(x);
		}

		public int SetPicturePixelY(int y)
		{
			return MlpSetPicturePixelY(y);
		}

		public int SetEnableAntialis()
		{
			return MlpSetEnableAntialis();
		}

		public int SetDisableAntialis()
		{
			return MlpSetDisableAntialis();
		}

		public int SetFillPathAAEnable()
		{
			return MlpSetFillPathAAEnable();
		}

		public int SetFillPathAADisable()
		{
			return MlpSetFillPathAADisable();
		}

		public int SetCid0GlypgMode(Cid0GlyphMode mode)
		{
			return MlpSetCid0GlyphMode((int)mode);
		}

		public Cid0GlyphMode GetCid0GlypgMode()
		{
			return (Cid0GlyphMode)MlpGetCid0GlyphMode();
		}

		public Cid0GlyphMode Cid0GlypgMode
		{
			set
			{
				MlpSetCid0GlyphMode((int)value);
			}
			get
			{
				return (Cid0GlyphMode)MlpGetCid0GlyphMode();
			}
		}

		public int GetPageRotation(int pageNum, out int rotate)
		{
			return MlpGetPageRotation(pageNum, out rotate);
		}

		public int GetPageBoundary(int pageNum, BoundaryBox kind, out float userUnit, out float left, out float bottom, out float right, out float top)
		{
			return MlpGetPageBoundary(pageNum, (int)kind, out userUnit, out left, out bottom, out right, out top);
		}

		public int GetPageRawBoundary(int pageNum, BoundaryBox kind, out float userUnit, out float left, out float bottom, out float right, out float top)
		{
			return MlpGetPageRawBoundary(pageNum, (int)kind, out userUnit, out left, out bottom, out right, out top);
		}

		public int CreatePanel(int width, int height, PictureOpt opt)
		{
			return MlpCreatePanel(width, height, (int)opt);
		}

		public int ClearPanel()
		{
			return MlpClearPanel();
		}

		public int FreePanel()
		{
			return MlpFreePanel();
		}

		public int PanelToFile(string fileName)
		{
			return MlpPanelToFileA(fileName);
		}

		public int MemPictToPanel(int xPos, int yPos, float alpha)
		{
			return MlpMemPictToPanel(xPos, yPos, alpha);
		}

		public int MemPictToPanelBBox(int xPos, int yPos, float alpha, int bboxXPos, int bboxYPos, int bboxWidth, int bboxHeight)
		{
			return MlpMemPictToPanelBBox(xPos, yPos, alpha, bboxXPos, bboxYPos, bboxWidth, bboxHeight);
		}

		public int PaintRectToPanel(int xPos, int yPos, int width, int height, int lineWidth, byte[] color)
		{
			byte[] defaultColor = new byte[5];
			if(color != null) for (int i = 0; i < color.Length; i++) defaultColor[i] = color[i];
			return MlpPaintRectToPanel(xPos, yPos, width, height, lineWidth, defaultColor);
		}

		public int LogicalCPUCount
		{
			get
			{
				int c;
				GetLibraryInfo(LibraryOpt.LOGICAL_CPU_COUNT, out c);
				return c;
			}
		}

		public bool ThreadSplitPage
		{
			get
			{
				int b;
				GetLibraryInfo(LibraryOpt.THREAD_SPLIT_PAGE, out b);
				if (b == 0) return false;
				return true;
			}
			set
			{
				SetPicture(PictureOpt.THREAD_SPLIT_PAGE, value);
			}
		}

		public int ThreadSplitPageCount
		{
			get
			{
				int c;
				GetLibraryInfo(LibraryOpt.THREAD_SPLIT_PAGE_COUNT, out c);
				return c;
			}
			set
			{
				SetPicture(PictureOpt.THREAD_SPLIT_PAGE_COUNT, (int)value);
			}
		}

		public float TextWidgetMultilineFontSize
		{
			set
			{
				MlpSetTextWidgetMultilineFontSize(value);
			}
			get
			{
				return MlpGetTextWidgetMultilineFontSize();
			}
		}

		public int TextWidgetMultilineUseLastSize
		{
			set
			{
				MlpSetTextWidgetMultilineUseLastSize(value == 0 ? 0 : 1);
			}
			get
			{
				return MlpGetTextWidgetMultilineUseLastSize();
			}
		}

		public int PrsGetFontInfo(out PrsFontName[] fnArry, out int len)
		{
			IntPtr ptr = IntPtr.Zero;
			int ret;

			if ((ret = MlpPrsGetFontInfo(out ptr, out len)) != 0)
			{
				fnArry = null;
				return ret;
			}
			fnArry = new PrsFontName[len];
			IntPtr pos = new IntPtr(ptr.ToInt64());
			for (int i = 0; i < len; i++)
			{
				fnArry[i] = (PrsFontName)Marshal.PtrToStructure(pos, typeof(PrsFontName));
				pos = (IntPtr)((int)pos + Marshal.SizeOf(fnArry[i]));
			}
			return 0;
		}

		public int PrsGetFontInfoWithTr(out PrsFontName[] fnArry, out int len)
		{
			IntPtr ptr = IntPtr.Zero;
			int ret;

			if ((ret = MlpPrsGetFontInfoWithTr(out ptr, out len)) != 0)
			{
				fnArry = null;
				return ret;
			}
			fnArry = new PrsFontName[len];
			IntPtr pos = new IntPtr(ptr.ToInt64());
			for (int i = 0; i < len; i++)
			{
				fnArry[i] = (PrsFontName)Marshal.PtrToStructure(pos, typeof(PrsFontName));
				pos = (IntPtr)((int)pos + Marshal.SizeOf(fnArry[i]));
			}
			return 0;
		}

#if false && DEBUG 
		public int CreatePngFromPixels(byte[] pixels, int width, int height, int nOfColors, string fileName)
		{
			int len = width * height * nOfColors;
			IntPtr data;
			int ret = 0;

			if ((pixels == null) || (pixels.Length != len) || (fileName.Length < 1)) return err.MLP_INVALID_ARG_VALUE;
			try
			{
				data = Marshal.AllocHGlobal(len);
			}
			catch
			{
				return err.MLP_MEMORY_ERROR;
			}

			try
			{
				Marshal.Copy(pixels, 0, data, len);
				ret = MlpCreatePngFromPixels(data, width, height, nOfColors, fileName);
			}
			finally
			{
				Marshal.FreeHGlobal(data);
			}

			return ret;
		}

		public int CreatePngFromPixelsIndex(int index, string fn)
		{
			return MlpCreatePngFromPixelsIndex(index, fn);
		}

		public int CreatePngFromPixelsPageNum(int pageNumber, string fn)
		{
			return MlpCreatePngFromPixelsPageNum(pageNumber, fn);
		}

		public string GetFirstFontName()
		{
			IntPtr firstFontName = MlpGetFirstFontNameW();
			if (firstFontName == IntPtr.Zero)
				return (string)null;
			else
				return Marshal.PtrToStringUni(firstFontName);
		}

		public string GetNextFontName()
		{
			IntPtr nextFontName = MlpGetNextFontNameW();
			if (nextFontName == IntPtr.Zero)
				return (string)null;
			else
				return Marshal.PtrToStringUni(nextFontName);
		}

		public string GetFontType()
		{
			IntPtr fontType = MlpGetFontTypeW();
			if (fontType == IntPtr.Zero)
				return (string)null;
			else
				return Marshal.PtrToStringUni(fontType);
		}
#endif
	}
}




include/ImagerLP.h
/*
**	Imager-LP DLL Header
**		version 1.9.1
*/
/*
Copyright(c)2014-2019 株式会社トラスト・ソフトウェア・システム, All Rights Reserved.
*/

#ifndef	IMAGER_LP_DLL_H
#define	IMAGER_LP_DLL_H

#include <Windows.h>

#ifdef IMAGERDLL_EXPORTS
#define MLPAPI __declspec(dllexport)
#else
#define MLPAPI __declspec(dllimport)
#endif
#ifdef	WINAPI
#undef	WINAPI
#endif
#define	WINAPI	__stdcall

#include "MlpError.h"
#include "MlpDeclaration.h"

#ifdef	_UNICODE
#define	MlpInitialize			MlpInitializeW
#define	MlpLoadInitFile			MlpLoadInitFileW
#define	MlpLoadInitData			MlpLoadInitDataW
#define	MlpOpenDoc				MlpOpenDocW
#define	MlpOpenDocUsage			MlpOpenDocUsageW
#define	MlpValidateOwnerPassword	MlpValidateOwnerPasswordW
#define	MlpValidateUserPassword		MlpValidateUserPasswordW
#define	MlpSetCMYKProfile		MlpSetCMYKProfileW
#define	MlpSetRGBProfile		MlpSetRGBProfileW
#define	MlpPageToPict			MlpPageToPictW
#define	MlpCreatePict			MlpCreatePictW
#define	MlpConvertToTiff		MlpConvertToTiffW
#define	MlpRangeToTiff			MlpRangeToTiffW
#define	MlpCreateTiffRange		MlpCreateTiffRangeW
#define	MlpMultiPageToTiff		MlpMultiPageToTiffW
#define	MlpCreateTiffMulti		MlpCreateTiffMultiW
#define	MlpLicenseInfoStr		MlpLicenseInfoStrW
#define MlpPdfDocInfoEntry		MlpPdfDocInfoEntryW
#define MlpPanelToFile			MlpPanelToFileW
#define MlpSetDefaultFont		MlpSetDefaultFontW
#define MlpSetAlternateFont		MlpSetAlternateFontW
#define MlpSetAlternateFont2	MlpSetAlternateFont2W
#define MlpSetAlternateFontEx	MlpSetAlternateFontExW
#define MlpPaintRectToPanel2	MlpPaintRectToPanel2W
#define MlpSetImageWatermark	MlpSetImageWatermarkW
#define MlpSetFillTextWatermark	MlpSetFillTextWatermarkW
#define MlpSetStrokeTextWatermark MlpSetStrokeTextWatermarkW
#else
#define	MlpInitialize			MlpInitializeA
#define	MlpLoadInitFile			MlpLoadInitFileA
#define	MlpLoadInitData			MlpLoadInitDataA
#define	MlpOpenDoc				MlpOpenDocA
#define	MlpOpenDocUsage			MlpOpenDocUsageA
#define	MlpValidateOwnerPassword	MlpValidateOwnerPasswordA
#define	MlpValidateUserPassword		MlpValidateUserPasswordA
#define	MlpSetCMYKProfile		MlpSetCMYKProfileA
#define	MlpSetRGBProfile		MlpSetRGBProfileA
#define	MlpPageToPict			MlpPageToPictA
#define	MlpCreatePict			MlpCreatePictA
#define	MlpConvertToTiff		MlpConvertToTiffA
#define	MlpRangeToTiff			MlpRangeToTiffA
#define	MlpCreateTiffRange		MlpCreateTiffRangeA
#define	MlpMultiPageToTiff		MlpMultiPageToTiffA
#define	MlpCreateTiffMulti		MlpCreateTiffMultiA
#define	MlpLicenseInfoStr		MlpLicenseInfoStrA
#define MlpPdfDocInfoEntry		MlpPdfDocInfoEntryA
#define MlpPanelToFile			MlpPanelToFileA
#define MlpSetDefaultFont		MlpSetDefaultFontA
#define MlpSetAlternateFont		MlpSetAlternateFontA
#define MlpSetAlternateFont2	MlpSetAlternateFont2A
#define MlpSetAlternateFontEx	MlpSetAlternateFontExA
#define MlpPaintRectToPanel2	MlpPaintRectToPanel2A
#define MlpSetImageWatermark	MlpSetImageWatermarkA
#define MlpSetFillTextWatermark	MlpSetFillTextWatermarkA
#define MlpSetStrokeTextWatermark MlpSetStrokeTextWatermarkA
#endif

#ifdef	__cplusplus
extern "C" {
#endif

MLPAPI int WINAPI MlpInitializeW(const wchar_t *license);
MLPAPI int WINAPI MlpInitializeA(const char *license);
MLPAPI void WINAPI MlpUninitialize();

MLPAPI int WINAPI MlpLoadInitFileW(const wchar_t *fileName);
MLPAPI int WINAPI MlpLoadInitFileA(const char *fileName);
MLPAPI int WINAPI MlpLoadInitDataA(const char *dta, int len);

MLPAPI int WINAPI MlpOpenDocW(const wchar_t *fileName, const wchar_t *ownerPassword, const wchar_t *userPassword);
MLPAPI int WINAPI MlpOpenDocA(const char *fileName, const char *ownerPassword, const char *userPassword);
MLPAPI int WINAPI MlpOpenDocUsageW(const wchar_t *fileName, const wchar_t *password, int usage);
MLPAPI int WINAPI MlpOpenDocUsageA(const char *fileName, const char *password, int usage);
MLPAPI int WINAPI MlpOpenMemDoc(unsigned char *data, size_t len,  const char *owner_pw, const char *user_pw);
MLPAPI int WINAPI MlpOpenMemDocUsage(unsigned char *data, size_t len, const char *pass, int usage);
MLPAPI void WINAPI MlpCloseDoc();

MLPAPI int WINAPI MlpGetLibraryInfo(int cmd, ...);
MLPAPI void WINAPI MlpShowLicenseInfo();
MLPAPI int WINAPI MlpLicenseInfoStrA(char *licenseStrPtr);

MLPAPI int WINAPI MlpGetDocumentInfo(int cmd, ...);
MLPAPI int WINAPI MlpPageCount();
MLPAPI int WINAPI MlpGetPageRotation(int pageNum, int *rotate);
MLPAPI int WINAPI MlpGetPageBoundary(int pageNum, int kind, float *userUnit, float *left, float *bottom, float *right, float *top);
MLPAPI int WINAPI MlpGetPageRawBoundary(int pageNum, int kind, float *userUnit, float *left, float *bottom, float *right, float *top);
MLPAPI int WINAPI MlpGetPicturePixel(int pageNum, int *x, int *y);
MLPAPI int WINAPI MlpGetPicturePixelX(int pageNum);
MLPAPI int WINAPI MlpGetPicturePixelY(int pageNum);
MLPAPI int WINAPI MlpGetCid0GlyphMode();
MLPAPI int WINAPI MlpPrintRestriction();

MLPAPI int WINAPI MlpSetPicturec(int opt, int val);
MLPAPI int WINAPI MlpSetPicture(int opt, ...);
MLPAPI int WINAPI MlpSetPictureSize(int x, int y, int unit);
MLPAPI int WINAPI MlpSetPictureRGB();
MLPAPI int WINAPI MlpSetPictureCMYK();
MLPAPI int WINAPI MlpSetPictureGray();
MLPAPI int WINAPI MlpSetPictureBW();
MLPAPI int WINAPI MlpSetPictureDither();
MLPAPI int WINAPI MlpSetPictureFaxG3();
MLPAPI int WINAPI MlpSetPictureFaxG4();
MLPAPI int WINAPI MlpSetPictureResolution(int dpi);
MLPAPI int WINAPI MlpSetPictureQuality(int quality);
MLPAPI int WINAPI MlpSetPicturePixelX(int x);
MLPAPI int WINAPI MlpSetPicturePixelY(int y);
MLPAPI int WINAPI MlpSetXYPicturePixel(int y);
MLPAPI int WINAPI MlpSetCanvasSize(int x, int y);
MLPAPI int WINAPI MlpSetCanvasOrigin(int org);
MLPAPI int WINAPI MlpSetTiffCompress(int mode);
MLPAPI int WINAPI MlpSetEnableAntialis();
MLPAPI int WINAPI MlpSetDisableAntialis();
MLPAPI int WINAPI MlpSetFillPathAAEnable();
MLPAPI int WINAPI MlpSetFillPathAADisable();
MLPAPI int WINAPI MlpSetCid0GlyphMode(int mode);
MLPAPI int WINAPI MlpSetPictureBufSize(int mb);

MLPAPI int WINAPI MlpValidateOwnerPasswordA(const char *pass);
MLPAPI int WINAPI MlpValidateOwnerPasswordW(const wchar_t *pass);
MLPAPI int WINAPI MlpValidateUserPasswordA(const char *pass);
MLPAPI int WINAPI MlpValidateUserPasswordW(const wchar_t *pass);

MLPAPI int WINAPI MlpSetCallbackFunc(int mode, int opt, void *function);

MLPAPI int WINAPI MlpSetCMYKProfileW(const wchar_t *fileName);
MLPAPI int WINAPI MlpSetCMYKProfileA(const char *fileName);
MLPAPI int WINAPI MlpSetRGBProfileW(const wchar_t *fileName);
MLPAPI int WINAPI MlpSetRGBProfileA(const char *fileName);
MLPAPI int WINAPI MlpSetColorConversion(int color_convert_direction, int flag);
MLPAPI int WINAPI MlpSetColorConvertForImage(int color_convert_direction, int flag);	//no longer support
MLPAPI int WINAPI MlpUnuseColorProfile();

MLPAPI int WINAPI MlpSetDefaultFontW(const wchar_t *defaultFont);
MLPAPI int WINAPI MlpSetDefaultFontA(const char *defaultFont);
MLPAPI int WINAPI MlpSetAlternateFontW(const wchar_t *org, const wchar_t *alt, int always);
MLPAPI int WINAPI MlpSetAlternateFontA(const char *org, const char *alt, int always);
MLPAPI int WINAPI MlpSetAlternateFont2W(const wchar_t *org, const wchar_t *alt, const wchar_t *weight, const wchar_t *style, int always, int replace);
MLPAPI int WINAPI MlpSetAlternateFont2A(const char *org, const char *alt, const char *weight, const char *style, int always, int replace);
MLPAPI int WINAPI MlpSetAlternateFontExW(const wchar_t *org, const wchar_t *alt, int always, int replace, int replace_on_render2, int alt_bold, int alt_italic, int weight, int style, int variant, Matrix *transform);
MLPAPI int WINAPI MlpSetAlternateFontExA(const char *org, const char *alt, int always, int replace, int replace_on_render2, int alt_bold, int alt_italic, int weight, int style, int variant, Matrix *transform);

MLPAPI int WINAPI MlpSetImageWatermarkW(const wchar_t *fileName, int x_position, int y_position, int z_position, float x_scale, float y_scale, float alpha);
MLPAPI int WINAPI MlpSetImageWatermarkA(const char *fileName, int x_position, int y_position, int z_position, float x_scale, float y_scale, float alpha);
MLPAPI int WINAPI MlpSetFillTextWatermarkW(const wchar_t *text, const wchar_t *fontName, int x_position, int y_position, int z_position, float fontSize, const wchar_t *color, float alpha);
MLPAPI int WINAPI MlpSetStrokeTextWatermarkW(const wchar_t *text, const wchar_t *fontName, int x_position, int y_position, int z_position, float fontSize, const wchar_t *color, float alpha);
MLPAPI int WINAPI MlpSetFillTextWatermarkA(const char *text, const char *fontName, int x_position, int y_position, int z_position, float fontSize, const char *color, float alpha);
MLPAPI int WINAPI MlpSetStrokeTextWatermarkA(const char *text, char const *fontName, int x_position, int y_position, int z_position, float fontSize, const char *color, float alpha);
MLPAPI int WINAPI MlpClearWatermarkData();


MLPAPI int WINAPI MlpPageToPictW(int pageNumber, int dpi, int quality, const wchar_t *outputFilePath);
MLPAPI int WINAPI MlpPageToPictA(int pageNumber, int dpi, int quality, const char *outputFilePath);
MLPAPI int WINAPI MlpCreatePictW(int pageNumber, const wchar_t *outputFilePath);
MLPAPI int WINAPI MlpCreatePictA(int pageNumber, const char *outputFilePath);
MLPAPI int WINAPI MlpRangeToTiffW(int startPageNum, int endPageNum, int dpi, const wchar_t *outputFilePath);
MLPAPI int WINAPI MlpRangeToTiffA(int startPageNum, int endPageNum, int dpi, const char *outputFilePath);
MLPAPI int WINAPI MlpCreatePictPageArrayW(int pageNumArray[], int length, const wchar_t *outputFilePath);
MLPAPI int WINAPI MlpCreatePictPageArrayA(int pageNumArray[], int length, const char *outputFilePath);
MLPAPI int WINAPI MlpCreateTiffMultiW(const char *pageList, const wchar_t *outputFilePath);
MLPAPI int WINAPI MlpCreateTiffMultiA(const char *pageList, const char *outputFilePath);
MLPAPI int WINAPI MlpMultiPageToTiffW(const char *pageList, int dpi, const wchar_t *outputFilePath);
MLPAPI int WINAPI MlpMultiPageToTiffA(const char *pageList, int dpi, const char *outputFilePath);
MLPAPI int WINAPI MlpCreateTiffRangeW(int startPageNum, int endPageNum, const wchar_t *outputFilePath);
MLPAPI int WINAPI MlpCreateTiffRangeA(int startPageNum, int endPageNum, const char *outputFilePath);
MLPAPI int WINAPI MlpConvertToTiffW(const wchar_t *outputFilePath);
MLPAPI int WINAPI MlpConvertToTiffA(const char *outputFilePath);

MLPAPI int WINAPI MlpCreatePictBufPage(int pageNumber, unsigned char **pixels, int *width, int *height, int *nOfColors);
MLPAPI int WINAPI MlpCreatePictBufPageRange(int firstPageNumber, int lastPageNumber);
MLPAPI int WINAPI MlpCreatePictBufPageArray(int pages[], int len);
MLPAPI int WINAPI MlpCreatePictMem(int pageNumber);

MLPAPI int WINAPI MlpGetPictFromMem(unsigned char **pixels, int *width, int *height, int *nOfColors);
MLPAPI int WINAPI MlpGetPictFromMemIndex(int index, unsigned char **pixels, int *width, int *height, int *nOfColors, int *pageNumber);
MLPAPI int WINAPI MlpGetPictFromMemPage(int pageNumber, unsigned char **pixels, int *width, int *height, int *nOfColors);
MLPAPI int WINAPI MlpFreePictMem();

MLPAPI int WINAPI MlpGetOcgCount();
MLPAPI int WINAPI MlpGetOcgData(MlpOcgData *data[]);
MLPAPI int WINAPI MlpGetOcgUsage(MlpOcgUsage *usage[]);
MLPAPI int WINAPI MlpSetOcgState(MlpOcgData data[]);
MLPAPI int WINAPI MlpSetOcgStateU(MlpOcgUsage data[]);

MLPAPI int WINAPI MlpSetTextWidgetMultilineFontSize(float size);
MLPAPI float WINAPI MlpGetTextWidgetMultilineFontSize();
MLPAPI int WINAPI MlpSetTextWidgetMultilineUseLastSize(int use);
MLPAPI int WINAPI MlpGetTextWidgetMultilineUseLastSize();

MLPAPI int WINAPI MlpCreatePanel(int width, int height, int colorspace);
MLPAPI int WINAPI MlpClearPanel();
MLPAPI int WINAPI MlpFreePanel();
MLPAPI int WINAPI MlpPanelToFileA(const char *filePath);
MLPAPI int WINAPI MlpPanelToFileW(const wchar_t *filePath);
MLPAPI int WINAPI MlpMemPictToPanel(int x, int y, float alpha);
MLPAPI int WINAPI MlpMemPictToPanelBBox(int panel_xpos, int panel_ypos, float alpha, int bbox_xpos, int bbox_ypos, int bbox_width, int bbox_height);
MLPAPI int WINAPI MlpPaintRectToPanel(int xpos, int ypos, int width, int height, int lineWidth, unsigned char color[]);
MLPAPI int WINAPI MlpPaintRectToPanel2A(int xpos, int ypos, int width, int height, int lineWidth, char *color);
MLPAPI int WINAPI MlpPaintRectToPanel2W(int xpos, int ypos, int width, int height, int lineWidth, wchar_t *color);

MLPAPI int WINAPI MlpPrsGetFontInfo(PrsFontName **fontNameArray, int *len);
MLPAPI int WINAPI MlpPrsGetFontInfoWithTr(PrsFontName **fontNameArray, int *len);

MLPAPI int WINAPI Imager();
MLPAPI int WINAPI XrefStream();
MLPAPI int WINAPI MetaStream();
MLPAPI int WINAPI ThumbObj();
MLPAPI int WINAPI ExceptionTest();
MLPAPI int WINAPI ExtractText();
MLPAPI int WINAPI ExtractText2();
MLPAPI int WINAPI ExtractImage(int object_number);

MLPAPI int WINAPI MlpCreatePngFromPixels(unsigned char *pixels, int width, int height, int n_of_colors, const char *fileName);
MLPAPI int WINAPI MlpCreatePngFromPixelsWAlpha(unsigned char *pixels, int width, int height, int n_of_colors, const char *fileName);

#ifdef	__cplusplus
}
#endif

#endif	/*IMAGER_LP_DLL_H*/




include/MlpDeclaration.h
/*
 *	MlpDeclaration.h
 *		version1.9.1
 */
/*
Copyright(c)2014-2019 株式会社トラスト・ソフトウェア・システム, All Rights Reserved.
*/

#ifndef	MLP_DECLARATION_H
#define	MLP_DECLARATION_H

typedef enum MlpPictureOpt {
	MLP_PICTURE_RGB = 0,
	MLP_PICTURE_GRAY,
	MLP_PICTURE_DITHER,
	MLP_PICTURE_BW,
	MLP_PICTURE_FAXG3,
	MLP_PICTURE_FAXG4,

	MLP_COMPRESS_NONE,			/*TIFF変換の場合に圧縮なし*/
	MLP_COMPRESS_JPEG,			/*TIFF変換の場合にJPEG圧縮*/
	MLP_COMPRESS_DEFLATE,		/*TIFF変換の場合にDeflate圧縮*/
	MLP_COMPRESS_LZW,			/*TIFF変換の場合にLZW圧縮*/

	MLP_JPEG_QUALITY,			/*JPEG圧縮の画像品質*/

	MLP_RESOLUTION_DPI,			/*XDPI,YDPI双方同値の解像度*/
	MLP_RESOLUTION_XDPI,		/*XDPI 解像度*/
	MLP_RESOLUTION_YDPI,		/*YDPI 解像度*/
	MLP_CANVAS_SIZE,			/*キャンバスサイズ XY双方を指定*/
	MLP_CANVAS_XSIZE,			/*キャンバスサイズ X-方向のみを指定*/
	MLP_CANVAS_YSIZE,			/*キャンバスサイズ Y-方向のみを指定*/
	MLP_PICTURE_XSIZE,			/*論理サイズ幅を指定*/
	MLP_PICTURE_YSIZE,			/*論理サイズ高さを指定*/
	MLP_PICTURE_SIZE_UNIT,		/*論理サイズの単位*/
	MLP_PICTURE_USE_MEDIABOX,	/*ページの境界をMediaBoxにする*/
	MLP_PICTURE_USE_CROPBOX,	/*ページの境界をCropBoxにする*/
	MLP_PICTURE_USE_BLEEDBOX,	/*ページの境界をBleedBoxにする*/
	MLP_PICTURE_USE_TRIMBOX,	/*ページの境界をTrimBoxにする*/
	MLP_PICTURE_USE_ARTBOX,		/*ページの境界をArtBoxにする*/
	MLP_PIXEL_SIZE_X,			/*ピクセル単位の画像幅*/
	MLP_PIXEL_SIZE_Y,			/*ピクセル単位の画像高さ*/
	MLP_FILL_PATH_AA,			/*フィルパスのアンチアイリアス処理*/
	MLP_CID_0_GLYPH,			/*文字コード0のグリフ処理 0:notdefを表示, 1:空白(gid=0)を表示, 2:この文字を無視*/
	MLP_TRUNCATE_PAGE_BBOX,		/*ページ境界を整数化する際に小数部を切り捨て処理する(MediaBoxの場合を除く)*/
	MLP_PAGE_CLIP_VALUE,		/*ページをその領域より指定値ピクセル小さな領域でクリップする*/
	MLP_STROKEPATH_MINIMUM_LINE_WIDTH,	/*パスのストロークにおける最小線幅指定*/

	MLP_THRESHOLD_BITONAL,		/*二値化の閾値*/
	MLP_THRESHOLD_DITHER,		/*ディザ化の閾値*/

	MLP_PICTURE_CMYK=36,		/*CMYK色空間*/
	MLP_ANTIALIAS_LEVEL,		/*アンチアイリアスのレベル*/
	MLP_DATA_COMPRESSION_LEVEL,	/*データ圧縮のレベル*/
	MLP_PICTURE_USE_MEDIA_CROP=43,	/*ページの境界をMediaBoxまたはCropBoxの小さい方にする*/
	MLP_OCG_USAGE=44,			/*0:"view", 1:"Print", 2:"Export"*/
	MLP_TEXT_ANTIALIAS,			/*1:テキストのアンチアイリアス有効(既定)、0:無効*/
	MLP_XY_PIXEL_SIZE_MEM=47,	/*出来上がり画像データの物理サイズ (縦横でそれぞれのDPIに設定される)*/
	MLP_REPLACE_TR2_MODE=48,	/*テキストのFill then Stroke描画を変更 0:従来どおり、1:Fill描画、2:Stroke描画*/
	MLP_BITMAP_IMG_FORMAT=53,	/*BMP形式のデータフォーマット 0:Windows、1:OS/2*/
	MLP_CANVAS_ORIGIN=54,		/*キャンバスサイズ変更の原点指定*/
	MLP_USE_ZERO_LINE_WIDTH=55,	/*幅ゼロのストロークに対し、0:幅１ピクセルに変更(旧来互換)、1:アンチアイリアスのレベルに変更*/
	MLP_ROTATE_PAGE_IMAGE=60,	/*PDF文書の現在ページを一時的に回転させる*/

	MLP_STROKEPATH_ENABLE_CALLBACK=1001,	/*ストロークパスのコールバックを有効にする*/
	MLP_TILE_IMAGE_ENABLE_CALLBACK,			/*タイル画像のコールバックを有効にする*/
	MLP_TILE_MASK_IMG_ENABLE_CALLBACK,		/*タイルマスク画像のコールバックを有効にする*/
	MLP_TILING_ENABLE_CALLBACK,				/*タイリングのコールバックを有効にする*/
	MLP_TILING_IGNORE_PROCESS,				/*タイリング処理を完全に無視する(この機能はサポートしない)*/
	MLP_SUPPRESS_ALPHA_CHANNEL_ON_CB,		/*コールバック時の画像データにアルファチャネル値を含めない*/
	MLP_ALLOW_PDF_14_TO_17=1101,		/*PDF文書バージョン 1.4->1.7*/
	MLP_ALLOW_PDF_10_TO_17,				/*PDF文書バージョン 1.0->1.7*/
	MLP_ALLOW_PDF_14_TO_20,				/*PDF文書バージョン 1.4->1.7,2.0*/
	MLP_ALLOW_PDF_ALL,					/*PDF文書バージョン 1.0->1.7,2.0*/

} MlpPictureOpt;

typedef enum MlpDocumentOpt {
	MLP_PERMISSION_FLAG=1201,	/*文書のパーミッションフラグ*/
	MLP_OCG_COUNT,				/*OCGの総数*/
	MLP_GLYPH_NOT_FOUND_COUNT,	/*グリフが検索できなかった数*/
	MLP_PDF_AUTHOR,
	MLP_NEEDS_PASSWORD,			/*0:非暗号化、1:NULLパスワードでオープン可、2:パスワードが必要*/
	MLP_PRINT_RESTRICTION=1207,	/*制限された印刷解像度フラグ値 1:限定された(低解像度)、0:無制限(高解像度)*/
	MLP_DOCUMENT_TITLE=1211,	/*PDF文書のタイトル*/
	MLP_CREATION_DATE,			/*生成日時*/
	MLP_MODIFICATION_DATE,		/*最新の変更日時*/
	MLP_ENCRYPT_VERSION,		/*文書の暗号化バージョン*/
	MLP_ENCRYPT_REVISION,		/*文書の暗号化レビジョン*/
	MLP_PDF_VERSION,			/*PDF文書のバージョン*/
} MlpDocumentOpt;

typedef enum MlpLibraryOpt {
	MLP_LOGICAL_CPU_COUNT=101,		/*論理的なCPUの総数 _not used_ */
	MLP_THREAD_SPLIT_PAGE=102,		/*ページを複数のスレッドで実行*/
	MLP_THREAD_SPLIT_PAGE_COUNT,	/*ページを分割処理するスレッドの数*/
	MLP_THREAD_EACH_PAGE,			/*各ページを個別のスレッドで実行*/
	MLP_THREAD_EACH_PAGE_COUNT,		/*格ページを処理するスレッドの数*/

	MLP_LICENSE_ERROR_INFO = 1201,	/*不正ライセンスの詳細情報*/
} MlpLibraryOpt;

typedef enum MlpPictureUnit_e {
	MLP_PICTURE_UNIT_PERCENT	= 1,		/*画像の論理サイズを指定する際の単位がパーセント*/
	MLP_PICTURE_UNIT_INCH		= 2,		/*画像の論理サイズを指定する際の単位がインチ*/
	MLP_PICTURE_UNIT_MM			= 3,		/*画像の論理サイズを指定する際の単位がミリメートル[mm]*/
} MlpPictureUnit;

typedef enum MlpCallbackSettingMode {
	MLP_RENDERING_CB=1,				/*ページの解析終了 / レンダリングの開始を知らせるコールバックを指定*/
	MLP_PROGRESS_CB,				/*指定した行数のレンダリング（画像格納）が終了したことを知らせるコールバックを指定*/
	MLP_RENDERED_CB,				/*ページのレンダリング終了を知らせるコールバックを指定*/

	MLP_DRAW_STROKE_PATH_CB=101,	/*パスのストローキングが発生したときにコールバックされる*/
	MLP_DEFINE_IMAGE_TILE_CB,		/*タイルが定義されたときにコールバックされる*/
	MLP_DEFINE_MASK_IMAGE_TILE_CB,	/*タイルのマスクが定義されたときにコールバックされる*/
	MLP_DRAW_TILED_IMAGE_CB,		/*タイリングされた画像を貼り付るときにコールバックされる*/
} MlpCallbackSettingMode;

typedef enum MlpTiffCompressMode {
	MLP_TIFF_COMPRESS_NONE=0,		/*TIFF変換で圧縮なし*/
	MLP_TIFF_COMPRESS_JPEG,			/*TIFF変換でJPEG圧縮*/
	MLP_TIFF_COMPRESS_DEFLATE,		/*TIFF変換でDeflate圧縮*/
	MLP_TIFF_COMPRESS_LZW,			/*TIFF変換でLZW圧縮*/
} MlpTiffComtressMode;

typedef enum MlpConstants {
	MIN_RESOLUTION		= 10,		/*最小の解像度を変更*/
	MAX_RESOLUTION		= 10000,
	DEFAULT_RESOLUTION	= 150,
	MIN_JPEG_QUALITY	= 10,
	MAX_JPEG_QUALITY	= 90,
	DEFAULT_JPEG_QUALITY= 75,

	MIN_PIXEL_SIZE		= 200,
	MAX_PIXEL_SIZE		= 5000000,

	LICENSE_0_LENGTH	= 19,		/*version 0 ライセンスキー文字列の長さ*/
	LICENSE_1_LENGTH	= 27,		/*version1.0 ライセンスキー文字列の長さ*/

	DEFAULT_MULTILINE_TEXT_WIDGET_FONT_SIZE	= 55,	/*マルチラインのTextWidget(Form Annotation)のフォントの既定サイズ(値は実サイズの１０倍)*/

	CONVERT_CMYK_TO_RGB		= 1,	/*CMYKからRGBへの変換*/
	CONVERT_MOST_FAST		= 1,	/*最も速い*/
	CONVERT_FAST			= 2,	/*速い*/
	CONVERT_BY_COLOR_PROFILE= 3,	/*カラープロファイルによる変換*/
} MlpConstants;

typedef enum MlpCid0GlyphMode {
	SHOW_NOTDEF_GLYPH		= 0,
	REPLACE_TO_BLANK_GLYPH	= 1,
	IGNORE_CID_0_GLYPH		= 2,
} MlpCid0GlyphMode;

typedef enum MlpBoundaryBox {
	MEDIA_BOX		= 0,
	CROP_BOX		= 1,
	BLEED_BOX		= 2,
	TRIM_BOX		= 3,
	ART_BOX			= 4,
} MlpBoundaryBox;

typedef	enum MlpWatermarkLayer {
	WML_NO_PAINT	= 0,
	WML_FOREGROUND	= 1,
	WML_BACKGROUND	= 2,
} MlpWatermarkLayer;

typedef enum MlpCanvasOrigin {
	CORIGIN_CENTER		= 0,
	CORIGIN_LEFT_TOP	= 1,
	CORIGIN_LEFT_BOTTOM	= 2,
	CORIGIN_RIGHT_TOP	= 3,
	CORIGIN_RIGHT_BOTTOM= 4,
}MlpCanvasOrigin;

typedef	struct MlpOcgDataRec_s MlpOcgDataRec_t;
typedef	struct MlpOcgUsageRec_s MlpOcgUsageRec_t;
typedef	MlpOcgDataRec_t	MlpOcgData;
typedef	MlpOcgUsageRec_t	MlpOcgUsage;

#define	MAX_OCG_NAME_LEN	100

struct MlpOcgDataRec_s {
	int		id;
	char	name[MAX_OCG_NAME_LEN+1];
	int		level;
	int		visible;
};

struct MlpOcgUsageRec_s {
	int		id;
	char	name[MAX_OCG_NAME_LEN+1];
	int		level;
	int		visible;

	/*Usage*/
	int	printState;
	int	viewState;
};

#ifndef	STROKE_PATH_ATTR_DEF
typedef struct StrokePathAttr_s {
	float	lineWidth;
	int		lineCap;
	int		lineJoin;
	float	miterLimit;

	int		dashLen;
	float	dashPhase;
	float	dashData[32];

	float	colorfv[5];

	char	*pathString;

	int		x, y, width, height;
	int		colors;
} StrokePathAttr;
#endif

#ifndef	IMAGE_TILE_ATTR_DEF
typedef	struct Matrix_s {
	float	a, b, c, d, e, f;
} Matrix;

typedef struct ImageTileAttr_s {
	int		width, height, colors;
	float	alpha;
	float	xstep, ystep;
	Matrix	ctm;
} ImageTileAttr;
#endif

typedef	struct PrsFontName_s PrsFontName;

struct PrsFontName_s {
	int		pageNum;		/*フォントが使われているページ番号*/
	char	fontId[256];	/*フォントの識別名*/
	char	fontName[256];	/*フォント名*/
	int		embedded;		/*1:埋め込まれたフォント、0:それ以外*/
	int		render;			/*-1:レンダーモードの指定がない、0:通常のレンダーモードで利用されている、1:Tr=2のレンダーモードで使用されている*/
};


#endif	/*MLP_DECLARATION_H*/




include/MlpError.h
/*
**	MplError.h
**	version 1.9.1
*/
/*
Copyright(c)2014-2019 株式会社トラスト・ソフトウェア・システム, All Rights Reserved.
*/

#ifndef	MLP_ERROR_H
#define	MLP_ERROR_H

#define	MLP_NO_ERROR				0
#define	MLP_ALREADY_INITIALIZED		-1		/*既に初期化されています*/
#define	MLP_NOT_INITIALIZED			-2		/*初期化できませんでした。または、初期化してません*/
#define	MLP_INIT_FILE_OPEN_ERROR	-3		/*初期化ファイルを読めません*/
#define	MLP_INIT_DATA_LOAD_ERROR	-3		/*初期化をローディングできません*/
#define	MLP_LICENSE_ERROR			-4		/*不正なライセンスです*/
#define	MLP_ALREADY_OPENED			-5		/*既にオープンしています*/
#define	MLP_FILE_OPEN_ERROR			-6		/*オープンできません*/
#define	MLP_FILE_IS_NOT_PDF			-7		/*PDFではないようです*/
#define	MLP_UNRECOGNIZED_FILE		-7		/*認識できないファイルです*/
#define	MLP_FILE_NOT_DECRYPTED		-8		/*復号できません*/
#define	MLP_FILE_NOT_OPENED			-9		/*オープンしていません*/
#define	MLP_OPEN_ERROR				-10		/*オープンでエラー*/
#define	MLP_PDF_PARSE_ERROR			-11		/*PDFの解析エラー*/
#define	MLP_PDF_HAS_NOT_PAGE		-12		/*PDFに(指定の)ページがありません*/
#define	MLP_INVALID_PAGE_NUMBER		-13		/*無効なページ番号 または、無効なページ指定*/
#define	MLP_INVALID_RESOLUTION		-14		/*無効な解像度*/
#define	MLP_INVALID_QUALITY			-15		/*無効なJPEG品質*/
#define	MLP_NO_OUTPUT_FILE			-16		/*出力ファイルがありません*/
#define	MLP_TOO_LARGE_PIXEL			-17		/*ピクセル マップが大きすぎます*/
#define	MLP_DRAW_ERROR				-18		/*描画領域確保に失敗。または、画像の書き出しに失敗しました*/
#define	MLP_MEMORY_ERROR			-20		/*メモリー領域を確保できません*/
#define	MLP_INVALID_CANVAS_SIZE		MLP_INVALID_ARG_VALUE		/*無効なキャンバスサイズ*/
#define	MLP_INVALID_ARG_VALUE		-22		/*無効な引数の値*/
#define	MLP_INVALID_PICT_TYPE		-23		/*無効な画像形式*/
#define	MLP_INVALID_CMD				-24		/*無効なコマンド*/
#define	MLP_NO_DATA					-25		/*有効なデータがありません*/
#define	MLP_FILL_1					-26
#define MLP_FAIL_TO_GET_PAGE		-27		/*ページの取得に失敗しました*/
#define	MLP_INVALID_DATA			-30		/*無効なデータ*/
#define	MLP_NO_LICENSE_KEY			-31		/*ライセンスキーが指定されていません*/
#define	MLP_UNUSABLE_LICENSE		-32		/*このバージョンでは使えないライセンスです*/
#define	MLP_EXPIRED_LICENSE			-33		/*失効したライセンスです*/
#define	MLP_ILLEGAL_OS_LICENSE		-34		/*このOSでは使えないライセンスです*/
#define	MLP_OUT_OF_BOUND			-35		/*値が範囲外です*/
#define	MLP_COLOR_PROFILE_NOT_FOUND	-36		/*カラープロファイルを読み込めません*/
#define	MLP_INVALID_VER_COLOR_PROFILE -37	/*ver.2ではないカラープロファイル*/
#define	MLP_INVALID_COLOR_PROFILE	-38		/*不正なカラープロファイル*/
#define MLP_FAIL_TO_COUNT_PAGES		-39		/*ページ数の取得に失敗しました*/
#define MLP_INVALID_PDF_VERSION		-40		/*不正なPDF文書のバージョンです*/
#define	MLP_FONT_NOT_FOUND			-41		/*フォントが見つかりません*/
#define	MLP_ALT_FONT_NOT_FOUND		-42		/*代替フォントが見つかりません*/
#define	MLP_FONT_FILE_NOT_OPENED	-43		/*フォントファイルを開けません*/
#define	MLP_FONT_NOT_LOADED			-44		/*フォントをロードできません*/
#define	MLP_GLYPH_NOT_FOUND			-51		/*グリフを検索できません*/
#define	MLP_UNAVAILABLE_CMD			-61		/*利用不能なコマンド*/

#endif	/*MLP_ERROR_H*/
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sample/C#/ConsoleApp/toJPEG/Properties/AssemblyInfo.cs
using System.Reflection;
using System.Runtime.CompilerServices;
using System.Runtime.InteropServices;

// アセンブリに関する一般情報は以下の属性セットをとおして制御されます。
// アセンブリに関連付けられている情報を変更するには、
// これらの属性値を変更してください。
[assembly: AssemblyTitle("toJPEG")]
[assembly: AssemblyDescription("PDFをJPEG画像に変換")]
[assembly: AssemblyConfiguration("")]
[assembly: AssemblyCompany("株式会社トラスト・ソフトウェア・システム")]
[assembly: AssemblyProduct("toJPEG")]
[assembly: AssemblyCopyright("Copyright©株式会社トラスト・ソフトウェア・システム,All Rights Reserved.")]
[assembly: AssemblyTrademark("")]
[assembly: AssemblyCulture("")]

// ComVisible を false に設定すると、その型はこのアセンブリ内で COM コンポーネントから 
// 参照不可能になります。COM からこのアセンブリ内の型にアクセスする場合は、
// その型の ComVisible 属性を true に設定してください。
[assembly: ComVisible(false)]

// 次の GUID は、このプロジェクトが COM に公開される場合の、typelib の ID です
[assembly: Guid("dcf14634-9c5e-4aac-a759-c70a0ab61315")]

// アセンブリのバージョン情報は、以下の 4 つの値で構成されています:
//
//      Major Version
//      Minor Version 
//      Build Number
//      Revision
//
// すべての値を指定するか、下のように '*' を使ってビルドおよびリビジョン番号を 
// 既定値にすることができます:
// [assembly: AssemblyVersion("1.0.*")]
[assembly: AssemblyVersion("1.0.0.0")]
[assembly: AssemblyFileVersion("1.0.0.0")]




sample/C#/ConsoleApp/toJPEG/toJPEG.cs
/*
 *  toJPEG sample application
 */
/*
Copyright(c) 2014-2018 株式会社トラスト・ソフトウェア・システム,All Rights Reserved.
*/

using System;
using PDFTools.PdfImagerLP;

namespace toJPEG
{
	class toJPEG
	{
		static void Main(string[] args)
		{
			int ret = 0;
			PdfImager imgr = new PdfImager();

			//初期化
			switch (imgr.Initialize("0-W0H6-7H5GKW7E336R"))		//適切なライセンスキーに替えてください。
			{
				case err.MLP_ALREADY_INITIALIZED:
					Console.WriteLine("既に初期化されています。");
					Environment.Exit(1);
					break;
				case err.MLP_NOT_INITIALIZED:
					Console.WriteLine("初期化できませんでした。");
					Environment.Exit(1);
					break;
				case err.MLP_LICENSE_ERROR:
					Console.WriteLine("ライセンスが不正です。");
					Environment.Exit(1);
					break;
			}

			//初期化ファイル
			switch(imgr.LoadInitFile("../../../../../init.xml")){
				case err.MLP_NOT_INITIALIZED:
					Console.WriteLine("初期化されていません。");
					Environment.Exit(3);
					break;
				case err.MLP_INIT_FILE_OPEN_ERROR:
					Console.WriteLine("初期化ファイルを読めません。");
					ret = 3;
					goto end_proc;
			}

			//オープン
			switch(imgr.OpenDoc("../../../../../../doc/PdfImager-LP.pdf", "", "")){
				case err.MLP_NOT_INITIALIZED:
					Console.WriteLine("初期化されていません。");
					Environment.Exit(4);
					break;
				case err.MLP_ALREADY_OPENED:
					Console.WriteLine("既にオープンしています。");
					ret = 4;
					goto end_proc;
				case err.MLP_FILE_OPEN_ERROR:
					Console.WriteLine("オープンできません。");
					ret = 4;
					goto end_proc;
				case err.MLP_FILE_IS_NOT_PDF:
					Console.WriteLine("PDFではありません。");
					ret = 4;
					goto end_proc;
				case err.MLP_FILE_NOT_DECRYPTED:
					Console.WriteLine("復号できませんでした。");
					ret = 4;
					goto end_proc;
			}

			//PDFページ総数
			int pages = imgr.PageCount();
			if(pages < 0)
			{
				Console.WriteLine("エラー");
				ret = 5;
				goto end_proc;
			}
			else if(pages == 0)
			{
				Console.WriteLine("ページがありません。");
				ret = 5;
				goto end_proc;
			}
			else
			{
				Console.WriteLine("\"{0}\"の総ページ数は {1} です。", "PdfImager-LP.pdf", pages);
			}

			//コールバック指定
			DelegateProgress progress_cb = new DelegateProgress(
				(int lines, int totalLines) =>
				{
					Console.WriteLine("{0}/{1}を処理しました。", lines, totalLines);
				});
			DelegateRendering rendering_cb = new DelegateRendering(
				(int pageNumber) =>
				{
					Console.WriteLine("{0}ページを変換しています。", pageNumber);
				});
			imgr.SetCallbackFunc(CallbackMode.MLP_PROGRESS_CB, 100, progress_cb);
			imgr.SetCallbackFunc(CallbackMode.MLP_RENDERING_CB, 0, rendering_cb);

			//サイズ指定
			imgr.SetPictureSize(0, 30, PictureUnit.MLP_PICTURE_UNIT_PERCENT);

			/*
			 * 画像設定
			 */
#if	true
			//RGBカラー
			imgr.SetPictureRGB();								//既定の設定
#elif false
			//グレースケール
			imgr.SetPictureGray();
#endif

			//解像度
			imgr.SetPicture(PictureOpt.RESOLUTION_DPI, 150);	//既定の解像度

			//JPEG画像品質
			imgr.SetPicture(PictureOpt.JPEG_QUALITY, 75);   	//既定の品質

			//画像作成
			switch (ret = imgr.CreatePict(1, "out.jpg"))
			{
				case err.MLP_PDF_HAS_NOT_PAGE:
					Console.WriteLine("ページがありません。");
					ret = 6;
					goto end_proc;
				case err.MLP_INVALID_PAGE_NUMBER:
					Console.WriteLine("ページ数が不正です。");
					ret = 6;
					goto end_proc;
				case err.MLP_NO_OUTPUT_FILE:
					Console.WriteLine("出力画像を指定してください。");
					ret = 6;
					goto end_proc;
				case err.MLP_TOO_LARGE_PIXEL:
					Console.WriteLine("画像が大きすぎます。");
					ret = 6;
					goto end_proc;
				case err.MLP_DRAW_ERROR:
					Console.WriteLine("画像作成に失敗しました。");
					ret = 6;
					goto end_proc;
			}

			//PNG画像作成
			//imgr.CreatePict(1, "out.png");

			//文書クローズ
			imgr.CloseDoc();

			//後始末
end_proc:
			imgr.Uninitialize();
			Environment.Exit(ret);
		}
	}
}




sample/C#/ConsoleApp/toJPEG/toJPEG.csproj
 
   
     Debug
     AnyCPU
     9.0.21022
     2.0
     {EE29C4C1-8161-4460-B301-7A676A0E0BF5}
     Exe
     Properties
     toJPEG
     toJPEG
     v3.5
     512
     false
     ImagerIcon.ico
     
    
     
    
     3.5
     publish\
     true
     Disk
     false
     Foreground
     7
     Days
     false
     false
     true
     0
     1.0.0.%2a
     false
     true
  
   
     true
     full
     false
     bin\Debug\
     DEBUG;TRACE
     prompt
     4
  
   
     pdbonly
     true
     bin\Release\
     TRACE
     prompt
     4
  
   
     true
     bin\Debug\
     DEBUG;TRACE
     full
     x86
     prompt
     Off
  
   
     bin\Release\
     TRACE
     true
     pdbonly
     x86
     prompt
  
   
     true
     bin\x64\Debug\
     DEBUG;TRACE
     full
     x64
     prompt
     MinimumRecommendedRules.ruleset
  
   
     bin\x64\Release\
     TRACE
     true
     pdbonly
     x64
     prompt
     MinimumRecommendedRules.ruleset
  
   
     
       False
       ..\..\..\..\lib\PdfImagerLPNET.dll
    
     
     
       3.5
    
     
       3.5
    
     
       3.5
    
     
     
  
   
     
     
  
   
     
       False
       .NET Framework 2.0 %28x86%29
       false
    
     
       False
       .NET Framework 3.0 %28x86%29
       false
    
     
       False
       .NET Framework 3.5
       true
    
     
       False
       .NET Framework 3.5 SP1
       false
    
     
       False
       Windows インストーラ 3.1
       true
    
  
   
     
  
   
  




sample/C#/ConsoleApp/toJPEG/toJPEG.sln

Microsoft Visual Studio Solution File, Format Version 12.00
# Visual Studio 14
VisualStudioVersion = 14.0.25420.1
MinimumVisualStudioVersion = 10.0.40219.1
Project("{FAE04EC0-301F-11D3-BF4B-00C04F79EFBC}") = "toJPEG", "toJPEG.csproj", "{EE29C4C1-8161-4460-B301-7A676A0E0BF5}"
EndProject
Global
	GlobalSection(SolutionConfigurationPlatforms) = preSolution
		Debug|x64 = Debug|x64
		Release|x64 = Release|x64
	EndGlobalSection
	GlobalSection(ProjectConfigurationPlatforms) = postSolution
		{EE29C4C1-8161-4460-B301-7A676A0E0BF5}.Debug|x64.ActiveCfg = Debug|x64
		{EE29C4C1-8161-4460-B301-7A676A0E0BF5}.Debug|x64.Build.0 = Debug|x64
		{EE29C4C1-8161-4460-B301-7A676A0E0BF5}.Release|x64.ActiveCfg = Release|x64
		{EE29C4C1-8161-4460-B301-7A676A0E0BF5}.Release|x64.Build.0 = Release|x64
	EndGlobalSection
	GlobalSection(SolutionProperties) = preSolution
		HideSolutionNode = FALSE
	EndGlobalSection
EndGlobal




sample/C#/ConsoleApp/toTiff/ImagerIcon.ico


sample/C#/ConsoleApp/toTiff/Properties/AssemblyInfo.cs
using System.Reflection;
using System.Runtime.CompilerServices;
using System.Runtime.InteropServices;

// アセンブリに関する一般情報は以下の属性セットをとおして制御されます。
// アセンブリに関連付けられている情報を変更するには、
// これらの属性値を変更してください。
[assembly: AssemblyTitle("toTiff")]
[assembly: AssemblyDescription("PDFをTiff画像に変換")]
[assembly: AssemblyConfiguration("")]
[assembly: AssemblyCompany("株式会社トラスト・ソフトウェア・システム")]
[assembly: AssemblyProduct("toTiff")]
[assembly: AssemblyCopyright("Copyright©株式会社トラスト・ソフトウェア・システム,All Rights Reserved.")]
[assembly: AssemblyTrademark("")]
[assembly: AssemblyCulture("")]

// ComVisible を false に設定すると、その型はこのアセンブリ内で COM コンポーネントから 
// 参照不可能になります。COM からこのアセンブリ内の型にアクセスする場合は、
// その型の ComVisible 属性を true に設定してください。
[assembly: ComVisible(false)]

// 次の GUID は、このプロジェクトが COM に公開される場合の、typelib の ID です
[assembly: Guid("d721aa77-d82e-4373-93c3-2a91add2eaa0")]

// アセンブリのバージョン情報は、以下の 4 つの値で構成されています:
//
//      Major Version
//      Minor Version 
//      Build Number
//      Revision
//
// すべての値を指定するか、下のように '*' を使ってビルドおよびリビジョン番号を 
// 既定値にすることができます:
// [assembly: AssemblyVersion("1.0.*")]
[assembly: AssemblyVersion("1.0.0.0")]
[assembly: AssemblyFileVersion("1.0.0.0")]




sample/C#/ConsoleApp/toTiff/toTiff.cs
/*
 *  toTIFF sample application
 */
/*
Copyright(c) 2014-2018 株式会社トラスト・ソフトウェア・システム,All Rights Reserved.
*/

using System;
using PDFTools.PdfImagerLP;

namespace toTiff
{
	class toTiff
	{
		static void Main(string[] args)
		{
			int ret = 0;
			PdfImager imgr = new PdfImager();

			//初期化
			switch (imgr.Initialize("0-W0H6-7H5GKW7E336R"))		//適切なライセンスキーに替えてください。
			{
				case err.MLP_ALREADY_INITIALIZED:
					Console.WriteLine("既に初期化されています。");
					Environment.Exit(1);
					break;
				case err.MLP_NOT_INITIALIZED:
					Console.WriteLine("初期化できませんでした。");
					Environment.Exit(1);
					break;
				case err.MLP_LICENSE_ERROR:
					Console.WriteLine("ライセンスが不正です。");
					Environment.Exit(1);
					break;
			}

			//オープン
			switch (imgr.OpenDoc("../../../../../../doc/PdfImager-LP.pdf", "", ""))
			{
				case err.MLP_NOT_INITIALIZED:
					Console.WriteLine("初期化されていません。");
					Environment.Exit(2);
					break;
				case err.MLP_ALREADY_OPENED:
					Console.WriteLine("既にオープンしています。");
					ret = 2;
					goto end_proc;
				case err.MLP_FILE_OPEN_ERROR:
					Console.WriteLine("オープンできません。");
					ret = 2;
					goto end_proc;
				case err.MLP_FILE_IS_NOT_PDF:
					Console.WriteLine("PDFではありません。");
					ret = 2;
					goto end_proc;
				case err.MLP_FILE_NOT_DECRYPTED:
					Console.WriteLine("復号できませんでした。");
					ret = 2;
					goto end_proc;
			}

            //コールバック指定
			DelegateProgress progress_cb = new DelegateProgress(
				(int lines, int totalLines) =>
				{
					Console.WriteLine("{0}/{1}を処理しました。", lines, totalLines);
				});
			DelegateRendering rendering_cb = new DelegateRendering(
				(int pageNumber) =>
				{
					Console.WriteLine("{0}ページを変換しています。", pageNumber);
				});
			imgr.SetCallbackFunc(CallbackMode.MLP_PROGRESS_CB, 100, progress_cb);
			imgr.SetCallbackFunc(CallbackMode.MLP_RENDERING_CB, 0, rendering_cb);

			//PDFページ総数
			int pages = imgr.PageCount();
			if(pages < 0)
			{
				Console.WriteLine("エラー");
				ret = 5;
				goto end_proc;
			}
			else if(pages == 0)
			{
				Console.WriteLine("ページがありません。");
				ret = 5;
				goto end_proc;
			}
			else
			{
				Console.WriteLine("\"{0}\"の総ページ数は {1} です。", "PdfImager-LP.pdf", pages);
			}

			//サイズ指定
			imgr.SetPictureSize(0, 30, PictureUnit.MLP_PICTURE_UNIT_PERCENT);

			/*
			 * 画像設定
			 */
			//RGBカラー
#if	true
			imgr.SetPictureRGB();					//既定の設定
#elif false
			imgr.SetPictureGray();
#elif false
		imgr.SetPictureDither();
#elif false
			imgr.SetPictureBW();
#endif

            //圧縮
#if	false
			imgr.SetPicture(PictureOpt.COMPRESS_DEFLATE);   //既定の圧縮
#elif true
			imgr.SetPicture(PictureOpt.COMPRESS_JPEG);
//			imgr.SetPicture(PictureOpt.COMPRESS_JPEG, 50);	//画像の品質を同時に指定する場合
#elif false
			imgr.SetPicture(PictureOpt.COMPRESS_LZW);
#elif false
			imgr.SetPicture(PictureOpt.COMPRESS_NONE);		//圧縮しない
#endif

			//解像度
			imgr.SetPicture(PictureOpt.RESOLUTION_DPI, 150); //既定の解像度

			//JPEG画質
			imgr.SetPicture(PictureOpt.JPEG_QUALITY, 75);	//既定の品質

			//画像作成
			switch (imgr.CreatePict(1, "out.tiff"))
			{
				case err.MLP_PDF_HAS_NOT_PAGE:
					Console.WriteLine("ページがありません。");
					ret = 3;
					break;
				case err.MLP_INVALID_PAGE_NUMBER:
					Console.WriteLine("ページ数が不正です。");
					ret = 3;
					break;
				case err.MLP_NO_OUTPUT_FILE:
					Console.WriteLine("出力画像を指定してください。");
					ret = 3;
					break;
				case err.MLP_TOO_LARGE_PIXEL:
					Console.WriteLine("画像が大きすぎます。");
					ret = 3;
					break;
				case err.MLP_DRAW_ERROR:
					Console.WriteLine("画像作成に失敗しました。");
					ret = 3;
					break;
				case err.MLP_INVALID_PICTURE_TYPE:
					Console.WriteLine("無効な画像形式です。\n");
					ret = 3;
					break;
			}

			//文書クローズ
			imgr.CloseDoc();

			//後始末
		end_proc:
			imgr.Uninitialize();
			Environment.Exit(ret);
		}
	}
}
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     Debug
     AnyCPU
     9.0.21022
     2.0
     {66124B78-C0D4-419F-95BE-A4063A2F615C}
     Exe
     Properties
     toTiff
     toTiff
     v3.5
     512
     ImagerIcon.ico
     
    
     
    
     3.5
     publish\
     true
     Disk
     false
     Foreground
     7
     Days
     false
     false
     true
     0
     1.0.0.%2a
     false
     false
     true
  
   
     true
     full
     false
     bin\Debug\
     DEBUG;TRACE
     prompt
     4
  
   
     pdbonly
     true
     bin\Release\
     TRACE
     prompt
     4
  
   
     true
     bin\Debug\
     DEBUG;TRACE
     full
     x86
     prompt
  
   
     bin\Release\
     TRACE
     true
     pdbonly
     x86
     prompt
  
   
     true
     bin\x64\Debug\
     DEBUG;TRACE
     full
     x64
     prompt
     MinimumRecommendedRules.ruleset
  
   
     bin\x64\Release\
     TRACE
     true
     pdbonly
     x64
     prompt
     MinimumRecommendedRules.ruleset
  
   
     
       False
       ..\..\..\..\lib\PdfImagerLPNET.dll
    
     
     
       3.5
    
     
       3.5
    
     
       3.5
    
     
     
  
   
     
     
  
   
     
  
   
     
       False
       .NET Framework 3.5 SP1
       true
    
  
   
  




sample/C#/ConsoleApp/toTiff/toTiff.sln

Microsoft Visual Studio Solution File, Format Version 12.00
# Visual Studio 14
VisualStudioVersion = 14.0.25420.1
MinimumVisualStudioVersion = 10.0.40219.1
Project("{FAE04EC0-301F-11D3-BF4B-00C04F79EFBC}") = "toTiff", "toTiff.csproj", "{66124B78-C0D4-419F-95BE-A4063A2F615C}"
EndProject
Global
	GlobalSection(SolutionConfigurationPlatforms) = preSolution
		Debug|x64 = Debug|x64
		Release|x64 = Release|x64
	EndGlobalSection
	GlobalSection(ProjectConfigurationPlatforms) = postSolution
		{66124B78-C0D4-419F-95BE-A4063A2F615C}.Debug|x64.ActiveCfg = Debug|x64
		{66124B78-C0D4-419F-95BE-A4063A2F615C}.Debug|x64.Build.0 = Debug|x64
		{66124B78-C0D4-419F-95BE-A4063A2F615C}.Release|x64.ActiveCfg = Release|x64
		{66124B78-C0D4-419F-95BE-A4063A2F615C}.Release|x64.Build.0 = Release|x64
	EndGlobalSection
	GlobalSection(SolutionProperties) = preSolution
		HideSolutionNode = FALSE
	EndGlobalSection
EndGlobal
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sample/C#/ConsoleApp/toTiffMulti/Properties/AssemblyInfo.cs
using System.Reflection;
using System.Runtime.CompilerServices;
using System.Runtime.InteropServices;

// アセンブリに関する一般情報は以下の属性セットをとおして制御されます。
// アセンブリに関連付けられている情報を変更するには、
// これらの属性値を変更してください。
[assembly: AssemblyTitle("toTiffMulti")]
[assembly: AssemblyDescription("PDFを複数ページのTiff画像に変換")]
[assembly: AssemblyConfiguration("")]
[assembly: AssemblyCompany("株式会社トラスト・ソフトウェア・システム")]
[assembly: AssemblyProduct("toTiffMulti")]
[assembly: AssemblyCopyright("Copyright©2014-2018株式会社トラスト・ソフトウェア・システム,All Rights Reserved.")]
[assembly: AssemblyTrademark("")]
[assembly: AssemblyCulture("")]

// ComVisible を false に設定すると、その型はこのアセンブリ内で COM コンポーネントから 
// 参照不可能になります。COM からこのアセンブリ内の型にアクセスする場合は、
// その型の ComVisible 属性を true に設定してください。
[assembly: ComVisible(false)]

// 次の GUID は、このプロジェクトが COM に公開される場合の、typelib の ID です
[assembly: Guid("ca000a42-7b95-430f-97d5-b5af5b79aabc")]

// アセンブリのバージョン情報は、以下の 4 つの値で構成されています:
//
//      Major Version
//      Minor Version 
//      Build Number
//      Revision
//
// すべての値を指定するか、下のように '*' を使ってビルドおよびリビジョン番号を 
// 既定値にすることができます:
// [assembly: AssemblyVersion("1.0.*")]
[assembly: AssemblyVersion("1.0.0.0")]
[assembly: AssemblyFileVersion("1.0.0.0")]




sample/C#/ConsoleApp/toTiffMulti/toTiffMulti.cs
/*
 *  toTiffMulti sample application
 */
/*
Copyright(c) 2014-2018 株式会社トラスト・ソフトウェア・システム,All Rights Reserved.
*/

using System;
using PDFTools.PdfImagerLP;

namespace toTiffMulti
{
	class toTiffMulti
	{
		static void Main(string[] args)
		{
			int ret = 0;
			PdfImager imgr = new PdfImager();

			//初期化
			switch (imgr.Initialize("0-W0H6-7H5GKW7E336R"))		//適切なライセンスキーに替えてください。
			{
				case err.MLP_ALREADY_INITIALIZED:
					Console.WriteLine("既に初期化されています。");
					Environment.Exit(1);
					break;
				case err.MLP_NOT_INITIALIZED:
					Console.WriteLine("初期化できませんでした。");
					Environment.Exit(1);
					break;
				case err.MLP_LICENSE_ERROR:
					Console.WriteLine("ライセンスが不正です。");
					Environment.Exit(1);
					break;
			}

			//オープン
			switch (imgr.OpenDoc("../../../../../../doc/PdfImager-LP.pdf", "", ""))
			{
				case err.MLP_NOT_INITIALIZED:
					Console.WriteLine("初期化されていません。");
					Environment.Exit(2);
					break;
				case err.MLP_ALREADY_OPENED:
					Console.WriteLine("既にオープンしています。");
					ret = 2;
					goto end_proc;
				case err.MLP_FILE_OPEN_ERROR:
					Console.WriteLine("オープンできません。");
					ret = 2;
					goto end_proc;
				case err.MLP_FILE_IS_NOT_PDF:
					Console.WriteLine("PDFではありません。");
					ret = 2;
					goto end_proc;
				case err.MLP_FILE_NOT_DECRYPTED:
					Console.WriteLine("復号できませんでした。");
					ret = 2;
					goto end_proc;
			}

			//コールバック指定
			DelegateProgress progress_cb = new DelegateProgress(
				(int lines, int totalLines) =>
				{
					Console.WriteLine("{0}/{1}を処理しました。", lines, totalLines);
				});
			DelegateRendering rendering_cb = new DelegateRendering(
				(int pageNumber) =>
				{
					Console.WriteLine("{0}ページを変換しています。", pageNumber);
				});
			imgr.SetCallbackFunc(CallbackMode.MLP_PROGRESS_CB, 100, progress_cb);
			imgr.SetCallbackFunc(CallbackMode.MLP_RENDERING_CB, 0, rendering_cb);

			//PDFページ総数
			int pages = imgr.PageCount();
			if(pages < 0)
			{
				Console.WriteLine("エラー");
				ret = 5;
				goto end_proc;
			}
			else if(pages == 0)
			{
				Console.WriteLine("ページがありません。");
				ret = 5;
				goto end_proc;
			}
			else
			{
				Console.WriteLine("\"{0}\"の総ページ数は {1} です。", "PdfImager-LP.pdf", pages);
			}

			//サイズ指定
			imgr.SetPictureSize(0, 30, PictureUnit.MLP_PICTURE_UNIT_PERCENT);

			/*
			 * 画像設定
			 */
			//RGBカラー
#if	true
			imgr.SetPictureRGB();					//既定の設定
#elif false
			imgr.SetPictureGray();
#elif false
			imgr.SetPictureDither();
#elif false
			imgr.SetPictureBW();
#endif

            //圧縮
#if	false
			imgr.SetPicture(PictureOpt.COMPRESS_DEFLATE);   //既定の圧縮
#elif true
			imgr.SetPicture(PictureOpt.COMPRESS_JPEG);
//			imgr.SetPicture(PictureOpt.COMPRESS_JPEG, 50);	//画像の品質を同時に指定する場合
#elif false
			imgr.SetPicture(PictureOpt.COMPRESS_LZW);
#elif false
			imgr.SetPicture(PictureOpt.COMPRESS_NONE);		//圧縮しない
#endif

			//解像度
			imgr.SetPicture(PictureOpt.RESOLUTION_DPI, 150); //既定の解像度

			//JPEG画質
			imgr.SetPicture(PictureOpt.JPEG_QUALITY, 75);	//既定の品質

			//画像作成
			switch(ret = imgr.ConvertToTiff("outa.tiff"))      	/*すべてのページを画像に変換*/
//			switch(ret = imgr.CreateTiffRange(0, -1, "outm.tiff"))	/*ページの順番：昇順*/
//			switch(ret = imgr.CreateTiffRange(-1, 0, "outm.tiff"))	/*ページの順番：降順*/
			{
				case err.MLP_PDF_HAS_NOT_PAGE:
					Console.WriteLine("ページがありません。");
					ret = 3;
					break;
				case err.MLP_INVALID_PAGE_NUMBER:
					Console.WriteLine("ページ数が不正です。");
					ret = 3;
					break;
				case err.MLP_NO_OUTPUT_FILE:
					Console.WriteLine("出力画像を指定してください。");
					ret = 3;
					break;
				case err.MLP_TOO_LARGE_PIXEL:
					Console.WriteLine("画像が大きすぎます。");
					ret = 3;
					break;
				case err.MLP_DRAW_ERROR:
					Console.WriteLine("画像作成に失敗しました。");
					ret = 3;
					break;
				case err.MLP_INVALID_PICTURE_TYPE:
					Console.WriteLine("無効な画像形式です。\n");
					ret = 3;
					break;
				default:
					if (ret < 0) { Console.WriteLine("画像作成に失敗(%d)\n", ret); ret = 4; }
					else { Console.WriteLine("%dページのTIFF画像を作成\n", ret); ret = 0; }
					break;
			}

			//文書クローズ
			imgr.CloseDoc();

			//後始末
		end_proc:
			imgr.Uninitialize();
			Environment.Exit(ret);
		}
	}
}
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sample/C#/ConsoleApp/toTiffMulti/toTiffMulti.sln

Microsoft Visual Studio Solution File, Format Version 12.00
# Visual Studio 14
VisualStudioVersion = 14.0.25420.1
MinimumVisualStudioVersion = 10.0.40219.1
Project("{FAE04EC0-301F-11D3-BF4B-00C04F79EFBC}") = "toTiffMulti", "toTiffMulti.csproj", "{6C33807B-9671-4428-8D85-78E4B2F6CFE4}"
EndProject
Project("{FAE04EC0-301F-11D3-BF4B-00C04F79EFBC}") = "toTiffMultiList", "toTiffMultiList.csproj", "{78FB87C4-FEF7-4857-BB3F-D052C70731B2}"
EndProject
Global
	GlobalSection(SolutionConfigurationPlatforms) = preSolution
		Debug|x64 = Debug|x64
		Release|x64 = Release|x64
	EndGlobalSection
	GlobalSection(ProjectConfigurationPlatforms) = postSolution
		{6C33807B-9671-4428-8D85-78E4B2F6CFE4}.Debug|x64.ActiveCfg = Debug|x64
		{6C33807B-9671-4428-8D85-78E4B2F6CFE4}.Debug|x64.Build.0 = Debug|x64
		{6C33807B-9671-4428-8D85-78E4B2F6CFE4}.Release|x64.ActiveCfg = Release|x64
		{6C33807B-9671-4428-8D85-78E4B2F6CFE4}.Release|x64.Build.0 = Release|x64
		{78FB87C4-FEF7-4857-BB3F-D052C70731B2}.Debug|x64.ActiveCfg = Debug|x64
		{78FB87C4-FEF7-4857-BB3F-D052C70731B2}.Debug|x64.Build.0 = Debug|x64
		{78FB87C4-FEF7-4857-BB3F-D052C70731B2}.Release|x64.ActiveCfg = Release|x64
		{78FB87C4-FEF7-4857-BB3F-D052C70731B2}.Release|x64.Build.0 = Release|x64
	EndGlobalSection
	GlobalSection(SolutionProperties) = preSolution
		HideSolutionNode = FALSE
	EndGlobalSection
EndGlobal




sample/C#/ConsoleApp/toTiffMulti/toTiffMultiList.cs
/*
 *  toTiffMultiList sample application
 */
/*
Copyright(c) 2014-2018 株式会社トラスト・ソフトウェア・システム,All Rights Reserved.
*/

using System;
using PDFTools.PdfImagerLP;

namespace toTiffMultiList
{
	class toTiffMultiList
	{
		static void Main(string[] args)
		{
			int ret = 0;
			PdfImager imgr = new PdfImager();

			//初期化
			switch (imgr.Initialize("0-W0H6-7H5GKW7E336R"))		//適切なライセンスキーに替えてください。
			{
				case err.MLP_ALREADY_INITIALIZED:
					Console.WriteLine("既に初期化されています。");
					Environment.Exit(1);
					break;
				case err.MLP_NOT_INITIALIZED:
					Console.WriteLine("初期化できませんでした。");
					Environment.Exit(1);
					break;
				case err.MLP_LICENSE_ERROR:
					Console.WriteLine("ライセンスが不正です。");
					Environment.Exit(1);
					break;
			}

			//オープン
			switch (imgr.OpenDoc("../../../../../../doc/PdfImager-LP.pdf", "", ""))
			{
				case err.MLP_NOT_INITIALIZED:
					Console.WriteLine("初期化されていません。");
					Environment.Exit(2);
					break;
				case err.MLP_ALREADY_OPENED:
					Console.WriteLine("既にオープンしています。");
					ret = 2;
					goto end_proc;
				case err.MLP_FILE_OPEN_ERROR:
					Console.WriteLine("オープンできません。");
					ret = 2;
					goto end_proc;
				case err.MLP_FILE_IS_NOT_PDF:
					Console.WriteLine("PDFではありません。");
					ret = 2;
					goto end_proc;
				case err.MLP_FILE_NOT_DECRYPTED:
					Console.WriteLine("復号できませんでした。");
					ret = 2;
					goto end_proc;
			}


			//コールバック指定
			DelegateProgress progress_cb = new DelegateProgress(
				(int lines, int totalLines) =>
				{
					Console.WriteLine("{0}/{1}を処理しました。", lines, totalLines);
				});
			DelegateRendering rendering_cb = new DelegateRendering(
				(int pageNumber) =>
				{
					Console.WriteLine("{0}ページを変換しています。", pageNumber);
				});
			imgr.SetCallbackFunc(CallbackMode.MLP_PROGRESS_CB, 100, progress_cb);
			imgr.SetCallbackFunc(CallbackMode.MLP_RENDERING_CB, 0, rendering_cb);

			//PDFページ総数
			int pages = imgr.PageCount();
			if (pages < 0)
			{
				Console.WriteLine("エラー");
				ret = 5;
				goto end_proc;
			}
			else if (pages == 0)
			{
				Console.WriteLine("ページがありません。");
				ret = 5;
				goto end_proc;
			}
			else
			{
				Console.WriteLine("\"{0}\"の総ページ数は {1} です。", "PdfImager-LP.pdf", pages);
			}

			//サイズ指定
			imgr.SetPictureSize(0, 30, PictureUnit.MLP_PICTURE_UNIT_PERCENT);

			/*
			 * 画像設定
			 */
			//RGBカラー
#if	true
			imgr.SetPictureRGB();					//既定の設定
#elif false
			imgr.SetPictureGray();
#elif false
			imgr.SetPictureDither();
#elif false
				imgr.SetPictureBW();
#endif

			//圧縮
#if	false
			imgr.SetPicture(PictureOpt.COMPRESS_DEFLATE);   //既定の圧縮
#elif true
			imgr.SetPicture(PictureOpt.COMPRESS_JPEG);
//			imgr.SetPicture(PictureOpt.COMPRESS_JPEG, 50);	//画像の品質を同時に指定する場合
#elif false
			imgr.SetPicture(PictureOpt.COMPRESS_LZW);
#elif false
			imgr.SetPicture(PictureOpt.COMPRESS_NONE);		//圧縮しない
#endif

			//解像度
			imgr.SetPicture(PictureOpt.RESOLUTION_DPI, 150); //既定の解像度

			//JPEG画質
			imgr.SetPicture(PictureOpt.JPEG_QUALITY, 75);	//既定の品質

			//画像作成
			switch (ret = imgr.ConvertToTiff("outa.tiff"))         	/*すべてのページを画像に変換*/
//			switch (ret = imgr.CreateTiffMulti("1,4-6", "outl.tiff"))	/*ページの順番：昇順*/
//			switch (ret = imgr.CreateTiffMulti("6-4,1", "outl.tiff"))	/*ページの順番：降順*/
			{
				case err.MLP_PDF_HAS_NOT_PAGE:
					Console.WriteLine("ページがありません。");
					ret = 3;
					break;
				case err.MLP_INVALID_PAGE_NUMBER:
					Console.WriteLine("ページ指定が不正です。");
					ret = 3;
					break;
				case err.MLP_NO_OUTPUT_FILE:
					Console.WriteLine("出力画像を指定してください。");
					ret = 3;
					break;
				case err.MLP_TOO_LARGE_PIXEL:
					Console.WriteLine("画像が大きすぎます。");
					ret = 3;
					break;
				case err.MLP_DRAW_ERROR:
					Console.WriteLine("画像作成に失敗しました。");
					ret = 3;
					break;
				case err.MLP_INVALID_PICTURE_TYPE:
					Console.WriteLine("無効な画像形式です。\n");
					ret = 3;
					break;
				default:
					if (ret < 0) { Console.WriteLine("画像作成に失敗(%d)\n", ret); ret = 4; }
					else { Console.WriteLine("%dページのTIFF画像を作成\n", ret); ret = 0; }
					break;
			}

			//文書クローズ
			imgr.CloseDoc();

			//後始末
		end_proc:
			imgr.Uninitialize();
			Environment.Exit(ret);
		}
	}
}
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sample/C#/FormApp/Imager/ColorprofileDlg.cs
/*
Copyright(c) 2017 株式会社トラスト・ソフトウェア・システム
無断転載を禁止します。
*/

using System;
using System.Collections.Generic;
using System.ComponentModel;
using System.Data;
using System.Drawing;
using System.Linq;
using System.Text;
using System.Windows.Forms;

namespace ImagerApp
{
	public partial class ColorprofileDlg : Form
	{
		public string rgbProfile;
		public string cmykProfile;
		public int conv;

		public ColorprofileDlg()
		{
			InitializeComponent();
			rgbProfile = rgbCb.Items[0].ToString();
			cmykProfile = cmykCb.Items[0].ToString();
			conv = 2;
		}

		private void ColorprofileDlg_Load(object sender, EventArgs e)
		{
			rgbCb.Text = rgbCb.Items[0].ToString();
			cmykCb.Text = cmykCb.Items[0].ToString();
		}

		//RGBカラープロファイルが変更された
		private void rgbCB_SelectedIndexChanged(object sender, EventArgs e)
		{
		}

		private void ColorprofileDlg_Shown(object sender, EventArgs e)
		{
			switch (conv)
			{
				case 1:
					mostFastConvRb.Checked = true;
					break;
				case 2:
					fastConvRb.Checked = true;
					break;
				case 3:
					break;
				default:
					fastConvRb.Checked = true;
					conv = 2;
					break;
			}
		}

		private void OKBtn_Click(object sender, EventArgs e)
		{
			string[] d = {"  -  "};
			if (mostFastConvRb.Checked) conv = 1;
			else if (fastConvRb.Checked) conv = 2;
			else if (colorprofileConvRb.Checked) conv = 3;
			else conv = 2;
			rgbProfile = rgbCb.Text.Split(d, StringSplitOptions.None)[0];
			cmykProfile = cmykCb.Text.Split(d, StringSplitOptions.None)[0];
		}
	}
}




sample/C#/FormApp/Imager/ColorprofileDlg.Designer.cs
namespace ImagerApp
{
	partial class ColorprofileDlg
	{
		/// <summary>
		/// Required designer variable.
		/// </summary>
		private System.ComponentModel.IContainer components = null;

		/// <summary>
		/// Clean up any resources being used.
		/// </summary>
		/// <param name="disposing">true if managed resources should be disposed; otherwise, false.</param>
		protected override void Dispose(bool disposing)
		{
			if (disposing && (components != null))
			{
				components.Dispose();
			}
			base.Dispose(disposing);
		}

		#region Windows Form Designer generated code

		/// <summary>
		/// Required method for Designer support - do not modify
		/// the contents of this method with the code editor.
		/// </summary>
		private void InitializeComponent()
		{
			this.OKBtn = new System.Windows.Forms.Button();
			this.cancelBtn = new System.Windows.Forms.Button();
			this.rgbNameLbl = new System.Windows.Forms.Label();
			this.cmykNameLbl = new System.Windows.Forms.Label();
			this.colorprofileConvRb = new System.Windows.Forms.RadioButton();
			this.fastConvRb = new System.Windows.Forms.RadioButton();
			this.mostFastConvRb = new System.Windows.Forms.RadioButton();
			this.rgbCb = new System.Windows.Forms.ComboBox();
			this.cmykCb = new System.Windows.Forms.ComboBox();
			this.SuspendLayout();
			// 
			// OKBtn
			// 
			this.OKBtn.DialogResult = System.Windows.Forms.DialogResult.OK;
			this.OKBtn.Location = new System.Drawing.Point(116, 258);
			this.OKBtn.Name = "OKBtn";
			this.OKBtn.Size = new System.Drawing.Size(75, 23);
			this.OKBtn.TabIndex = 0;
			this.OKBtn.Text = "OK";
			this.OKBtn.UseVisualStyleBackColor = true;
			this.OKBtn.Click += new System.EventHandler(this.OKBtn_Click);
			// 
			// cancelBtn
			// 
			this.cancelBtn.DialogResult = System.Windows.Forms.DialogResult.Cancel;
			this.cancelBtn.Location = new System.Drawing.Point(197, 258);
			this.cancelBtn.Name = "cancelBtn";
			this.cancelBtn.Size = new System.Drawing.Size(75, 23);
			this.cancelBtn.TabIndex = 1;
			this.cancelBtn.Text = "キャンセル";
			this.cancelBtn.UseVisualStyleBackColor = true;
			// 
			// rgbNameLbl
			// 
			this.rgbNameLbl.AutoSize = true;
			this.rgbNameLbl.Location = new System.Drawing.Point(13, 13);
			this.rgbNameLbl.Name = "rgbNameLbl";
			this.rgbNameLbl.Size = new System.Drawing.Size(108, 12);
			this.rgbNameLbl.TabIndex = 2;
			this.rgbNameLbl.Text = "RGBカラープロファイル";
			// 
			// cmykNameLbl
			// 
			this.cmykNameLbl.AutoSize = true;
			this.cmykNameLbl.Location = new System.Drawing.Point(15, 75);
			this.cmykNameLbl.Name = "cmykNameLbl";
			this.cmykNameLbl.Size = new System.Drawing.Size(115, 12);
			this.cmykNameLbl.TabIndex = 4;
			this.cmykNameLbl.Text = "CMYKカラープロファイル";
			// 
			// colorprofileConvRb
			// 
			this.colorprofileConvRb.AutoSize = true;
			this.colorprofileConvRb.Location = new System.Drawing.Point(91, 159);
			this.colorprofileConvRb.Name = "colorprofileConvRb";
			this.colorprofileConvRb.Size = new System.Drawing.Size(165, 16);
			this.colorprofileConvRb.TabIndex = 6;
			this.colorprofileConvRb.TabStop = true;
			this.colorprofileConvRb.Text = "カラープロファイルによる色変換";
			this.colorprofileConvRb.UseVisualStyleBackColor = true;
			// 
			// fastConvRb
			// 
			this.fastConvRb.AutoSize = true;
			this.fastConvRb.Location = new System.Drawing.Point(91, 182);
			this.fastConvRb.Name = "fastConvRb";
			this.fastConvRb.Size = new System.Drawing.Size(127, 16);
			this.fastConvRb.TabIndex = 7;
			this.fastConvRb.TabStop = true;
			this.fastConvRb.Text = "簡易計算での色変換";
			this.fastConvRb.UseVisualStyleBackColor = true;
			// 
			// mostFastConvRb
			// 
			this.mostFastConvRb.AutoSize = true;
			this.mostFastConvRb.Location = new System.Drawing.Point(91, 205);
			this.mostFastConvRb.Name = "mostFastConvRb";
			this.mostFastConvRb.Size = new System.Drawing.Size(114, 16);
			this.mostFastConvRb.TabIndex = 8;
			this.mostFastConvRb.TabStop = true;
			this.mostFastConvRb.Text = "最も高速な色変換";
			this.mostFastConvRb.UseVisualStyleBackColor = true;
			// 
			// rgbCb
			// 
			this.rgbCb.DropDownStyle = System.Windows.Forms.ComboBoxStyle.DropDownList;
			this.rgbCb.FormattingEnabled = true;
			this.rgbCb.Items.AddRange(new object[] {
			"sRGB Color Space Profile.icm  -  sRGB IEC61966-2.1",
			"AdobeRGB1998.icc  -  Adobe RGB (1998)",
			"AppleRGB.icc  -  Apple RGB"});
			this.rgbCb.Location = new System.Drawing.Point(57, 35);
			this.rgbCb.Name = "rgbCb";
			this.rgbCb.Size = new System.Drawing.Size(285, 20);
			this.rgbCb.TabIndex = 3;
			this.rgbCb.SelectedIndexChanged += new System.EventHandler(this.rgbCB_SelectedIndexChanged);
			// 
			// cmykCb
			// 
			this.cmykCb.DropDownStyle = System.Windows.Forms.ComboBoxStyle.DropDownList;
			this.cmykCb.FormattingEnabled = true;
			this.cmykCb.Items.AddRange(new object[] {
			"RSWOP.icm  -  Agfa : Swop Standard",
			"JapanColor2001Coated.icc  -  Japan Color 2001 Coated",
			"JapanColor2001Uncoated.icc  -  Japan Color 2001 Uncoated",
			"JapanColor2002Newspaper.icc  -  Japan Color 2002 Newspaper",
			"JapanWebCoated.icc  -  Japan Web Coated (Ad)",
			"USWebCoatedSWOP.icc  -  U.S. Web Coated (SWOP) v2",
			"USWebUncoated.icc  -  U.S. Web Uncoated v2"});
			this.cmykCb.Location = new System.Drawing.Point(57, 100);
			this.cmykCb.Name = "cmykCb";
			this.cmykCb.Size = new System.Drawing.Size(285, 20);
			this.cmykCb.TabIndex = 5;
			// 
			// ColorprofileDlg
			// 
			this.AcceptButton = this.OKBtn;
			this.AutoScaleDimensions = new System.Drawing.SizeF(6F, 12F);
			this.AutoScaleMode = System.Windows.Forms.AutoScaleMode.Font;
			this.CancelButton = this.cancelBtn;
			this.ClientSize = new System.Drawing.Size(389, 300);
			this.Controls.Add(this.cmykCb);
			this.Controls.Add(this.rgbCb);
			this.Controls.Add(this.mostFastConvRb);
			this.Controls.Add(this.fastConvRb);
			this.Controls.Add(this.colorprofileConvRb);
			this.Controls.Add(this.cmykNameLbl);
			this.Controls.Add(this.rgbNameLbl);
			this.Controls.Add(this.cancelBtn);
			this.Controls.Add(this.OKBtn);
			this.FormBorderStyle = System.Windows.Forms.FormBorderStyle.FixedDialog;
			this.MaximizeBox = false;
			this.MinimizeBox = false;
			this.Name = "ColorprofileDlg";
			this.Text = "カラープロファイル";
			this.Load += new System.EventHandler(this.ColorprofileDlg_Load);
			this.Shown += new System.EventHandler(this.ColorprofileDlg_Shown);
			this.ResumeLayout(false);
			this.PerformLayout();

		}

		#endregion

		private System.Windows.Forms.Button OKBtn;
		private System.Windows.Forms.Button cancelBtn;
		private System.Windows.Forms.Label rgbNameLbl;
		private System.Windows.Forms.Label cmykNameLbl;
		private System.Windows.Forms.RadioButton colorprofileConvRb;
		private System.Windows.Forms.RadioButton fastConvRb;
		private System.Windows.Forms.RadioButton mostFastConvRb;
		private System.Windows.Forms.ComboBox rgbCb;
		private System.Windows.Forms.ComboBox cmykCb;
	}
}
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sample/C#/FormApp/Imager/FontInfoDlg.cs
/*
Copyright(c) 2017 株式会社トラスト・ソフトウェア・システム
無断転載を禁止します。
*/

using System;
using System.Collections.Generic;
using System.ComponentModel;
using System.Data;
using System.Drawing;
using System.Linq;
using System.Text;
using System.Windows.Forms;
using PDFTools.PdfImagerLP;

namespace ImagerApp
{
	public partial class FontInfoDlg : Form
	{
		public PrsFontName[] fontName;

		public FontInfoDlg(PrsFontName[] fn)
		{
			InitializeComponent();
			fontName = fn;
		}

		private void FontInfoDlg_Shown(object sender, EventArgs e)
		{
			string[] item = new string[4];
			for (int i = 0; i < fontName.Length; i++)
			{
				item[0] = fontName[i].pageNum.ToString();
				item[1] = fontName[i].fontId;
				item[2] = fontName[i].embedded == 1 ? "埋込" : "非埋込";
				item[3] = fontName[i].fontName;
				fontNameLv.Items.Add(new ListViewItem(item));
			}
		}
	}
}




sample/C#/FormApp/Imager/FontInfoDlg.Designer.cs
namespace ImagerApp
{
	partial class FontInfoDlg
	{
		/// <summary>
		/// Required designer variable.
		/// </summary>
		private System.ComponentModel.IContainer components = null;

		/// <summary>
		/// Clean up any resources being used.
		/// </summary>
		/// <param name="disposing">true if managed resources should be disposed; otherwise, false.</param>
		protected override void Dispose(bool disposing)
		{
			if (disposing && (components != null))
			{
				components.Dispose();
			}
			base.Dispose(disposing);
		}

		#region Windows Form Designer generated code

		/// <summary>
		/// Required method for Designer support - do not modify
		/// the contents of this method with the code editor.
		/// </summary>
		private void InitializeComponent()
		{
			this.OKBtn = new System.Windows.Forms.Button();
			this.cancelBtn = new System.Windows.Forms.Button();
			this.fontNameLv = new System.Windows.Forms.ListView();
			this.columnHeader1 = new System.Windows.Forms.ColumnHeader();
			this.columnHeader2 = new System.Windows.Forms.ColumnHeader();
			this.columnHeader3 = new System.Windows.Forms.ColumnHeader();
			this.columnHeader4 = new System.Windows.Forms.ColumnHeader();
			this.SuspendLayout();
			// 
			// OKBtn
			// 
			this.OKBtn.DialogResult = System.Windows.Forms.DialogResult.OK;
			this.OKBtn.Location = new System.Drawing.Point(261, 248);
			this.OKBtn.Name = "OKBtn";
			this.OKBtn.Size = new System.Drawing.Size(75, 23);
			this.OKBtn.TabIndex = 0;
			this.OKBtn.Text = "OK";
			this.OKBtn.UseVisualStyleBackColor = true;
			// 
			// cancelBtn
			// 
			this.cancelBtn.DialogResult = System.Windows.Forms.DialogResult.Cancel;
			this.cancelBtn.Location = new System.Drawing.Point(343, 247);
			this.cancelBtn.Name = "cancelBtn";
			this.cancelBtn.Size = new System.Drawing.Size(75, 23);
			this.cancelBtn.TabIndex = 1;
			this.cancelBtn.Text = "キャンセル";
			this.cancelBtn.UseVisualStyleBackColor = true;
			// 
			// fontNameLv
			// 
			this.fontNameLv.Columns.AddRange(new System.Windows.Forms.ColumnHeader[] {
			this.columnHeader1,
			this.columnHeader2,
			this.columnHeader3,
			this.columnHeader4});
			this.fontNameLv.HeaderStyle = System.Windows.Forms.ColumnHeaderStyle.Nonclickable;
			this.fontNameLv.Location = new System.Drawing.Point(0, 0);
			this.fontNameLv.Name = "fontNameLv";
			this.fontNameLv.Size = new System.Drawing.Size(435, 241);
			this.fontNameLv.TabIndex = 2;
			this.fontNameLv.UseCompatibleStateImageBehavior = false;
			this.fontNameLv.View = System.Windows.Forms.View.Details;
			// 
			// columnHeader1
			// 
			this.columnHeader1.Text = "ページ";
			this.columnHeader1.Width = 50;
			// 
			// columnHeader2
			// 
			this.columnHeader2.Text = "フォントID";
			this.columnHeader2.Width = 70;
			// 
			// columnHeader3
			// 
			this.columnHeader3.Text = "埋め込み";
			// 
			// columnHeader4
			// 
			this.columnHeader4.Text = "フォント名";
			this.columnHeader4.Width = 200;
			// 
			// FontInfoDlg
			// 
			this.AcceptButton = this.OKBtn;
			this.AutoScaleDimensions = new System.Drawing.SizeF(6F, 12F);
			this.AutoScaleMode = System.Windows.Forms.AutoScaleMode.Font;
			this.CancelButton = this.cancelBtn;
			this.ClientSize = new System.Drawing.Size(436, 279);
			this.Controls.Add(this.fontNameLv);
			this.Controls.Add(this.cancelBtn);
			this.Controls.Add(this.OKBtn);
			this.FormBorderStyle = System.Windows.Forms.FormBorderStyle.FixedDialog;
			this.MaximizeBox = false;
			this.MinimizeBox = false;
			this.Name = "FontInfoDlg";
			this.Text = "フォント情報";
			this.Shown += new System.EventHandler(this.FontInfoDlg_Shown);
			this.ResumeLayout(false);

		}

		#endregion

		private System.Windows.Forms.Button OKBtn;
		private System.Windows.Forms.Button cancelBtn;
		private System.Windows.Forms.ListView fontNameLv;
		private System.Windows.Forms.ColumnHeader columnHeader1;
		private System.Windows.Forms.ColumnHeader columnHeader2;
		private System.Windows.Forms.ColumnHeader columnHeader3;
		private System.Windows.Forms.ColumnHeader columnHeader4;
	}
}
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sample/C#/FormApp/Imager/Imager.cs
/*
**  Imager Form Application
**
** copyright(c) 2017 株式会社トラスト・ソフトウェア・システム,All Rights Reserved.
**/

using System;
using System.Text;
using System.Text.RegularExpressions;
using System.Windows.Forms;
using Microsoft.VisualBasic;
using PDFTools.PdfImagerLP;

namespace ImagerApp
{
	public partial class Imager : Form
	{
		private PdfImager p2i;
		private int pdfVersion;
		private int pageCount;
		private ThreadDlg threadDlg;
		private ColorprofileDlg cprofDlg;
		private WatermarkImgDlg wtmImgDlg;
		private WatermarkStrDlg wtmStrDlg;

		//生成
		public Imager()
		{
			InitializeComponent();
			p2i = new PdfImager();
			pageCount = -1;
		}

		/*
		 * 初期化
		 */
		private void initBtn_Click(object sender, EventArgs e)
		{
			switch (p2i.Initialize("0-W0H6-7H5GKW7E336R"))  //適切なライセンスキーに替えてください。
			{
				case err.MLP_NO_ERROR: break;
				case err.MLP_ALREADY_INITIALIZED: MessageBox.Show("既に初期化されています"); return;
				case err.MLP_NOT_INITIALIZED:     MessageBox.Show("初期化できませんでした"); return;
				case err.MLP_LICENSE_ERROR:
					string lic = Interaction.InputBox("ライセンスキーを入力してください。", "ライセンスキー", "", 0, 0);
					if(p2i.Initialize(lic) == err.MLP_NO_ERROR) break;
					MessageBox.Show("ライセンスが不正です");
					return;
				default: MessageBox.Show("初期化エラー"); return;
			}

			//ライセンス詳細
			StringBuilder licStr = new StringBuilder(70);
			p2i.GetLicenseInfoStr(licStr);
			licenseStrTxt.Text = licStr.ToString();

			//初期化ファイル
			if (initFileChk.Checked)
			{
				if (p2i.LoadInitFile(initFileNameTxt.Text) != 0)
					MessageBox.Show("初期化ファイルを読めません。");
			}

			//スレッド
			threadDlg = new ThreadDlg();

			//カラープロファイル
			cprofDlg = new ColorprofileDlg();

			//Buttons...
			initBtn.Enabled = false;
			uninitBtn.Enabled = openDocBtn.Enabled = true;
			initFileChk.Enabled = initFileNameTxt.Enabled = initFileRefBtn.Enabled = false;
			coloprofileBtn.Enabled = true;
#if true
			pngRb.Checked = true;
			pageNumRb.Checked = true;
			outFileNameTxt.Text = "out.png";
#elif false
			jpegRb.Checked = true;
			pageNumRb.Checked = true;
			outFileNameTxt.Text = "out.jpg";
#elif false
			tiffRb.Checked = true;
			pageRangeRb.Checked = true;
			outFileNameTxt.Text = "out.tiff";
#endif
			compressNoneRb.Checked = true;
			splitPageChk.Enabled = eachPageChk.Enabled = true;
			threadDetailBtn.Enabled = true;
			antialiasFillPathChk.Enabled = antialiasTextChk.Enabled = true;
		}

		/*
		 * MLP終了
		 */
		private void uninitBtn_Click(object sender, EventArgs e)
		{
			p2i.CloseDoc();
			p2i.Uninitialize();
			threadDlg = null;
			cprofDlg = null;

			//Buttons...
			licenseStrTxt.Text = "";
			initBtn.Enabled = true;
			uninitBtn.Enabled = openDocBtn.Enabled = closeDocBtn.Enabled = false;
			initFileChk.Checked = false;
			initFileChk.Enabled = true;
			coloprofileBtn.Enabled = false;

			splitPageChk.Enabled = eachPageChk.Enabled = false;
			threadDetailBtn.Enabled = false;
			antialiasFillPathChk.Enabled = antialiasTextChk.Enabled = false;
		}

		/*
		 * PDFを開く
		 */
		private void openDocBtn_Click(object sender, EventArgs e)
		{
			//チェック
			if (pdfFileNameTxt.Text.Length == 0)
			{
				MessageBox.Show("PDFファイルを指定してください");
				return;
			}

			//Open
			switch(p2i.OpenDoc(pdfFileNameTxt.Text, "", ""))
			{
				case err.MLP_NO_ERROR: break;
				case err.MLP_NOT_INITIALIZED: MessageBox.Show("初期化されていません"); return;
				case err.MLP_ALREADY_OPENED:  MessageBox.Show("既にオープンしています"); return;
				case err.MLP_FILE_OPEN_ERROR: MessageBox.Show("オープンできません"); return;
				case err.MLP_FILE_IS_NOT_PDF: MessageBox.Show("PDFではありません"); return;
				case err.MLP_FILE_NOT_DECRYPTED:
					PasswordDlg dlg = new PasswordDlg();
					if (dlg.ShowDialog() != DialogResult.OK)
					{
						MessageBox.Show("復号できません");
						return;
					}
					if (p2i.OpenDoc(pdfFileNameTxt.Text, dlg.ownerPswd, dlg.userPswd) != 0)
					{
						MessageBox.Show("復号できません");
						return;
					}
					switch (dlg.openMode)
					{
						case 0: modeLbl.Text = "(表示および印刷)"; break;
						case 1: modeLbl.Text = "(表示モード)"; break;
						case 2: modeLbl.Text = "(印刷モード)"; break;
					}
					int restrict;
					p2i.GetDocumentInfo(DocumentOpt.PRINT_RESTRICTION, out restrict);
					switch (restrict)
					{
						case 0: passwordEncLbl.Text = "このPDFファイルは、パスワードで暗号化されています。\r\n(印刷制限はありません。)"; break;
						case 1: passwordEncLbl.Text = "このPDFファイルは、パスワードで暗号化されています。\r\n(低解像度印刷が指定されています。)"; break;
						case 2: passwordEncLbl.Text = "このPDFファイルは、パスワードで暗号化されています。\r\n(印刷は許可されていません。)"; break;
					}
					passwordEncLbl.Enabled = true;
					break;
			}

			//ボタン...
			//この状態によっていくつかのフィールドが更新される
			uninitBtn.Enabled = openDocBtn.Enabled = false;
			closeDocBtn.Enabled = true;

			//文書タイトル
			string title;
			p2i.GetDocumentInfo(DocumentOpt.DOCUMENT_TITLE, out title);
			if(title == "") docTitleLbl.Text = "タイトル:（ありません）" + title;
			else docTitleLbl.Text = "タイトル: " + title;
			docTitleLbl.Enabled = true;

			//文書のバージョン
			p2i.GetDocumentInfo(DocumentOpt.PDF_VERSION, out pdfVersion);
			pdfVersionLbl.Text = "PDF" + pdfVersion / 10.0;
			pdfVersionLbl.Enabled = true;

			//ページ境界
			if (mediaBoxRb.Checked) p2i.SetPicture(PictureOpt.PICTURE_USE_MEDIABOX);
			else if (cropBoxRb.Checked) p2i.SetPicture(PictureOpt.PICTURE_USE_CROPBOX);
			else if (bleedBoxRb.Checked) p2i.SetPicture(PictureOpt.PICTURE_USE_BLEEDBOX);
			else if (trimBoxRb.Checked) p2i.SetPicture(PictureOpt.PICTURE_USE_TRIMBOX);
			else if (artBoxRb.Checked) p2i.SetPicture(PictureOpt.PICTURE_USE_ARTBOX);
			else
			{
				mediaBoxRb.Checked = true;
				p2i.SetPicture(PictureOpt.PICTURE_USE_MEDIABOX);
			}

			//総ページ数
			pageCount = p2i.PageCount();
			if (pageCount < 1)
			{
				MessageBox.Show("ページがありません");
				pageListTxt.Text = "";
				return;
			}
			pageCountLbl.Text = "ページ数: " + pageCount;
			pageCountLbl.Enabled = true;
			if (pngRb.Checked || jpegRb.Checked)
			{
				pageListTxt.Text = "1";
				pageRangeRb.Enabled = allPagesRb.Enabled = false;
				pageNumRb.Enabled = true;
			}
			else
			{
				if (pageRangeRb.Checked) pageListTxt.Text = "1-" + pageCount;
				else pageListTxt.Text = "1";
				pageRangeRb.Enabled = pageNumRb.Enabled = allPagesRb.Enabled = false;
			}

			//OCG
			int nOCG = p2i.GetOcgCount();
			if (0 < nOCG)
			{
				layerDetailBtn.Enabled = ocgCountLbl.Enabled = true;
				ocgCountLbl.Text = "(OCG数: " + nOCG + ")";
			}

			//透かし
			wtmImgDlg = new WatermarkImgDlg();
			wtmStrDlg = new WatermarkStrDlg();

			//ボタン...
			pngRb.Enabled = jpegRb.Enabled = tiffRb.Enabled = true;
			outFileNameTxt.Enabled = outFileRefBtn.Enabled = true;
			mediaBoxRb.Enabled = cropBoxRb.Enabled = bleedBoxRb.Enabled = trimBoxRb.Enabled = artBoxRb.Enabled = true;
			pageListTxt.Enabled = pageToPictBtn.Enabled = true;
			fontInfoBtn.Enabled = true;
			wtmImgChk.Enabled = wtmStrChk.Enabled = true;
			logSizeXTxt.Enabled = logSizeYTxt.Enabled = true;
			unitPercentRb.Enabled = unitInchRb.Enabled = unitMmRb.Enabled = true;
		}

		// 入力ファイル参照
		private void fileRefBtn_Click(object sender, EventArgs e)
		{
			OpenFileDialog dlg = new OpenFileDialog();

			dlg.Filter = "PDFファイル|*.pdf|すべて|*.*";
			dlg.CheckFileExists = true;
			if (dlg.ShowDialog() == DialogResult.OK) pdfFileNameTxt.Text = dlg.FileName;
		}

		/*
		 * PDFを閉じる
		 */
		private void closeDocBtn_Click(object sender, EventArgs e)
		{
			p2i.CloseDoc();
			pageCount = -1;

			//透かし
			wtmImgDlg = null;
			wtmStrDlg = null;

			//ボタン...
			pageToPictBtn.Enabled = false;
			pageListTxt.Text = "";
			pageListTxt.Enabled = false;
			pngRb.Enabled = jpegRb.Enabled = tiffRb.Enabled = false;
			outFileNameTxt.Enabled = outFileRefBtn.Enabled = false;
			pageRangeRb.Enabled = pageNumRb.Enabled = allPagesRb.Enabled = false;
			fontInfoBtn.Enabled = ocgCountLbl.Enabled = layerDetailBtn.Enabled = true;
			wtmImgChk.Checked = wtmStrChk.Checked = wtmImgChk.Enabled = wtmStrChk.Enabled = false;
			mediaBoxRb.Enabled = cropBoxRb.Enabled = bleedBoxRb.Enabled = trimBoxRb.Enabled = artBoxRb.Enabled = false;
			logSizeXTxt.Enabled = logSizeYTxt.Enabled = false;
			unitPercentRb.Enabled = unitInchRb.Enabled = unitMmRb.Enabled = false;

			passwordEncLbl.Text = "(開く際にパスワードが必要な場合があります。)";
			pageCountLbl.Text = "ページ数";
			docTitleLbl.Text = "タイトル";
			pdfVersionLbl.Text = "PDFx.x";
			pageRotateLbl.Text = "ページ回転";
			pageSizeLbl.Text = "ページサイズ";
			pageBoundsLbl.Text = "ページ境界";
			pageCountLbl.Enabled = docTitleLbl.Enabled = pdfVersionLbl.Enabled = passwordEncLbl.Enabled = false;
			pageRotateLbl.Enabled = pageSizeLbl.Enabled = pageBoundsLbl.Enabled = false;
			canvasXSizeTxt.Text = canvasYSizeTxt.Text = "";

			uninitBtn.Enabled = openDocBtn.Enabled = true;
			closeDocBtn.Enabled = false;
		}

		/*
		 * 画像作成
		 */
		private void pageToPictBtn_Click(object sender, EventArgs e)
		{
			//解像度
			int dpi = GetLeadingInteger(dpiTxt.Text);
			if (dpi < 50) dpi = 50;
			else if (dpi > 10000) dpi = 10000;
			p2i.SetPictureResolution(dpi);

			//品質
			int quality = GetLeadingInteger(qualityTxt.Text);
			if (quality < 10) quality = 10;
			else if (quality > 90) quality = 90;
			p2i.SetPictureQuality(quality);

			//色指定
			if (compressNoneRb.Checked) p2i.SetTiffCompress(TiffCompressMode.MLP_TIFF_COMPRESS_NONE);
			else if (compressJpgRb.Checked) p2i.SetTiffCompress(TiffCompressMode.MLP_TIFF_COMPRESS_JPEG);
			else if (compressDeflateRb.Checked) p2i.SetTiffCompress(TiffCompressMode.MLP_TIFF_COMPRESS_DEFLATE);
			else if (compressLzwRb.Checked) p2i.SetTiffCompress(TiffCompressMode.MLP_TIFF_COMPRESS_LZW);

			//カラープロファイル
			switch (cprofDlg.conv)
			{
				case 1:     //最も早い変換
					p2i.SetColorConvertForImage(1, 1);
					break;
				case 2:     //通常の変換
					p2i.SetColorConvertForImage(1, 2);
					break;
				case 3:     //カラープロファイルによる変換
					p2i.SetRGBProfile(cprofDlg.rgbProfile);
					p2i.SetCMYKProfile(cprofDlg.cmykProfile);
					p2i.SetColorConvertForImage(1, 3);
					break;
				default:
					break;
			}

			//アンチエイリアス
			p2i.SetPicture(PictureOpt.FILL_PATH_AA, !antialiasFillPathChk.Checked);
			p2i.SetPicture(PictureOpt.TEXT_ANTIALIAS, !antialiasTextChk.Checked);

			//最小線幅
			if (minLineWidthTxt.Text != "")
			{
				float minWidth = float.Parse(minLineWidthTxt.Text);
				if (0 < minWidth) p2i.SetPicture(PictureOpt.STROKEPATH_MINIMUM_LINE_WIDTH, minWidth);
			}

			//キャンバスサイズ
			int cvsx, cvsy;
			try
			{
				cvsx = int.Parse(canvasXSizeTxt.Text);
				if (cvsx < 10) cvsx = 0;
			}
			catch
			{
				cvsx = 0;
			}
			try
			{
				cvsy = int.Parse(canvasYSizeTxt.Text);
				if (cvsy < 10) cvsy = 0;
			}
			catch
			{
				cvsy = 0;
			}
			p2i.SetCanvasSize(cvsx, cvsy);

			//画像の論理サイズ
			int x, y;
			try
			{
				x = int.Parse(logSizeXTxt.Text);
				if (x < 10)
				{
					MessageBox.Show("論理画像サイズ x が小さすぎます");
					return;
				}
				if (unitPercentRb.Checked) p2i.SetPictureSize(x, 0, PictureUnit.MLP_PICTURE_UNIT_PERCENT);
				else if (unitInchRb.Checked) p2i.SetPictureSize(x, 0, PictureUnit.MLP_PICTURE_UNIT_INCH);
				else if (unitMmRb.Checked) p2i.SetPictureSize(x, 0, PictureUnit.MLP_PICTURE_UNIT_MM);
				else
				{
					MessageBox.Show("画像サイズの単位を指定してください");
					return;
				}
			}
			catch
			{
				try
				{
					y = int.Parse(logSizeYTxt.Text);
					if (y < 10)
					{
						MessageBox.Show("論理画像サイズ y が小さすぎます");
						return;
					}
					if (unitPercentRb.Checked) p2i.SetPictureSize(0, y, PictureUnit.MLP_PICTURE_UNIT_PERCENT);
					else if (unitInchRb.Checked) p2i.SetPictureSize(0, y, PictureUnit.MLP_PICTURE_UNIT_INCH);
					else if (unitMmRb.Checked) p2i.SetPictureSize(0, y, PictureUnit.MLP_PICTURE_UNIT_MM);
					else
					{
						MessageBox.Show("画像サイズの単位を指定してください");
						return;
					}
				}
				catch
				{
				}
			}

			//透かし(画像)
			if (wtmImgChk.Checked && 0 < wtmImgFileNameTxt.Text.Length)
				p2i.SetImageWatermark(wtmImgFileNameTxt.Text, wtmImgDlg.posX, wtmImgDlg.posY, wtmImgForegroungChk.Checked ? 1 : -1, wtmImgDlg.scaleX, wtmImgDlg.scaleY, wtmImgDlg.alpha);

			//透かし(文字列)
			if (wtmStrChk.Checked && 0 < wtmStrTxt.Text.Length)
			{
				if (wtmStrDlg.fillStr) p2i.SetFillTextWatermark(wtmStrTxt.Text, wtmStrDlg.fontName, wtmStrDlg.posX, wtmStrDlg.posY, wtmStrForegroundChk.Checked ? 1 : -1, wtmStrDlg.fontSize, wtmStrDlg.fontColor, wtmStrDlg.alpha);
				else p2i.SetStrokeTextWatermark(wtmStrTxt.Text, wtmStrDlg.fontName, wtmStrDlg.posX, wtmStrDlg.posY, wtmStrForegroundChk.Checked ? 1 : -1, wtmStrDlg.fontSize, wtmStrDlg.fontColor, wtmStrDlg.alpha);
			}

			//並列処理
			if (splitPageChk.Checked)
			{
				p2i.SetPicture(PictureOpt.THREAD_SPLIT_PAGE, true);
				if (0 < threadDlg.threads) p2i.SetPicture(PictureOpt.THREAD_SPLIT_PAGE_COUNT, threadDlg.threads);
			}
			else
				p2i.SetPicture(PictureOpt.THREAD_SPLIT_PAGE, false);
			if(eachPageChk.Checked)
			{
				p2i.SetPicture(PictureOpt.THREAD_EACH_PAGE, true);
				if (0 < threadDlg.threads) p2i.SetPicture(PictureOpt.THREAD_EACH_PAGE_COUNT, threadDlg.threads);
			}
			else
				p2i.SetPicture(PictureOpt.THREAD_EACH_PAGE, false);

			//出力ファイル
			string outFile = outFileNameTxt.Text;
			if (outFile == "")
			{
				MessageBox.Show("出力ファイルを指定してください");
				return;
			}

			//Buttons
			Cursor.Current = Cursors.WaitCursor;
			exitBtn.Enabled = closeDocBtn.Enabled = pageToPictBtn.Enabled = false;

			//画像変換
			string s = "変換終了";
			if (tiffRb.Checked)
			{
				string page = pageListTxt.Text;
				int res = p2i.CreateTiffMulti(page, outFile);
				if (res <= 0)
				{
					MessageBox.Show("画像変換失敗");
					goto EndProc;
				}
				else
				{
					s = res.ToString() + "ページ画像" + s;
				}
			}
			else
			{
				int page = GetLeadingInteger(pageListTxt.Text);
				if (p2i.CreatePict(page, outFile) != 0)
				{
					MessageBox.Show("画像変換失敗");
					goto EndProc;
				}
			}

			//変換終了
			//MessageBox.Show(s);
			MessageDlg dlg = new MessageDlg(s);
			dlg.imgFile = outFile;
			dlg.ShowDialog();
			dlg = null;
	EndProc:
			Cursor.Current = Cursors.Default;
			exitBtn.Enabled = closeDocBtn.Enabled = pageToPictBtn.Enabled = true;
		}

		/*
		 * アプリケーション終了
		 */
		private void exitBtn_Click(object sender, EventArgs e)
		{
			p2i.CloseDoc();
			p2i.Uninitialize();
			Environment.Exit(0);
		}

		/*
		 * Formが閉じられる
		 */
		private void imager_FormClosing(object sender, FormClosingEventArgs e)
		{
			p2i.CloseDoc();
			p2i.Uninitialize();
		}

		// 画像フォーマット指定
		private void formatRb_CheckedChanged(object sender, EventArgs e)
		{
			if(outFileNameTxt.Text.Length == 0) return;

			string ext = "jpg";
			if (tiffRb.Checked)
			{
				ext = "tiff";
				pageRangeRb.Enabled = pageNumRb.Enabled = allPagesRb.Enabled = true;
				compressNoneRb.Enabled = compressDeflateRb.Enabled = compressLzwRb.Enabled = compressJpgRb.Enabled = true;
			}
			else if (jpegRb.Checked)
			{
				ext = "jpg";
				pageRangeRb.Enabled = pageNumRb.Enabled = allPagesRb.Enabled = false;
				pageNumRb.Enabled = pageNumRb.Checked = true;
				compressNoneRb.Enabled = compressDeflateRb.Enabled = compressLzwRb.Enabled = compressJpgRb.Enabled = false;
			}
			else if (pngRb.Checked)
			{
				ext = "png";
				pageRangeRb.Enabled = pageNumRb.Enabled = false;
				pageNumRb.Enabled = pageNumRb.Checked = true;
				compressNoneRb.Enabled = compressDeflateRb.Enabled = compressLzwRb.Enabled = compressJpgRb.Enabled = false;
			}

			//出力ファイル名
			int pos = outFileNameTxt.Text.LastIndexOf(".") + 1;
			if (pos == 0) outFileNameTxt.Text += "." + ext;
			else outFileNameTxt.Text = outFileNameTxt.Text.Substring(0, pos) + ext;

			//ページ指定
			if (pageNumRb.Checked)
			{
				Match m = (new Regex(@"\d*")).Match(pageListTxt.Text);
				if (m.Value.Length < 0) pageListTxt.Text = "1";
				else pageListTxt.Text = m.Value;
			}
		}

		//ページ範囲・番号指定ラジオボタン
		private void pageRb_Clicked(object sender, EventArgs e)
		{
			if (pageRangeRb.Checked)
			{
				pageRangeLbl.Text = "ページ範囲";
				if (closeDocBtn.Enabled && pageCount > 0)
				{
					int p = GetLeadingInteger(pageListTxt.Text);
					if (p > 0 && p <= pageCount) pageListTxt.Text = p.ToString() + "-" + pageCount.ToString();
					else pageListTxt.Text = "1-" + pageCount.ToString();
				}else
					pageListTxt.Text = "";
			}
			if (pageNumRb.Checked)
			{
				pageRangeLbl.Text ="ページ番号";
				if (closeDocBtn.Enabled && (pageCount > 0))
				{
					int p = GetLeadingInteger(pageListTxt.Text);
					if (p > 0 && p <= pageCount) pageListTxt.Text = p.ToString();
					else pageListTxt.Text = "1";
				}
				else
					pageListTxt.Text = "";
			}
		}

		//ページ指定が変更された
		//このイベントでページの情報を取得し表示を変更する。
		private void pageListTxt_TextChanged(object sender, EventArgs e)
		{
			if (!closeDocBtn.Enabled) return;   /*文書が閉じられている場合はなにもしない*/
			int pgNum = GetLeadingInteger(pageListTxt.Text);
			if (pgNum <= 0) pgNum = 1;
			else if (pageCount < pgNum) pgNum = pageCount;

			//ページ回転
			int rotate;
			p2i.GetPageRotation(pgNum, out rotate);
			pageRotateLbl.Text = "ページ回転: " + rotate;
			pageRotateLbl.Enabled = true;

			//ページサイズ
			PageOrgSize(pgNum);
			PagePictSize(pgNum);

			int x, y;
			p2i.SetPictureResolution(72);
			p2i.GetPicturePixel(pgNum, out x, out y);
		}

		//初期化ファイル
		private void initFileChk_CheckStateChanged(object sender, EventArgs e)
		{
			if (initFileChk.Checked == true) initFileNameTxt.Enabled = initFileRefBtn.Enabled = true;
			else initFileNameTxt.Enabled = initFileRefBtn.Enabled = false;
		}

		//境界の指定が変更
		private void boundsRb_CheckedChanged(object sender, EventArgs e)
		{
			if (mediaBoxRb.Checked) p2i.SetPicture(PictureOpt.PICTURE_USE_MEDIABOX);
			else if(cropBoxRb.Checked) p2i.SetPicture(PictureOpt.PICTURE_USE_CROPBOX);
			else if(bleedBoxRb.Checked) p2i.SetPicture(PictureOpt.PICTURE_USE_BLEEDBOX);
			else if(trimBoxRb.Checked) p2i.SetPicture(PictureOpt.PICTURE_USE_TRIMBOX);
			else if(artBoxRb.Checked) p2i.SetPicture(PictureOpt.PICTURE_USE_ARTBOX);

			//ページ番号
			int pgNum = GetLeadingInteger(pageListTxt.Text);
			if (pgNum <= 0) pgNum = 1;
			else if (pageCount < pgNum) pgNum = pageCount;

			//ページサイズ
			PageOrgSize(pgNum);
			PagePictSize(pgNum);
		}

		//全ページ指定が変更
		private void allPagesRb_CheckedChanged(object sender, EventArgs e)
		{
			pageListTxt.Text = "1-" + pageCount;
		}

		//透かし(画像)
		private void wtmImgChk_CheckedChanged(object sender, EventArgs e)
		{
			if (wtmImgChk.Checked) wtmImgDetailBtn.Enabled = wtmImgForegroungChk.Enabled = wtmImgFileNameTxt.Enabled = wtmImgFileRefBtn.Enabled = true;
			else wtmImgDetailBtn.Enabled = wtmImgForegroungChk.Enabled = wtmImgFileNameTxt.Enabled = wtmImgFileRefBtn.Enabled = false;
		}

		//透かし(画像) 詳細ボタン
		private void wtmImgDetailBtn_Click(object sender, EventArgs e)
		{
			wtmImgDlg.fileName = wtmImgFileNameTxt.Text;
			wtmImgDlg.posZ = wtmImgForegroungChk.Checked;
			if(wtmImgDlg.ShowDialog() != DialogResult.OK) return;
			wtmImgForegroungChk.Checked = wtmImgDlg.posZ;
			wtmImgFileNameTxt.Text = wtmImgDlg.fileName;
		}

		//透かし(文字列)
		private void wtmStrChk_CheckedChanged(object sender, EventArgs e)
		{
			if (wtmStrChk.Checked) wtmStrDetailBtn.Enabled = wtmStrForegroundChk.Enabled = wtmStrTxt.Enabled = true;
			else wtmStrDetailBtn.Enabled = wtmStrForegroundChk.Enabled = wtmStrTxt.Enabled = false;
		}

		//透かし(文字列) 詳細ボタン
		private void wtmStrDetailBtn_Click(object sender, EventArgs e)
		{
			wtmStrDlg.textStr = wtmStrTxt.Text;
			wtmStrDlg.posZ = wtmStrForegroundChk.Checked;
			if (wtmStrDlg.ShowDialog() != DialogResult.OK) return;
			wtmStrForegroundChk.Checked = wtmStrDlg.posZ;
			wtmStrTxt.Text = wtmStrDlg.textStr;
		}

		//カラープロファイル選択
		private void coloprofileBtn_Click(object sender, EventArgs e)
		{
			cprofDlg.ShowDialog();
		}

		//スレッド処理
		private void threadDetailBtn_Click(object sender, EventArgs e)
		{
			threadDlg.split = splitPageChk.Checked;
			threadDlg.each = eachPageChk.Checked;
			if (threadDlg.ShowDialog() != DialogResult.OK) return;
			eachPageChk.Checked = threadDlg.each;
			splitPageChk.Checked = threadDlg.split;
		}

		//フォント情報表示
		private void fontInfoBtn_Click(object sender, EventArgs e)
		{
			PrsFontName[] fontName;
			int len;
			p2i.PrsGetFontInfo(out fontName, out len);
			FontInfoDlg dlg = new FontInfoDlg(fontName);
			dlg.ShowDialog();
		}

		//OCG表示
		private void layerDetailBtn_Click(object sender, EventArgs e)
		{
			if (p2i.GetOcgCount() < 1) return;
			OcgUsage[] usage = p2i.GetOcgUsage();
			LayerDlg dlg = new LayerDlg(usage);
			dlg.ShowDialog();
		}
	}
}
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namespace ImagerApp
{
    partial class Imager
    {
        /// <summary>
        /// 必要なデザイナ変数です。
        /// </summary>
        private System.ComponentModel.IContainer components = null;

        /// <summary>
        /// 使用中のリソースをすべてクリーンアップします。
        /// </summary>
        /// <param name="disposing">マネージ リソースが破棄される場合 true、破棄されない場合は false です。</param>
        protected override void Dispose(bool disposing)
        {
            if (disposing && (components != null))
            {
                components.Dispose();
            }
            base.Dispose(disposing);
        }

        #region Windows フォーム デザイナで生成されたコード

        /// <summary>
        /// デザイナ サポートに必要なメソッドです。このメソッドの内容を
        /// コード エディタで変更しないでください。
        /// </summary>
        private void InitializeComponent()
        {
            this.exitBtn = new System.Windows.Forms.Button();
            this.initBtn = new System.Windows.Forms.Button();
            this.initFileRefBtn = new System.Windows.Forms.Button();
            this.uninitBtn = new System.Windows.Forms.Button();
            this.openDocBtn = new System.Windows.Forms.Button();
            this.closeDocBtn = new System.Windows.Forms.Button();
            this.pdfFileRefBtn = new System.Windows.Forms.Button();
            this.pageToPictBtn = new System.Windows.Forms.Button();
            this.coloprofileBtn = new System.Windows.Forms.Button();
            this.outFileRefBtn = new System.Windows.Forms.Button();
            this.threadDetailBtn = new System.Windows.Forms.Button();
            this.fontInfoBtn = new System.Windows.Forms.Button();
            this.wtmStrDetailBtn = new System.Windows.Forms.Button();
            this.wtmImgDetailBtn = new System.Windows.Forms.Button();
            this.wtmImgFileRefBtn = new System.Windows.Forms.Button();
            this.layerDetailBtn = new System.Windows.Forms.Button();
            this.licenseStrTxt = new System.Windows.Forms.TextBox();
            this.pdfFileNameTxt = new System.Windows.Forms.TextBox();
            this.outFileNameTxt = new System.Windows.Forms.TextBox();
            this.dpiTxt = new System.Windows.Forms.TextBox();
            this.qualityTxt = new System.Windows.Forms.TextBox();
            this.pageListTxt = new System.Windows.Forms.TextBox();
            this.logSizeYTxt = new System.Windows.Forms.TextBox();
            this.logSizeXTxt = new System.Windows.Forms.TextBox();
            this.initFileNameTxt = new System.Windows.Forms.TextBox();
            this.minLineWidthTxt = new System.Windows.Forms.TextBox();
            this.canvasXSizeTxt = new System.Windows.Forms.TextBox();
            this.canvasYSizeTxt = new System.Windows.Forms.TextBox();
            this.wtmImgFileNameTxt = new System.Windows.Forms.TextBox();
            this.wtmStrTxt = new System.Windows.Forms.TextBox();
            this.dpiLbl = new System.Windows.Forms.Label();
            this.dpiUnitLbl = new System.Windows.Forms.Label();
            this.qualityLbl = new System.Windows.Forms.Label();
            this.pageBoundsLbl = new System.Windows.Forms.Label();
            this.pageSizeLbl = new System.Windows.Forms.Label();
            this.pageRangeLbl = new System.Windows.Forms.Label();
            this.pageRotateLbl = new System.Windows.Forms.Label();
            this.copyrightLbl = new System.Windows.Forms.Label();
            this.licenseLbl = new System.Windows.Forms.Label();
            this.pdfFileNameLbl = new System.Windows.Forms.Label();
            this.mul1 = new System.Windows.Forms.Label();
            this.mul2 = new System.Windows.Forms.Label();
            this.qualityUnitLbl = new System.Windows.Forms.Label();
            this.docTitleLbl = new System.Windows.Forms.Label();
            this.passwordEncLbl = new System.Windows.Forms.Label();
            this.minLineWidthUnitLbl = new System.Windows.Forms.Label();
            this.physSizeLbl = new System.Windows.Forms.Label();
            this.canvasSizeLbl = new System.Windows.Forms.Label();
            this.physXYSizeLbl = new System.Windows.Forms.Label();
            this.pageCountLbl = new System.Windows.Forms.Label();
            this.ocgCountLbl = new System.Windows.Forms.Label();
            this.pdfVersionLbl = new System.Windows.Forms.Label();
            this.modeLbl = new System.Windows.Forms.Label();
            this.pngRb = new System.Windows.Forms.RadioButton();
            this.jpegRb = new System.Windows.Forms.RadioButton();
            this.tiffRb = new System.Windows.Forms.RadioButton();
            this.allPagesRb = new System.Windows.Forms.RadioButton();
            this.pageNumRb = new System.Windows.Forms.RadioButton();
            this.pageRangeRb = new System.Windows.Forms.RadioButton();
            this.bwRb = new System.Windows.Forms.RadioButton();
            this.ditherRb = new System.Windows.Forms.RadioButton();
            this.grayRb = new System.Windows.Forms.RadioButton();
            this.colorRb = new System.Windows.Forms.RadioButton();
            this.compressLzwRb = new System.Windows.Forms.RadioButton();
            this.compressDeflateRb = new System.Windows.Forms.RadioButton();
            this.compressJpgRb = new System.Windows.Forms.RadioButton();
            this.compressNoneRb = new System.Windows.Forms.RadioButton();
            this.unitInchRb = new System.Windows.Forms.RadioButton();
            this.unitPercentRb = new System.Windows.Forms.RadioButton();
            this.unitMmRb = new System.Windows.Forms.RadioButton();
            this.artBoxRb = new System.Windows.Forms.RadioButton();
            this.trimBoxRb = new System.Windows.Forms.RadioButton();
            this.bleedBoxRb = new System.Windows.Forms.RadioButton();
            this.cropBoxRb = new System.Windows.Forms.RadioButton();
            this.mediaBoxRb = new System.Windows.Forms.RadioButton();
            this.pageSelGrp = new System.Windows.Forms.GroupBox();
            this.singleFileChk = new System.Windows.Forms.CheckBox();
            this.colorGrp = new System.Windows.Forms.GroupBox();
            this.tiffCompressGrp = new System.Windows.Forms.GroupBox();
            this.logSizeGrp = new System.Windows.Forms.GroupBox();
            this.ulitGrp = new System.Windows.Forms.GroupBox();
            this.noNameGrp = new System.Windows.Forms.GroupBox();
            this.pageBoundsGrp = new System.Windows.Forms.GroupBox();
            this.antialiasTextChk = new System.Windows.Forms.CheckBox();
            this.antialiasFillPathChk = new System.Windows.Forms.CheckBox();
            this.eachPageChk = new System.Windows.Forms.CheckBox();
            this.splitPageChk = new System.Windows.Forms.CheckBox();
            this.pageInfoGrp = new System.Windows.Forms.GroupBox();
            this.minLineWidthGrp = new System.Windows.Forms.GroupBox();
            this.resultSizeGrp = new System.Windows.Forms.GroupBox();
            this.watermarkGrp = new System.Windows.Forms.GroupBox();
            this.wtmStrGrp = new System.Windows.Forms.GroupBox();
            this.wtmStrForegroundChk = new System.Windows.Forms.CheckBox();
            this.wtmStrChk = new System.Windows.Forms.CheckBox();
            this.wtmImgGrp = new System.Windows.Forms.GroupBox();
            this.wtmImgForegroungChk = new System.Windows.Forms.CheckBox();
            this.wtmImgChk = new System.Windows.Forms.CheckBox();
            this.pictFormatGrp = new System.Windows.Forms.GroupBox();
            this.initFileChk = new System.Windows.Forms.CheckBox();
            this.pageSelGrp.SuspendLayout();
            this.colorGrp.SuspendLayout();
            this.tiffCompressGrp.SuspendLayout();
            this.logSizeGrp.SuspendLayout();
            this.ulitGrp.SuspendLayout();
            this.noNameGrp.SuspendLayout();
            this.pageBoundsGrp.SuspendLayout();
            this.pageInfoGrp.SuspendLayout();
            this.minLineWidthGrp.SuspendLayout();
            this.resultSizeGrp.SuspendLayout();
            this.watermarkGrp.SuspendLayout();
            this.wtmStrGrp.SuspendLayout();
            this.wtmImgGrp.SuspendLayout();
            this.pictFormatGrp.SuspendLayout();
            this.SuspendLayout();
            // 
            // exitBtn
            // 
            this.exitBtn.Location = new System.Drawing.Point(691, 560);
            this.exitBtn.Name = "exitBtn";
            this.exitBtn.Size = new System.Drawing.Size(111, 54);
            this.exitBtn.TabIndex = 0;
            this.exitBtn.Text = "終了";
            this.exitBtn.UseVisualStyleBackColor = true;
            this.exitBtn.Click += new System.EventHandler(this.exitBtn_Click);
            // 
            // initBtn
            // 
            this.initBtn.Location = new System.Drawing.Point(12, 13);
            this.initBtn.Name = "initBtn";
            this.initBtn.Size = new System.Drawing.Size(75, 23);
            this.initBtn.TabIndex = 1;
            this.initBtn.Text = "初期化";
            this.initBtn.UseVisualStyleBackColor = true;
            this.initBtn.Click += new System.EventHandler(this.initBtn_Click);
            // 
            // initFileRefBtn
            // 
            this.initFileRefBtn.Enabled = false;
            this.initFileRefBtn.Location = new System.Drawing.Point(289, 43);
            this.initFileRefBtn.Name = "initFileRefBtn";
            this.initFileRefBtn.Size = new System.Drawing.Size(32, 23);
            this.initFileRefBtn.TabIndex = 7;
            this.initFileRefBtn.Text = "...";
            this.initFileRefBtn.UseVisualStyleBackColor = true;
            // 
            // uninitBtn
            // 
            this.uninitBtn.Enabled = false;
            this.uninitBtn.Location = new System.Drawing.Point(94, 13);
            this.uninitBtn.Name = "uninitBtn";
            this.uninitBtn.Size = new System.Drawing.Size(75, 23);
            this.uninitBtn.TabIndex = 2;
            this.uninitBtn.Text = "MLPを終了";
            this.uninitBtn.UseVisualStyleBackColor = true;
            this.uninitBtn.Click += new System.EventHandler(this.uninitBtn_Click);
            // 
            // openDocBtn
            // 
            this.openDocBtn.Enabled = false;
            this.openDocBtn.Location = new System.Drawing.Point(12, 72);
            this.openDocBtn.Name = "openDocBtn";
            this.openDocBtn.Size = new System.Drawing.Size(75, 23);
            this.openDocBtn.TabIndex = 9;
            this.openDocBtn.Text = "開く";
            this.openDocBtn.UseVisualStyleBackColor = true;
            this.openDocBtn.Click += new System.EventHandler(this.openDocBtn_Click);
            // 
            // closeDocBtn
            // 
            this.closeDocBtn.Enabled = false;
            this.closeDocBtn.Location = new System.Drawing.Point(93, 72);
            this.closeDocBtn.Name = "closeDocBtn";
            this.closeDocBtn.Size = new System.Drawing.Size(75, 23);
            this.closeDocBtn.TabIndex = 13;
            this.closeDocBtn.Text = "閉じる";
            this.closeDocBtn.UseVisualStyleBackColor = true;
            this.closeDocBtn.Click += new System.EventHandler(this.closeDocBtn_Click);
            // 
            // pdfFileRefBtn
            // 
            this.pdfFileRefBtn.Location = new System.Drawing.Point(407, 71);
            this.pdfFileRefBtn.Name = "pdfFileRefBtn";
            this.pdfFileRefBtn.Size = new System.Drawing.Size(32, 23);
            this.pdfFileRefBtn.TabIndex = 12;
            this.pdfFileRefBtn.Text = "...";
            this.pdfFileRefBtn.UseVisualStyleBackColor = true;
            this.pdfFileRefBtn.Click += new System.EventHandler(this.fileRefBtn_Click);
            // 
            // pageToPictBtn
            // 
            this.pageToPictBtn.Enabled = false;
            this.pageToPictBtn.Location = new System.Drawing.Point(12, 102);
            this.pageToPictBtn.Name = "pageToPictBtn";
            this.pageToPictBtn.Size = new System.Drawing.Size(75, 23);
            this.pageToPictBtn.TabIndex = 16;
            this.pageToPictBtn.Text = "画像変換";
            this.pageToPictBtn.UseVisualStyleBackColor = true;
            this.pageToPictBtn.Click += new System.EventHandler(this.pageToPictBtn_Click);
            // 
            // coloprofileBtn
            // 
            this.coloprofileBtn.Enabled = false;
            this.coloprofileBtn.Location = new System.Drawing.Point(334, 43);
            this.coloprofileBtn.Name = "coloprofileBtn";
            this.coloprofileBtn.Size = new System.Drawing.Size(105, 23);
            this.coloprofileBtn.TabIndex = 8;
            this.coloprofileBtn.Text = "カラープロファイル...";
            this.coloprofileBtn.UseVisualStyleBackColor = true;
            this.coloprofileBtn.Click += new System.EventHandler(this.coloprofileBtn_Click);
            // 
            // outFileRefBtn
            // 
            this.outFileRefBtn.Enabled = false;
            this.outFileRefBtn.Location = new System.Drawing.Point(264, 102);
            this.outFileRefBtn.Name = "outFileRefBtn";
            this.outFileRefBtn.Size = new System.Drawing.Size(32, 23);
            this.outFileRefBtn.TabIndex = 15;
            this.outFileRefBtn.Text = "...";
            this.outFileRefBtn.UseVisualStyleBackColor = true;
            // 
            // threadDetailBtn
            // 
            this.threadDetailBtn.Enabled = false;
            this.threadDetailBtn.Location = new System.Drawing.Point(219, 46);
            this.threadDetailBtn.Name = "threadDetailBtn";
            this.threadDetailBtn.Size = new System.Drawing.Size(98, 23);
            this.threadDetailBtn.TabIndex = 8;
            this.threadDetailBtn.Text = "スレッド処理...";
            this.threadDetailBtn.UseVisualStyleBackColor = true;
            this.threadDetailBtn.Click += new System.EventHandler(this.threadDetailBtn_Click);
            // 
            // fontInfoBtn
            // 
            this.fontInfoBtn.Enabled = false;
            this.fontInfoBtn.Location = new System.Drawing.Point(171, 82);
            this.fontInfoBtn.Name = "fontInfoBtn";
            this.fontInfoBtn.Size = new System.Drawing.Size(94, 23);
            this.fontInfoBtn.TabIndex = 7;
            this.fontInfoBtn.Text = "フォント情報...";
            this.fontInfoBtn.UseVisualStyleBackColor = true;
            this.fontInfoBtn.Click += new System.EventHandler(this.fontInfoBtn_Click);
            // 
            // wtmStrDetailBtn
            // 
            this.wtmStrDetailBtn.Enabled = false;
            this.wtmStrDetailBtn.Location = new System.Drawing.Point(24, 67);
            this.wtmStrDetailBtn.Name = "wtmStrDetailBtn";
            this.wtmStrDetailBtn.Size = new System.Drawing.Size(75, 23);
            this.wtmStrDetailBtn.TabIndex = 3;
            this.wtmStrDetailBtn.Text = "詳細...";
            this.wtmStrDetailBtn.UseVisualStyleBackColor = true;
            this.wtmStrDetailBtn.Click += new System.EventHandler(this.wtmStrDetailBtn_Click);
            // 
            // wtmImgDetailBtn
            // 
            this.wtmImgDetailBtn.Enabled = false;
            this.wtmImgDetailBtn.Location = new System.Drawing.Point(22, 68);
            this.wtmImgDetailBtn.Name = "wtmImgDetailBtn";
            this.wtmImgDetailBtn.Size = new System.Drawing.Size(75, 23);
            this.wtmImgDetailBtn.TabIndex = 4;
            this.wtmImgDetailBtn.Text = "詳細...";
            this.wtmImgDetailBtn.UseVisualStyleBackColor = true;
            this.wtmImgDetailBtn.Click += new System.EventHandler(this.wtmImgDetailBtn_Click);
            // 
            // wtmImgFileRefBtn
            // 
            this.wtmImgFileRefBtn.Enabled = false;
            this.wtmImgFileRefBtn.Location = new System.Drawing.Point(208, 40);
            this.wtmImgFileRefBtn.Name = "wtmImgFileRefBtn";
            this.wtmImgFileRefBtn.Size = new System.Drawing.Size(32, 23);
            this.wtmImgFileRefBtn.TabIndex = 3;
            this.wtmImgFileRefBtn.Text = "...";
            this.wtmImgFileRefBtn.UseVisualStyleBackColor = true;
            // 
            // layerDetailBtn
            // 
            this.layerDetailBtn.Enabled = false;
            this.layerDetailBtn.Location = new System.Drawing.Point(171, 59);
            this.layerDetailBtn.Name = "layerDetailBtn";
            this.layerDetailBtn.Size = new System.Drawing.Size(94, 23);
            this.layerDetailBtn.TabIndex = 6;
            this.layerDetailBtn.Text = "OCG(レイヤー)...";
            this.layerDetailBtn.UseVisualStyleBackColor = true;
            this.layerDetailBtn.Click += new System.EventHandler(this.layerDetailBtn_Click);
            // 
            // licenseStrTxt
            // 
            this.licenseStrTxt.Location = new System.Drawing.Point(245, 15);
            this.licenseStrTxt.Name = "licenseStrTxt";
            this.licenseStrTxt.ReadOnly = true;
            this.licenseStrTxt.Size = new System.Drawing.Size(194, 19);
            this.licenseStrTxt.TabIndex = 4;
            // 
            // pdfFileNameTxt
            // 
            this.pdfFileNameTxt.Location = new System.Drawing.Point(251, 74);
            this.pdfFileNameTxt.Name = "pdfFileNameTxt";
            this.pdfFileNameTxt.Size = new System.Drawing.Size(152, 19);
            this.pdfFileNameTxt.TabIndex = 11;
            // 
            // outFileNameTxt
            // 
            this.outFileNameTxt.Enabled = false;
            this.outFileNameTxt.Location = new System.Drawing.Point(94, 104);
            this.outFileNameTxt.Name = "outFileNameTxt";
            this.outFileNameTxt.Size = new System.Drawing.Size(166, 19);
            this.outFileNameTxt.TabIndex = 14;
            // 
            // dpiTxt
            // 
            this.dpiTxt.Location = new System.Drawing.Point(59, 12);
            this.dpiTxt.Name = "dpiTxt";
            this.dpiTxt.Size = new System.Drawing.Size(37, 19);
            this.dpiTxt.TabIndex = 1;
            this.dpiTxt.Text = "150";
            this.dpiTxt.TextAlign = System.Windows.Forms.HorizontalAlignment.Right;
            // 
            // qualityTxt
            // 
            this.qualityTxt.Location = new System.Drawing.Point(187, 12);
            this.qualityTxt.Name = "qualityTxt";
            this.qualityTxt.Size = new System.Drawing.Size(37, 19);
            this.qualityTxt.TabIndex = 4;
            this.qualityTxt.Text = "75";
            this.qualityTxt.TextAlign = System.Windows.Forms.HorizontalAlignment.Right;
            // 
            // pageListTxt
            // 
            this.pageListTxt.Enabled = false;
            this.pageListTxt.Location = new System.Drawing.Point(95, 47);
            this.pageListTxt.Name = "pageListTxt";
            this.pageListTxt.Size = new System.Drawing.Size(90, 19);
            this.pageListTxt.TabIndex = 4;
            this.pageListTxt.TextChanged += new System.EventHandler(this.pageListTxt_TextChanged);
            // 
            // logSizeYTxt
            // 
            this.logSizeYTxt.Enabled = false;
            this.logSizeYTxt.Location = new System.Drawing.Point(130, 23);
            this.logSizeYTxt.Name = "logSizeYTxt";
            this.logSizeYTxt.Size = new System.Drawing.Size(61, 19);
            this.logSizeYTxt.TabIndex = 2;
            this.logSizeYTxt.TextAlign = System.Windows.Forms.HorizontalAlignment.Center;
            // 
            // logSizeXTxt
            // 
            this.logSizeXTxt.Enabled = false;
            this.logSizeXTxt.Location = new System.Drawing.Point(44, 23);
            this.logSizeXTxt.Name = "logSizeXTxt";
            this.logSizeXTxt.Size = new System.Drawing.Size(61, 19);
            this.logSizeXTxt.TabIndex = 0;
            this.logSizeXTxt.TextAlign = System.Windows.Forms.HorizontalAlignment.Center;
            // 
            // initFileNameTxt
            // 
            this.initFileNameTxt.Enabled = false;
            this.initFileNameTxt.Location = new System.Drawing.Point(132, 45);
            this.initFileNameTxt.Name = "initFileNameTxt";
            this.initFileNameTxt.Size = new System.Drawing.Size(153, 19);
            this.initFileNameTxt.TabIndex = 6;
            // 
            // minLineWidthTxt
            // 
            this.minLineWidthTxt.Location = new System.Drawing.Point(131, 21);
            this.minLineWidthTxt.Name = "minLineWidthTxt";
            this.minLineWidthTxt.Size = new System.Drawing.Size(100, 19);
            this.minLineWidthTxt.TabIndex = 0;
            // 
            // canvasXSizeTxt
            // 
            this.canvasXSizeTxt.Location = new System.Drawing.Point(131, 47);
            this.canvasXSizeTxt.Name = "canvasXSizeTxt";
            this.canvasXSizeTxt.Size = new System.Drawing.Size(57, 19);
            this.canvasXSizeTxt.TabIndex = 3;
            this.canvasXSizeTxt.TextAlign = System.Windows.Forms.HorizontalAlignment.Center;
            // 
            // canvasYSizeTxt
            // 
            this.canvasYSizeTxt.Location = new System.Drawing.Point(230, 47);
            this.canvasYSizeTxt.Name = "canvasYSizeTxt";
            this.canvasYSizeTxt.Size = new System.Drawing.Size(57, 19);
            this.canvasYSizeTxt.TabIndex = 5;
            this.canvasYSizeTxt.TextAlign = System.Windows.Forms.HorizontalAlignment.Center;
            // 
            // wtmImgFileNameTxt
            // 
            this.wtmImgFileNameTxt.Enabled = false;
            this.wtmImgFileNameTxt.Location = new System.Drawing.Point(22, 42);
            this.wtmImgFileNameTxt.Name = "wtmImgFileNameTxt";
            this.wtmImgFileNameTxt.Size = new System.Drawing.Size(180, 19);
            this.wtmImgFileNameTxt.TabIndex = 2;
            // 
            // wtmStrTxt
            // 
            this.wtmStrTxt.Enabled = false;
            this.wtmStrTxt.Location = new System.Drawing.Point(24, 42);
            this.wtmStrTxt.Name = "wtmStrTxt";
            this.wtmStrTxt.Size = new System.Drawing.Size(219, 19);
            this.wtmStrTxt.TabIndex = 2;
            // 
            // dpiLbl
            // 
            this.dpiLbl.AutoSize = true;
            this.dpiLbl.Location = new System.Drawing.Point(17, 15);
            this.dpiLbl.Name = "dpiLbl";
            this.dpiLbl.Size = new System.Drawing.Size(41, 12);
            this.dpiLbl.TabIndex = 0;
            this.dpiLbl.Text = "解像度";
            // 
            // dpiUnitLbl
            // 
            this.dpiUnitLbl.AutoSize = true;
            this.dpiUnitLbl.Location = new System.Drawing.Point(98, 18);
            this.dpiUnitLbl.Name = "dpiUnitLbl";
            this.dpiUnitLbl.Size = new System.Drawing.Size(28, 12);
            this.dpiUnitLbl.TabIndex = 2;
            this.dpiUnitLbl.Text = "[dpi]";
            // 
            // qualityLbl
            // 
            this.qualityLbl.AutoSize = true;
            this.qualityLbl.Location = new System.Drawing.Point(156, 15);
            this.qualityLbl.Name = "qualityLbl";
            this.qualityLbl.Size = new System.Drawing.Size(29, 12);
            this.qualityLbl.TabIndex = 3;
            this.qualityLbl.Text = "品質";
            // 
            // pageBoundsLbl
            // 
            this.pageBoundsLbl.AutoSize = true;
            this.pageBoundsLbl.Enabled = false;
            this.pageBoundsLbl.Location = new System.Drawing.Point(26, 119);
            this.pageBoundsLbl.Name = "pageBoundsLbl";
            this.pageBoundsLbl.Size = new System.Drawing.Size(59, 12);
            this.pageBoundsLbl.TabIndex = 5;
            this.pageBoundsLbl.Text = "ページ境界";
            // 
            // pageSizeLbl
            // 
            this.pageSizeLbl.AutoSize = true;
            this.pageSizeLbl.Enabled = false;
            this.pageSizeLbl.Location = new System.Drawing.Point(26, 101);
            this.pageSizeLbl.Name = "pageSizeLbl";
            this.pageSizeLbl.Size = new System.Drawing.Size(64, 12);
            this.pageSizeLbl.TabIndex = 4;
            this.pageSizeLbl.Text = "ページサイズ";
            // 
            // pageRangeLbl
            // 
            this.pageRangeLbl.AutoSize = true;
            this.pageRangeLbl.Location = new System.Drawing.Point(30, 50);
            this.pageRangeLbl.Name = "pageRangeLbl";
            this.pageRangeLbl.Size = new System.Drawing.Size(59, 12);
            this.pageRangeLbl.TabIndex = 3;
            this.pageRangeLbl.Text = "ページ範囲";
            // 
            // pageRotateLbl
            // 
            this.pageRotateLbl.AutoSize = true;
            this.pageRotateLbl.Enabled = false;
            this.pageRotateLbl.Location = new System.Drawing.Point(26, 83);
            this.pageRotateLbl.Name = "pageRotateLbl";
            this.pageRotateLbl.Size = new System.Drawing.Size(59, 12);
            this.pageRotateLbl.TabIndex = 3;
            this.pageRotateLbl.Text = "ページ回転";
            // 
            // copyrightLbl
            // 
            this.copyrightLbl.AutoSize = true;
            this.copyrightLbl.Enabled = false;
            this.copyrightLbl.Location = new System.Drawing.Point(3, 612);
            this.copyrightLbl.Name = "copyrightLbl";
            this.copyrightLbl.Size = new System.Drawing.Size(305, 12);
            this.copyrightLbl.TabIndex = 26;
            this.copyrightLbl.Text = "Copyrigt(c) 2014-2018 株式会社トラスト・ソフトウェア・システム";
            // 
            // licenseLbl
            // 
            this.licenseLbl.AutoSize = true;
            this.licenseLbl.Location = new System.Drawing.Point(193, 18);
            this.licenseLbl.Name = "licenseLbl";
            this.licenseLbl.Size = new System.Drawing.Size(50, 12);
            this.licenseLbl.TabIndex = 3;
            this.licenseLbl.Text = "ライセンス";
            // 
            // pdfFileNameLbl
            // 
            this.pdfFileNameLbl.AutoSize = true;
            this.pdfFileNameLbl.Location = new System.Drawing.Point(197, 78);
            this.pdfFileNameLbl.Name = "pdfFileNameLbl";
            this.pdfFileNameLbl.Size = new System.Drawing.Size(51, 12);
            this.pdfFileNameLbl.TabIndex = 10;
            this.pdfFileNameLbl.Text = "PDF文書";
            // 
            // mul1
            // 
            this.mul1.AutoSize = true;
            this.mul1.Location = new System.Drawing.Point(112, 27);
            this.mul1.Name = "mul1";
            this.mul1.Size = new System.Drawing.Size(11, 12);
            this.mul1.TabIndex = 1;
            this.mul1.Text = "x";
            // 
            // mul2
            // 
            this.mul2.AutoSize = true;
            this.mul2.Location = new System.Drawing.Point(200, 51);
            this.mul2.Name = "mul2";
            this.mul2.Size = new System.Drawing.Size(11, 12);
            this.mul2.TabIndex = 4;
            this.mul2.Text = "x";
            // 
            // qualityUnitLbl
            // 
            this.qualityUnitLbl.AutoSize = true;
            this.qualityUnitLbl.Location = new System.Drawing.Point(226, 18);
            this.qualityUnitLbl.Name = "qualityUnitLbl";
            this.qualityUnitLbl.Size = new System.Drawing.Size(19, 12);
            this.qualityUnitLbl.TabIndex = 5;
            this.qualityUnitLbl.Text = "[%]";
            // 
            // docTitleLbl
            // 
            this.docTitleLbl.AutoSize = true;
            this.docTitleLbl.Enabled = false;
            this.docTitleLbl.Location = new System.Drawing.Point(26, 47);
            this.docTitleLbl.Name = "docTitleLbl";
            this.docTitleLbl.Size = new System.Drawing.Size(40, 12);
            this.docTitleLbl.TabIndex = 1;
            this.docTitleLbl.Text = "タイトル";
            // 
            // passwordEncLbl
            // 
            this.passwordEncLbl.Enabled = false;
            this.passwordEncLbl.Location = new System.Drawing.Point(26, 17);
            this.passwordEncLbl.Name = "passwordEncLbl";
            this.passwordEncLbl.Size = new System.Drawing.Size(296, 25);
            this.passwordEncLbl.TabIndex = 0;
            this.passwordEncLbl.Text = "(開く際にパスワードが必要な場合があります。)";
            // 
            // minLineWidthUnitLbl
            // 
            this.minLineWidthUnitLbl.AutoSize = true;
            this.minLineWidthUnitLbl.Location = new System.Drawing.Point(238, 27);
            this.minLineWidthUnitLbl.Name = "minLineWidthUnitLbl";
            this.minLineWidthUnitLbl.Size = new System.Drawing.Size(49, 12);
            this.minLineWidthUnitLbl.TabIndex = 1;
            this.minLineWidthUnitLbl.Text = "[ポイント]";
            // 
            // physSizeLbl
            // 
            this.physSizeLbl.AutoSize = true;
            this.physSizeLbl.Location = new System.Drawing.Point(24, 25);
            this.physSizeLbl.Name = "physSizeLbl";
            this.physSizeLbl.Size = new System.Drawing.Size(113, 12);
            this.physSizeLbl.TabIndex = 0;
            this.physSizeLbl.Text = "キャンバスを除くサイズ：";
            // 
            // canvasSizeLbl
            // 
            this.canvasSizeLbl.AutoSize = true;
            this.canvasSizeLbl.Location = new System.Drawing.Point(24, 50);
            this.canvasSizeLbl.Name = "canvasSizeLbl";
            this.canvasSizeLbl.Size = new System.Drawing.Size(86, 12);
            this.canvasSizeLbl.TabIndex = 2;
            this.canvasSizeLbl.Text = "キャンバスサイズ：";
            // 
            // physXYSizeLbl
            // 
            this.physXYSizeLbl.AutoSize = true;
            this.physXYSizeLbl.Location = new System.Drawing.Point(172, 26);
            this.physXYSizeLbl.Name = "physXYSizeLbl";
            this.physXYSizeLbl.Size = new System.Drawing.Size(70, 12);
            this.physXYSizeLbl.TabIndex = 1;
            this.physXYSizeLbl.Text = "( よこ x たて )";
            // 
            // pageCountLbl
            // 
            this.pageCountLbl.AutoSize = true;
            this.pageCountLbl.Enabled = false;
            this.pageCountLbl.Location = new System.Drawing.Point(26, 65);
            this.pageCountLbl.Name = "pageCountLbl";
            this.pageCountLbl.Size = new System.Drawing.Size(47, 12);
            this.pageCountLbl.TabIndex = 2;
            this.pageCountLbl.Text = "ページ数";
            // 
            // ocgCountLbl
            // 
            this.ocgCountLbl.AutoSize = true;
            this.ocgCountLbl.Enabled = false;
            this.ocgCountLbl.Location = new System.Drawing.Point(270, 64);
            this.ocgCountLbl.Name = "ocgCountLbl";
            this.ocgCountLbl.Size = new System.Drawing.Size(57, 12);
            this.ocgCountLbl.TabIndex = 9;
            this.ocgCountLbl.Text = "(OCG数:n)";
            // 
            // pdfVersionLbl
            // 
            this.pdfVersionLbl.AutoSize = true;
            this.pdfVersionLbl.Enabled = false;
            this.pdfVersionLbl.Location = new System.Drawing.Point(296, 47);
            this.pdfVersionLbl.Name = "pdfVersionLbl";
            this.pdfVersionLbl.Size = new System.Drawing.Size(41, 12);
            this.pdfVersionLbl.TabIndex = 8;
            this.pdfVersionLbl.Text = "PDFx.x";
            this.pdfVersionLbl.TextAlign = System.Drawing.ContentAlignment.TopRight;
            // 
            // modeLbl
            // 
            this.modeLbl.Location = new System.Drawing.Point(339, 102);
            this.modeLbl.Name = "modeLbl";
            this.modeLbl.Size = new System.Drawing.Size(100, 23);
            this.modeLbl.TabIndex = 17;
            this.modeLbl.Text = "(表示または印刷)";
            this.modeLbl.TextAlign = System.Drawing.ContentAlignment.MiddleRight;
            // 
            // pngRb
            // 
            this.pngRb.AutoSize = true;
            this.pngRb.Checked = true;
            this.pngRb.Enabled = false;
            this.pngRb.Location = new System.Drawing.Point(26, 21);
            this.pngRb.Name = "pngRb";
            this.pngRb.Size = new System.Drawing.Size(46, 16);
            this.pngRb.TabIndex = 0;
            this.pngRb.TabStop = true;
            this.pngRb.Text = "PNG";
            this.pngRb.UseVisualStyleBackColor = true;
            this.pngRb.CheckedChanged += new System.EventHandler(this.formatRb_CheckedChanged);
            // 
            // jpegRb
            // 
            this.jpegRb.AutoSize = true;
            this.jpegRb.Enabled = false;
            this.jpegRb.Location = new System.Drawing.Point(26, 46);
            this.jpegRb.Name = "jpegRb";
            this.jpegRb.Size = new System.Drawing.Size(52, 16);
            this.jpegRb.TabIndex = 1;
            this.jpegRb.Text = "JPEG";
            this.jpegRb.UseVisualStyleBackColor = true;
            this.jpegRb.CheckedChanged += new System.EventHandler(this.formatRb_CheckedChanged);
            // 
            // tiffRb
            // 
            this.tiffRb.AutoSize = true;
            this.tiffRb.Enabled = false;
            this.tiffRb.Location = new System.Drawing.Point(26, 71);
            this.tiffRb.Name = "tiffRb";
            this.tiffRb.Size = new System.Drawing.Size(47, 16);
            this.tiffRb.TabIndex = 2;
            this.tiffRb.Text = "TIFF";
            this.tiffRb.UseVisualStyleBackColor = true;
            this.tiffRb.CheckedChanged += new System.EventHandler(this.formatRb_CheckedChanged);
            // 
            // allPagesRb
            // 
            this.allPagesRb.AutoSize = true;
            this.allPagesRb.Enabled = false;
            this.allPagesRb.Location = new System.Drawing.Point(247, 20);
            this.allPagesRb.Name = "allPagesRb";
            this.allPagesRb.Size = new System.Drawing.Size(65, 16);
            this.allPagesRb.TabIndex = 2;
            this.allPagesRb.Text = "全ページ";
            this.allPagesRb.UseVisualStyleBackColor = true;
            this.allPagesRb.CheckedChanged += new System.EventHandler(this.allPagesRb_CheckedChanged);
            // 
            // pageNumRb
            // 
            this.pageNumRb.AutoSize = true;
            this.pageNumRb.Checked = true;
            this.pageNumRb.Enabled = false;
            this.pageNumRb.Location = new System.Drawing.Point(139, 21);
            this.pageNumRb.Name = "pageNumRb";
            this.pageNumRb.Size = new System.Drawing.Size(101, 16);
            this.pageNumRb.TabIndex = 1;
            this.pageNumRb.TabStop = true;
            this.pageNumRb.Text = "ページ番号指定";
            this.pageNumRb.UseVisualStyleBackColor = true;
            this.pageNumRb.Click += new System.EventHandler(this.pageRb_Clicked);
            // 
            // pageRangeRb
            // 
            this.pageRangeRb.AutoSize = true;
            this.pageRangeRb.Enabled = false;
            this.pageRangeRb.Location = new System.Drawing.Point(32, 21);
            this.pageRangeRb.Name = "pageRangeRb";
            this.pageRangeRb.Size = new System.Drawing.Size(101, 16);
            this.pageRangeRb.TabIndex = 0;
            this.pageRangeRb.Text = "ページ範囲指定";
            this.pageRangeRb.UseVisualStyleBackColor = true;
            this.pageRangeRb.Click += new System.EventHandler(this.pageRb_Clicked);
            // 
            // bwRb
            // 
            this.bwRb.AutoSize = true;
            this.bwRb.Location = new System.Drawing.Point(279, 23);
            this.bwRb.Name = "bwRb";
            this.bwRb.Size = new System.Drawing.Size(43, 16);
            this.bwRb.TabIndex = 3;
            this.bwRb.Text = "２値";
            this.bwRb.UseVisualStyleBackColor = true;
            // 
            // ditherRb
            // 
            this.ditherRb.AutoSize = true;
            this.ditherRb.Location = new System.Drawing.Point(199, 23);
            this.ditherRb.Name = "ditherRb";
            this.ditherRb.Size = new System.Drawing.Size(74, 16);
            this.ditherRb.TabIndex = 2;
            this.ditherRb.Text = "白黒ディザ";
            this.ditherRb.UseVisualStyleBackColor = true;
            // 
            // grayRb
            // 
            this.grayRb.AutoSize = true;
            this.grayRb.Location = new System.Drawing.Point(104, 23);
            this.grayRb.Name = "grayRb";
            this.grayRb.Size = new System.Drawing.Size(89, 16);
            this.grayRb.TabIndex = 1;
            this.grayRb.Text = "グレースケール";
            this.grayRb.UseVisualStyleBackColor = true;
            // 
            // colorRb
            // 
            this.colorRb.AutoSize = true;
            this.colorRb.Checked = true;
            this.colorRb.Location = new System.Drawing.Point(26, 23);
            this.colorRb.Name = "colorRb";
            this.colorRb.Size = new System.Drawing.Size(74, 16);
            this.colorRb.TabIndex = 0;
            this.colorRb.TabStop = true;
            this.colorRb.Text = "RGBカラー";
            this.colorRb.UseVisualStyleBackColor = true;
            // 
            // compressLzwRb
            // 
            this.compressLzwRb.AutoSize = true;
            this.compressLzwRb.Enabled = false;
            this.compressLzwRb.Location = new System.Drawing.Point(112, 44);
            this.compressLzwRb.Name = "compressLzwRb";
            this.compressLzwRb.Size = new System.Drawing.Size(69, 16);
            this.compressLzwRb.TabIndex = 3;
            this.compressLzwRb.Text = "LZW圧縮";
            this.compressLzwRb.UseVisualStyleBackColor = true;
            // 
            // compressDeflateRb
            // 
            this.compressDeflateRb.AutoSize = true;
            this.compressDeflateRb.Enabled = false;
            this.compressDeflateRb.Location = new System.Drawing.Point(112, 22);
            this.compressDeflateRb.Name = "compressDeflateRb";
            this.compressDeflateRb.Size = new System.Drawing.Size(84, 16);
            this.compressDeflateRb.TabIndex = 1;
            this.compressDeflateRb.Text = "Deflate圧縮";
            this.compressDeflateRb.UseVisualStyleBackColor = true;
            // 
            // compressJpgRb
            // 
            this.compressJpgRb.AutoSize = true;
            this.compressJpgRb.Enabled = false;
            this.compressJpgRb.Location = new System.Drawing.Point(25, 44);
            this.compressJpgRb.Name = "compressJpgRb";
            this.compressJpgRb.Size = new System.Drawing.Size(76, 16);
            this.compressJpgRb.TabIndex = 2;
            this.compressJpgRb.Text = "JPEG圧縮";
            this.compressJpgRb.UseVisualStyleBackColor = true;
            // 
            // compressNoneRb
            // 
            this.compressNoneRb.AutoSize = true;
            this.compressNoneRb.Enabled = false;
            this.compressNoneRb.Location = new System.Drawing.Point(25, 21);
            this.compressNoneRb.Name = "compressNoneRb";
            this.compressNoneRb.Size = new System.Drawing.Size(66, 16);
            this.compressNoneRb.TabIndex = 0;
            this.compressNoneRb.Text = "圧縮なし";
            this.compressNoneRb.UseVisualStyleBackColor = true;
            // 
            // unitInchRb
            // 
            this.unitInchRb.AutoSize = true;
            this.unitInchRb.Checked = true;
            this.unitInchRb.Enabled = false;
            this.unitInchRb.Location = new System.Drawing.Point(32, 16);
            this.unitInchRb.Name = "unitInchRb";
            this.unitInchRb.Size = new System.Drawing.Size(50, 16);
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            this.unitInchRb.Text = "インチ";
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            // unitPercentRb
            // 
            this.unitPercentRb.AutoSize = true;
            this.unitPercentRb.Enabled = false;
            this.unitPercentRb.Location = new System.Drawing.Point(148, 16);
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            this.unitPercentRb.Size = new System.Drawing.Size(29, 16);
            this.unitPercentRb.TabIndex = 2;
            this.unitPercentRb.Text = "%";
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            // unitMmRb
            // 
            this.unitMmRb.AutoSize = true;
            this.unitMmRb.Enabled = false;
            this.unitMmRb.Location = new System.Drawing.Point(96, 16);
            this.unitMmRb.Name = "unitMmRb";
            this.unitMmRb.Size = new System.Drawing.Size(37, 16);
            this.unitMmRb.TabIndex = 1;
            this.unitMmRb.Text = "ミリ";
            this.unitMmRb.UseVisualStyleBackColor = true;
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            // artBoxRb
            // 
            this.artBoxRb.AutoSize = true;
            this.artBoxRb.Enabled = false;
            this.artBoxRb.Location = new System.Drawing.Point(332, 19);
            this.artBoxRb.Name = "artBoxRb";
            this.artBoxRb.Size = new System.Drawing.Size(59, 16);
            this.artBoxRb.TabIndex = 4;
            this.artBoxRb.TabStop = true;
            this.artBoxRb.Text = "ArtBox";
            this.artBoxRb.UseVisualStyleBackColor = true;
            this.artBoxRb.CheckedChanged += new System.EventHandler(this.boundsRb_CheckedChanged);
            // 
            // trimBoxRb
            // 
            this.trimBoxRb.AutoSize = true;
            this.trimBoxRb.Enabled = false;
            this.trimBoxRb.Location = new System.Drawing.Point(257, 19);
            this.trimBoxRb.Name = "trimBoxRb";
            this.trimBoxRb.Size = new System.Drawing.Size(66, 16);
            this.trimBoxRb.TabIndex = 3;
            this.trimBoxRb.TabStop = true;
            this.trimBoxRb.Text = "TrimBox";
            this.trimBoxRb.UseVisualStyleBackColor = true;
            this.trimBoxRb.CheckedChanged += new System.EventHandler(this.boundsRb_CheckedChanged);
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            // bleedBoxRb
            // 
            this.bleedBoxRb.AutoSize = true;
            this.bleedBoxRb.Enabled = false;
            this.bleedBoxRb.Location = new System.Drawing.Point(176, 19);
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            this.bleedBoxRb.Size = new System.Drawing.Size(72, 16);
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            this.bleedBoxRb.Text = "BleedBox";
            this.bleedBoxRb.UseVisualStyleBackColor = true;
            this.bleedBoxRb.CheckedChanged += new System.EventHandler(this.boundsRb_CheckedChanged);
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            this.cropBoxRb.AutoSize = true;
            this.cropBoxRb.Enabled = false;
            this.cropBoxRb.Location = new System.Drawing.Point(100, 19);
            this.cropBoxRb.Name = "cropBoxRb";
            this.cropBoxRb.Size = new System.Drawing.Size(67, 16);
            this.cropBoxRb.TabIndex = 1;
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            this.cropBoxRb.Text = "CropBox";
            this.cropBoxRb.UseVisualStyleBackColor = true;
            this.cropBoxRb.CheckedChanged += new System.EventHandler(this.boundsRb_CheckedChanged);
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            this.mediaBoxRb.AutoSize = true;
            this.mediaBoxRb.Checked = true;
            this.mediaBoxRb.Enabled = false;
            this.mediaBoxRb.Location = new System.Drawing.Point(18, 19);
            this.mediaBoxRb.Name = "mediaBoxRb";
            this.mediaBoxRb.Size = new System.Drawing.Size(73, 16);
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            this.mediaBoxRb.Text = "MediaBox";
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            // 
            // colorGrp
            // 
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            this.tiffCompressGrp.Location = new System.Drawing.Point(106, 31);
            this.tiffCompressGrp.Name = "tiffCompressGrp";
            this.tiffCompressGrp.Size = new System.Drawing.Size(209, 71);
            this.tiffCompressGrp.TabIndex = 3;
            this.tiffCompressGrp.TabStop = false;
            this.tiffCompressGrp.Text = "TIFF画像圧縮";
            // 
            // logSizeGrp
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            this.logSizeGrp.Controls.Add(this.ulitGrp);
            this.logSizeGrp.Controls.Add(this.mul1);
            this.logSizeGrp.Controls.Add(this.logSizeYTxt);
            this.logSizeGrp.Controls.Add(this.logSizeXTxt);
            this.logSizeGrp.Location = new System.Drawing.Point(12, 403);
            this.logSizeGrp.Name = "logSizeGrp";
            this.logSizeGrp.Size = new System.Drawing.Size(427, 74);
            this.logSizeGrp.TabIndex = 19;
            this.logSizeGrp.TabStop = false;
            this.logSizeGrp.Text = "画像(論理)サイズ (よこxたて[pixels])";
            // 
            // ulitGrp
            // 
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            this.ulitGrp.Size = new System.Drawing.Size(199, 43);
            this.ulitGrp.TabIndex = 3;
            this.ulitGrp.TabStop = false;
            this.ulitGrp.Text = "単位";
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            this.noNameGrp.Controls.Add(this.dpiUnitLbl);
            this.noNameGrp.Controls.Add(this.qualityLbl);
            this.noNameGrp.Controls.Add(this.qualityTxt);
            this.noNameGrp.Controls.Add(this.pageSelGrp);
            this.noNameGrp.Location = new System.Drawing.Point(12, 129);
            this.noNameGrp.Name = "noNameGrp";
            this.noNameGrp.Size = new System.Drawing.Size(427, 268);
            this.noNameGrp.TabIndex = 18;
            this.noNameGrp.TabStop = false;
            // 
            // pageBoundsGrp
            // 
            this.pageBoundsGrp.Controls.Add(this.artBoxRb);
            this.pageBoundsGrp.Controls.Add(this.trimBoxRb);
            this.pageBoundsGrp.Controls.Add(this.bleedBoxRb);
            this.pageBoundsGrp.Controls.Add(this.cropBoxRb);
            this.pageBoundsGrp.Controls.Add(this.mediaBoxRb);
            this.pageBoundsGrp.Location = new System.Drawing.Point(19, 214);
            this.pageBoundsGrp.Name = "pageBoundsGrp";
            this.pageBoundsGrp.Size = new System.Drawing.Size(399, 44);
            this.pageBoundsGrp.TabIndex = 12;
            this.pageBoundsGrp.TabStop = false;
            this.pageBoundsGrp.Text = "ページ境界";
            // 
            // antialiasTextChk
            // 
            this.antialiasTextChk.AutoSize = true;
            this.antialiasTextChk.Enabled = false;
            this.antialiasTextChk.Location = new System.Drawing.Point(207, 99);
            this.antialiasTextChk.Name = "antialiasTextChk";
            this.antialiasTextChk.Size = new System.Drawing.Size(154, 16);
            this.antialiasTextChk.TabIndex = 10;
            this.antialiasTextChk.Text = "アンチエイリアスしない(Text)";
            this.antialiasTextChk.UseVisualStyleBackColor = true;
            // 
            // antialiasFillPathChk
            // 
            this.antialiasFillPathChk.AutoSize = true;
            this.antialiasFillPathChk.Enabled = false;
            this.antialiasFillPathChk.Location = new System.Drawing.Point(19, 99);
            this.antialiasFillPathChk.Name = "antialiasFillPathChk";
            this.antialiasFillPathChk.Size = new System.Drawing.Size(170, 16);
            this.antialiasFillPathChk.TabIndex = 9;
            this.antialiasFillPathChk.Text = "アンチエイリアスしない(FillPath)";
            this.antialiasFillPathChk.UseVisualStyleBackColor = true;
            // 
            // eachPageChk
            // 
            this.eachPageChk.AutoSize = true;
            this.eachPageChk.Enabled = false;
            this.eachPageChk.Location = new System.Drawing.Point(19, 68);
            this.eachPageChk.Name = "eachPageChk";
            this.eachPageChk.Size = new System.Drawing.Size(128, 16);
            this.eachPageChk.TabIndex = 7;
            this.eachPageChk.Text = "ページごとに並列処理";
            this.eachPageChk.UseVisualStyleBackColor = true;
            // 
            // splitPageChk
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            this.splitPageChk.AutoSize = true;
            this.splitPageChk.Checked = true;
            this.splitPageChk.CheckState = System.Windows.Forms.CheckState.Checked;
            this.splitPageChk.Enabled = false;
            this.splitPageChk.Location = new System.Drawing.Point(19, 47);
            this.splitPageChk.Name = "splitPageChk";
            this.splitPageChk.Size = new System.Drawing.Size(177, 16);
            this.splitPageChk.TabIndex = 6;
            this.splitPageChk.Text = "単一ページを分割して並列処理";
            this.splitPageChk.UseVisualStyleBackColor = true;
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            this.pageInfoGrp.Controls.Add(this.pageCountLbl);
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            this.pageInfoGrp.Controls.Add(this.pageRotateLbl);
            this.pageInfoGrp.Controls.Add(this.docTitleLbl);
            this.pageInfoGrp.Controls.Add(this.passwordEncLbl);
            this.pageInfoGrp.Location = new System.Drawing.Point(460, 30);
            this.pageInfoGrp.Name = "pageInfoGrp";
            this.pageInfoGrp.Size = new System.Drawing.Size(342, 141);
            this.pageInfoGrp.TabIndex = 21;
            this.pageInfoGrp.TabStop = false;
            this.pageInfoGrp.Text = "ページ情報";
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            // minLineWidthGrp
            // 
            this.minLineWidthGrp.Controls.Add(this.minLineWidthUnitLbl);
            this.minLineWidthGrp.Controls.Add(this.minLineWidthTxt);
            this.minLineWidthGrp.Location = new System.Drawing.Point(460, 347);
            this.minLineWidthGrp.Name = "minLineWidthGrp";
            this.minLineWidthGrp.Size = new System.Drawing.Size(342, 53);
            this.minLineWidthGrp.TabIndex = 24;
            this.minLineWidthGrp.TabStop = false;
            this.minLineWidthGrp.Text = "最小線幅(LineStroke)";
            // 
            // resultSizeGrp
            // 
            this.resultSizeGrp.Controls.Add(this.mul2);
            this.resultSizeGrp.Controls.Add(this.canvasYSizeTxt);
            this.resultSizeGrp.Controls.Add(this.canvasXSizeTxt);
            this.resultSizeGrp.Controls.Add(this.physXYSizeLbl);
            this.resultSizeGrp.Controls.Add(this.canvasSizeLbl);
            this.resultSizeGrp.Controls.Add(this.physSizeLbl);
            this.resultSizeGrp.Location = new System.Drawing.Point(460, 406);
            this.resultSizeGrp.Name = "resultSizeGrp";
            this.resultSizeGrp.Size = new System.Drawing.Size(341, 71);
            this.resultSizeGrp.TabIndex = 25;
            this.resultSizeGrp.TabStop = false;
            this.resultSizeGrp.Text = "完成画像サイズ(よこxたて[pixels])";
            // 
            // watermarkGrp
            // 
            this.watermarkGrp.Controls.Add(this.wtmStrGrp);
            this.watermarkGrp.Controls.Add(this.wtmImgGrp);
            this.watermarkGrp.Location = new System.Drawing.Point(13, 484);
            this.watermarkGrp.Name = "watermarkGrp";
            this.watermarkGrp.Size = new System.Drawing.Size(552, 124);
            this.watermarkGrp.TabIndex = 20;
            this.watermarkGrp.TabStop = false;
            this.watermarkGrp.Text = "透かし(Watermark)";
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            // 
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            // 
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            this.wtmStrChk.Size = new System.Drawing.Size(48, 16);
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            this.wtmStrChk.Text = "描画";
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            this.wtmStrChk.CheckedChanged += new System.EventHandler(this.wtmStrChk_CheckedChanged);
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            this.wtmImgGrp.Controls.Add(this.wtmImgChk);
            this.wtmImgGrp.Location = new System.Drawing.Point(18, 19);
            this.wtmImgGrp.Name = "wtmImgGrp";
            this.wtmImgGrp.Size = new System.Drawing.Size(258, 99);
            this.wtmImgGrp.TabIndex = 0;
            this.wtmImgGrp.TabStop = false;
            this.wtmImgGrp.Text = "画像";
            // 
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            // 
            this.wtmImgForegroungChk.AutoSize = true;
            this.wtmImgForegroungChk.Enabled = false;
            this.wtmImgForegroungChk.Location = new System.Drawing.Point(86, 19);
            this.wtmImgForegroungChk.Name = "wtmImgForegroungChk";
            this.wtmImgForegroungChk.Size = new System.Drawing.Size(81, 16);
            this.wtmImgForegroungChk.TabIndex = 1;
            this.wtmImgForegroungChk.Text = "前面に配置";
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            // 
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            this.wtmImgChk.Location = new System.Drawing.Point(23, 19);
            this.wtmImgChk.Name = "wtmImgChk";
            this.wtmImgChk.Size = new System.Drawing.Size(48, 16);
            this.wtmImgChk.TabIndex = 0;
            this.wtmImgChk.Text = "描画";
            this.wtmImgChk.UseVisualStyleBackColor = true;
            this.wtmImgChk.CheckedChanged += new System.EventHandler(this.wtmImgChk_CheckedChanged);
            // 
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            this.pictFormatGrp.Size = new System.Drawing.Size(342, 108);
            this.pictFormatGrp.TabIndex = 23;
            this.pictFormatGrp.TabStop = false;
            this.pictFormatGrp.Text = "画像形式";
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            this.initFileChk.Text = "初期化ファイル";
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            this.initFileChk.CheckStateChanged += new System.EventHandler(this.initFileChk_CheckStateChanged);
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        private System.Windows.Forms.Label mul2;
        private System.Windows.Forms.Label physXYSizeLbl;
        private System.Windows.Forms.Label canvasSizeLbl;
        private System.Windows.Forms.Label physSizeLbl;
        private System.Windows.Forms.Label pdfVersionLbl;
        private System.Windows.Forms.Label ocgCountLbl;
        private System.Windows.Forms.Label pageCountLbl;
        private System.Windows.Forms.Label modeLbl;
        private System.Windows.Forms.GroupBox colorGrp;
        private System.Windows.Forms.GroupBox pageSelGrp;
        private System.Windows.Forms.GroupBox tiffCompressGrp;
        private System.Windows.Forms.GroupBox logSizeGrp;
        private System.Windows.Forms.GroupBox noNameGrp;
        private System.Windows.Forms.GroupBox pageBoundsGrp;
        private System.Windows.Forms.GroupBox pictFormatGrp;
        private System.Windows.Forms.GroupBox pageInfoGrp;
        private System.Windows.Forms.GroupBox ulitGrp;
        private System.Windows.Forms.GroupBox minLineWidthGrp;
        private System.Windows.Forms.GroupBox resultSizeGrp;
        private System.Windows.Forms.GroupBox watermarkGrp;
        private System.Windows.Forms.GroupBox wtmStrGrp;
        private System.Windows.Forms.GroupBox wtmImgGrp;
        private System.Windows.Forms.RadioButton pngRb;
        private System.Windows.Forms.RadioButton jpegRb;
        private System.Windows.Forms.RadioButton tiffRb;
        private System.Windows.Forms.RadioButton pageNumRb;
        private System.Windows.Forms.RadioButton pageRangeRb;
        private System.Windows.Forms.RadioButton ditherRb;
        private System.Windows.Forms.RadioButton grayRb;
        private System.Windows.Forms.RadioButton colorRb;
        private System.Windows.Forms.RadioButton bwRb;
        private System.Windows.Forms.RadioButton compressDeflateRb;
        private System.Windows.Forms.RadioButton compressJpgRb;
        private System.Windows.Forms.RadioButton compressNoneRb;
        private System.Windows.Forms.RadioButton compressLzwRb;
        private System.Windows.Forms.RadioButton unitInchRb;
        private System.Windows.Forms.RadioButton unitPercentRb;
        private System.Windows.Forms.RadioButton unitMmRb;
        private System.Windows.Forms.RadioButton allPagesRb;
        private System.Windows.Forms.RadioButton cropBoxRb;
        private System.Windows.Forms.RadioButton mediaBoxRb;
        private System.Windows.Forms.RadioButton artBoxRb;
        private System.Windows.Forms.RadioButton trimBoxRb;
        private System.Windows.Forms.RadioButton bleedBoxRb;
        private System.Windows.Forms.CheckBox singleFileChk;
        private System.Windows.Forms.CheckBox initFileChk;
        private System.Windows.Forms.CheckBox splitPageChk;
        private System.Windows.Forms.CheckBox antialiasTextChk;
        private System.Windows.Forms.CheckBox antialiasFillPathChk;
        private System.Windows.Forms.CheckBox eachPageChk;
        private System.Windows.Forms.CheckBox wtmImgForegroungChk;
        private System.Windows.Forms.CheckBox wtmImgChk;
        private System.Windows.Forms.CheckBox wtmStrForegroundChk;
        private System.Windows.Forms.CheckBox wtmStrChk;
    }
}
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sample/C#/FormApp/Imager/Imager.sln

Microsoft Visual Studio Solution File, Format Version 12.00
# Visual Studio 14
VisualStudioVersion = 14.0.25420.1
MinimumVisualStudioVersion = 10.0.40219.1
Project("{FAE04EC0-301F-11D3-BF4B-00C04F79EFBC}") = "Imager", "Imager.csproj", "{57838B9F-1E0C-4633-B1C1-197558CFB381}"
EndProject
Global
	GlobalSection(SolutionConfigurationPlatforms) = preSolution
		Debug|x64 = Debug|x64
		Release|x64 = Release|x64
	EndGlobalSection
	GlobalSection(ProjectConfigurationPlatforms) = postSolution
		{57838B9F-1E0C-4633-B1C1-197558CFB381}.Debug|x64.ActiveCfg = Debug|x64
		{57838B9F-1E0C-4633-B1C1-197558CFB381}.Debug|x64.Build.0 = Debug|x64
		{57838B9F-1E0C-4633-B1C1-197558CFB381}.Release|x64.ActiveCfg = Release|x64
		{57838B9F-1E0C-4633-B1C1-197558CFB381}.Release|x64.Build.0 = Release|x64
	EndGlobalSection
	GlobalSection(SolutionProperties) = preSolution
		HideSolutionNode = FALSE
	EndGlobalSection
EndGlobal




sample/C#/FormApp/Imager/ImagerApp.cs
using System;
using System.Collections.Generic;
using System.Linq;
using System.Windows.Forms;

namespace ImagerApp
{
	static class ImagerApp
	{
		/// <summary>
		/// アプリケーションのメイン エントリ ポイントです。
		/// </summary>
		[STAThread]
		static void Main()
		{
			Application.EnableVisualStyles();
			Application.SetCompatibleTextRenderingDefault(false);
			Application.Run(new Imager());
		}
	}
}




sample/C#/FormApp/Imager/ImagerPart.cs
/*
**  Imager Form Application
**
** copyright(c) 2017 株式会社トラスト・ソフトウェア・システム,All Rights Reserved.
**/

using System;
using System.Text;
using System.Text.RegularExpressions;
using System.Windows.Forms;
using Microsoft.VisualBasic;
using PDFTools.PdfImagerLP;

namespace ImagerApp
{
	public partial class Imager : Form
	{
		//文字列で最初の数値をIntegerに変換して戻す。
		private int GetLeadingInteger(string str)
		{
			Match m = (new Regex(@"\d*")).Match(str);
			if (0 < m.Value.Length) return int.Parse(m.Value);
			else return 0;
		}

		//PDF文書に記載されたページのサイズを取得し表示する。
		private void PageOrgSize(int pageNum)
		{
			int x, y;

			//ページのピクセルサイズ
			p2i.SetPictureResolution(72);
			p2i.GetPicturePixel(pageNum, out x, out y);
			pageSizeLbl.Text = "ページサイズ: " + x + ", " + y;
			pageSizeLbl.Enabled = true;

			//PDF文書に記載された境界
			BoundaryBox k;
			float l, r, t, b, u;
			if (mediaBoxRb.Checked) k = BoundaryBox.MEDIA_BOX;
			else if (cropBoxRb.Checked) k = BoundaryBox.CROP_BOX;
			else if (bleedBoxRb.Checked) k = BoundaryBox.BLEED_BOX;
			else if (trimBoxRb.Checked) k = BoundaryBox.TRIM_BOX;
			else if (artBoxRb.Checked) k = BoundaryBox.ART_BOX;
			else
			{
				mediaBoxRb.Checked = true;
				k = BoundaryBox.MEDIA_BOX;
			}
			p2i.GetPageBoundary(pageNum, k, out u, out l, out b, out r, out t);
			pageBoundsLbl.Text = "ページ境界: (" + l + ", " + b + ")-(" + r + ", " + t + ") "+ u;
			pageBoundsLbl.Enabled = true;
		}

		//指定された解像度でのサイズ(キャンバスサイズではない)
		private void PagePictSize(int pageNum)
		{
			int r, x, y;
			if (pageNum < 1) pageNum = 1;
			else if (pageCount < pageNum) pageNum = pageCount;
			r = int.Parse(dpiTxt.Text);
			if (r < 10)
			{
				dpiTxt.Text = "10";
				r = 10;
			}
			p2i.SetPictureResolution(r);
			p2i.GetPicturePixel(pageNum, out x, out y);
			canvasXSizeTxt.Text = x.ToString();
			canvasYSizeTxt.Text = y.ToString();
		}
	}
}




sample/C#/FormApp/Imager/LayerDlg.cs
/*
Copyright(c) 2017 株式会社トラスト・ソフトウェア・システム
無断転載を禁止します。
*/

using System;
using System.Collections.Generic;
using System.ComponentModel;
using System.Data;
using System.Drawing;
using System.Linq;
using System.Text;
using System.Windows.Forms;
using PDFTools.PdfImagerLP;

namespace ImagerApp
{
	public partial class LayerDlg : Form
	{
		public OcgUsage[] ocgUsage;

		public LayerDlg(OcgUsage[] ou)
		{
			InitializeComponent();
			ocgUsage = ou;
		}

		private void LayerDlg_Shown(object sender, EventArgs e)
		{
			string[] item = new string[4];
			for (int i = 0; i < ocgUsage.Length; i++)
			{
				item[0] = ocgUsage[i].id.ToString();
				item[1] = ocgUsage[i].level.ToString();
				item[2] = ocgUsage[i].visible == 1 ? "表示" : "非表示";
				item[3] = ocgUsage[i].name;
				layerLv.Items.Add(new ListViewItem(item));
			}
		}
	}
}




sample/C#/FormApp/Imager/LayerDlg.Designer.cs
namespace ImagerApp
{
	partial class LayerDlg
	{
		/// <summary>
		/// Required designer variable.
		/// </summary>
		private System.ComponentModel.IContainer components = null;

		/// <summary>
		/// Clean up any resources being used.
		/// </summary>
		/// <param name="disposing">true if managed resources should be disposed; otherwise, false.</param>
		protected override void Dispose(bool disposing)
		{
			if (disposing && (components != null))
			{
				components.Dispose();
			}
			base.Dispose(disposing);
		}

		#region Windows Form Designer generated code

		/// <summary>
		/// Required method for Designer support - do not modify
		/// the contents of this method with the code editor.
		/// </summary>
		private void InitializeComponent()
		{
			this.cancelBtn = new System.Windows.Forms.Button();
			this.layerLv = new System.Windows.Forms.ListView();
			this.columnHeader1 = new System.Windows.Forms.ColumnHeader();
			this.columnHeader2 = new System.Windows.Forms.ColumnHeader();
			this.columnHeader3 = new System.Windows.Forms.ColumnHeader();
			this.columnHeader4 = new System.Windows.Forms.ColumnHeader();
			this.SuspendLayout();
			// 
			// cancelBtn
			// 
			this.cancelBtn.DialogResult = System.Windows.Forms.DialogResult.Cancel;
			this.cancelBtn.Location = new System.Drawing.Point(188, 229);
			this.cancelBtn.Name = "cancelBtn";
			this.cancelBtn.Size = new System.Drawing.Size(75, 23);
			this.cancelBtn.TabIndex = 0;
			this.cancelBtn.Text = "閉じる";
			this.cancelBtn.UseVisualStyleBackColor = true;
			// 
			// layerLv
			// 
			this.layerLv.Columns.AddRange(new System.Windows.Forms.ColumnHeader[] {
			this.columnHeader1,
			this.columnHeader2,
			this.columnHeader3,
			this.columnHeader4});
			this.layerLv.HeaderStyle = System.Windows.Forms.ColumnHeaderStyle.Nonclickable;
			this.layerLv.Location = new System.Drawing.Point(1, 0);
			this.layerLv.Name = "layerLv";
			this.layerLv.Size = new System.Drawing.Size(448, 221);
			this.layerLv.TabIndex = 1;
			this.layerLv.UseCompatibleStateImageBehavior = false;
			this.layerLv.View = System.Windows.Forms.View.Details;
			// 
			// columnHeader1
			// 
			this.columnHeader1.Text = "id";
			this.columnHeader1.Width = 30;
			// 
			// columnHeader2
			// 
			this.columnHeader2.Text = "level";
			this.columnHeader2.Width = 40;
			// 
			// columnHeader3
			// 
			this.columnHeader3.Text = "";
			// 
			// columnHeader4
			// 
			this.columnHeader4.Text = "名前";
			this.columnHeader4.Width = 200;
			// 
			// LayerDlg
			// 
			this.AutoScaleDimensions = new System.Drawing.SizeF(6F, 12F);
			this.AutoScaleMode = System.Windows.Forms.AutoScaleMode.Font;
			this.CancelButton = this.cancelBtn;
			this.ClientSize = new System.Drawing.Size(450, 262);
			this.Controls.Add(this.layerLv);
			this.Controls.Add(this.cancelBtn);
			this.FormBorderStyle = System.Windows.Forms.FormBorderStyle.FixedDialog;
			this.MaximizeBox = false;
			this.MinimizeBox = false;
			this.Name = "LayerDlg";
			this.Text = "OCG(レイヤー)";
			this.Shown += new System.EventHandler(this.LayerDlg_Shown);
			this.ResumeLayout(false);

		}

		#endregion

		private System.Windows.Forms.Button cancelBtn;
		private System.Windows.Forms.ListView layerLv;
		private System.Windows.Forms.ColumnHeader columnHeader1;
		private System.Windows.Forms.ColumnHeader columnHeader2;
		private System.Windows.Forms.ColumnHeader columnHeader3;
		private System.Windows.Forms.ColumnHeader columnHeader4;
	}
}
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sample/C#/FormApp/Imager/MessageDlg.cs
/*
Copyright(c) 2017 株式会社トラスト・ソフトウェア・システム
無断転載を禁止します。
*/

using System;
using System.Collections.Generic;
using System.ComponentModel;
using System.Data;
using System.Drawing;
using System.Linq;
using System.Text;
using System.Windows.Forms;

namespace ImagerApp
{
	public partial class MessageDlg : Form
	{
		public string imgFile;
		public string msgStr;

		public MessageDlg(string msg)
		{
			InitializeComponent();
			msgStr = msg;
		}

		private void MessageDlg_Shown(object sender, EventArgs e)
		{
			messageLbl.Text = msgStr;
		}

		private void OKBtn_Click(object sender, EventArgs e)
		{
			if (0 < imgFile.Length) System.Diagnostics.Process.Start(imgFile);
		}
	}
}




sample/C#/FormApp/Imager/MessageDlg.Designer.cs
namespace ImagerApp
{
	partial class MessageDlg
	{
		/// <summary>
		/// Required designer variable.
		/// </summary>
		private System.ComponentModel.IContainer components = null;

		/// <summary>
		/// Clean up any resources being used.
		/// </summary>
		/// <param name="disposing">true if managed resources should be disposed; otherwise, false.</param>
		protected override void Dispose(bool disposing)
		{
			if (disposing && (components != null))
			{
				components.Dispose();
			}
			base.Dispose(disposing);
		}

		#region Windows Form Designer generated code

		/// <summary>
		/// Required method for Designer support - do not modify
		/// the contents of this method with the code editor.
		/// </summary>
		private void InitializeComponent()
		{
			this.cancelBtn = new System.Windows.Forms.Button();
			this.OKBtn = new System.Windows.Forms.Button();
			this.messageLbl = new System.Windows.Forms.Label();
			this.SuspendLayout();
			// 
			// cancelBtn
			// 
			this.cancelBtn.DialogResult = System.Windows.Forms.DialogResult.Cancel;
			this.cancelBtn.Location = new System.Drawing.Point(197, 67);
			this.cancelBtn.Name = "cancelBtn";
			this.cancelBtn.Size = new System.Drawing.Size(75, 23);
			this.cancelBtn.TabIndex = 1;
			this.cancelBtn.Text = "閉じる";
			this.cancelBtn.UseVisualStyleBackColor = true;
			// 
			// OKBtn
			// 
			this.OKBtn.DialogResult = System.Windows.Forms.DialogResult.OK;
			this.OKBtn.Location = new System.Drawing.Point(96, 67);
			this.OKBtn.Name = "OKBtn";
			this.OKBtn.Size = new System.Drawing.Size(95, 23);
			this.OKBtn.TabIndex = 0;
			this.OKBtn.Text = "画像を表示";
			this.OKBtn.UseVisualStyleBackColor = true;
			this.OKBtn.Click += new System.EventHandler(this.OKBtn_Click);
			// 
			// messageLbl
			// 
			this.messageLbl.AutoSize = true;
			this.messageLbl.Location = new System.Drawing.Point(27, 30);
			this.messageLbl.Name = "messageLbl";
			this.messageLbl.Size = new System.Drawing.Size(50, 12);
			this.messageLbl.TabIndex = 2;
			this.messageLbl.Text = "メッセージ";
			// 
			// MessageDlg
			// 
			this.AcceptButton = this.OKBtn;
			this.AutoScaleDimensions = new System.Drawing.SizeF(6F, 12F);
			this.AutoScaleMode = System.Windows.Forms.AutoScaleMode.Font;
			this.CancelButton = this.cancelBtn;
			this.ClientSize = new System.Drawing.Size(284, 100);
			this.Controls.Add(this.messageLbl);
			this.Controls.Add(this.OKBtn);
			this.Controls.Add(this.cancelBtn);
			this.FormBorderStyle = System.Windows.Forms.FormBorderStyle.FixedDialog;
			this.MaximizeBox = false;
			this.MinimizeBox = false;
			this.Name = "MessageDlg";
			this.Text = "MessageDlg";
			this.Shown += new System.EventHandler(this.MessageDlg_Shown);
			this.ResumeLayout(false);
			this.PerformLayout();

		}

		#endregion

		private System.Windows.Forms.Button cancelBtn;
		private System.Windows.Forms.Button OKBtn;
		private System.Windows.Forms.Label messageLbl;
	}
}
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sample/C#/FormApp/Imager/PasswordDlg.cs
/*
Copyright(c) 2017 株式会社トラスト・ソフトウェア・システム
無断転載を禁止します。
*/

using System;
using System.Collections.Generic;
using System.ComponentModel;
using System.Data;
using System.Drawing;
using System.Linq;
using System.Text;
using System.Windows.Forms;

namespace ImagerApp
{
	public partial class PasswordDlg : Form
	{
		public string ownerPswd;
		public string userPswd;
		public int openMode;

		public PasswordDlg()
		{
			InitializeComponent();
			openMode = 0;
		}

		private void PasswordDlg_Shown(object sender, EventArgs e)
		{
			ownerPswdTxt.Text = ownerPswd;
			userPswdTxt.Text = userPswd;
			openModeCb.Checked = openMode == 0 ? true : false;
		}

		private void openModeCb_CheckedChanged(object sender, EventArgs e)
		{
			if (openModeCb.Enabled)
			{
				viewModeRb.Enabled = printModeRb.Enabled = pswdTxt.Enabled = false;
			}
			else
			{
				viewModeRb.Enabled = printModeRb.Enabled = pswdTxt.Enabled = true;
			}
		}

		private void OKBtn_Click(object sender, EventArgs e)
		{
			if (openModeCb.Checked)
			{
				if (viewModeRb.Checked) openMode = 1;   //表示モード
				else openMode = 2;  //印刷モード
			}
			else
			{
				openMode = 0;   //指定無し
			}
		}
	}
}




sample/C#/FormApp/Imager/PasswordDlg.Designer.cs
namespace ImagerApp
{
	partial class PasswordDlg
	{
		/// <summary>
		/// Required designer variable.
		/// </summary>
		private System.ComponentModel.IContainer components = null;

		/// <summary>
		/// Clean up any resources being used.
		/// </summary>
		/// <param name="disposing">true if managed resources should be disposed; otherwise, false.</param>
		protected override void Dispose(bool disposing)
		{
			if (disposing && (components != null))
			{
				components.Dispose();
			}
			base.Dispose(disposing);
		}

		#region Windows Form Designer generated code

		/// <summary>
		/// Required method for Designer support - do not modify
		/// the contents of this method with the code editor.
		/// </summary>
		private void InitializeComponent()
		{
			this.encLbl = new System.Windows.Forms.Label();
			this.ownerPswdLbl = new System.Windows.Forms.Label();
			this.userPswdLbl = new System.Windows.Forms.Label();
			this.pswdLbl = new System.Windows.Forms.Label();
			this.openModeGrp = new System.Windows.Forms.GroupBox();
			this.pswdTxt = new System.Windows.Forms.TextBox();
			this.printModeRb = new System.Windows.Forms.RadioButton();
			this.viewModeRb = new System.Windows.Forms.RadioButton();
			this.ownerPswdTxt = new System.Windows.Forms.TextBox();
			this.userPswdTxt = new System.Windows.Forms.TextBox();
			this.openModeCb = new System.Windows.Forms.CheckBox();
			this.OKBtn = new System.Windows.Forms.Button();
			this.cancelBtn = new System.Windows.Forms.Button();
			this.openModeGrp.SuspendLayout();
			this.SuspendLayout();
			// 
			// encLbl
			// 
			this.encLbl.AutoSize = true;
			this.encLbl.Location = new System.Drawing.Point(13, 13);
			this.encLbl.Name = "encLbl";
			this.encLbl.Size = new System.Drawing.Size(190, 12);
			this.encLbl.TabIndex = 2;
			this.encLbl.Text = "このPDFファイルは暗号化されています。";
			// 
			// ownerPswdLbl
			// 
			this.ownerPswdLbl.AutoSize = true;
			this.ownerPswdLbl.Location = new System.Drawing.Point(42, 82);
			this.ownerPswdLbl.Name = "ownerPswdLbl";
			this.ownerPswdLbl.Size = new System.Drawing.Size(91, 24);
			this.ownerPswdLbl.TabIndex = 4;
			this.ownerPswdLbl.Text = "オーナーパスワード\r\n(権限パスワード)";
			// 
			// userPswdLbl
			// 
			this.userPswdLbl.AutoSize = true;
			this.userPswdLbl.Location = new System.Drawing.Point(44, 124);
			this.userPswdLbl.Name = "userPswdLbl";
			this.userPswdLbl.Size = new System.Drawing.Size(92, 24);
			this.userPswdLbl.TabIndex = 6;
			this.userPswdLbl.Text = "ユーザーパスワード\r\n(開くパスワード)";
			// 
			// pswdLbl
			// 
			this.pswdLbl.AutoSize = true;
			this.pswdLbl.Location = new System.Drawing.Point(54, 47);
			this.pswdLbl.Name = "pswdLbl";
			this.pswdLbl.Size = new System.Drawing.Size(52, 12);
			this.pswdLbl.TabIndex = 2;
			this.pswdLbl.Text = "パスワード";
			// 
			// openModeGrp
			// 
			this.openModeGrp.Controls.Add(this.pswdTxt);
			this.openModeGrp.Controls.Add(this.pswdLbl);
			this.openModeGrp.Controls.Add(this.printModeRb);
			this.openModeGrp.Controls.Add(this.viewModeRb);
			this.openModeGrp.Location = new System.Drawing.Point(15, 170);
			this.openModeGrp.Name = "openModeGrp";
			this.openModeGrp.Size = new System.Drawing.Size(356, 77);
			this.openModeGrp.TabIndex = 8;
			this.openModeGrp.TabStop = false;
			this.openModeGrp.Text = "開くモード";
			// 
			// pswdTxt
			// 
			this.pswdTxt.Enabled = false;
			this.pswdTxt.Location = new System.Drawing.Point(125, 44);
			this.pswdTxt.Name = "pswdTxt";
			this.pswdTxt.Size = new System.Drawing.Size(149, 19);
			this.pswdTxt.TabIndex = 3;
			// 
			// printModeRb
			// 
			this.printModeRb.AutoSize = true;
			this.printModeRb.Enabled = false;
			this.printModeRb.Location = new System.Drawing.Point(119, 19);
			this.printModeRb.Name = "printModeRb";
			this.printModeRb.Size = new System.Drawing.Size(47, 16);
			this.printModeRb.TabIndex = 1;
			this.printModeRb.TabStop = true;
			this.printModeRb.Text = "印刷";
			this.printModeRb.UseVisualStyleBackColor = true;
			// 
			// viewModeRb
			// 
			this.viewModeRb.AutoSize = true;
			this.viewModeRb.Enabled = false;
			this.viewModeRb.Location = new System.Drawing.Point(54, 19);
			this.viewModeRb.Name = "viewModeRb";
			this.viewModeRb.Size = new System.Drawing.Size(47, 16);
			this.viewModeRb.TabIndex = 0;
			this.viewModeRb.TabStop = true;
			this.viewModeRb.Text = "表示";
			this.viewModeRb.UseVisualStyleBackColor = true;
			// 
			// ownerPswdTxt
			// 
			this.ownerPswdTxt.Location = new System.Drawing.Point(140, 85);
			this.ownerPswdTxt.Name = "ownerPswdTxt";
			this.ownerPswdTxt.Size = new System.Drawing.Size(149, 19);
			this.ownerPswdTxt.TabIndex = 5;
			// 
			// userPswdTxt
			// 
			this.userPswdTxt.Location = new System.Drawing.Point(140, 127);
			this.userPswdTxt.Name = "userPswdTxt";
			this.userPswdTxt.Size = new System.Drawing.Size(149, 19);
			this.userPswdTxt.TabIndex = 7;
			// 
			// openModeCb
			// 
			this.openModeCb.AutoSize = true;
			this.openModeCb.Checked = true;
			this.openModeCb.CheckState = System.Windows.Forms.CheckState.Checked;
			this.openModeCb.Location = new System.Drawing.Point(42, 44);
			this.openModeCb.Name = "openModeCb";
			this.openModeCb.Size = new System.Drawing.Size(132, 16);
			this.openModeCb.TabIndex = 3;
			this.openModeCb.Text = "開くモードを指定しない";
			this.openModeCb.UseVisualStyleBackColor = true;
			this.openModeCb.CheckedChanged += new System.EventHandler(this.openModeCb_CheckedChanged);
			// 
			// OKBtn
			// 
			this.OKBtn.DialogResult = System.Windows.Forms.DialogResult.OK;
			this.OKBtn.Location = new System.Drawing.Point(215, 273);
			this.OKBtn.Name = "OKBtn";
			this.OKBtn.Size = new System.Drawing.Size(75, 23);
			this.OKBtn.TabIndex = 0;
			this.OKBtn.Text = "OK";
			this.OKBtn.UseVisualStyleBackColor = true;
			this.OKBtn.Click += new System.EventHandler(this.OKBtn_Click);
			// 
			// cancelBtn
			// 
			this.cancelBtn.DialogResult = System.Windows.Forms.DialogResult.Cancel;
			this.cancelBtn.Location = new System.Drawing.Point(296, 273);
			this.cancelBtn.Name = "cancelBtn";
			this.cancelBtn.Size = new System.Drawing.Size(75, 23);
			this.cancelBtn.TabIndex = 1;
			this.cancelBtn.Text = "キャンセル";
			this.cancelBtn.UseVisualStyleBackColor = true;
			// 
			// PasswordDlg
			// 
			this.AcceptButton = this.OKBtn;
			this.AutoScaleDimensions = new System.Drawing.SizeF(6F, 12F);
			this.AutoScaleMode = System.Windows.Forms.AutoScaleMode.Font;
			this.CancelButton = this.cancelBtn;
			this.ClientSize = new System.Drawing.Size(383, 308);
			this.Controls.Add(this.cancelBtn);
			this.Controls.Add(this.OKBtn);
			this.Controls.Add(this.openModeGrp);
			this.Controls.Add(this.userPswdTxt);
			this.Controls.Add(this.userPswdLbl);
			this.Controls.Add(this.ownerPswdTxt);
			this.Controls.Add(this.ownerPswdLbl);
			this.Controls.Add(this.openModeCb);
			this.Controls.Add(this.encLbl);
			this.FormBorderStyle = System.Windows.Forms.FormBorderStyle.FixedDialog;
			this.MaximizeBox = false;
			this.MinimizeBox = false;
			this.Name = "PasswordDlg";
			this.Text = "パスワードで開く";
			this.Shown += new System.EventHandler(this.PasswordDlg_Shown);
			this.openModeGrp.ResumeLayout(false);
			this.openModeGrp.PerformLayout();
			this.ResumeLayout(false);
			this.PerformLayout();

		}

		#endregion

		private System.Windows.Forms.Label encLbl;
		private System.Windows.Forms.Label ownerPswdLbl;
		private System.Windows.Forms.Label userPswdLbl;
		private System.Windows.Forms.Label pswdLbl;
		private System.Windows.Forms.CheckBox openModeCb;
		private System.Windows.Forms.TextBox ownerPswdTxt;
		private System.Windows.Forms.TextBox userPswdTxt;
		private System.Windows.Forms.TextBox pswdTxt;
		private System.Windows.Forms.GroupBox openModeGrp;
		private System.Windows.Forms.RadioButton printModeRb;
		private System.Windows.Forms.RadioButton viewModeRb;
		private System.Windows.Forms.Button OKBtn;
		private System.Windows.Forms.Button cancelBtn;
	}
}
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sample/C#/FormApp/Imager/Properties/AssemblyInfo.cs
using System.Reflection;
using System.Runtime.CompilerServices;
using System.Runtime.InteropServices;

// アセンブリに関する一般情報は以下の属性セットをとおして制御されます。
// アセンブリに関連付けられている情報を変更するには、
// これらの属性値を変更してください。
[assembly: AssemblyTitle("Imager")]
[assembly: AssemblyDescription("")]
[assembly: AssemblyConfiguration("")]
[assembly: AssemblyCompany("株式会社トラスト・ソフトウェア・システム")]
[assembly: AssemblyProduct("Imager")]
[assembly: AssemblyCopyright("Copyright © 2014-2018 株式会社トラスト・ソフトウェア・システム,All Rights Reserved.")]
[assembly: AssemblyTrademark("")]
[assembly: AssemblyCulture("")]

// ComVisible を false に設定すると、その型はこのアセンブリ内で COM コンポーネントから 
// 参照不可能になります。COM からこのアセンブリ内の型にアクセスする場合は、
// その型の ComVisible 属性を true に設定してください。
[assembly: ComVisible(false)]

// 次の GUID は、このプロジェクトが COM に公開される場合の、typelib の ID です
[assembly: Guid("7f05e45d-d9ca-4ee4-850d-c56801a7b870")]

// アセンブリのバージョン情報は、以下の 4 つの値で構成されています:
//
//      Major Version
//      Minor Version 
//      Build Number
//      Revision
//
// すべての値を指定するか、下のように '*' を使ってビルドおよびリビジョン番号を 
// 既定値にすることができます:
// [assembly: AssemblyVersion("1.0.*")]
[assembly: AssemblyVersion("1.0.0.0")]
[assembly: AssemblyFileVersion("1.0.0.0")]




sample/C#/FormApp/Imager/Properties/Resources.Designer.cs
//------------------------------------------------------------------------------
// <auto-generated>
//     このコードはツールによって生成されました。
//     ランタイム バージョン:4.0.30319.42000
//
//     このファイルへの変更は、以下の状況下で不正な動作の原因になったり、
//     コードが再生成されるときに損失したりします。
// </auto-generated>
//------------------------------------------------------------------------------

namespace ImagerApp.Properties {
    using System;
    
    
    /// <summary>
    ///   ローカライズされた文字列などを検索するための、厳密に型指定されたリソース クラスです。
    /// </summary>
    // このクラスは StronglyTypedResourceBuilder クラスが ResGen
    // または Visual Studio のようなツールを使用して自動生成されました。
    // メンバーを追加または削除するには、.ResX ファイルを編集して、/str オプションと共に
    // ResGen を実行し直すか、または VS プロジェクトをビルドし直します。
    [global::System.CodeDom.Compiler.GeneratedCodeAttribute("System.Resources.Tools.StronglyTypedResourceBuilder", "4.0.0.0")]
    [global::System.Diagnostics.DebuggerNonUserCodeAttribute()]
    [global::System.Runtime.CompilerServices.CompilerGeneratedAttribute()]
    internal class Resources {
        
        private static global::System.Resources.ResourceManager resourceMan;
        
        private static global::System.Globalization.CultureInfo resourceCulture;
        
        [global::System.Diagnostics.CodeAnalysis.SuppressMessageAttribute("Microsoft.Performance", "CA1811:AvoidUncalledPrivateCode")]
        internal Resources() {
        }
        
        /// <summary>
        ///   このクラスで使用されているキャッシュされた ResourceManager インスタンスを返します。
        /// </summary>
        [global::System.ComponentModel.EditorBrowsableAttribute(global::System.ComponentModel.EditorBrowsableState.Advanced)]
        internal static global::System.Resources.ResourceManager ResourceManager {
            get {
                if (object.ReferenceEquals(resourceMan, null)) {
                    global::System.Resources.ResourceManager temp = new global::System.Resources.ResourceManager("ImagerApp.Properties.Resources", typeof(Resources).Assembly);
                    resourceMan = temp;
                }
                return resourceMan;
            }
        }
        
        /// <summary>
        ///   厳密に型指定されたこのリソース クラスを使用して、すべての検索リソースに対し、
        ///   現在のスレッドの CurrentUICulture プロパティをオーバーライドします。
        /// </summary>
        [global::System.ComponentModel.EditorBrowsableAttribute(global::System.ComponentModel.EditorBrowsableState.Advanced)]
        internal static global::System.Globalization.CultureInfo Culture {
            get {
                return resourceCulture;
            }
            set {
                resourceCulture = value;
            }
        }
    }
}
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sample/C#/FormApp/Imager/Properties/Settings.Designer.cs
//------------------------------------------------------------------------------
// <auto-generated>
//     このコードはツールによって生成されました。
//     ランタイム バージョン:4.0.30319.42000
//
//     このファイルへの変更は、以下の状況下で不正な動作の原因になったり、
//     コードが再生成されるときに損失したりします。
// </auto-generated>
//------------------------------------------------------------------------------

namespace ImagerApp.Properties {
    
    
    [global::System.Runtime.CompilerServices.CompilerGeneratedAttribute()]
    [global::System.CodeDom.Compiler.GeneratedCodeAttribute("Microsoft.VisualStudio.Editors.SettingsDesigner.SettingsSingleFileGenerator", "14.0.0.0")]
    internal sealed partial class Settings : global::System.Configuration.ApplicationSettingsBase {
        
        private static Settings defaultInstance = ((Settings)(global::System.Configuration.ApplicationSettingsBase.Synchronized(new Settings())));
        
        public static Settings Default {
            get {
                return defaultInstance;
            }
        }
    }
}
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sample/C#/FormApp/Imager/ThreadDlg.cs
/*
Copyright(c) 2017 株式会社トラスト・ソフトウェア・システム
無断転載を禁止します。
*/

using System;
using System.Collections.Generic;
using System.ComponentModel;
using System.Data;
using System.Drawing;
using System.Linq;
using System.Text;
using System.Windows.Forms;

namespace ImagerApp
{
	public partial class ThreadDlg : Form
	{
		public int threads;
		public bool split;
		public bool each;

		public ThreadDlg()
		{
			InitializeComponent();
			threads = Environment.ProcessorCount;
		}

		private void ThreadDlg_Load(object sender, EventArgs e)
		{
			splitChk.Checked = split;
			eachChk.Checked = each;
			threadCountTxt.Text = threads.ToString();
			cpuCountLbl.Text = "現在の論理CPU数: " + Environment.ProcessorCount.ToString();
		}

		private void OKBtn_Click(object sender, EventArgs e)
		{
			split = splitChk.Checked;
			each = eachChk.Checked;
			threads = int.Parse(threadCountTxt.Text);
		}
	}
}




sample/C#/FormApp/Imager/ThreadDlg.Designer.cs
namespace ImagerApp
{
	partial class ThreadDlg
	{
		/// <summary>
		/// Required designer variable.
		/// </summary>
		private System.ComponentModel.IContainer components = null;

		/// <summary>
		/// Clean up any resources being used.
		/// </summary>
		/// <param name="disposing">true if managed resources should be disposed; otherwise, false.</param>
		protected override void Dispose(bool disposing)
		{
			if (disposing && (components != null))
			{
				components.Dispose();
			}
			base.Dispose(disposing);
		}

		#region Windows Form Designer generated code

		/// <summary>
		/// Required method for Designer support - do not modify
		/// the contents of this method with the code editor.
		/// </summary>
		private void InitializeComponent()
		{
			this.OKBtn = new System.Windows.Forms.Button();
			this.cancelBtn = new System.Windows.Forms.Button();
			this.splitChk = new System.Windows.Forms.CheckBox();
			this.eachChk = new System.Windows.Forms.CheckBox();
			this.threadCountTxt = new System.Windows.Forms.TextBox();
			this.threadCountLbl = new System.Windows.Forms.Label();
			this.cpuCountLbl = new System.Windows.Forms.Label();
			this.SuspendLayout();
			// 
			// OKBtn
			// 
			this.OKBtn.DialogResult = System.Windows.Forms.DialogResult.OK;
			this.OKBtn.Location = new System.Drawing.Point(72, 193);
			this.OKBtn.Name = "OKBtn";
			this.OKBtn.Size = new System.Drawing.Size(75, 23);
			this.OKBtn.TabIndex = 0;
			this.OKBtn.Text = "OK";
			this.OKBtn.UseVisualStyleBackColor = true;
			this.OKBtn.Click += new System.EventHandler(this.OKBtn_Click);
			// 
			// cancelBtn
			// 
			this.cancelBtn.DialogResult = System.Windows.Forms.DialogResult.Cancel;
			this.cancelBtn.Location = new System.Drawing.Point(154, 193);
			this.cancelBtn.Name = "cancelBtn";
			this.cancelBtn.Size = new System.Drawing.Size(75, 23);
			this.cancelBtn.TabIndex = 1;
			this.cancelBtn.Text = "キャンセル";
			this.cancelBtn.UseVisualStyleBackColor = true;
			// 
			// splitChk
			// 
			this.splitChk.AutoSize = true;
			this.splitChk.Checked = true;
			this.splitChk.CheckState = System.Windows.Forms.CheckState.Checked;
			this.splitChk.Location = new System.Drawing.Point(46, 38);
			this.splitChk.Name = "splitChk";
			this.splitChk.Size = new System.Drawing.Size(207, 16);
			this.splitChk.TabIndex = 2;
			this.splitChk.Text = "ページを分割して複数のスレッドで処理";
			this.splitChk.UseVisualStyleBackColor = true;
			// 
			// eachChk
			// 
			this.eachChk.AutoSize = true;
			this.eachChk.Location = new System.Drawing.Point(46, 65);
			this.eachChk.Name = "eachChk";
			this.eachChk.Size = new System.Drawing.Size(182, 16);
			this.eachChk.TabIndex = 3;
			this.eachChk.Text = "ページをそれぞれのスレッドで処理";
			this.eachChk.UseVisualStyleBackColor = true;
			// 
			// threadCountLbl
			// 
			this.threadCountLbl.AutoSize = true;
			this.threadCountLbl.Location = new System.Drawing.Point(46, 113);
			this.threadCountLbl.Name = "threadCountLbl";
			this.threadCountLbl.Size = new System.Drawing.Size(116, 12);
			this.threadCountLbl.TabIndex = 4;
			this.threadCountLbl.Text = "起動するスレッドの総数";
			// 
			// threadCountTxt
			// 
			this.threadCountTxt.Location = new System.Drawing.Point(168, 110);
			this.threadCountTxt.Name = "threadCountTxt";
			this.threadCountTxt.Size = new System.Drawing.Size(60, 19);
			this.threadCountTxt.TabIndex = 5;
			this.threadCountTxt.TextAlign = System.Windows.Forms.HorizontalAlignment.Right;
			// 
			// cpuCountLbl
			// 
			this.cpuCountLbl.AutoSize = true;
			this.cpuCountLbl.Location = new System.Drawing.Point(46, 141);
			this.cpuCountLbl.Name = "cpuCountLbl";
			this.cpuCountLbl.Size = new System.Drawing.Size(98, 12);
			this.cpuCountLbl.TabIndex = 6;
			this.cpuCountLbl.Text = "現在の論理CPU数";
			// 
			// ThreadDlg
			// 
			this.AcceptButton = this.OKBtn;
			this.AutoScaleDimensions = new System.Drawing.SizeF(6F, 12F);
			this.AutoScaleMode = System.Windows.Forms.AutoScaleMode.Font;
			this.CancelButton = this.cancelBtn;
			this.ClientSize = new System.Drawing.Size(300, 232);
			this.Controls.Add(this.cpuCountLbl);
			this.Controls.Add(this.threadCountTxt);
			this.Controls.Add(this.threadCountLbl);
			this.Controls.Add(this.eachChk);
			this.Controls.Add(this.splitChk);
			this.Controls.Add(this.cancelBtn);
			this.Controls.Add(this.OKBtn);
			this.FormBorderStyle = System.Windows.Forms.FormBorderStyle.FixedDialog;
			this.MaximizeBox = false;
			this.MinimizeBox = false;
			this.Name = "ThreadDlg";
			this.Text = "スレッド";
			this.Load += new System.EventHandler(this.ThreadDlg_Load);
			this.ResumeLayout(false);
			this.PerformLayout();

		}

		#endregion

		private System.Windows.Forms.Button OKBtn;
		private System.Windows.Forms.Button cancelBtn;
		private System.Windows.Forms.CheckBox splitChk;
		private System.Windows.Forms.CheckBox eachChk;
		private System.Windows.Forms.Label threadCountLbl;
		private System.Windows.Forms.Label cpuCountLbl;
		private System.Windows.Forms.TextBox threadCountTxt;
	}
}
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sample/C#/FormApp/Imager/WatermarkImgDlg.cs
/*
Copyright(c) 2017 株式会社トラスト・ソフトウェア・システム
無断転載を禁止します。
*/

using System;
using System.Collections.Generic;
using System.ComponentModel;
using System.Data;
using System.Drawing;
using System.Linq;
using System.Text;
using System.Windows.Forms;

namespace ImagerApp
{
	public partial class WatermarkImgDlg : Form
	{
		public string fileName;
		public int posX, posY;
		public bool posZ;
		public float scaleX, scaleY, alpha;

		//生成
		public WatermarkImgDlg()
		{
			InitializeComponent();

			//初期値
			fileName = "";
			posX = posY = 0;
			posZ = false;
			scaleX = scaleY = 1.0f;
			alpha = 1.0f;
		}

		private void WatermarkImgDlg_Shown(object sender, EventArgs e)
		{
			ImgFileNameTxt.Text = fileName;
			posXTxt.Text = posX.ToString();
			posYTxt.Text = posY.ToString();
			foreroundRb.Checked = posZ;
			backgroundRb.Checked = !posZ;
			scaleXTxt.Text = (scaleX * 100.0f).ToString();
			scaleYTxt.Text = (scaleY * 100.0f).ToString();
			alphaTxt.Text = (alpha * 100.0f).ToString();
		}

		private void OKBtn_Click(object sender, EventArgs e)
		{
			fileName = ImgFileNameTxt.Text;
			posX = int.Parse(posXTxt.Text);
			posY = int.Parse(posYTxt.Text);
			posZ = foreroundRb.Checked;
			scaleX = float.Parse(scaleXTxt.Text) / 100.0f;
			scaleY = float.Parse(scaleYTxt.Text) / 100.0f;
			alpha = float.Parse(alphaTxt.Text) / 100.0f;
		}

		private void imgFileRefBtn_Click(object sender, EventArgs e)
		{
			ImgFileNameTxt.Text = "Desert.jpg";
		}
	}
}




sample/C#/FormApp/Imager/WatermarkImgDlg.Designer.cs
namespace ImagerApp
{
	partial class WatermarkImgDlg
	{
		/// <summary>
		/// Required designer variable.
		/// </summary>
		private System.ComponentModel.IContainer components = null;

		/// <summary>
		/// Clean up any resources being used.
		/// </summary>
		/// <param name="disposing">true if managed resources should be disposed; otherwise, false.</param>
		protected override void Dispose(bool disposing)
		{
			if (disposing && (components != null))
			{
				components.Dispose();
			}
			base.Dispose(disposing);
		}

		#region Windows Form Designer generated code

		/// <summary>
		/// Required method for Designer support - do not modify
		/// the contents of this method with the code editor.
		/// </summary>
		private void InitializeComponent()
		{
			this.OKBtn = new System.Windows.Forms.Button();
			this.CancelBtn = new System.Windows.Forms.Button();
			this.imgFileRefBtn = new System.Windows.Forms.Button();
			this.ImgFileNameTxt = new System.Windows.Forms.TextBox();
			this.posXTxt = new System.Windows.Forms.TextBox();
			this.posYTxt = new System.Windows.Forms.TextBox();
			this.scaleXTxt = new System.Windows.Forms.TextBox();
			this.scaleYTxt = new System.Windows.Forms.TextBox();
			this.alphaTxt = new System.Windows.Forms.TextBox();
			this.wtmImgLbl = new System.Windows.Forms.Label();
			this.posLbl = new System.Windows.Forms.Label();
			this.posXLbl = new System.Windows.Forms.Label();
			this.pspYLbl = new System.Windows.Forms.Label();
			this.posXUnitLbl = new System.Windows.Forms.Label();
			this.posYUnitLbl = new System.Windows.Forms.Label();
			this.scaleLbl = new System.Windows.Forms.Label();
			this.scaleXLbl = new System.Windows.Forms.Label();
			this.scaleYLbl = new System.Windows.Forms.Label();
			this.scaleXUnitLbl = new System.Windows.Forms.Label();
			this.scaleYUnitLbl = new System.Windows.Forms.Label();
			this.alphaLbl = new System.Windows.Forms.Label();
			this.alphaUnitLbl = new System.Windows.Forms.Label();
			this.foreroundRb = new System.Windows.Forms.RadioButton();
			this.backgroundRb = new System.Windows.Forms.RadioButton();
			this.SuspendLayout();
			// 
			// OKBtn
			// 
			this.OKBtn.DialogResult = System.Windows.Forms.DialogResult.OK;
			this.OKBtn.Location = new System.Drawing.Point(58, 355);
			this.OKBtn.Name = "OKBtn";
			this.OKBtn.Size = new System.Drawing.Size(75, 23);
			this.OKBtn.TabIndex = 0;
			this.OKBtn.Text = "OK";
			this.OKBtn.UseVisualStyleBackColor = true;
			this.OKBtn.Click += new System.EventHandler(this.OKBtn_Click);
			// 
			// CancelBtn
			// 
			this.CancelBtn.DialogResult = System.Windows.Forms.DialogResult.Cancel;
			this.CancelBtn.Location = new System.Drawing.Point(140, 354);
			this.CancelBtn.Name = "CancelBtn";
			this.CancelBtn.Size = new System.Drawing.Size(75, 23);
			this.CancelBtn.TabIndex = 1;
			this.CancelBtn.Text = "キャンセル";
			this.CancelBtn.UseVisualStyleBackColor = true;
			// 
			// imgFileRefBtn
			// 
			this.imgFileRefBtn.Location = new System.Drawing.Point(223, 37);
			this.imgFileRefBtn.Name = "imgFileRefBtn";
			this.imgFileRefBtn.Size = new System.Drawing.Size(33, 23);
			this.imgFileRefBtn.TabIndex = 4;
			this.imgFileRefBtn.Text = "...";
			this.imgFileRefBtn.UseVisualStyleBackColor = true;
			this.imgFileRefBtn.Click += new System.EventHandler(this.imgFileRefBtn_Click);
			// 
			// ImgFileNameTxt
			// 
			this.ImgFileNameTxt.Location = new System.Drawing.Point(13, 39);
			this.ImgFileNameTxt.Name = "ImgFileNameTxt";
			this.ImgFileNameTxt.Size = new System.Drawing.Size(204, 19);
			this.ImgFileNameTxt.TabIndex = 3;
			// 
			// posXTxt
			// 
			this.posXTxt.Location = new System.Drawing.Point(80, 110);
			this.posXTxt.Name = "posXTxt";
			this.posXTxt.Size = new System.Drawing.Size(74, 19);
			this.posXTxt.TabIndex = 7;
			// 
			// posYTxt
			// 
			this.posYTxt.Location = new System.Drawing.Point(80, 132);
			this.posYTxt.Name = "posYTxt";
			this.posYTxt.Size = new System.Drawing.Size(74, 19);
			this.posYTxt.TabIndex = 10;
			// 
			// scaleXTxt
			// 
			this.scaleXTxt.Location = new System.Drawing.Point(80, 227);
			this.scaleXTxt.Name = "scaleXTxt";
			this.scaleXTxt.Size = new System.Drawing.Size(74, 19);
			this.scaleXTxt.TabIndex = 16;
			// 
			// scaleYTxt
			// 
			this.scaleYTxt.Location = new System.Drawing.Point(80, 249);
			this.scaleYTxt.Name = "scaleYTxt";
			this.scaleYTxt.Size = new System.Drawing.Size(74, 19);
			this.scaleYTxt.TabIndex = 19;
			// 
			// alphaTxt
			// 
			this.alphaTxt.Location = new System.Drawing.Point(42, 307);
			this.alphaTxt.Name = "alphaTxt";
			this.alphaTxt.Size = new System.Drawing.Size(74, 19);
			this.alphaTxt.TabIndex = 22;
			// 
			// wtmImgLbl
			// 
			this.wtmImgLbl.AutoSize = true;
			this.wtmImgLbl.Location = new System.Drawing.Point(13, 13);
			this.wtmImgLbl.Name = "wtmImgLbl";
			this.wtmImgLbl.Size = new System.Drawing.Size(63, 12);
			this.wtmImgLbl.TabIndex = 2;
			this.wtmImgLbl.Text = "画像ファイル";
			// 
			// posLbl
			// 
			this.posLbl.AutoSize = true;
			this.posLbl.Location = new System.Drawing.Point(13, 84);
			this.posLbl.Name = "posLbl";
			this.posLbl.Size = new System.Drawing.Size(97, 12);
			this.posLbl.TabIndex = 5;
			this.posLbl.Text = "表示位置(整数値)";
			// 
			// posXLbl
			// 
			this.posXLbl.AutoSize = true;
			this.posXLbl.Location = new System.Drawing.Point(42, 113);
			this.posXLbl.Name = "posXLbl";
			this.posXLbl.Size = new System.Drawing.Size(22, 12);
			this.posXLbl.TabIndex = 6;
			this.posXLbl.Text = "よこ";
			// 
			// pspYLbl
			// 
			this.pspYLbl.AutoSize = true;
			this.pspYLbl.Location = new System.Drawing.Point(42, 135);
			this.pspYLbl.Name = "pspYLbl";
			this.pspYLbl.Size = new System.Drawing.Size(23, 12);
			this.pspYLbl.TabIndex = 9;
			this.pspYLbl.Text = "たて";
			// 
			// posXUnitLbl
			// 
			this.posXUnitLbl.AutoSize = true;
			this.posXUnitLbl.Location = new System.Drawing.Point(160, 115);
			this.posXUnitLbl.Name = "posXUnitLbl";
			this.posXUnitLbl.Size = new System.Drawing.Size(50, 12);
			this.posXUnitLbl.TabIndex = 8;
			this.posXUnitLbl.Text = "[ピクセル]";
			// 
			// posYUnitLbl
			// 
			this.posYUnitLbl.AutoSize = true;
			this.posYUnitLbl.Location = new System.Drawing.Point(160, 138);
			this.posYUnitLbl.Name = "posYUnitLbl";
			this.posYUnitLbl.Size = new System.Drawing.Size(50, 12);
			this.posYUnitLbl.TabIndex = 11;
			this.posYUnitLbl.Text = "[ピクセル]";
			// 
			// scaleLbl
			// 
			this.scaleLbl.AutoSize = true;
			this.scaleLbl.Location = new System.Drawing.Point(13, 202);
			this.scaleLbl.Name = "scaleLbl";
			this.scaleLbl.Size = new System.Drawing.Size(103, 12);
			this.scaleLbl.TabIndex = 14;
			this.scaleLbl.Text = "拡大・縮小(実数値)";
			// 
			// scaleXLbl
			// 
			this.scaleXLbl.AutoSize = true;
			this.scaleXLbl.Location = new System.Drawing.Point(42, 230);
			this.scaleXLbl.Name = "scaleXLbl";
			this.scaleXLbl.Size = new System.Drawing.Size(22, 12);
			this.scaleXLbl.TabIndex = 15;
			this.scaleXLbl.Text = "よこ";
			// 
			// scaleYLbl
			// 
			this.scaleYLbl.AutoSize = true;
			this.scaleYLbl.Location = new System.Drawing.Point(42, 252);
			this.scaleYLbl.Name = "scaleYLbl";
			this.scaleYLbl.Size = new System.Drawing.Size(23, 12);
			this.scaleYLbl.TabIndex = 18;
			this.scaleYLbl.Text = "たて";
			// 
			// scaleXUnitLbl
			// 
			this.scaleXUnitLbl.AutoSize = true;
			this.scaleXUnitLbl.Location = new System.Drawing.Point(160, 232);
			this.scaleXUnitLbl.Name = "scaleXUnitLbl";
			this.scaleXUnitLbl.Size = new System.Drawing.Size(11, 12);
			this.scaleXUnitLbl.TabIndex = 17;
			this.scaleXUnitLbl.Text = "%";
			// 
			// scaleYUnitLbl
			// 
			this.scaleYUnitLbl.AutoSize = true;
			this.scaleYUnitLbl.Location = new System.Drawing.Point(160, 254);
			this.scaleYUnitLbl.Name = "scaleYUnitLbl";
			this.scaleYUnitLbl.Size = new System.Drawing.Size(11, 12);
			this.scaleYUnitLbl.TabIndex = 20;
			this.scaleYUnitLbl.Text = "%";
			// 
			// alphaLbl
			// 
			this.alphaLbl.AutoSize = true;
			this.alphaLbl.Location = new System.Drawing.Point(13, 285);
			this.alphaLbl.Name = "alphaLbl";
			this.alphaLbl.Size = new System.Drawing.Size(97, 12);
			this.alphaLbl.TabIndex = 21;
			this.alphaLbl.Text = "不透明度(実数値)";
			// 
			// alphaUnitLbl
			// 
			this.alphaUnitLbl.AutoSize = true;
			this.alphaUnitLbl.Location = new System.Drawing.Point(126, 313);
			this.alphaUnitLbl.Name = "alphaUnitLbl";
			this.alphaUnitLbl.Size = new System.Drawing.Size(11, 12);
			this.alphaUnitLbl.TabIndex = 23;
			this.alphaUnitLbl.Text = "%";
			// 
			// foreroundRb
			// 
			this.foreroundRb.AutoSize = true;
			this.foreroundRb.Location = new System.Drawing.Point(57, 165);
			this.foreroundRb.Name = "foreroundRb";
			this.foreroundRb.Size = new System.Drawing.Size(80, 16);
			this.foreroundRb.TabIndex = 12;
			this.foreroundRb.TabStop = true;
			this.foreroundRb.Text = "前面に配置";
			this.foreroundRb.UseVisualStyleBackColor = true;
			// 
			// backgroundRb
			// 
			this.backgroundRb.AutoSize = true;
			this.backgroundRb.Location = new System.Drawing.Point(147, 165);
			this.backgroundRb.Name = "backgroundRb";
			this.backgroundRb.Size = new System.Drawing.Size(80, 16);
			this.backgroundRb.TabIndex = 13;
			this.backgroundRb.TabStop = true;
			this.backgroundRb.Text = "背面に配置";
			this.backgroundRb.UseVisualStyleBackColor = true;
			// 
			// WatermarkImgDlg
			// 
			this.AcceptButton = this.OKBtn;
			this.AutoScaleDimensions = new System.Drawing.SizeF(6F, 12F);
			this.AutoScaleMode = System.Windows.Forms.AutoScaleMode.Font;
			this.CancelButton = this.CancelBtn;
			this.ClientSize = new System.Drawing.Size(273, 389);
			this.Controls.Add(this.backgroundRb);
			this.Controls.Add(this.foreroundRb);
			this.Controls.Add(this.alphaUnitLbl);
			this.Controls.Add(this.alphaTxt);
			this.Controls.Add(this.alphaLbl);
			this.Controls.Add(this.scaleYUnitLbl);
			this.Controls.Add(this.scaleXUnitLbl);
			this.Controls.Add(this.scaleYTxt);
			this.Controls.Add(this.scaleXTxt);
			this.Controls.Add(this.scaleYLbl);
			this.Controls.Add(this.scaleXLbl);
			this.Controls.Add(this.scaleLbl);
			this.Controls.Add(this.posYUnitLbl);
			this.Controls.Add(this.posXUnitLbl);
			this.Controls.Add(this.posYTxt);
			this.Controls.Add(this.posXTxt);
			this.Controls.Add(this.pspYLbl);
			this.Controls.Add(this.posXLbl);
			this.Controls.Add(this.posLbl);
			this.Controls.Add(this.imgFileRefBtn);
			this.Controls.Add(this.ImgFileNameTxt);
			this.Controls.Add(this.wtmImgLbl);
			this.Controls.Add(this.CancelBtn);
			this.Controls.Add(this.OKBtn);
			this.FormBorderStyle = System.Windows.Forms.FormBorderStyle.FixedDialog;
			this.MaximizeBox = false;
			this.MinimizeBox = false;
			this.Name = "WatermarkImgDlg";
			this.Text = "透かし(画像)";
			this.Shown += new System.EventHandler(this.WatermarkImgDlg_Shown);
			this.ResumeLayout(false);
			this.PerformLayout();

		}

		#endregion

		private System.Windows.Forms.Button OKBtn;
		private System.Windows.Forms.Button CancelBtn;
		private System.Windows.Forms.Button imgFileRefBtn;
		private System.Windows.Forms.Label wtmImgLbl;
		private System.Windows.Forms.Label posLbl;
		private System.Windows.Forms.Label posXLbl;
		private System.Windows.Forms.Label pspYLbl;
		private System.Windows.Forms.Label posXUnitLbl;
		private System.Windows.Forms.Label posYUnitLbl;
		private System.Windows.Forms.Label scaleLbl;
		private System.Windows.Forms.Label scaleXLbl;
		private System.Windows.Forms.Label scaleYLbl;
		private System.Windows.Forms.Label scaleXUnitLbl;
		private System.Windows.Forms.Label scaleYUnitLbl;
		private System.Windows.Forms.Label alphaLbl;
		private System.Windows.Forms.Label alphaUnitLbl;
		private System.Windows.Forms.TextBox ImgFileNameTxt;
		private System.Windows.Forms.TextBox posXTxt;
		private System.Windows.Forms.TextBox posYTxt;
		private System.Windows.Forms.TextBox scaleXTxt;
		private System.Windows.Forms.TextBox scaleYTxt;
		private System.Windows.Forms.TextBox alphaTxt;
		private System.Windows.Forms.RadioButton foreroundRb;
		private System.Windows.Forms.RadioButton backgroundRb;
	}
}
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sample/C#/FormApp/Imager/WatermarkStrDlg.cs
/*
Copyright(c) 2017 株式会社トラスト・ソフトウェア・システム
無断転載を禁止します。
*/

using System;
using System.Collections.Generic;
using System.ComponentModel;
using System.Data;
using System.Drawing;
using System.Linq;
using System.Text;
using System.Windows.Forms;

namespace ImagerApp
{
	public partial class WatermarkStrDlg : Form
	{
		public string textStr;
		public int posX, posY;
		public bool posZ;
		public string fontName;
		public bool fillStr;
		public float fontSize;
		public string fontColor;
		public float alpha;

		//生成
		public WatermarkStrDlg()
		{
			InitializeComponent();

			//初期化
			textStr = "";
			posX = posX = 0;
			posZ = false;
			fontName = "ＭＳ ゴシック";
			fillStr = true;
			fontSize = 10.5f;
			fontColor = "Black";
			alpha = 1.0f;
		}

		private void WatermarkStrDlg_Shown(object sender, EventArgs e)
		{
			strTxt.Text = textStr;
			posXTxt.Text = posX.ToString();
			posYTxt.Text = posY.ToString();
			foregroundRb.Checked = posZ;
			backgroundRb.Checked = !posZ;
			fontNameTxt.Text = fontName;
			fillStrRb.Checked = fillStr;
			fontSizeTxt.Text = fontSize.ToString();
			fontColorTxt.Text = fontColor;
			alphaTxt.Text = (alpha * 100.0f).ToString();
		}

		private void okBtn_Click(object sender, EventArgs e)
		{
			textStr = strTxt.Text;
			posX = int.Parse(posXTxt.Text);
			posY = int.Parse(posYTxt.Text);
			posZ = foregroundRb.Checked;
			fontName = fontNameTxt.Text;
			fillStr = fillStrRb.Checked;
			fontSize = float.Parse(fontSizeTxt.Text);
			fontColor = fontColorTxt.Text;
			alpha = float.Parse(alphaTxt.Text) / 100.0f;
		}
	}
}




sample/C#/FormApp/Imager/WatermarkStrDlg.Designer.cs
namespace ImagerApp
{
	partial class WatermarkStrDlg
	{
		/// <summary>
		/// Required designer variable.
		/// </summary>
		private System.ComponentModel.IContainer components = null;

		/// <summary>
		/// Clean up any resources being used.
		/// </summary>
		/// <param name="disposing">true if managed resources should be disposed; otherwise, false.</param>
		protected override void Dispose(bool disposing)
		{
			if (disposing && (components != null))
			{
				components.Dispose();
			}
			base.Dispose(disposing);
		}

		#region Windows Form Designer generated code

		/// <summary>
		/// Required method for Designer support - do not modify
		/// the contents of this method with the code editor.
		/// </summary>
		private void InitializeComponent()
		{
			this.okBtn = new System.Windows.Forms.Button();
			this.cancelBtn = new System.Windows.Forms.Button();
			this.StrLbl = new System.Windows.Forms.Label();
			this.StrCautionLbl = new System.Windows.Forms.Label();
			this.posLbl = new System.Windows.Forms.Label();
			this.posXLbl = new System.Windows.Forms.Label();
			this.posYLbl = new System.Windows.Forms.Label();
			this.posXUnitLbl = new System.Windows.Forms.Label();
			this.posYUnitLbl = new System.Windows.Forms.Label();
			this.fontLbl = new System.Windows.Forms.Label();
			this.fontNameLbl = new System.Windows.Forms.Label();
			this.fontSizeLbl = new System.Windows.Forms.Label();
			this.fontColorLbl = new System.Windows.Forms.Label();
			this.fontSizeUnitLbl = new System.Windows.Forms.Label();
			this.fontSizeCautionLbl = new System.Windows.Forms.Label();
			this.label1 = new System.Windows.Forms.Label();
			this.alphaLbl = new System.Windows.Forms.Label();
			this.alphaUnitLbl = new System.Windows.Forms.Label();
			this.posXTxt = new System.Windows.Forms.TextBox();
			this.posYTxt = new System.Windows.Forms.TextBox();
			this.strTxt = new System.Windows.Forms.TextBox();
			this.fontNameTxt = new System.Windows.Forms.TextBox();
			this.fontSizeTxt = new System.Windows.Forms.TextBox();
			this.fontColorTxt = new System.Windows.Forms.TextBox();
			this.alphaTxt = new System.Windows.Forms.TextBox();
			this.foregroundRb = new System.Windows.Forms.RadioButton();
			this.backgroundRb = new System.Windows.Forms.RadioButton();
			this.fillStrRb = new System.Windows.Forms.RadioButton();
			this.strokeStrRb = new System.Windows.Forms.RadioButton();
			this.g1 = new System.Windows.Forms.GroupBox();
			this.g2 = new System.Windows.Forms.GroupBox();
			this.g1.SuspendLayout();
			this.g2.SuspendLayout();
			this.SuspendLayout();
			// 
			// okBtn
			// 
			this.okBtn.DialogResult = System.Windows.Forms.DialogResult.OK;
			this.okBtn.Location = new System.Drawing.Point(140, 455);
			this.okBtn.Name = "okBtn";
			this.okBtn.Size = new System.Drawing.Size(75, 23);
			this.okBtn.TabIndex = 0;
			this.okBtn.Text = "OK";
			this.okBtn.UseVisualStyleBackColor = true;
			this.okBtn.Click += new System.EventHandler(this.okBtn_Click);
			// 
			// cancelBtn
			// 
			this.cancelBtn.DialogResult = System.Windows.Forms.DialogResult.Cancel;
			this.cancelBtn.Location = new System.Drawing.Point(221, 455);
			this.cancelBtn.Name = "cancelBtn";
			this.cancelBtn.Size = new System.Drawing.Size(75, 23);
			this.cancelBtn.TabIndex = 1;
			this.cancelBtn.Text = "キャンセル";
			this.cancelBtn.UseVisualStyleBackColor = true;
			// 
			// StrLbl
			// 
			this.StrLbl.AutoSize = true;
			this.StrLbl.Location = new System.Drawing.Point(22, 23);
			this.StrLbl.Name = "StrLbl";
			this.StrLbl.Size = new System.Drawing.Size(41, 12);
			this.StrLbl.TabIndex = 2;
			this.StrLbl.Text = "文字列";
			// 
			// StrCautionLbl
			// 
			this.StrCautionLbl.AutoSize = true;
			this.StrCautionLbl.Location = new System.Drawing.Point(53, 71);
			this.StrCautionLbl.Name = "StrCautionLbl";
			this.StrCautionLbl.Size = new System.Drawing.Size(289, 12);
			this.StrCautionLbl.TabIndex = 4;
			this.StrCautionLbl.Text = "(文書のタイトル[%Ttl]や作成日[%CDT]などを含められます。)";
			// 
			// posLbl
			// 
			this.posLbl.AutoSize = true;
			this.posLbl.Location = new System.Drawing.Point(24, 109);
			this.posLbl.Name = "posLbl";
			this.posLbl.Size = new System.Drawing.Size(73, 12);
			this.posLbl.TabIndex = 5;
			this.posLbl.Text = "位置(整数値)";
			// 
			// posXLbl
			// 
			this.posXLbl.AutoSize = true;
			this.posXLbl.Location = new System.Drawing.Point(43, 138);
			this.posXLbl.Name = "posXLbl";
			this.posXLbl.Size = new System.Drawing.Size(22, 12);
			this.posXLbl.TabIndex = 6;
			this.posXLbl.Text = "よこ";
			// 
			// posYLbl
			// 
			this.posYLbl.AutoSize = true;
			this.posYLbl.Location = new System.Drawing.Point(224, 138);
			this.posYLbl.Name = "posYLbl";
			this.posYLbl.Size = new System.Drawing.Size(23, 12);
			this.posYLbl.TabIndex = 9;
			this.posYLbl.Text = "たて";
			// 
			// posXUnitLbl
			// 
			this.posXUnitLbl.AutoSize = true;
			this.posXUnitLbl.Location = new System.Drawing.Point(153, 141);
			this.posXUnitLbl.Name = "posXUnitLbl";
			this.posXUnitLbl.Size = new System.Drawing.Size(50, 12);
			this.posXUnitLbl.TabIndex = 8;
			this.posXUnitLbl.Text = "[ピクセル]";
			// 
			// posYUnitLbl
			// 
			this.posYUnitLbl.AutoSize = true;
			this.posYUnitLbl.Location = new System.Drawing.Point(327, 141);
			this.posYUnitLbl.Name = "posYUnitLbl";
			this.posYUnitLbl.Size = new System.Drawing.Size(50, 12);
			this.posYUnitLbl.TabIndex = 11;
			this.posYUnitLbl.Text = "[ピクセル]";
			// 
			// fontLbl
			// 
			this.fontLbl.AutoSize = true;
			this.fontLbl.Location = new System.Drawing.Point(26, 226);
			this.fontLbl.Name = "fontLbl";
			this.fontLbl.Size = new System.Drawing.Size(38, 12);
			this.fontLbl.TabIndex = 13;
			this.fontLbl.Text = "フォント";
			// 
			// fontNameLbl
			// 
			this.fontNameLbl.AutoSize = true;
			this.fontNameLbl.Location = new System.Drawing.Point(43, 248);
			this.fontNameLbl.Name = "fontNameLbl";
			this.fontNameLbl.Size = new System.Drawing.Size(29, 12);
			this.fontNameLbl.TabIndex = 14;
			this.fontNameLbl.Text = "名前";
			// 
			// fontSizeLbl
			// 
			this.fontSizeLbl.AutoSize = true;
			this.fontSizeLbl.Location = new System.Drawing.Point(43, 280);
			this.fontSizeLbl.Name = "fontSizeLbl";
			this.fontSizeLbl.Size = new System.Drawing.Size(34, 12);
			this.fontSizeLbl.TabIndex = 16;
			this.fontSizeLbl.Text = "サイズ";
			// 
			// fontColorLbl
			// 
			this.fontColorLbl.AutoSize = true;
			this.fontColorLbl.Location = new System.Drawing.Point(226, 280);
			this.fontColorLbl.Name = "fontColorLbl";
			this.fontColorLbl.Size = new System.Drawing.Size(17, 12);
			this.fontColorLbl.TabIndex = 20;
			this.fontColorLbl.Text = "色";
			// 
			// fontSizeUnitLbl
			// 
			this.fontSizeUnitLbl.AutoSize = true;
			this.fontSizeUnitLbl.Location = new System.Drawing.Point(157, 282);
			this.fontSizeUnitLbl.Name = "fontSizeUnitLbl";
			this.fontSizeUnitLbl.Size = new System.Drawing.Size(23, 12);
			this.fontSizeUnitLbl.TabIndex = 18;
			this.fontSizeUnitLbl.Text = "[pt]";
			// 
			// fontSizeCautionLbl
			// 
			this.fontSizeCautionLbl.AutoSize = true;
			this.fontSizeCautionLbl.Location = new System.Drawing.Point(85, 298);
			this.fontSizeCautionLbl.Name = "fontSizeCautionLbl";
			this.fontSizeCautionLbl.Size = new System.Drawing.Size(71, 12);
			this.fontSizeCautionLbl.TabIndex = 19;
			this.fontSizeCautionLbl.Text = "(実数で指定)";
			// 
			// label1
			// 
			this.label1.AutoSize = true;
			this.label1.Location = new System.Drawing.Point(201, 298);
			this.label1.Name = "label1";
			this.label1.Size = new System.Drawing.Size(221, 12);
			this.label1.TabIndex = 22;
			this.label1.Text = "(色名または＃RGB、#RRGGBB形式で指定)";
			// 
			// alphaLbl
			// 
			this.alphaLbl.AutoSize = true;
			this.alphaLbl.Location = new System.Drawing.Point(26, 385);
			this.alphaLbl.Name = "alphaLbl";
			this.alphaLbl.Size = new System.Drawing.Size(97, 12);
			this.alphaLbl.TabIndex = 24;
			this.alphaLbl.Text = "不透明度(実数値)";
			// 
			// alphaUnitLbl
			// 
			this.alphaUnitLbl.AutoSize = true;
			this.alphaUnitLbl.Location = new System.Drawing.Point(145, 414);
			this.alphaUnitLbl.Name = "alphaUnitLbl";
			this.alphaUnitLbl.Size = new System.Drawing.Size(19, 12);
			this.alphaUnitLbl.TabIndex = 26;
			this.alphaUnitLbl.Text = "[%]";
			// 
			// posXTxt
			// 
			this.posXTxt.Location = new System.Drawing.Point(69, 135);
			this.posXTxt.Name = "posXTxt";
			this.posXTxt.Size = new System.Drawing.Size(83, 19);
			this.posXTxt.TabIndex = 7;
			this.posXTxt.TextAlign = System.Windows.Forms.HorizontalAlignment.Right;
			// 
			// posYTxt
			// 
			this.posYTxt.Location = new System.Drawing.Point(252, 135);
			this.posYTxt.Name = "posYTxt";
			this.posYTxt.Size = new System.Drawing.Size(74, 19);
			this.posYTxt.TabIndex = 10;
			this.posYTxt.TextAlign = System.Windows.Forms.HorizontalAlignment.Right;
			// 
			// strTxt
			// 
			this.strTxt.Location = new System.Drawing.Point(43, 47);
			this.strTxt.Name = "strTxt";
			this.strTxt.Size = new System.Drawing.Size(339, 19);
			this.strTxt.TabIndex = 3;
			// 
			// fontNameTxt
			// 
			this.fontNameTxt.Location = new System.Drawing.Point(80, 248);
			this.fontNameTxt.Name = "fontNameTxt";
			this.fontNameTxt.Size = new System.Drawing.Size(238, 19);
			this.fontNameTxt.TabIndex = 15;
			// 
			// fontSizeTxt
			// 
			this.fontSizeTxt.Location = new System.Drawing.Point(84, 276);
			this.fontSizeTxt.Name = "fontSizeTxt";
			this.fontSizeTxt.Size = new System.Drawing.Size(71, 19);
			this.fontSizeTxt.TabIndex = 17;
			this.fontSizeTxt.TextAlign = System.Windows.Forms.HorizontalAlignment.Right;
			// 
			// fontColorTxt
			// 
			this.fontColorTxt.Location = new System.Drawing.Point(251, 275);
			this.fontColorTxt.Name = "fontColorTxt";
			this.fontColorTxt.Size = new System.Drawing.Size(100, 19);
			this.fontColorTxt.TabIndex = 21;
			// 
			// alphaTxt
			// 
			this.alphaTxt.Location = new System.Drawing.Point(43, 409);
			this.alphaTxt.Name = "alphaTxt";
			this.alphaTxt.Size = new System.Drawing.Size(100, 19);
			this.alphaTxt.TabIndex = 25;
			this.alphaTxt.TextAlign = System.Windows.Forms.HorizontalAlignment.Right;
			// 
			// foregroundRb
			// 
			this.foregroundRb.AutoSize = true;
			this.foregroundRb.Location = new System.Drawing.Point(32, 14);
			this.foregroundRb.Name = "foregroundRb";
			this.foregroundRb.Size = new System.Drawing.Size(80, 16);
			this.foregroundRb.TabIndex = 0;
			this.foregroundRb.TabStop = true;
			this.foregroundRb.Text = "前面に配置";
			this.foregroundRb.UseVisualStyleBackColor = true;
			// 
			// backgroundRb
			// 
			this.backgroundRb.AutoSize = true;
			this.backgroundRb.Location = new System.Drawing.Point(152, 14);
			this.backgroundRb.Name = "backgroundRb";
			this.backgroundRb.Size = new System.Drawing.Size(80, 16);
			this.backgroundRb.TabIndex = 1;
			this.backgroundRb.TabStop = true;
			this.backgroundRb.Text = "背面に配置";
			this.backgroundRb.UseVisualStyleBackColor = true;
			// 
			// fillStrRb
			// 
			this.fillStrRb.AutoSize = true;
			this.fillStrRb.Location = new System.Drawing.Point(32, 14);
			this.fillStrRb.Name = "fillStrRb";
			this.fillStrRb.Size = new System.Drawing.Size(95, 16);
			this.fillStrRb.TabIndex = 0;
			this.fillStrRb.TabStop = true;
			this.fillStrRb.Text = "塗りつぶし描画";
			this.fillStrRb.UseVisualStyleBackColor = true;
			// 
			// strokeStrRb
			// 
			this.strokeStrRb.AutoSize = true;
			this.strokeStrRb.Location = new System.Drawing.Point(152, 14);
			this.strokeStrRb.Name = "strokeStrRb";
			this.strokeStrRb.Size = new System.Drawing.Size(71, 16);
			this.strokeStrRb.TabIndex = 1;
			this.strokeStrRb.TabStop = true;
			this.strokeStrRb.Text = "枠線描画";
			this.strokeStrRb.UseVisualStyleBackColor = true;
			// 
			// g1
			// 
			this.g1.Controls.Add(this.backgroundRb);
			this.g1.Controls.Add(this.foregroundRb);
			this.g1.Location = new System.Drawing.Point(24, 156);
			this.g1.Name = "g1";
			this.g1.Size = new System.Drawing.Size(376, 38);
			this.g1.TabIndex = 12;
			this.g1.TabStop = false;
			// 
			// g2
			// 
			this.g2.Controls.Add(this.fillStrRb);
			this.g2.Controls.Add(this.strokeStrRb);
			this.g2.Location = new System.Drawing.Point(24, 314);
			this.g2.Name = "g2";
			this.g2.Size = new System.Drawing.Size(376, 38);
			this.g2.TabIndex = 23;
			this.g2.TabStop = false;
			// 
			// WatermarkStrDlg
			// 
			this.AcceptButton = this.okBtn;
			this.AutoScaleDimensions = new System.Drawing.SizeF(6F, 12F);
			this.AutoScaleMode = System.Windows.Forms.AutoScaleMode.Font;
			this.CancelButton = this.cancelBtn;
			this.ClientSize = new System.Drawing.Size(436, 492);
			this.Controls.Add(this.g2);
			this.Controls.Add(this.g1);
			this.Controls.Add(this.alphaUnitLbl);
			this.Controls.Add(this.alphaTxt);
			this.Controls.Add(this.alphaLbl);
			this.Controls.Add(this.label1);
			this.Controls.Add(this.fontSizeCautionLbl);
			this.Controls.Add(this.fontColorTxt);
			this.Controls.Add(this.fontColorLbl);
			this.Controls.Add(this.fontSizeUnitLbl);
			this.Controls.Add(this.fontSizeTxt);
			this.Controls.Add(this.fontSizeLbl);
			this.Controls.Add(this.fontNameTxt);
			this.Controls.Add(this.fontNameLbl);
			this.Controls.Add(this.fontLbl);
			this.Controls.Add(this.posYUnitLbl);
			this.Controls.Add(this.posXUnitLbl);
			this.Controls.Add(this.posYTxt);
			this.Controls.Add(this.posXTxt);
			this.Controls.Add(this.posYLbl);
			this.Controls.Add(this.posXLbl);
			this.Controls.Add(this.posLbl);
			this.Controls.Add(this.StrCautionLbl);
			this.Controls.Add(this.strTxt);
			this.Controls.Add(this.StrLbl);
			this.Controls.Add(this.cancelBtn);
			this.Controls.Add(this.okBtn);
			this.FormBorderStyle = System.Windows.Forms.FormBorderStyle.FixedDialog;
			this.MaximizeBox = false;
			this.MinimizeBox = false;
			this.Name = "WatermarkStrDlg";
			this.Text = "透かし(文字列)";
			this.Shown += new System.EventHandler(this.WatermarkStrDlg_Shown);
			this.g1.ResumeLayout(false);
			this.g1.PerformLayout();
			this.g2.ResumeLayout(false);
			this.g2.PerformLayout();
			this.ResumeLayout(false);
			this.PerformLayout();

		}

		#endregion

		private System.Windows.Forms.Button okBtn;
		private System.Windows.Forms.Button cancelBtn;
		private System.Windows.Forms.Label StrLbl;
		private System.Windows.Forms.Label StrCautionLbl;
		private System.Windows.Forms.Label posLbl;
		private System.Windows.Forms.Label posXLbl;
		private System.Windows.Forms.Label posYLbl;
		private System.Windows.Forms.Label posXUnitLbl;
		private System.Windows.Forms.Label posYUnitLbl;
		private System.Windows.Forms.Label fontLbl;
		private System.Windows.Forms.Label fontNameLbl;
		private System.Windows.Forms.Label fontSizeLbl;
		private System.Windows.Forms.Label fontSizeUnitLbl;
		private System.Windows.Forms.Label fontColorLbl;
		private System.Windows.Forms.Label fontSizeCautionLbl;
		private System.Windows.Forms.Label label1;
		private System.Windows.Forms.Label alphaLbl;
		private System.Windows.Forms.Label alphaUnitLbl;
		private System.Windows.Forms.TextBox strTxt;
		private System.Windows.Forms.TextBox posXTxt;
		private System.Windows.Forms.TextBox posYTxt;
		private System.Windows.Forms.TextBox fontNameTxt;
		private System.Windows.Forms.TextBox fontSizeTxt;
		private System.Windows.Forms.TextBox fontColorTxt;
		private System.Windows.Forms.TextBox alphaTxt;
		private System.Windows.Forms.RadioButton foregroundRb;
		private System.Windows.Forms.RadioButton backgroundRb;
		private System.Windows.Forms.RadioButton fillStrRb;
		private System.Windows.Forms.RadioButton strokeStrRb;
		private System.Windows.Forms.GroupBox g1;
		private System.Windows.Forms.GroupBox g2;
	}
}



sample/C#/FormApp/Imager/WatermarkStrDlg.resx
 
  
   
     
     
       
         
           
             
               
                 
              
               
               
               
               
            
          
           
             
               
               
            
          
           
             
               
                 
                 
              
               
               
               
               
            
          
           
             
               
                 
              
               
            
          
        
      
    
  
   
     text/microsoft-resx
  
   
     2.0
  
   
     System.Resources.ResXResourceReader, System.Windows.Forms, Version=2.0.0.0, Culture=neutral, PublicKeyToken=b77a5c561934e089
  
   
     System.Resources.ResXResourceWriter, System.Windows.Forms, Version=2.0.0.0, Culture=neutral, PublicKeyToken=b77a5c561934e089
  




sample/C/toJPEG/resource.h
//{{NO_DEPENDENCIES}}
// Microsoft Visual C++ generated include file.
// Used by toJPEG.rc
//
#define IDI_ICON1                       101
#define IDI_MICON                       101
#define IDI_IMGR                        101

// Next default values for new objects
// 
#ifdef APSTUDIO_INVOKED
#ifndef APSTUDIO_READONLY_SYMBOLS
#define _APS_NEXT_RESOURCE_VALUE        102
#define _APS_NEXT_COMMAND_VALUE         40001
#define _APS_NEXT_CONTROL_VALUE         1001
#define _APS_NEXT_SYMED_VALUE           101
#endif
#endif




sample/C/toJPEG/toJPEG.c
/*
**	toJPEG Sample application
*/
/*
Copyright(c) 2014-2018 株式会社トラスト・ソフトウェア・システム,All Rights Reserved.
*/

#include <stdio.h>
#include "ImagerLp.h"


#pragma comment(lib,"PdfImagerLP.lib")

/* コールバック関数 */
void __stdcall RenderingCB(int pageNum)
{
	printf("ページ %d のレンダリング開始\n", pageNum);
}
void WINAPI ProgressCB(int lines, int totalLines)
{
	printf("%d / %d 行処理終了\n", lines, totalLines);
}

int main(int argc, char* argv[])
{
	int		pages;
	int		res, ret = 0;

	/*初期化*/
	switch(MlpInitialize(TEXT("0-W0H6-7H5GKW7E336R"))){	/*適切なライセンスキーに替えてください。*/
	case  MLP_ALREADY_INITIALIZED:
		printf("既に初期化されています。\n");
		return 1;
	case MLP_NOT_INITIALIZED:
		printf("初期化できませんでした。\n");
		return 1;
	case MLP_LICENSE_ERROR:
		printf("ライセンスが不正です。\n");
		return 1;
	}

	/*ライセンス情報*/
	MlpShowLicenseInfo();

	/*初期化ファイル*/
	switch(MlpLoadInitFile(TEXT("../../init.xml"))){
	case MLP_NOT_INITIALIZED:
		printf("初期化されていません。\n");
		return 3;
	case MLP_INIT_FILE_OPEN_ERROR:
		printf("初期化ファイルを読めません。\n");
		ret = 3;
		goto end_proc2;
	}

	/*オープン*/
	switch(MlpOpenDoc(TEXT("../../../doc/PdfImager-LP.pdf"), TEXT(""), TEXT(""))){
	case MLP_NOT_INITIALIZED:
		printf("初期化されていません。\n");
		return 4;
	case MLP_ALREADY_OPENED:
		printf("既にオープンしています。\n");
		ret = 4;
		goto end_proc2;
	case MLP_FILE_OPEN_ERROR:
		printf("オープンできません。\n");
		ret = 4;
		goto end_proc2;
	case MLP_FILE_IS_NOT_PDF:
		printf("PDFではありません。\n");
		ret = 4;
		goto end_proc2;
	case MLP_FILE_NOT_DECRYPTED:
		printf("復号できませんでした。\n");
		ret = 4;
		goto end_proc2;
	}

	/*PDFのページ数*/
	pages = MlpPageCount();
	if(pages < 0){
		printf("エラー\n");
		ret = 5;
		goto end_proc1;
	}else if(pages == 0){
		printf("ページがありません。\n");
		ret = 5;
		goto end_proc1;
	}else{
		printf("\"%s\"の総ページ数は %d です。\n", "PdfImager-LP.pdf", pages);
	}

	/*コールバック関数指定*/
	MlpSetCallbackFunc(MLP_RENDERING_CB, 0, RenderingCB);
	MlpSetCallbackFunc(MLP_PROGRESS_CB, 500, ProgressCB);

	/*サイズ指定*/
	MlpSetPictureSize(0, 30, MLP_PICTURE_UNIT_PERCENT);

	/*画像の設定*/
#if	1
	/*出力画像をRGBカラー画像にする*/
	res = MlpSetPictureRGB();
	if(res){
		printf("出力画像をRGBカラー画像に設定できません。\n");
		ret = 2;
		goto end_proc2;
	}
#elif	0
	/*出力画像をグレースケールにする*/
	res = MlpSetPictureGray();
	if(res){
		printf("グレースケールに設定できません。\n");
		ret = 2;
		goto end_proc2;
	}
#endif

	/*解像度*/
	MlpSetPicture(MLP_RESOLUTION_DPI, 150);

	/*画像品質*/
	MlpSetPicture(MLP_JPEG_QUALITY, 75);

	/*画像作成*/
	switch(ret = MlpCreatePict(1, TEXT("out.jpg"))){
	case MLP_PDF_HAS_NOT_PAGE:
		printf("ページがありません。\n");
		ret = 6;
		break;
	case MLP_INVALID_PAGE_NUMBER:
		printf("ページ数が不正です。\n");
		ret = 6;
		break;
	case MLP_NO_OUTPUT_FILE:
		printf("出力画像を指定してください。\n");
		ret = 6;
		break;
	case MLP_TOO_LARGE_PIXEL:
		printf("画像が大きすぎます。\n");
		ret = 6;
		break;
	case MLP_DRAW_ERROR:
		printf("画像作成に失敗しました。\n");
		ret = 6;
		break;
	default:
		if(ret < 0){
			printf("画像作成に失敗(%d)\n", ret);
			ret = 4;
		}
		break;
	}

	/*PNG画像出力*/
//	MlpCreatePict(1, "out.png");

	/*文書クローズ*/
end_proc1:
	MlpCloseDoc();

	/*後始末*/
end_proc2:
	MlpUninitialize();

	return ret;
}





sample/C/toJPEG/toJPEG.rc
// Microsoft Visual C++ generated resource script.
//
#include "resource.h"

#define APSTUDIO_READONLY_SYMBOLS
/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
//
// Generated from the TEXTINCLUDE 2 resource.
//
#include "afxres.h"

/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
#undef APSTUDIO_READONLY_SYMBOLS

/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
// 日本語 resources

#if !defined(AFX_RESOURCE_DLL) || defined(AFX_TARG_JPN)
#ifdef _WIN32
LANGUAGE LANG_JAPANESE, SUBLANG_DEFAULT
#pragma code_page(932)
#endif //_WIN32

#ifdef APSTUDIO_INVOKED
/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
//
// TEXTINCLUDE
//

1 TEXTINCLUDE 
BEGIN
    "resource.h\0"
END

2 TEXTINCLUDE 
BEGIN
    "#include ""afxres.h""\r\n"
    "\0"
END

3 TEXTINCLUDE 
BEGIN
    "\r\n"
    "\0"
END

#endif    // APSTUDIO_INVOKED


/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
//
// Version
//

VS_VERSION_INFO VERSIONINFO
 FILEVERSION 1,0,0,1
 PRODUCTVERSION 1,0,0,1
 FILEFLAGSMASK 0x17L
#ifdef _DEBUG
 FILEFLAGS 0x1L
#else
 FILEFLAGS 0x0L
#endif
 FILEOS 0x4L
 FILETYPE 0x1L
 FILESUBTYPE 0x0L
BEGIN
    BLOCK "StringFileInfo"
    BEGIN
        BLOCK "041104b0"
        BEGIN
            VALUE "CompanyName", "株式会社トラスト・ソフトウェア・システム"
            VALUE "FileDescription", "toJPEG アプリケーション"
            VALUE "FileVersion", "1, 0, 0, 1"
            VALUE "InternalName", "toJPEG"
            VALUE "LegalCopyright", "Copyright (C)株式会社トラスト・ソフトウェア・システム,All Rights Reserved."
            VALUE "OriginalFilename", "toJPEG.exe"
            VALUE "ProductName", "toJPEG アプリケーション"
            VALUE "ProductVersion", "1, 0, 0, 1"
        END
    END
    BLOCK "VarFileInfo"
    BEGIN
        VALUE "Translation", 0x411, 1200
    END
END


/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
//
// Icon
//

// Icon with lowest ID value placed first to ensure application icon
// remains consistent on all systems.
IDI_IMGR                ICON                    "..\\..\\ImagerIcon.ico"
#endif    // 日本語 resources
/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////



#ifndef APSTUDIO_INVOKED
/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
//
// Generated from the TEXTINCLUDE 3 resource.
//


/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
#endif    // not APSTUDIO_INVOKED





sample/C/toJPEG/toJPEG.sln

Microsoft Visual Studio Solution File, Format Version 12.00
# Visual Studio 14
VisualStudioVersion = 14.0.25420.1
MinimumVisualStudioVersion = 10.0.40219.1
Project("{8BC9CEB8-8B4A-11D0-8D11-00A0C91BC942}") = "toJPEG", "toJPEG.vcxproj", "{99C2F6BB-A85E-4835-833F-5A78ECE58F15}"
EndProject
Global
	GlobalSection(SolutionConfigurationPlatforms) = preSolution
		Debug|x64 = Debug|x64
		Release|x64 = Release|x64
	EndGlobalSection
	GlobalSection(ProjectConfigurationPlatforms) = postSolution
		{99C2F6BB-A85E-4835-833F-5A78ECE58F15}.Debug|x64.ActiveCfg = Debug|x64
		{99C2F6BB-A85E-4835-833F-5A78ECE58F15}.Debug|x64.Build.0 = Debug|x64
		{99C2F6BB-A85E-4835-833F-5A78ECE58F15}.Release|x64.ActiveCfg = Release|x64
		{99C2F6BB-A85E-4835-833F-5A78ECE58F15}.Release|x64.Build.0 = Release|x64
	EndGlobalSection
	GlobalSection(SolutionProperties) = preSolution
		HideSolutionNode = FALSE
	EndGlobalSection
EndGlobal




sample/C/toJPEG/toJPEG.vcxproj
 
   
     
       Debug
       x64
    
     
       Release
       x64
    
  
   
     {99C2F6BB-A85E-4835-833F-5A78ECE58F15}
     toJPEG
     Win32Proj
  
   
   
     Application
     false
     v140
     MultiByte
     true
  
   
     Application
     true
     v140
     MultiByte
  
   
   
  
   
     
  
   
     
  
   
   
     14.0.25431.1
  
   
     true
  
   
     false
  
   
     
       Disabled
       ../../../include;%(AdditionalIncludeDirectories)
       WIN32;_DEBUG;_CONSOLE;%(PreprocessorDefinitions)
       EnableFastChecks
       MultiThreadedDebugDLL
       
      
       Level3
       ProgramDatabase
    
     
       ../../../lib;%(AdditionalLibraryDirectories)
       true
       Console
    
  
   
     
       MaxSpeed
       true
       ../../../include;%(AdditionalIncludeDirectories)
       WIN32;NDEBUG;_CONSOLE;%(PreprocessorDefinitions)
       MultiThreadedDLL
       true
       
      
       Level3
       ProgramDatabase
    
     
       ../../../lib;%(AdditionalLibraryDirectories)
       true
       Console
       true
       true
       UseLinkTimeCodeGeneration
    
  
   
     
  
   
     
  
   
     
  
   
     
  
   
     
  
   
   
  




sample/C/toJPEG/toJPEG.vcxproj.filters
 
   
     
       {4FC737F1-C7A5-4376-A066-2A32D752A2FF}
       cpp;c;cc;cxx;def;odl;idl;hpj;bat;asm;asmx
    
     
       {93995380-89BD-4b04-88EB-625FBE52EBFB}
       h;hpp;hxx;hm;inl;inc;xsd
    
     
       {67DA6AB6-F800-4c08-8B7A-83BB121AAD01}
       rc;ico;cur;bmp;dlg;rc2;rct;bin;rgs;gif;jpg;jpeg;jpe;resx;tiff;tif;png;wav
    
  
   
     
       ソース ファイル
    
  
   
     
       ヘッダー ファイル
    
  
   
     
       リソース ファイル
    
  
   
     
       リソース ファイル
    
  
   
     
  




sample/C/toTiff/resource.h
//{{NO_DEPENDENCIES}}
// Microsoft Visual C++ generated include file.
// Used by toTiff.rc
//
#define IDI_ICON1                       101
#define IDI_IMGR                        101

// Next default values for new objects
// 
#ifdef APSTUDIO_INVOKED
#ifndef APSTUDIO_READONLY_SYMBOLS
#define _APS_NEXT_RESOURCE_VALUE        102
#define _APS_NEXT_COMMAND_VALUE         40001
#define _APS_NEXT_CONTROL_VALUE         1001
#define _APS_NEXT_SYMED_VALUE           101
#endif
#endif




sample/C/toTiff/toTiff.c
/*
**	toTiff Sample application
*/
/*
Copyright(c) 2014-2018 株式会社トラスト・ソフトウェア・システム,All Rights Reserved.
*/

#include <stdio.h>
#include "ImagerLp.h"

#pragma comment(lib,"PdfImagerLP.lib")

/* コールバック関数 */
void __stdcall RenderingCB(int pageNum)
{
	printf("ページ %d のレンダリング開始\n", pageNum);
}
void WINAPI ProgressCB(int lines, int totalLines)
{
	printf("%d / %d 行処理終了\n", lines, totalLines);
}

int main(int argc, char* argv[])
{
	int		ret = 0;

	/*初期化*/
	switch(MlpInitialize(TEXT("0-W0H6-7H5GKW7E336R"))){	/*適切なライセンスキーに替えてください。*/
	case  MLP_ALREADY_INITIALIZED:
		printf("既に初期化されています。\n");
		return 1;
	case MLP_NOT_INITIALIZED:
		printf("初期化できませんでした。\n");
		return 1;
	case MLP_LICENSE_ERROR:
		printf("ライセンスが不正です。\n");
		return 1;
	}

	/*オープン*/
	switch(MlpOpenDoc(TEXT("../../../doc/PdfImager-LP.pdf"), NULL, NULL)){
	case MLP_NOT_INITIALIZED:
		printf("初期化されていません。\n");
		return 2;
	case MLP_ALREADY_OPENED:
		printf("既にオープンしています。\n");
		ret = 2;
		goto end_proc;
	case MLP_FILE_OPEN_ERROR:
		printf("オープンできません。\n");
		ret = 2;
		goto end_proc;
	case MLP_FILE_IS_NOT_PDF:
		printf("PDFではありません。\n");
		ret = 2;
		goto end_proc;
	case MLP_FILE_NOT_DECRYPTED:
		printf("復号できませんでした。\n");
		ret = 2;
		goto end_proc;
	}

	/*コールバック関数指定*/
	MlpSetCallbackFunc(MLP_RENDERING_CB, 0, RenderingCB);
	MlpSetCallbackFunc(MLP_PROGRESS_CB, 500, ProgressCB);

	/*サイズ指定*/
	MlpSetPictureSize(0, 30, MLP_PICTURE_UNIT_PERCENT);

	/*
	 * 画像設定
	 */
	/*RGBカラー*/
#if	0
	MlpSetPictureRGB();				/*既定の設定*/
#elif	1
	MlpSetPictureGray();
#elif	0
	MlpSetPictureDither();
#elif	0
	MlpSetPictureBW();
#endif

	/*圧縮*/
#if	0
	MlpSetPicture(MLP_COMPRESS_DEFLATE);	/*既定の圧縮*/
#elif	1
	MlpSetPicture(MLP_COMPRESS_JPEG);
//	MlpSetPicture(MLP_COMPRESS_JPEG, 50);	/*画像の品質を同時に指定する場合*/
#elif	0
	MlpSetPicture(MLP_COMPRESS_LZW);
#elif	0
	MlpSetPicture(MLP_COMPRESS_NONE);		/*圧縮しない*/
#endif

	/*解像度*/
	MlpSetPicture(MLP_RESOLUTION_DPI, 150);	/*既定の解像度*/

	/*JPEG画質*/
	MlpSetPicture(MLP_JPEG_QUALITY, 75);	/*既定の品質*/

	/*画像作成*/
	switch(ret = MlpCreatePict(1, TEXT("out.tiff"))){
	case MLP_PDF_HAS_NOT_PAGE:
		printf("ページがありません。\n");
		ret = 3;
		break;
	case MLP_INVALID_PAGE_NUMBER:
		printf("ページ数が不正です。\n");
		ret = 3;
		break;
	case MLP_NO_OUTPUT_FILE:
		printf("出力画像を指定してください。\n");
		ret = 3;
		break;
	case MLP_TOO_LARGE_PIXEL:
		printf("画像が大きすぎます。\n");
		ret = 3;
		break;
	case MLP_DRAW_ERROR:
		printf("画像作成に失敗しました。\n");
		ret = 3;
		break;
	case MLP_INVALID_PICT_TYPE:
		printf("無効な画像形式です。\n");
		ret = 3;
		break;
	default:
		if(ret<0){
			printf("画像作成に失敗(%d)\n", ret);
			ret = 4;
		}
		break;
	}

	/*文書クローズ*/
	MlpCloseDoc();

	/*後始末*/
end_proc:
	MlpUninitialize();

	return ret;
}




sample/C/toTiff/toTiff.rc
// Microsoft Visual C++ generated resource script.
//
#include "resource.h"

#define APSTUDIO_READONLY_SYMBOLS
/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
//
// Generated from the TEXTINCLUDE 2 resource.
//
#include "afxres.h"

/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
#undef APSTUDIO_READONLY_SYMBOLS

/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
// 日本語 resources

#if !defined(AFX_RESOURCE_DLL) || defined(AFX_TARG_JPN)
#ifdef _WIN32
LANGUAGE LANG_JAPANESE, SUBLANG_DEFAULT
#pragma code_page(932)
#endif //_WIN32

#ifdef APSTUDIO_INVOKED
/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
//
// TEXTINCLUDE
//

1 TEXTINCLUDE 
BEGIN
    "resource.h\0"
END

2 TEXTINCLUDE 
BEGIN
    "#include ""afxres.h""\r\n"
    "\0"
END

3 TEXTINCLUDE 
BEGIN
    "\r\n"
    "\0"
END

#endif    // APSTUDIO_INVOKED


/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
//
// Version
//

VS_VERSION_INFO VERSIONINFO
 FILEVERSION 1,0,0,1
 PRODUCTVERSION 1,0,0,1
 FILEFLAGSMASK 0x17L
#ifdef _DEBUG
 FILEFLAGS 0x1L
#else
 FILEFLAGS 0x0L
#endif
 FILEOS 0x4L
 FILETYPE 0x1L
 FILESUBTYPE 0x0L
BEGIN
    BLOCK "StringFileInfo"
    BEGIN
        BLOCK "041104b0"
        BEGIN
            VALUE "CompanyName", "株式会社トラスト・ソフトウェア・システム"
            VALUE "FileDescription", "toTiff アプリケーション"
            VALUE "FileVersion", "1, 0, 0, 1"
            VALUE "InternalName", "toTiff"
            VALUE "LegalCopyright", "Copyright (C)株式会社トラスト・ソフトウェア・システム,All Rights Reserved."
            VALUE "OriginalFilename", "toTiff.exe"
            VALUE "ProductName", "toTiff アプリケーション"
            VALUE "ProductVersion", "1, 0, 0, 1"
        END
    END
    BLOCK "VarFileInfo"
    BEGIN
        VALUE "Translation", 0x411, 1200
    END
END


/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
//
// Icon
//

// Icon with lowest ID value placed first to ensure application icon
// remains consistent on all systems.
IDI_IMGR                ICON                    "..\\..\\ImagerIcon.ico"
#endif    // 日本語 resources
/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////



#ifndef APSTUDIO_INVOKED
/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
//
// Generated from the TEXTINCLUDE 3 resource.
//


/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
#endif    // not APSTUDIO_INVOKED





sample/C/toTiff/toTiff.sln

Microsoft Visual Studio Solution File, Format Version 12.00
# Visual Studio 14
VisualStudioVersion = 14.0.25420.1
MinimumVisualStudioVersion = 10.0.40219.1
Project("{8BC9CEB8-8B4A-11D0-8D11-00A0C91BC942}") = "toTiff", "toTiff.vcxproj", "{24469E02-1525-4CF6-BE0D-B5FEB2011E5F}"
EndProject
Global
	GlobalSection(SolutionConfigurationPlatforms) = preSolution
		Debug|x64 = Debug|x64
		Release|x64 = Release|x64
	EndGlobalSection
	GlobalSection(ProjectConfigurationPlatforms) = postSolution
		{24469E02-1525-4CF6-BE0D-B5FEB2011E5F}.Debug|x64.ActiveCfg = Debug|x64
		{24469E02-1525-4CF6-BE0D-B5FEB2011E5F}.Debug|x64.Build.0 = Debug|x64
		{24469E02-1525-4CF6-BE0D-B5FEB2011E5F}.Release|x64.ActiveCfg = Release|x64
		{24469E02-1525-4CF6-BE0D-B5FEB2011E5F}.Release|x64.Build.0 = Release|x64
	EndGlobalSection
	GlobalSection(SolutionProperties) = preSolution
		HideSolutionNode = FALSE
	EndGlobalSection
EndGlobal




sample/C/toTiff/toTiff.vcxproj
 
   
     
       Debug
       x64
    
     
       Release
       x64
    
  
   
     {24469E02-1525-4CF6-BE0D-B5FEB2011E5F}
     toTiff
     Win32Proj
  
   
   
     Application
     v140
     MultiByte
     true
  
   
     Application
     v140
     MultiByte
     true
  
   
     Application
     v140
     Unicode
  
   
   
  
   
     
  
   
     
  
   
   
     14.0.25431.1
  
   
     true
  
   
     false
  
   
     
       Disabled
       ../../../include;%(AdditionalIncludeDirectories)
       WIN32;_DEBUG;_CONSOLE;%(PreprocessorDefinitions)
       EnableFastChecks
       MultiThreadedDebugDLL
       
      
       Level3
       ProgramDatabase
    
     
       ../../../lib;%(AdditionalLibraryDirectories)
       true
       Console
    
  
   
     
       MaxSpeed
       true
       ../../../include;%(AdditionalIncludeDirectories)
       WIN32;NDEBUG;_CONSOLE;%(PreprocessorDefinitions)
       MultiThreadedDLL
       true
       
      
       Level3
       ProgramDatabase
    
     
       ../../../lib;%(AdditionalLibraryDirectories)
       true
       Console
       true
       true
       UseLinkTimeCodeGeneration
    
  
   
     
  
   
     
  
   
     
  
   
     
  
   
   
  




sample/C/toTiff/toTiff.vcxproj.filters
 
   
     
       {4FC737F1-C7A5-4376-A066-2A32D752A2FF}
       cpp;c;cc;cxx;def;odl;idl;hpj;bat;asm;asmx
    
     
       {93995380-89BD-4b04-88EB-625FBE52EBFB}
       h;hpp;hxx;hm;inl;inc;xsd
    
     
       {67DA6AB6-F800-4c08-8B7A-83BB121AAD01}
       rc;ico;cur;bmp;dlg;rc2;rct;bin;rgs;gif;jpg;jpeg;jpe;resx;tiff;tif;png;wav
    
  
   
     
       ソース ファイル
    
  
   
     
       ヘッダー ファイル
    
  
   
     
       リソース ファイル
    
  
   
     
       リソース ファイル
    
  




sample/C/toTiffMulti/toTiffMulti.sln

Microsoft Visual Studio Solution File, Format Version 12.00
# Visual Studio 14
VisualStudioVersion = 14.0.25420.1
MinimumVisualStudioVersion = 10.0.40219.1
Project("{8BC9CEB8-8B4A-11D0-8D11-00A0C91BC942}") = "toTiffMulti", "toTiffMulti\toTiffMulti.vcxproj", "{24FAB6E6-522D-4FA8-9936-8FA63A25D873}"
EndProject
Project("{8BC9CEB8-8B4A-11D0-8D11-00A0C91BC942}") = "toTiffMultiList", "toTiffMultiList\toTiffMultiList.vcxproj", "{4F57A7AB-F53B-4F19-89D3-1B7A04BC5F52}"
EndProject
Global
	GlobalSection(SolutionConfigurationPlatforms) = preSolution
		Debug|x64 = Debug|x64
		Release|x64 = Release|x64
	EndGlobalSection
	GlobalSection(ProjectConfigurationPlatforms) = postSolution
		{24FAB6E6-522D-4FA8-9936-8FA63A25D873}.Debug|x64.ActiveCfg = Debug|x64
		{24FAB6E6-522D-4FA8-9936-8FA63A25D873}.Debug|x64.Build.0 = Debug|x64
		{24FAB6E6-522D-4FA8-9936-8FA63A25D873}.Release|x64.ActiveCfg = Release|x64
		{24FAB6E6-522D-4FA8-9936-8FA63A25D873}.Release|x64.Build.0 = Release|x64
		{4F57A7AB-F53B-4F19-89D3-1B7A04BC5F52}.Debug|x64.ActiveCfg = Debug|x64
		{4F57A7AB-F53B-4F19-89D3-1B7A04BC5F52}.Debug|x64.Build.0 = Debug|x64
		{4F57A7AB-F53B-4F19-89D3-1B7A04BC5F52}.Release|x64.ActiveCfg = Release|x64
		{4F57A7AB-F53B-4F19-89D3-1B7A04BC5F52}.Release|x64.Build.0 = Release|x64
	EndGlobalSection
	GlobalSection(SolutionProperties) = preSolution
		HideSolutionNode = FALSE
	EndGlobalSection
EndGlobal




sample/C/toTiffMulti/toTiffMulti/resource.h
//{{NO_DEPENDENCIES}}
// Microsoft Visual C++ generated include file.
// Used by toTiffMulti.rc
//
#define IDI_ICON1                       101
#define IDI_IMGR                        101

// Next default values for new objects
// 
#ifdef APSTUDIO_INVOKED
#ifndef APSTUDIO_READONLY_SYMBOLS
#define _APS_NEXT_RESOURCE_VALUE        102
#define _APS_NEXT_COMMAND_VALUE         40001
#define _APS_NEXT_CONTROL_VALUE         1001
#define _APS_NEXT_SYMED_VALUE           101
#endif
#endif




sample/C/toTiffMulti/toTiffMulti/toTiffMulti.c
/*
**	toTiffMulti Sample application
*/
/*
Copyright(c) 2014-2018 株式会社トラスト・ソフトウェア・システム,All Rights Reserved.
*/

#include <stdio.h>
#include <Windows.h>
#include "ImagerLp.h"


#pragma comment(lib,"PdfImagerLP.lib")

/* コールバック関数 */
void __stdcall RenderingCB(int pageNum)
{
	printf("ページ %d のレンダリング開始\n", pageNum);
}
void WINAPI ProgressCB(int lines, int totalLines)
{
	printf("%d / %d 行処理終了\n", lines, totalLines);
}

int main(int argc, char* argv[])
{
	int		ret = 0;

	/*初期化*/
	switch(MlpInitialize(TEXT("0-W0H6-7H5GKW7E336R"))){	/*適切なライセンスキーに替えてください。*/
	case  MLP_ALREADY_INITIALIZED:
		printf("既に初期化されています。\n");
		return 1;
	case MLP_NOT_INITIALIZED:
		printf("初期化できませんでした。\n");
		return 1;
	case MLP_LICENSE_ERROR:
		printf("ライセンスが不正です。\n");
		return 1;
	}

	/*すべてのバージョンのPDF文書を許容*/
	MlpSetPicture(MLP_ALLOW_PDF_ALL);

	/*オープン*/
	switch(MlpOpenDoc(TEXT("../../../../doc/PdfImager-LP.pdf"), NULL, NULL)){
	case MLP_NOT_INITIALIZED:
		printf("初期化されていません。\n");
		return 2;
	case MLP_ALREADY_OPENED:
		printf("既にオープンしています。\n");
		ret = 2;
		goto end_proc;
	case MLP_FILE_OPEN_ERROR:
		printf("オープンできません。\n");
		ret = 2;
		goto end_proc;
	case MLP_FILE_IS_NOT_PDF:
		printf("PDFではありません。\n");
		ret = 2;
		goto end_proc;
	case MLP_FILE_NOT_DECRYPTED:
		printf("復号できませんでした。\n");
		ret = 2;
		goto end_proc;
	}

	/*コールバック関数指定*/
	MlpSetCallbackFunc(MLP_RENDERING_CB, 0, RenderingCB);
	MlpSetCallbackFunc(MLP_PROGRESS_CB, 500, ProgressCB);

	/*サイズ指定*/
	MlpSetPictureSize(0, 30, MLP_PICTURE_UNIT_PERCENT);

	/*
	 * 画像設定
	 */
	/*RGBカラー*/
#if	1
	MlpSetPictureRGB();				/*既定の設定*/
#elif	0
	MlpSetPictureGray();
#elif	0
	MlpSetPictureDither();
#elif	0
	MlpSetPictureBW();
#endif

	/*圧縮*/
#if	0
	MlpSetPicture(MLP_COMPRESS_DEFLATE);	/*既定の圧縮*/
#elif	1
	MlpSetPicture(MLP_COMPRESS_JPEG);
//	MlpSetPicture(MLP_COMPRESS_JPEG, 50);	/*画像の品質を同時に指定する場合*/
#elif	0
	MlpSetPicture(MLP_COMPRESS_LZW);
#elif	0
	MlpSetPicture(MLP_COMPRESS_NONE);		/*圧縮しない*/
#endif

	/*解像度*/
	MlpSetPicture(MLP_RESOLUTION_DPI, 150);	/*既定の解像度*/

	/*JPEG画質*/
	MlpSetPicture(MLP_JPEG_QUALITY, 75);	/*既定の品質*/

	/*画像作成*/
#if	1
	switch(ret = MlpCreateTiffRange(0, -1, TEXT("outm.tiff"))){	/*ページの順番：昇順*/
#else
	switch(ret = MlpCreateTiffRange(-1, 0, TEXT("outm.tiff"))){	/*ページの順番：降順*/
#endif
	case MLP_PDF_HAS_NOT_PAGE:
		printf("ページがありません。\n");
		ret = 3;
		break;
	case MLP_INVALID_PAGE_NUMBER:
		printf("ページ数が不正です。\n");
		ret = 3;
		break;
	case MLP_NO_OUTPUT_FILE:
		printf("出力画像を指定してください。\n");
		ret = 3;
		break;
	case MLP_TOO_LARGE_PIXEL:
		printf("画像が大きすぎます。\n");
		ret = 3;
		break;
	case MLP_DRAW_ERROR:
		printf("画像作成に失敗しました。\n");
		ret = 3;
		break;
	case MLP_INVALID_PICT_TYPE:
		printf("無効な画像形式です。\n");
		ret = 3;
		break;
	default:
		if(ret < 0){ printf("画像作成に失敗(%d)\n", ret); ret = 4; }
		else   { printf("%dページのTIFF画像を作成\n", ret); ret = 0; }
		break;
	}

	/*文書クローズ*/
	MlpCloseDoc();

	/*後始末*/
end_proc:
	MlpUninitialize();

	return ret;
}





sample/C/toTiffMulti/toTiffMulti/toTiffMulti.rc
// Microsoft Visual C++ generated resource script.
//
#include "resource.h"

#define APSTUDIO_READONLY_SYMBOLS
/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
//
// Generated from the TEXTINCLUDE 2 resource.
//
#include "afxres.h"

/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
#undef APSTUDIO_READONLY_SYMBOLS

/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
// 日本語 resources

#if !defined(AFX_RESOURCE_DLL) || defined(AFX_TARG_JPN)
#ifdef _WIN32
LANGUAGE LANG_JAPANESE, SUBLANG_DEFAULT
#pragma code_page(932)
#endif //_WIN32

#ifdef APSTUDIO_INVOKED
/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
//
// TEXTINCLUDE
//

1 TEXTINCLUDE 
BEGIN
    "resource.h\0"
END

2 TEXTINCLUDE 
BEGIN
    "#include ""afxres.h""\r\n"
    "\0"
END

3 TEXTINCLUDE 
BEGIN
    "\r\n"
    "\0"
END

#endif    // APSTUDIO_INVOKED


/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
//
// Version
//

VS_VERSION_INFO VERSIONINFO
 FILEVERSION 1,0,0,1
 PRODUCTVERSION 1,0,0,1
 FILEFLAGSMASK 0x17L
#ifdef _DEBUG
 FILEFLAGS 0x1L
#else
 FILEFLAGS 0x0L
#endif
 FILEOS 0x4L
 FILETYPE 0x1L
 FILESUBTYPE 0x0L
BEGIN
    BLOCK "StringFileInfo"
    BEGIN
        BLOCK "041104b0"
        BEGIN
            VALUE "CompanyName", "株式会社トラスト・ソフトウェア・システム"
            VALUE "FileDescription", "toTiffMulti アプリケーション"
            VALUE "FileVersion", "1, 0, 0, 1"
            VALUE "InternalName", "toTiffMulti"
            VALUE "LegalCopyright", "Copyright (C)株式会社トラスト・ソフトウェア・システム,All Rights Reserved."
            VALUE "OriginalFilename", "toTiffMulti.exe"
            VALUE "ProductName", "toTiffMulti アプリケーション"
            VALUE "ProductVersion", "1, 0, 0, 1"
        END
    END
    BLOCK "VarFileInfo"
    BEGIN
        VALUE "Translation", 0x411, 1200
    END
END


/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
//
// Icon
//

// Icon with lowest ID value placed first to ensure application icon
// remains consistent on all systems.
IDI_IMGR                ICON                    "..\\..\\..\\ImagerIcon.ico"
#endif    // 日本語 resources
/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////



#ifndef APSTUDIO_INVOKED
/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
//
// Generated from the TEXTINCLUDE 3 resource.
//


/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
#endif    // not APSTUDIO_INVOKED





sample/C/toTiffMulti/toTiffMulti/toTiffMulti.vcxproj
 
   
     
       Debug
       x64
    
     
       Release
       x64
    
  
   
     {24FAB6E6-522D-4FA8-9936-8FA63A25D873}
     toTiffMulti
     Win32Proj
  
   
   
     Application
     false
     v140
     MultiByte
     true
  
   
     Application
     true
     v140
     MultiByte
  
   
   
  
   
     
  
   
     
  
   
   
     14.0.25431.1
  
   
     true
  
   
     false
  
   
     
       Disabled
       ../../../../include;%(AdditionalIncludeDirectories)
       WIN32;_DEBUG;_CONSOLE;%(PreprocessorDefinitions)
       EnableFastChecks
       MultiThreadedDebugDLL
       
      
       Level3
       ProgramDatabase
    
     
       ../../../../lib;%(AdditionalLibraryDirectories)
       true
       Console
    
  
   
     
       MaxSpeed
       true
       ../../../../include;%(AdditionalIncludeDirectories)
       WIN32;NDEBUG;_CONSOLE;%(PreprocessorDefinitions)
       MultiThreadedDLL
       true
       
      
       Level3
       ProgramDatabase
    
     
       ../../../../lib;%(AdditionalLibraryDirectories)
       true
       Console
       true
       true
       UseLinkTimeCodeGeneration
    
  
   
     
  
   
     
  
   
     
  
   
     
  
   
   
  




sample/C/toTiffMulti/toTiffMulti/toTiffMulti.vcxproj.filters
 
   
     
       {4FC737F1-C7A5-4376-A066-2A32D752A2FF}
       cpp;c;cc;cxx;def;odl;idl;hpj;bat;asm;asmx
    
     
       {93995380-89BD-4b04-88EB-625FBE52EBFB}
       h;hpp;hxx;hm;inl;inc;xsd
    
     
       {67DA6AB6-F800-4c08-8B7A-83BB121AAD01}
       rc;ico;cur;bmp;dlg;rc2;rct;bin;rgs;gif;jpg;jpeg;jpe;resx;tiff;tif;png;wav
    
  
   
     
       ソース ファイル
    
  
   
     
       ヘッダー ファイル
    
  
   
     
       リソース ファイル
    
  
   
     
       リソース ファイル
    
  




sample/C/toTiffMulti/toTiffMultiList/resource.h
//{{NO_DEPENDENCIES}}
// Microsoft Visual C++ generated include file.
// Used by toTiffMultiList.rc
//
#define IDI_ICON1                       101
#define IDI_IMGR                        101

// Next default values for new objects
// 
#ifdef APSTUDIO_INVOKED
#ifndef APSTUDIO_READONLY_SYMBOLS
#define _APS_NEXT_RESOURCE_VALUE        102
#define _APS_NEXT_COMMAND_VALUE         40001
#define _APS_NEXT_CONTROL_VALUE         1001
#define _APS_NEXT_SYMED_VALUE           101
#endif
#endif




sample/C/toTiffMulti/toTiffMultiList/toTiffMultiList.c
/*
**	toTiffMultiList Sample application
*/
/*
Copyright(c) 2014-2018 株式会社トラスト・ソフトウェア・システム,All Rights Reserved.
*/

#include <stdio.h>
#include <Windows.h>
#include "ImagerLp.h"


#pragma comment(lib,"PdfImagerLP.lib")

/* コールバック関数 */
void __stdcall RenderingCB(int pageNum)
{
	printf("ページ %d のレンダリング開始\n", pageNum);
}
void WINAPI ProgressCB(int lines, int totalLines)
{
	printf("%d / %d 行処理終了\n", lines, totalLines);
}

int main(int argc, char* argv[])
{
	int		ret = 0;

	/*初期化*/
	switch(MlpInitialize(TEXT("0-W0H6-7H5GKW7E336R"))){	/*適切なライセンスキーに替えてください。*/
	case  MLP_ALREADY_INITIALIZED:
		printf("既に初期化されています。\n");
		return 1;
	case MLP_NOT_INITIALIZED:
		printf("初期化できませんでした。\n");
		return 1;
	case MLP_LICENSE_ERROR:
		printf("ライセンスが不正です。\n");
		return 1;
	}

	/*オープン*/
	switch(MlpOpenDoc(TEXT("../../../../doc/PdfImager-LP.pdf"), NULL, NULL)){
	case MLP_NOT_INITIALIZED:
		printf("初期化されていません。\n");
		ret = 2;
		goto end_proc;
	case MLP_ALREADY_OPENED:
		printf("既にオープンしています。\n");
		ret = 2;
		goto end_proc;
	case MLP_FILE_OPEN_ERROR:
		printf("オープンできません。\n");
		ret = 2;
		goto end_proc;
	case MLP_FILE_IS_NOT_PDF:
		printf("PDFではありません。\n");
		ret = 2;
		goto end_proc;
	case MLP_FILE_NOT_DECRYPTED:
		printf("復号できませんでした。\n");
		ret = 2;
	}

	/*コールバック関数指定*/
	MlpSetCallbackFunc(MLP_RENDERING_CB, 0, RenderingCB);
	MlpSetCallbackFunc(MLP_PROGRESS_CB, 500, ProgressCB);

	/*サイズ指定*/
	MlpSetPictureSize(0, 30, MLP_PICTURE_UNIT_PERCENT);

	/*
	 * 画像設定
	 */
	/*RGBカラー*/
#if	1
	MlpSetPictureRGB();				/*既定の設定*/
#elif	0
	MlpSetPictureGray();
#elif	0
	MlpSetPictureDither();
#elif	0
	MlpSetPictureBW();
#endif

	/*圧縮*/
#if	0
	MlpSetPicture(MLP_COMPRESS_DEFLATE);	/*既定の圧縮*/
#elif	1
	MlpSetPicture(MLP_COMPRESS_JPEG);
//	MlpSetPicture(MLP_COMPRESS_JPEG, 50);	/*画像の品質を同時に指定する場合*/
#elif	0
	MlpSetPicture(MLP_COMPRESS_LZW);
#elif	0
	MlpSetPicture(MLP_COMPRESS_NONE);		/*圧縮しない*/
#endif

	/*解像度*/
	MlpSetPicture(MLP_RESOLUTION_DPI, 150);	/*既定の解像度*/

	/*JPEG画質*/
	MlpSetPicture(MLP_JPEG_QUALITY, 75);	/*既定の品質*/

	/*画像作成*/
	switch(ret = MlpCreateTiffMulti(TEXT("1,4-6"), TEXT("outl.tiff"))){
	case MLP_PDF_HAS_NOT_PAGE:
		printf("ページがありません。\n");
		ret = 3;
		break;
	case MLP_INVALID_PAGE_NUMBER:
		printf("ページ指定が不正です。\n");
		ret = 3;
		break;
	case MLP_NO_OUTPUT_FILE:
		printf("出力画像を指定してください。\n");
		ret = 3;
		break;
	case MLP_TOO_LARGE_PIXEL:
		printf("画像が大きすぎます。\n");
		ret = 3;
		break;
	case MLP_DRAW_ERROR:
		printf("画像作成に失敗しました。\n");
		ret = 3;
		break;
	case MLP_INVALID_PICT_TYPE:
		printf("無効な画像形式です。\n");
		ret = 3;
		break;
	default:
		if(ret < 0){ printf("画像作成に失敗(%d)\n", ret); ret = 4; }
		else   { printf("%dページのTIFF画像を作成\n", ret); ret = 0; }
		break;
	}

	/*文書クローズ*/
	MlpCloseDoc();

	/*後始末*/
end_proc:
	MlpUninitialize();

	return ret;
}




sample/C/toTiffMulti/toTiffMultiList/toTiffMultiList.rc
// Microsoft Visual C++ generated resource script.
//
#include "resource.h"

#define APSTUDIO_READONLY_SYMBOLS
/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
//
// Generated from the TEXTINCLUDE 2 resource.
//
#include "afxres.h"

/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
#undef APSTUDIO_READONLY_SYMBOLS

/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
// 日本語 resources

#if !defined(AFX_RESOURCE_DLL) || defined(AFX_TARG_JPN)
#ifdef _WIN32
LANGUAGE LANG_JAPANESE, SUBLANG_DEFAULT
#pragma code_page(932)
#endif //_WIN32

#ifdef APSTUDIO_INVOKED
/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
//
// TEXTINCLUDE
//

1 TEXTINCLUDE 
BEGIN
    "resource.h\0"
END

2 TEXTINCLUDE 
BEGIN
    "#include ""afxres.h""\r\n"
    "\0"
END

3 TEXTINCLUDE 
BEGIN
    "\r\n"
    "\0"
END

#endif    // APSTUDIO_INVOKED


/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
//
// Version
//

VS_VERSION_INFO VERSIONINFO
 FILEVERSION 1,0,0,1
 PRODUCTVERSION 1,0,0,1
 FILEFLAGSMASK 0x17L
#ifdef _DEBUG
 FILEFLAGS 0x1L
#else
 FILEFLAGS 0x0L
#endif
 FILEOS 0x4L
 FILETYPE 0x1L
 FILESUBTYPE 0x0L
BEGIN
    BLOCK "StringFileInfo"
    BEGIN
        BLOCK "041104b0"
        BEGIN
            VALUE "CompanyName", "株式会社トラスト・ソフトウェア・システム"
            VALUE "FileDescription", "toTiffMu アプリケーション"
            VALUE "FileVersion", "1, 0, 0, 1"
            VALUE "InternalName", "toTiffMultiList"
            VALUE "LegalCopyright", "Copyright (C)株式会社トラスト・ソフトウェア・システム,All Rights Reserved."
            VALUE "OriginalFilename", "toTiffMultiList.exe"
            VALUE "ProductName", "toTiffMultiList アプリケーション"
            VALUE "ProductVersion", "1, 0, 0, 1"
        END
    END
    BLOCK "VarFileInfo"
    BEGIN
        VALUE "Translation", 0x411, 1200
    END
END


/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
//
// Icon
//

// Icon with lowest ID value placed first to ensure application icon
// remains consistent on all systems.
IDI_IMGR                ICON                    "..\\..\\..\\ImagerIcon.ico"
#endif    // 日本語 resources
/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////



#ifndef APSTUDIO_INVOKED
/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
//
// Generated from the TEXTINCLUDE 3 resource.
//


/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
#endif    // not APSTUDIO_INVOKED





sample/C/toTiffMulti/toTiffMultiList/toTiffMultiList.vcxproj
 
   
     
       Debug
       x64
    
     
       Release
       x64
    
  
   
     {4F57A7AB-F53B-4F19-89D3-1B7A04BC5F52}
     toTiffMultiList
     Win32Proj
  
   
   
     Application
     false
     v140
     MultiByte
     true
  
   
     Application
     true
     v140
     MultiByte
  
   
   
  
   
     
  
   
     
  
   
   
     14.0.25431.1
  
   
     true
  
   
     false
  
   
     
       Disabled
       ../../../../include;%(AdditionalIncludeDirectories)
       WIN32;_DEBUG;_CONSOLE;%(PreprocessorDefinitions)
       EnableFastChecks
       MultiThreadedDebugDLL
       
      
       Level3
       ProgramDatabase
    
     
       ../../../../lib;%(AdditionalLibraryDirectories)
       true
       Console
    
  
   
     
       MaxSpeed
       true
       ../../../../include;%(AdditionalIncludeDirectories)
       WIN32;NDEBUG;_CONSOLE;%(PreprocessorDefinitions)
       MultiThreadedDLL
       true
       
      
       Level3
       ProgramDatabase
    
     
       ../../../../lib;%(AdditionalLibraryDirectories)
       true
       Console
       true
       true
       UseLinkTimeCodeGeneration
    
  
   
     
  
   
     
  
   
     
  
   
     
  
   
   
  




sample/C/toTiffMulti/toTiffMultiList/toTiffMultiList.vcxproj.filters
 
   
     
       {4FC737F1-C7A5-4376-A066-2A32D752A2FF}
       cpp;c;cc;cxx;def;odl;idl;hpj;bat;asm;asmx
    
     
       {93995380-89BD-4b04-88EB-625FBE52EBFB}
       h;hpp;hxx;hm;inl;inc;xsd
    
     
       {67DA6AB6-F800-4c08-8B7A-83BB121AAD01}
       rc;ico;cur;bmp;dlg;rc2;rct;bin;rgs;gif;jpg;jpeg;jpe;resx;tiff;tif;png;wav
    
  
   
     
       ソース ファイル
    
  
   
     
       ヘッダー ファイル
    
  
   
     
       リソース ファイル
    
  
   
     
       リソース ファイル
    
  




sample/C++/ConsoleApp/toJPEG/resource.h
//{{NO_DEPENDENCIES}}
// Microsoft Visual C++ generated include file.
// Used by toJPEG.rc
//
#define IDI_ICON1                       101
#define IDI_IMGR                        101

// Next default values for new objects
// 
#ifdef APSTUDIO_INVOKED
#ifndef APSTUDIO_READONLY_SYMBOLS
#define _APS_NEXT_RESOURCE_VALUE        102
#define _APS_NEXT_COMMAND_VALUE         40001
#define _APS_NEXT_CONTROL_VALUE         1001
#define _APS_NEXT_SYMED_VALUE           101
#endif
#endif




sample/C++/ConsoleApp/toJPEG/toJPEG.cpp

sample/C++/ConsoleApp/toJPEG/toJPEG.cpp
/*

**  toJPEG Sample application

*/

/*

Copyright(c) 2014-2018 株式会社トラスト・ソフトウェア・システム, All Rights Reserved.

*/



#include <stdio.h>

#include <Windows.h>

#include "ImagerLp.h"





#pragma comment(lib,"PdfImagerLP.lib")



/* コールバック関数 */

void __stdcall RenderingCB(int pageNum)

{

    printf("ページ %d のレンダリング開始\n", pageNum);

}

void WINAPI ProgressCB(int lines, int totalLines)

{

    printf("%d / %d 行処理終了\n", lines, totalLines);

}



int main(int argc, char* argv[])

{

    int     ret = 0;



    switch(MlpInitialize(TEXT("0-W0H6-7H5GKW7E336R"))){ /*正しいライセンスキーに替えてください。*/

    case  MLP_ALREADY_INITIALIZED:

        printf("既に初期化されています。\n");

        return 1;

    case MLP_NOT_INITIALIZED:

        printf("初期化できませんでした。\n");

        return 1;

    case MLP_LICENSE_ERROR:

        printf("ライセンスが不正です。\n");

        return 1;

    }



#if 0

    //出力画像をグレースケールにする

    if(MlpSetPictureGray()){

        printf("グレースケールに変更できません。\n");

        ret = 2;

        goto end_proc;

    }

#endif



    //ライセンス情報

    MlpShowLicenseInfo();



    //初期化ファイル

    switch(MlpLoadInitFile(TEXT("../../../init.xml"))){

    case MLP_NOT_INITIALIZED:

        printf("初期化されていません。\n");

        return 3;

    case MLP_INIT_FILE_OPEN_ERROR:

        printf("初期化ファイルを読めません。\n");

    }



    //オープン

    switch(MlpOpenDoc(TEXT("../../../../doc/PdfImager-LP.pdf"), NULL, NULL)){

    case MLP_NOT_INITIALIZED:

        printf("初期化されていません。\n");

        return 4;

    case MLP_ALREADY_OPENED:

        printf("既にオープンしています。\n");

        ret = 4;

        goto end_proc;

    case MLP_FILE_OPEN_ERROR:

        printf("オープンできません。\n");

        ret = 4;

        goto end_proc;

    case MLP_FILE_IS_NOT_PDF:

        printf("PDFではありません。\n");

        ret = 4;

        goto end_proc;

    case MLP_FILE_NOT_DECRYPTED:

        printf("復号できませんでした。\n");

        ret = 4;

        goto end_proc;

    }



    //PDFのページ数

    int pages = MlpPageCount();

    if(pages < 0){

        printf("エラー\n");

        ret = 5;

        goto end_proc;

    }else if(pages == 0){

        printf("ページがありません。\n");

        ret = 5;

        goto end_proc;

    }else{

        printf("\"%s\"の総ページ数は %d です。\n", "PdfImager-LP.pdf", pages);

    }



    /*コールバック関数指定*/

    MlpSetCallbackFunc(MLP_RENDERING_CB, 0, RenderingCB);

    MlpSetCallbackFunc(MLP_PROGRESS_CB, 500, ProgressCB);



    /*サイズ指定*/

    MlpSetPictureSize(0, 30, MLP_PICTURE_UNIT_PERCENT);



    /*

     * 画像設定

     */

    //RGBカラー

#if 1

    MlpSetPictureRGB();                 //既定の設定

#elif   0

    MlpSetPictureGray();

#endif



    //解像度

    MlpSetPicture(MLP_RESOLUTION_DPI, 150); //既定の解像度



    //JPEG画像品質

    MlpSetPicture(MLP_JPEG_QUALITY, 75);    //既定の品質



    //画像作成

    switch(ret = MlpCreatePict(1, TEXT("out.jpg"))){

    case MLP_PDF_HAS_NOT_PAGE:

        printf("ページがありません。\n");

        ret = 6;

        goto end_proc;

    case MLP_INVALID_PAGE_NUMBER:

        printf("ページ数が不正です。\n");

        ret = 6;

        goto end_proc;

    case MLP_NO_OUTPUT_FILE:

        printf("出力画像を指定してください。\n");

        ret = 6;

        goto end_proc;

    case MLP_TOO_LARGE_PIXEL:

        printf("画像が大きすぎます。\n");

        ret = 6;

        goto end_proc;

    case MLP_DRAW_ERROR:

        printf("画像作成に失敗しました。\n");

        ret = 6;

        goto end_proc;

    default:

        if(ret < 0){

            printf("画像作成に失敗(%d)\n", ret);

            ret = 4;

        }

        break;

    }



    //PNG画像作成

    //MlpCreatePict(1, "out.png");



    //文書クローズ

    MlpCloseDoc();



    //後始末

end_proc:

    MlpUninitialize();



    return ret;

}






sample/C++/ConsoleApp/toJPEG/toJPEG.rc
// Microsoft Visual C++ generated resource script.
//
#include "resource.h"

#define APSTUDIO_READONLY_SYMBOLS
/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
//
// Generated from the TEXTINCLUDE 2 resource.
//
#include "afxres.h"

/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
#undef APSTUDIO_READONLY_SYMBOLS

/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
// 日本語 resources

#if !defined(AFX_RESOURCE_DLL) || defined(AFX_TARG_JPN)
#ifdef _WIN32
LANGUAGE LANG_JAPANESE, SUBLANG_DEFAULT
#pragma code_page(932)
#endif //_WIN32

#ifdef APSTUDIO_INVOKED
/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
//
// TEXTINCLUDE
//

1 TEXTINCLUDE 
BEGIN
    "resource.h\0"
END

2 TEXTINCLUDE 
BEGIN
    "#include ""afxres.h""\r\n"
    "\0"
END

3 TEXTINCLUDE 
BEGIN
    "\r\n"
    "\0"
END

#endif    // APSTUDIO_INVOKED


/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
//
// Version
//

VS_VERSION_INFO VERSIONINFO
 FILEVERSION 1,0,0,1
 PRODUCTVERSION 1,0,0,1
 FILEFLAGSMASK 0x17L
#ifdef _DEBUG
 FILEFLAGS 0x1L
#else
 FILEFLAGS 0x0L
#endif
 FILEOS 0x4L
 FILETYPE 0x1L
 FILESUBTYPE 0x0L
BEGIN
    BLOCK "StringFileInfo"
    BEGIN
        BLOCK "041104b0"
        BEGIN
            VALUE "CompanyName", "株式会社トラスト・ソフトウェア・システム"
            VALUE "FileDescription", "toJPEG アプリケーション"
            VALUE "FileVersion", "1, 0, 0, 1"
            VALUE "InternalName", "toJPEG"
            VALUE "LegalCopyright", "Copyright (C)株式会社トラスト・ソフトウェア・システム,All Rights Reserved."
            VALUE "OriginalFilename", "toJPEG.exe"
            VALUE "ProductName", "toJPEG アプリケーション"
            VALUE "ProductVersion", "1, 0, 0, 1"
        END
    END
    BLOCK "VarFileInfo"
    BEGIN
        VALUE "Translation", 0x411, 1200
    END
END


/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
//
// Icon
//

// Icon with lowest ID value placed first to ensure application icon
// remains consistent on all systems.
IDI_IMGR                ICON                    "..\\..\\..\\ImagerIcon.ico"
#endif    // 日本語 resources
/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////



#ifndef APSTUDIO_INVOKED
/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
//
// Generated from the TEXTINCLUDE 3 resource.
//


/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
#endif    // not APSTUDIO_INVOKED





sample/C++/ConsoleApp/toJPEG/toJPEG.sln

Microsoft Visual Studio Solution File, Format Version 12.00
# Visual Studio 14
VisualStudioVersion = 14.0.25420.1
MinimumVisualStudioVersion = 10.0.40219.1
Project("{8BC9CEB8-8B4A-11D0-8D11-00A0C91BC942}") = "toJPEG", "toJPEG.vcxproj", "{99C2F6BB-A85E-4835-833F-5A78ECE58F15}"
EndProject
Global
	GlobalSection(SolutionConfigurationPlatforms) = preSolution
		Debug|x64 = Debug|x64
		Release|x64 = Release|x64
	EndGlobalSection
	GlobalSection(ProjectConfigurationPlatforms) = postSolution
		{99C2F6BB-A85E-4835-833F-5A78ECE58F15}.Debug|x64.ActiveCfg = Debug|x64
		{99C2F6BB-A85E-4835-833F-5A78ECE58F15}.Debug|x64.Build.0 = Debug|x64
		{99C2F6BB-A85E-4835-833F-5A78ECE58F15}.Release|x64.ActiveCfg = Release|x64
		{99C2F6BB-A85E-4835-833F-5A78ECE58F15}.Release|x64.Build.0 = Release|x64
	EndGlobalSection
	GlobalSection(SolutionProperties) = preSolution
		HideSolutionNode = FALSE
	EndGlobalSection
EndGlobal




sample/C++/ConsoleApp/toJPEG/toJPEG.vcxproj
 
   
     
       Debug
       x64
    
     
       Release
       x64
    
  
   
     {99C2F6BB-A85E-4835-833F-5A78ECE58F15}
     toJPEG
     Win32Proj
  
   
   
     Application
     false
     v140
     MultiByte
     true
  
   
     Application
     true
     v140
     MultiByte
  
   
   
  
   
     
  
   
     
  
   
   
     14.0.25431.1
  
   
     true
  
   
     false
  
   
     
       Disabled
       ../../../../include;%(AdditionalIncludeDirectories)
       WIN32;_DEBUG;_CONSOLE;%(PreprocessorDefinitions)
       EnableFastChecks
       MultiThreadedDebugDLL
       
      
       Level3
       ProgramDatabase
    
     
       ../../../../lib;%(AdditionalLibraryDirectories)
       true
       Console
    
  
   
     
       MaxSpeed
       true
       ../../../../include;%(AdditionalIncludeDirectories)
       WIN32;NDEBUG;_CONSOLE;%(PreprocessorDefinitions)
       MultiThreadedDLL
       true
       
      
       Level3
       ProgramDatabase
    
     
       ../../../../lib;%(AdditionalLibraryDirectories)
       true
       Console
       true
       true
       UseLinkTimeCodeGeneration
    
  
   
     
  
   
     
  
   
     
  
   
     
  
   
     
  
   
   
  




sample/C++/ConsoleApp/toJPEG/toJPEG.vcxproj.filters
 
   
     
       {4FC737F1-C7A5-4376-A066-2A32D752A2FF}
       cpp;c;cc;cxx;def;odl;idl;hpj;bat;asm;asmx
    
     
       {93995380-89BD-4b04-88EB-625FBE52EBFB}
       h;hpp;hxx;hm;inl;inc;xsd
    
     
       {67DA6AB6-F800-4c08-8B7A-83BB121AAD01}
       rc;ico;cur;bmp;dlg;rc2;rct;bin;rgs;gif;jpg;jpeg;jpe;resx;tiff;tif;png;wav
    
  
   
     
       ソース ファイル
    
  
   
     
       ヘッダー ファイル
    
  
   
     
       リソース ファイル
    
  
   
     
       リソース ファイル
    
  
   
     
  




sample/C++/ConsoleApp/toTiff/resource.h
//{{NO_DEPENDENCIES}}
// Microsoft Visual C++ generated include file.
// Used by toTiff.rc
//
#define IDI_ICON1                       101
#define IDI_IMGR                        101

// Next default values for new objects
// 
#ifdef APSTUDIO_INVOKED
#ifndef APSTUDIO_READONLY_SYMBOLS
#define _APS_NEXT_RESOURCE_VALUE        102
#define _APS_NEXT_COMMAND_VALUE         40001
#define _APS_NEXT_CONTROL_VALUE         1001
#define _APS_NEXT_SYMED_VALUE           101
#endif
#endif




sample/C++/ConsoleApp/toTiff/toTiff.cpp

sample/C++/ConsoleApp/toTiff/toTiff.cpp
/*

**  toTiff Sample application

*/

/*

Copyright(c)2014-2018 株式会社トラスト・ソフトウェア・システム, All Rights Reserved.

*/



#include <stdio.h>

#include <Windows.h>

#include "ImagerLp.h"





#pragma comment(lib,"PdfImagerLP.lib")



/* コールバック関数 */

void __stdcall RenderingCB(int pageNum)

{

    printf("ページ %d のレンダリング開始\n", pageNum);

}

void WINAPI ProgressCB(int lines, int totalLines)

{

    printf("%d / %d 行処理終了\n", lines, totalLines);

}



int main(int argc, char* argv[])

{

    int     ret = 0;



    //初期化

    switch(MlpInitialize(TEXT("0-W0H6-7H5GKW7E336R"))){ /*正しいライセンスキーに替えてください。*/

    case  MLP_ALREADY_INITIALIZED:

        printf("既に初期化されています。\n");

        return 1;

    case MLP_NOT_INITIALIZED:

        printf("初期化できませんでした。\n");

        return 1;

    case MLP_LICENSE_ERROR:

        printf("ライセンスが不正です。\n");

        return 1;

    }



    //オープン

    switch(MlpOpenDoc(TEXT("../../../../doc/PdfImager-LP.pdf"), NULL, NULL)){

    case MLP_NOT_INITIALIZED:

        printf("初期化されていません。\n");

        return 2;

    case MLP_ALREADY_OPENED:

        printf("既にオープンしています。\n");

        ret = 2;

        goto end_proc;

    case MLP_FILE_OPEN_ERROR:

        printf("オープンできません。\n");

        ret = 2;

        goto end_proc;

    case MLP_FILE_IS_NOT_PDF:

        printf("PDFではありません。\n");

        ret = 2;

        goto end_proc;

    case MLP_FILE_NOT_DECRYPTED:

        printf("復号できませんでした。\n");

        ret = 2;

        goto end_proc;

    }



    /*コールバック関数指定*/

    MlpSetCallbackFunc(MLP_RENDERING_CB, 0, RenderingCB);

    MlpSetCallbackFunc(MLP_PROGRESS_CB, 500, ProgressCB);



    /*サイズ指定*/

    MlpSetPictureSize(0, 30, MLP_PICTURE_UNIT_PERCENT);



    /*

     * 画像設定

     */

    //RGBカラー

#if 1

    MlpSetPictureRGB();                 //既定の設定

#elif   0

    MlpSetPictureGray();

#elif   0

    MlpSetPictureDither();

#elif   0

    MlpSetPictureBW();

#endif



    //圧縮

#if 0

    MlpSetPicture(MLP_COMPRESS_DEFLATE);    //既定の圧縮

#elif   1

    MlpSetPicture(MLP_COMPRESS_JPEG);

//  MlpSetPicture(MLP_COMPRESS_JPEG, 50);   //画像の品質を同時に指定する場合

#elif   0

    MlpSetPicture(MLP_COMPRESS_LZW);

#elif   0

    MlpSetPicture(MLP_COMPRESS_NONE);       //圧縮しない

#endif



    //解像度

    MlpSetPicture(MLP_RESOLUTION_DPI, 150); //既定の解像度



    //JPEG画質

    MlpSetPicture(MLP_JPEG_QUALITY, 75);    //既定の品質



    //画像作成

    switch(ret = MlpCreatePict(1, TEXT("out.tiff"))){

    case MLP_PDF_HAS_NOT_PAGE:

        printf("ページがありません。\n");

        ret = 3;

        goto end_proc;

    case MLP_INVALID_PAGE_NUMBER:

        printf("ページ数が不正です。\n");

        ret = 3;

        goto end_proc;

    case MLP_NO_OUTPUT_FILE:

        printf("出力画像を指定してください。\n");

        ret = 3;

        goto end_proc;

    case MLP_TOO_LARGE_PIXEL:

        printf("画像が大きすぎます。\n");

        ret = 3;

        goto end_proc;

    case MLP_DRAW_ERROR:

        printf("画像作成に失敗しました。\n");

        ret = 3;

        goto end_proc;

    case MLP_INVALID_PICT_TYPE:

        printf("無効な画像形式です。\n");

        ret = 3;

        break;

    default:

        if(ret < 0){

            printf("画像作成に失敗(%d)\n", ret);

            ret = 4;

        }

        break;

    }



    //文書クローズ

    MlpCloseDoc();



    //後始末

end_proc:

    MlpUninitialize();



    return ret;

}




sample/C++/ConsoleApp/toTiff/toTiff.rc
// Microsoft Visual C++ generated resource script.
//
#include "resource.h"

#define APSTUDIO_READONLY_SYMBOLS
/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
//
// Generated from the TEXTINCLUDE 2 resource.
//
#include "afxres.h"

/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
#undef APSTUDIO_READONLY_SYMBOLS

/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
// 日本語 resources

#if !defined(AFX_RESOURCE_DLL) || defined(AFX_TARG_JPN)
#ifdef _WIN32
LANGUAGE LANG_JAPANESE, SUBLANG_DEFAULT
#pragma code_page(932)
#endif //_WIN32

#ifdef APSTUDIO_INVOKED
/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
//
// TEXTINCLUDE
//

1 TEXTINCLUDE 
BEGIN
    "resource.h\0"
END

2 TEXTINCLUDE 
BEGIN
    "#include ""afxres.h""\r\n"
    "\0"
END

3 TEXTINCLUDE 
BEGIN
    "\r\n"
    "\0"
END

#endif    // APSTUDIO_INVOKED


/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
//
// Version
//

VS_VERSION_INFO VERSIONINFO
 FILEVERSION 1,0,0,1
 PRODUCTVERSION 1,0,0,1
 FILEFLAGSMASK 0x17L
#ifdef _DEBUG
 FILEFLAGS 0x1L
#else
 FILEFLAGS 0x0L
#endif
 FILEOS 0x4L
 FILETYPE 0x1L
 FILESUBTYPE 0x0L
BEGIN
    BLOCK "StringFileInfo"
    BEGIN
        BLOCK "041104b0"
        BEGIN
            VALUE "CompanyName", "株式会社トラスト・ソフトウェア・システム"
            VALUE "FileDescription", "toTiff アプリケーション"
            VALUE "FileVersion", "1, 0, 0, 1"
            VALUE "InternalName", "toTiff"
            VALUE "LegalCopyright", "Copyright(C)株式会社トラスト・ソフトウェア・システム,All Rights Reserved."
            VALUE "OriginalFilename", "toTiff.exe"
            VALUE "ProductName", "toTiff アプリケーション"
            VALUE "ProductVersion", "1, 0, 0, 1"
        END
    END
    BLOCK "VarFileInfo"
    BEGIN
        VALUE "Translation", 0x411, 1200
    END
END


/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
//
// Icon
//

// Icon with lowest ID value placed first to ensure application icon
// remains consistent on all systems.
IDI_IMGR                ICON                    "..\\..\\..\\ImagerIcon.ico"
#endif    // 日本語 resources
/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////



#ifndef APSTUDIO_INVOKED
/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
//
// Generated from the TEXTINCLUDE 3 resource.
//


/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
#endif    // not APSTUDIO_INVOKED





sample/C++/ConsoleApp/toTiff/toTiff.sln

Microsoft Visual Studio Solution File, Format Version 12.00
# Visual Studio 14
VisualStudioVersion = 14.0.25420.1
MinimumVisualStudioVersion = 10.0.40219.1
Project("{8BC9CEB8-8B4A-11D0-8D11-00A0C91BC942}") = "toTiff", "toTiff.vcxproj", "{B69D0B55-427F-4DF8-8E8A-6810E637726D}"
EndProject
Global
	GlobalSection(SolutionConfigurationPlatforms) = preSolution
		Debug|x64 = Debug|x64
		Release|x64 = Release|x64
	EndGlobalSection
	GlobalSection(ProjectConfigurationPlatforms) = postSolution
		{B69D0B55-427F-4DF8-8E8A-6810E637726D}.Debug|x64.ActiveCfg = Debug|x64
		{B69D0B55-427F-4DF8-8E8A-6810E637726D}.Debug|x64.Build.0 = Debug|x64
		{B69D0B55-427F-4DF8-8E8A-6810E637726D}.Release|x64.ActiveCfg = Release|x64
		{B69D0B55-427F-4DF8-8E8A-6810E637726D}.Release|x64.Build.0 = Release|x64
	EndGlobalSection
	GlobalSection(SolutionProperties) = preSolution
		HideSolutionNode = FALSE
	EndGlobalSection
EndGlobal




sample/C++/ConsoleApp/toTiff/toTiff.vcxproj
 
   
     
       Debug
       x64
    
     
       Release
       x64
    
  
   
     {B69D0B55-427F-4DF8-8E8A-6810E637726D}
     toTiff
     Win32Proj
  
   
   
     Application
     false
     v140
     MultiByte
     true
  
   
     Application
     true
     v140
     MultiByte
  
   
   
  
   
     
  
   
     
  
   
   
     14.0.25431.1
  
   
     true
  
   
     false
  
   
     
       Disabled
       ../../../../include;%(AdditionalIncludeDirectories)
       WIN32;_DEBUG;_CONSOLE;%(PreprocessorDefinitions)
       EnableFastChecks
       MultiThreadedDebugDLL
       
      
       Level3
       ProgramDatabase
    
     
       ../../../../lib;%(AdditionalLibraryDirectories)
       true
       Console
    
  
   
     
       MaxSpeed
       true
       ../../../../include;%(AdditionalIncludeDirectories)
       WIN32;NDEBUG;_CONSOLE;%(PreprocessorDefinitions)
       MultiThreadedDLL
       true
       
      
       Level3
       ProgramDatabase
    
     
       ../../../../lib;%(AdditionalLibraryDirectories)
       true
       Console
       true
       true
       UseLinkTimeCodeGeneration
    
  
   
     
  
   
     
  
   
     
  
   
     
  
   
   
  




sample/C++/ConsoleApp/toTiff/toTiff.vcxproj.filters
 
   
     
       {4FC737F1-C7A5-4376-A066-2A32D752A2FF}
       cpp;c;cc;cxx;def;odl;idl;hpj;bat;asm;asmx
    
     
       {93995380-89BD-4b04-88EB-625FBE52EBFB}
       h;hpp;hxx;hm;inl;inc;xsd
    
     
       {67DA6AB6-F800-4c08-8B7A-83BB121AAD01}
       rc;ico;cur;bmp;dlg;rc2;rct;bin;rgs;gif;jpg;jpeg;jpe;resx;tiff;tif;png;wav
    
  
   
     
       ソース ファイル
    
  
   
     
       ヘッダー ファイル
    
  
   
     
       リソース ファイル
    
  
   
     
       リソース ファイル
    
  




sample/C++/ConsoleApp/toTiffMulti/toTiffMulti.sln

Microsoft Visual Studio Solution File, Format Version 12.00
# Visual Studio 14
VisualStudioVersion = 14.0.25420.1
MinimumVisualStudioVersion = 10.0.40219.1
Project("{8BC9CEB8-8B4A-11D0-8D11-00A0C91BC942}") = "toTiffMulti", "toTiffMulti\toTiffMulti.vcxproj", "{2280B746-5641-4514-8882-E0DE79FF2B4A}"
EndProject
Project("{8BC9CEB8-8B4A-11D0-8D11-00A0C91BC942}") = "toTiffMultiList", "toTiffMultiList\toTiffMultiList.vcxproj", "{3E8EDE26-D681-4807-B554-A56A94960410}"
EndProject
Global
	GlobalSection(SolutionConfigurationPlatforms) = preSolution
		Debug|x64 = Debug|x64
		Release|x64 = Release|x64
	EndGlobalSection
	GlobalSection(ProjectConfigurationPlatforms) = postSolution
		{2280B746-5641-4514-8882-E0DE79FF2B4A}.Debug|x64.ActiveCfg = Debug|x64
		{2280B746-5641-4514-8882-E0DE79FF2B4A}.Debug|x64.Build.0 = Debug|x64
		{2280B746-5641-4514-8882-E0DE79FF2B4A}.Release|x64.ActiveCfg = Release|x64
		{2280B746-5641-4514-8882-E0DE79FF2B4A}.Release|x64.Build.0 = Release|x64
		{3E8EDE26-D681-4807-B554-A56A94960410}.Debug|x64.ActiveCfg = Debug|x64
		{3E8EDE26-D681-4807-B554-A56A94960410}.Debug|x64.Build.0 = Debug|x64
		{3E8EDE26-D681-4807-B554-A56A94960410}.Release|x64.ActiveCfg = Release|x64
		{3E8EDE26-D681-4807-B554-A56A94960410}.Release|x64.Build.0 = Release|x64
	EndGlobalSection
	GlobalSection(SolutionProperties) = preSolution
		HideSolutionNode = FALSE
	EndGlobalSection
EndGlobal




sample/C++/ConsoleApp/toTiffMulti/toTiffMulti/resource.h
//{{NO_DEPENDENCIES}}
// Microsoft Visual C++ generated include file.
// Used by toTiffMulti.rc
//
#define IDI_ICON1                       101
#define IDI_IMGR                        101

// Next default values for new objects
// 
#ifdef APSTUDIO_INVOKED
#ifndef APSTUDIO_READONLY_SYMBOLS
#define _APS_NEXT_RESOURCE_VALUE        102
#define _APS_NEXT_COMMAND_VALUE         40001
#define _APS_NEXT_CONTROL_VALUE         1001
#define _APS_NEXT_SYMED_VALUE           101
#endif
#endif




sample/C++/ConsoleApp/toTiffMulti/toTiffMulti/toTiffMulti.cpp

sample/C++/ConsoleApp/toTiffMulti/toTiffMulti/toTiffMulti.cpp
/*

**  toTiffMulti Sample application

*/

/*

Copyright(c)2014-2018 株式会社トラスト・ソフトウェア・システム, All Rights Reserved.

*/



#include <stdio.h>

#include <Windows.h>

#include "ImagerLp.h"





#pragma comment(lib,"PdfImagerLP.lib")



/* コールバック関数 */

void __stdcall RenderingCB(int pageNum)

{

    printf("ページ %d のレンダリング開始\n", pageNum);

}

void WINAPI ProgressCB(int lines, int totalLines)

{

    printf("%d / %d 行処理終了\n", lines, totalLines);

}



int main(int argc, char* argv[])

{

    int     ret = 0;



    //初期化

    switch(MlpInitialize(TEXT("0-W0H6-7H5GKW7E336R"))){ /*正しいライセンスキーに替えてください。*/

    case  MLP_ALREADY_INITIALIZED:

        printf("既に初期化されています。\n");

        return 1;

    case MLP_NOT_INITIALIZED:

        printf("初期化できませんでした。\n");

        return 1;

    case MLP_LICENSE_ERROR:

        printf("ライセンスが不正です。\n");

        return 1;

    }



    //オープン

    switch(MlpOpenDoc(TEXT("../../../../../doc/PdfImager-LP.pdf"), NULL, NULL)){

    case MLP_NOT_INITIALIZED:

        printf("初期化されていません。\n");

        return 2;

    case MLP_ALREADY_OPENED:

        printf("既にオープンしています。\n");

        ret = 2;

        goto end_proc;

    case MLP_FILE_OPEN_ERROR:

        printf("オープンできません。\n");

        ret = 2;

        goto end_proc;

    case MLP_FILE_IS_NOT_PDF:

        printf("PDFではありません。\n");

        ret = 2;

        goto end_proc;

    case MLP_FILE_NOT_DECRYPTED:

        printf("復号できませんでした。\n");

        ret = 2;

        goto end_proc;

    }



    /*コールバック関数指定*/

    MlpSetCallbackFunc(MLP_RENDERING_CB, 0, RenderingCB);

    MlpSetCallbackFunc(MLP_PROGRESS_CB, 500, ProgressCB);



    /*サイズ指定*/

    MlpSetPictureSize(0, 30, MLP_PICTURE_UNIT_PERCENT);



    /*

     * 画像設定

     */

    //RGBカラー

#if 1

    MlpSetPictureRGB();                 //既定の設定

#elif   0

    MlpSetPictureGray();

#elif   0

    MlpSetPictureDither();

#elif   0

    MlpSetPictureBW();

#endif



    //圧縮

#if 0

    MlpSetPicture(MLP_COMPRESS_DEFLATE);    //既定の圧縮

#elif   1

    MlpSetPicture(MLP_COMPRESS_JPEG);

//  MlpSetPicture(MLP_COMPRESS_JPEG, 50);   //画像の品質を同時に指定する場合

#elif   0

    MlpSetPicture(MLP_COMPRESS_LZW);

#elif   0

    MlpSetPicture(MLP_COMPRESS_NONE);       //圧縮しない

#endif



    //解像度

    MlpSetPicture(MLP_RESOLUTION_DPI, 150); //既定の解像度



    //JPEG画質

    MlpSetPicture(MLP_JPEG_QUALITY, 75);    //既定の品質



    //画像作成

#if     1

    switch(MlpConvertToTiff(TEXT("outa.tiff"))){    //ページの順番：昇順

#elif   0

    switch(MlpCreateTiffRange(0, -1, TEXT("outm.tiff"))){   //ページの順番：昇順

#elif   0

    switch(MlpCreateTiffRange(-1, 0, TEXT("outm.tiff"))){   //ページの順番：昇順

#endif

    case MLP_PDF_HAS_NOT_PAGE:

        printf("ページがありません。\n");

        ret = 3;

        goto end_proc;

    case MLP_INVALID_PAGE_NUMBER:

        printf("ページ数が不正です。\n");

        ret = 3;

        goto end_proc;

    case MLP_NO_OUTPUT_FILE:

        printf("出力画像を指定してください。\n");

        ret = 3;

        goto end_proc;

    case MLP_TOO_LARGE_PIXEL:

        printf("画像が大きすぎます。\n");

        ret = 3;

        goto end_proc;

    case MLP_DRAW_ERROR:

        printf("画像作成に失敗しました。\n");

        ret = 3;

        goto end_proc;

    }



    //文書クローズ

    MlpCloseDoc();



    //後始末

end_proc:

    MlpUninitialize();



    return ret;

}




sample/C++/ConsoleApp/toTiffMulti/toTiffMulti/toTiffMulti.rc
// Microsoft Visual C++ generated resource script.
//
#include "resource.h"

#define APSTUDIO_READONLY_SYMBOLS
/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
//
// Generated from the TEXTINCLUDE 2 resource.
//
#include "afxres.h"

/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
#undef APSTUDIO_READONLY_SYMBOLS

/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
// 日本語 resources

#if !defined(AFX_RESOURCE_DLL) || defined(AFX_TARG_JPN)
#ifdef _WIN32
LANGUAGE LANG_JAPANESE, SUBLANG_DEFAULT
#pragma code_page(932)
#endif //_WIN32

#ifdef APSTUDIO_INVOKED
/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
//
// TEXTINCLUDE
//

1 TEXTINCLUDE 
BEGIN
    "resource.h\0"
END

2 TEXTINCLUDE 
BEGIN
    "#include ""afxres.h""\r\n"
    "\0"
END

3 TEXTINCLUDE 
BEGIN
    "\r\n"
    "\0"
END

#endif    // APSTUDIO_INVOKED


/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
//
// Version
//

VS_VERSION_INFO VERSIONINFO
 FILEVERSION 1,0,0,1
 PRODUCTVERSION 1,0,0,1
 FILEFLAGSMASK 0x17L
#ifdef _DEBUG
 FILEFLAGS 0x1L
#else
 FILEFLAGS 0x0L
#endif
 FILEOS 0x4L
 FILETYPE 0x1L
 FILESUBTYPE 0x0L
BEGIN
    BLOCK "StringFileInfo"
    BEGIN
        BLOCK "041104b0"
        BEGIN
            VALUE "CompanyName", "株式会社トラスト・ソフトウェア・システム"
            VALUE "FileDescription", "toTiffMu アプリケーション"
            VALUE "FileVersion", "1, 0, 0, 1"
            VALUE "InternalName", "toTiffMulti"
            VALUE "LegalCopyright", "Copyright (C)株式会社トラスト・ソフトウェア・システム,All Rights Reserved."
            VALUE "OriginalFilename", "toTiffMulti.exe"
            VALUE "ProductName", "toTiffMulti アプリケーション"
            VALUE "ProductVersion", "1, 0, 0, 1"
        END
    END
    BLOCK "VarFileInfo"
    BEGIN
        VALUE "Translation", 0x411, 1200
    END
END


/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
//
// Icon
//

// Icon with lowest ID value placed first to ensure application icon
// remains consistent on all systems.
IDI_IMGR                ICON                    "..\\..\\..\\..\\ImagerIcon.ico"
#endif    // 日本語 resources
/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////



#ifndef APSTUDIO_INVOKED
/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
//
// Generated from the TEXTINCLUDE 3 resource.
//


/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
#endif    // not APSTUDIO_INVOKED





sample/C++/ConsoleApp/toTiffMulti/toTiffMulti/toTiffMulti.vcxproj
 
   
     
       Debug
       x64
    
     
       Release
       x64
    
  
   
     {2280B746-5641-4514-8882-E0DE79FF2B4A}
     toTiffMulti
     Win32Proj
  
   
   
     Application
     false
     v140
     Unicode
     true
  
   
     Application
     true
     v140
     MultiByte
  
   
   
  
   
     
  
   
     
  
   
   
     14.0.25431.1
  
   
     true
  
   
     false
  
   
     
       Disabled
       ../../../../../include;%(AdditionalIncludeDirectories)
       WIN32;_DEBUG;_CONSOLE;%(PreprocessorDefinitions)
       EnableFastChecks
       MultiThreadedDebugDLL
       
      
       Level3
       ProgramDatabase
    
     
       ../../../../../lib;%(AdditionalLibraryDirectories)
       true
       Console
    
  
   
     
       MaxSpeed
       true
       ../../../../../include;%(AdditionalIncludeDirectories)
       WIN32;NDEBUG;_CONSOLE;%(PreprocessorDefinitions)
       MultiThreadedDLL
       true
       
      
       Level3
       ProgramDatabase
    
     
       ../../../../../lib;%(AdditionalLibraryDirectories)
       true
       Console
       true
       true
       UseLinkTimeCodeGeneration
    
  
   
     
  
   
     
  
   
     
  
   
     
  
   
   
  




sample/C++/ConsoleApp/toTiffMulti/toTiffMulti/toTiffMulti.vcxproj.filters
 
   
     
       {4FC737F1-C7A5-4376-A066-2A32D752A2FF}
       cpp;c;cc;cxx;def;odl;idl;hpj;bat;asm;asmx
    
     
       {93995380-89BD-4b04-88EB-625FBE52EBFB}
       h;hpp;hxx;hm;inl;inc;xsd
    
     
       {67DA6AB6-F800-4c08-8B7A-83BB121AAD01}
       rc;ico;cur;bmp;dlg;rc2;rct;bin;rgs;gif;jpg;jpeg;jpe;resx;tiff;tif;png;wav
    
  
   
     
       ソース ファイル
    
  
   
     
       ヘッダー ファイル
    
  
   
     
       リソース ファイル
    
  
   
     
       リソース ファイル
    
  




sample/C++/ConsoleApp/toTiffMulti/toTiffMultiList/resource.h
//{{NO_DEPENDENCIES}}
// Microsoft Visual C++ generated include file.
// Used by toTiffMultiList.rc
//
#define IDI_ICON1                       101
#define IDI_IMGR                        101

// Next default values for new objects
// 
#ifdef APSTUDIO_INVOKED
#ifndef APSTUDIO_READONLY_SYMBOLS
#define _APS_NEXT_RESOURCE_VALUE        102
#define _APS_NEXT_COMMAND_VALUE         40001
#define _APS_NEXT_CONTROL_VALUE         1001
#define _APS_NEXT_SYMED_VALUE           101
#endif
#endif




sample/C++/ConsoleApp/toTiffMulti/toTiffMultiList/toTiffMultiList.cpp

sample/C++/ConsoleApp/toTiffMulti/toTiffMultiList/toTiffMultiList.cpp
/*

**  toTiffMultiList Sample application

*/

/*

Copyright(c)2014-2018 株式会社トラスト・ソフトウェア・システム, All Rights Reserved.

*/



#include <stdio.h>

#include <Windows.h>

#include "ImagerLp.h"





#pragma comment(lib,"PdfImagerLP.lib")



/* コールバック関数 */

void __stdcall RenderingCB(int pageNum)

{

    printf("ページ %d のレンダリング開始\n", pageNum);

}

void WINAPI ProgressCB(int lines, int totalLines)

{

    printf("%d / %d 行処理終了\n", lines, totalLines);

}



int main(int argc, char* argv[])

{

    int     ret = 0;



    //初期化

    switch(MlpInitialize(TEXT("0-W0H6-7H5GKW7E336R"))){ /*正しいライセンスキーに替えてください。*/

    case  MLP_ALREADY_INITIALIZED:

        printf("既に初期化されています。\n");

        return 1;

    case MLP_NOT_INITIALIZED:

        printf("初期化できませんでした。\n");

        return 1;

    case MLP_LICENSE_ERROR:

        printf("ライセンスが不正です。\n");

        return 1;

    }



    //オープン

    switch(MlpOpenDoc(TEXT("../../../../../doc/PdfImager-LP.pdf"), NULL, NULL)){

    case MLP_NOT_INITIALIZED:

        printf("初期化されていません。\n");

        return 2;

    case MLP_ALREADY_OPENED:

        printf("既にオープンしています。\n");

        ret = 2;

        goto end_proc;

    case MLP_FILE_OPEN_ERROR:

        printf("オープンできません。\n");

        ret = 2;

        goto end_proc;

    case MLP_FILE_IS_NOT_PDF:

        printf("PDFではありません。\n");

        ret = 2;

        goto end_proc;

    case MLP_FILE_NOT_DECRYPTED:

        printf("復号できませんでした。\n");

        ret = 2;

        goto end_proc;

    }



    /*コールバック関数指定*/

    MlpSetCallbackFunc(MLP_RENDERING_CB, 0, RenderingCB);

    MlpSetCallbackFunc(MLP_PROGRESS_CB, 500, ProgressCB);



    /*サイズ指定*/

    MlpSetPictureSize(0, 30, MLP_PICTURE_UNIT_PERCENT);



    /*

     * 画像設定

     */

    //RGBカラー

#if 1

    MlpSetPictureRGB();                 //既定の設定

#elif   0

    MlpSetPictureGray();

#elif   0

    MlpSetPictureDither();

#elif   0

    MlpSetPictureBW();

#endif



    //圧縮

#if 0

    MlpSetPicture(MLP_COMPRESS_DEFLATE);    //既定の圧縮

#elif   1

    MlpSetPicture(MLP_COMPRESS_JPEG);

//  MlpSetPicture(MLP_COMPRESS_JPEG, 50);   //画像の品質を同時に指定する場合

#elif   0

    MlpSetPicture(MLP_COMPRESS_LZW);

#elif   0

    MlpSetPicture(MLP_COMPRESS_NONE);       //圧縮しない

#endif



    //解像度

    MlpSetPicture(MLP_RESOLUTION_DPI, 150); //既定の解像度



    //JPEG画質

    MlpSetPicture(MLP_JPEG_QUALITY, 75);    //既定の品質



    //画像作成

    switch(MlpConvertToTiff(TEXT("outa.tiff"))){        //すべてをTIFF画像に変換

//  switch(MlpCreateTiffMulti(TEXT("1,4-6"), TEXT("outl.tiff"))){

    case MLP_PDF_HAS_NOT_PAGE:

        printf("ページがありません。\n");

        ret = 3;

        goto end_proc;

    case MLP_INVALID_PAGE_NUMBER:

        printf("ページ指定が不正です。\n");

        ret = 3;

        goto end_proc;

    case MLP_NO_OUTPUT_FILE:

        printf("出力画像を指定してください。\n");

        ret = 3;

        goto end_proc;

    case MLP_TOO_LARGE_PIXEL:

        printf("画像が大きすぎます。\n");

        ret = 3;

        goto end_proc;

    case MLP_DRAW_ERROR:

        printf("画像作成に失敗しました。\n");

        ret = 3;

        goto end_proc;

    }



    //文書クローズ

    MlpCloseDoc();



    //後始末

end_proc:

    MlpUninitialize();



    return ret;

}




sample/C++/ConsoleApp/toTiffMulti/toTiffMultiList/toTiffMultiList.rc
// Microsoft Visual C++ generated resource script.
//
#include "resource.h"

#define APSTUDIO_READONLY_SYMBOLS
/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
//
// Generated from the TEXTINCLUDE 2 resource.
//
#include "afxres.h"

/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
#undef APSTUDIO_READONLY_SYMBOLS

/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
// 日本語 resources

#if !defined(AFX_RESOURCE_DLL) || defined(AFX_TARG_JPN)
#ifdef _WIN32
LANGUAGE LANG_JAPANESE, SUBLANG_DEFAULT
#pragma code_page(932)
#endif //_WIN32

#ifdef APSTUDIO_INVOKED
/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
//
// TEXTINCLUDE
//

1 TEXTINCLUDE 
BEGIN
    "resource.h\0"
END

2 TEXTINCLUDE 
BEGIN
    "#include ""afxres.h""\r\n"
    "\0"
END

3 TEXTINCLUDE 
BEGIN
    "\r\n"
    "\0"
END

#endif    // APSTUDIO_INVOKED


/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
//
// Version
//

VS_VERSION_INFO VERSIONINFO
 FILEVERSION 1,0,0,1
 PRODUCTVERSION 1,0,0,1
 FILEFLAGSMASK 0x17L
#ifdef _DEBUG
 FILEFLAGS 0x1L
#else
 FILEFLAGS 0x0L
#endif
 FILEOS 0x4L
 FILETYPE 0x1L
 FILESUBTYPE 0x0L
BEGIN
    BLOCK "StringFileInfo"
    BEGIN
        BLOCK "041104b0"
        BEGIN
            VALUE "CompanyName", "株式会社トラスト・ソフトウェア・システム"
            VALUE "FileDescription", "toTiffMu アプリケーション"
            VALUE "FileVersion", "1, 0, 0, 1"
            VALUE "InternalName", "toTiffMultiList"
            VALUE "LegalCopyright", "Copyright (C)株式会社トラスト・ソフトウェア・システム,All Rights Reserved."
            VALUE "OriginalFilename", "toTiffMultiList.exe"
            VALUE "ProductName", "toTiffMultiList アプリケーション"
            VALUE "ProductVersion", "1, 0, 0, 1"
        END
    END
    BLOCK "VarFileInfo"
    BEGIN
        VALUE "Translation", 0x411, 1200
    END
END


/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
//
// Icon
//

// Icon with lowest ID value placed first to ensure application icon
// remains consistent on all systems.
IDI_IMGR                ICON                    "..\\..\\..\\..\\ImagerIcon.ico"
#endif    // 日本語 resources
/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////



#ifndef APSTUDIO_INVOKED
/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
//
// Generated from the TEXTINCLUDE 3 resource.
//


/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
#endif    // not APSTUDIO_INVOKED





sample/C++/ConsoleApp/toTiffMulti/toTiffMultiList/toTiffMultiList.vcxproj
 
   
     
       Debug
       x64
    
     
       Release
       x64
    
  
   
     {3E8EDE26-D681-4807-B554-A56A94960410}
     toTiffMultiList
     Win32Proj
  
   
   
     Application
     false
     v140
     Unicode
     true
  
   
     Application
     true
     v140
     MultiByte
  
   
   
  
   
     
  
   
     
  
   
   
     14.0.25431.1
  
   
     true
  
   
     false
  
   
     
       Disabled
       ../../../../../include;%(AdditionalIncludeDirectories)
       WIN32;_DEBUG;_CONSOLE;%(PreprocessorDefinitions)
       EnableFastChecks
       MultiThreadedDebugDLL
       
      
       Level3
       ProgramDatabase
    
     
       ../../../../../lib;%(AdditionalLibraryDirectories)
       true
       Console
    
  
   
     
       MaxSpeed
       true
       ../../../../../include;%(AdditionalIncludeDirectories)
       WIN32;NDEBUG;_CONSOLE;%(PreprocessorDefinitions)
       MultiThreadedDLL
       true
       
      
       Level3
       ProgramDatabase
    
     
       ../../../../../lib;%(AdditionalLibraryDirectories)
       true
       Console
       true
       true
       UseLinkTimeCodeGeneration
    
  
   
     
  
   
     
  
   
     
  
   
     
  
   
   
  




sample/C++/ConsoleApp/toTiffMulti/toTiffMultiList/toTiffMultiList.vcxproj.filters
 
   
     
       {4FC737F1-C7A5-4376-A066-2A32D752A2FF}
       cpp;c;cc;cxx;def;odl;idl;hpj;bat;asm;asmx
    
     
       {93995380-89BD-4b04-88EB-625FBE52EBFB}
       h;hpp;hxx;hm;inl;inc;xsd
    
     
       {67DA6AB6-F800-4c08-8B7A-83BB121AAD01}
       rc;ico;cur;bmp;dlg;rc2;rct;bin;rgs;gif;jpg;jpeg;jpe;resx;tiff;tif;png;wav
    
  
   
     
       ソース ファイル
    
  
   
     
       ヘッダー ファイル
    
  
   
     
       リソース ファイル
    
  
   
     
       リソース ファイル
    
  




sample/C++/MFCApp/Imager/ColorprofileDlg.cpp

sample/C++/MFCApp/Imager/ColorprofileDlg.cpp
// ColorprofileDlg.cpp : 実装ファイル

/*

Copyright(c)2014-2018 株式会社トラスト・ソフトウェア・システム

無断転載を禁止します。

*/



#include "stdafx.h"

#include "Imager.h"

#include <MlpDeclaration.h>

#include "ColorprofileDlg.h"

#include "ColorprofileListDlg.h"





// ColorprofileDlg ダイアログ



IMPLEMENT_DYNAMIC(ColorprofileDlg, CDialog)



ColorprofileDlg::ColorprofileDlg(CWnd* pParent /*=NULL*/)

    : CDialog(ColorprofileDlg::IDD, pParent)

{

    InitValue();

}



ColorprofileDlg::~ColorprofileDlg()

{

}



void ColorprofileDlg::DoDataExchange(CDataExchange* pDX)

{

    CDialog::DoDataExchange(pDX);

    DDX_Control(pDX, IDC_RGB_PROFILE_EDT, m_RgbProfileEdt);

    DDX_Control(pDX, IDC_CMYK_PROFILE_EDT, m_CmykProfileEdt);

}





BEGIN_MESSAGE_MAP(ColorprofileDlg, CDialog)

    ON_BN_CLICKED(IDC_LIST_BTN, &ColorprofileDlg::OnBnClickedListBtn)

END_MESSAGE_MAP()



void ColorprofileDlg::InitValue()

{

    rgbProfileName = cmykProfileName = "";

    m_conv = CONVERT_FAST;

}



// ColorprofileDlg メッセージ ハンドラ



BOOL ColorprofileDlg::OnInitDialog()

{

    CDialog::OnInitDialog();



    // TODO:  ここに初期化を追加してください

    m_ProfileConvRb = (CButton*)GetDlgItem(IDC_PROFILE_CONV_RB);

    m_FastConvRb = (CButton*)GetDlgItem(IDC_FAST_CONV_RB);

    m_MostFastConvRb = (CButton*)GetDlgItem(IDC_MOST_FAST_CONV_RB);



    m_ProfileConvRb->SetCheck(BST_UNCHECKED);

    m_FastConvRb->SetCheck(BST_UNCHECKED);

    m_MostFastConvRb->SetCheck(BST_UNCHECKED);

    switch(m_conv){

        case CONVERT_MOST_FAST:

            m_MostFastConvRb->SetCheck(BST_CHECKED);

            break;

        case CONVERT_FAST:

            m_FastConvRb->SetCheck(BST_CHECKED);

            break;

        case CONVERT_BY_COLOR_PROFILE:

            m_ProfileConvRb->SetCheck(BST_CHECKED);

            break;

    }



#if 1

    m_RgbProfileEdt.SetWindowText("sRGB Color Space Profile.icm");

    m_CmykProfileEdt.SetWindowText("JapanColor2001Coated.icc");

#endif



    return TRUE;  // return TRUE unless you set the focus to a control

    // 例外 : OCX プロパティ ページは必ず FALSE を返します。

}



void ColorprofileDlg::OnOK()

{

    // TODO: ここに特定なコードを追加するか、もしくは基本クラスを呼び出してください。

    if(m_ProfileConvRb->GetCheck() == BST_CHECKED)

        m_conv = CONVERT_BY_COLOR_PROFILE;

    else if(m_FastConvRb->GetCheck() == BST_CHECKED)

        m_conv = CONVERT_FAST;

    else if(m_MostFastConvRb->GetCheck() == BST_CHECKED)

        m_conv = CONVERT_MOST_FAST;

    if(m_ProfileConvRb->GetCheck() == BST_CHECKED){

        m_RgbProfileEdt.GetWindowText(rgbProfileName);

        m_CmykProfileEdt.GetWindowText(cmykProfileName);

    }



    CDialog::OnOK();

}



void ColorprofileDlg::OnBnClickedListBtn()

{

    ColorprofileListDlg dlg;

    dlg.DoModal();

}




sample/C++/MFCApp/Imager/ColorprofileDlg.h
#pragma once
#include "afxwin.h"


// ColorprofileDlg ダイアログ

class ColorprofileDlg : public CDialog
{
	DECLARE_DYNAMIC(ColorprofileDlg)

public:
	ColorprofileDlg(CWnd* pParent = NULL);   // 標準コンストラクタ
	virtual ~ColorprofileDlg();

// ダイアログ データ
	enum { IDD = IDD_COLORPROFILE_DIALOG };

protected:
	virtual void DoDataExchange(CDataExchange* pDX);    // DDX/DDV サポート

	DECLARE_MESSAGE_MAP()
	virtual void OnOK();
	virtual BOOL OnInitDialog();
public:
	CString	rgbProfileName, cmykProfileName;
	int		m_conv;
	void	InitValue();
	afx_msg void OnBnClickedListBtn();
	CButton	*m_ProfileConvRb;
	CButton	*m_FastConvRb;
	CButton	*m_MostFastConvRb;
	CEdit m_RgbProfileEdt;
	CEdit m_CmykProfileEdt;
};




sample/C++/MFCApp/Imager/ColorprofileListDlg.cpp

sample/C++/MFCApp/Imager/ColorprofileListDlg.cpp
// ColorprofileListDlg.cpp : 実装ファイル

/*

Copyright(c) 2014-2018 株式会社トラスト・ソフトウェア・システム

無断転載を禁止します。

*/



#include "stdafx.h"

#include "Imager.h"

#include "ColorprofileListDlg.h"





// ColorprofileList ダイアログ



IMPLEMENT_DYNAMIC(ColorprofileListDlg, CDialog)



ColorprofileListDlg::ColorprofileListDlg(CWnd* pParent /*=NULL*/)

    : CDialog(ColorprofileListDlg::IDD, pParent)

{



}



ColorprofileListDlg::~ColorprofileListDlg()

{

}



void ColorprofileListDlg::DoDataExchange(CDataExchange* pDX)

{

    CDialog::DoDataExchange(pDX);

}





BEGIN_MESSAGE_MAP(ColorprofileListDlg, CDialog)

END_MESSAGE_MAP()





// ColorprofileList メッセージ ハンドラ




sample/C++/MFCApp/Imager/ColorprofileListDlg.h
#pragma once


// ColorprofileListDlg ダイアログ

class ColorprofileListDlg : public CDialog
{
	DECLARE_DYNAMIC(ColorprofileListDlg)

public:
	ColorprofileListDlg(CWnd* pParent = NULL);   // 標準コンストラクタ
	virtual ~ColorprofileListDlg();

// ダイアログ データ
	enum { IDD = IDD_COLORPROFILE_LIST_DIALOG };

protected:
	virtual void DoDataExchange(CDataExchange* pDX);    // DDX/DDV サポート

	DECLARE_MESSAGE_MAP()
};




sample/C++/MFCApp/Imager/FontInfoDlg.cpp

sample/C++/MFCApp/Imager/FontInfoDlg.cpp
// FontInfoDlg.cpp : 実装ファイル

/*

Copyright(c) 2017 株式会社トラスト・ソフトウェア・システム

無断転載を禁止します。

*/



#include "stdafx.h"

#include "Imager.h"

#include "FontInfoDlg.h"





// FontInfoDlg ダイアログ



IMPLEMENT_DYNAMIC(FontInfoDlg, CDialog)



FontInfoDlg::FontInfoDlg(CWnd* pParent /*=NULL*/)

    : CDialog(FontInfoDlg::IDD, pParent)

{



}



FontInfoDlg::~FontInfoDlg()

{

}



void FontInfoDlg::DoDataExchange(CDataExchange* pDX)

{

    CDialog::DoDataExchange(pDX);

    DDX_Control(pDX, IDC_FONT_LST, m_FontLst);

}





BEGIN_MESSAGE_MAP(FontInfoDlg, CDialog)

END_MESSAGE_MAP()





// FontInfoDlg メッセージ ハンドラ



BOOL FontInfoDlg::OnInitDialog()

{

    CDialog::OnInitDialog();



    // TODO:  ここに初期化を追加してください



    //ヘッダ

    LVCOLUMN    col;

    RECT        rect;



    m_FontLst.GetClientRect(&rect);



    //ヘッダ

    col.mask = LVCF_TEXT | LVCF_WIDTH;

    int cx = (rect.right - rect.left) / 10;

    col.cx = cx;

    col.pszText = "ページ";        m_FontLst.InsertColumn(0, &col);

    col.cx = cx << 1;

    col.pszText = "フォントID"; m_FontLst.InsertColumn(1, &col);

    col.cx = cx << 1;

    col.pszText = "埋め込み";   m_FontLst.InsertColumn(2, &col);

    col.cx = (rect.right - rect.left) - cx * 5;

    col.pszText = "フォント名";  m_FontLst.InsertColumn(3, &col);

//  col.cx = cx;

//  col.pszText = "Tr";         m_FontLst.InsertColumn(4, &col);



    //項目

    static LVITEM   item;

    CString s;



    item.mask = LVIF_TEXT;

    for(int i = 0; i < nFontName; i++){

        item.iItem = i;

        item.iSubItem = 0;

        s.Format("%d", fontName[i].pageNum);

        item.pszText = const_cast<LPSTR>((LPCSTR)s);

        m_FontLst.InsertItem(&item);

        item.iSubItem = 1;

        item.pszText = fontName[i].fontId;

        m_FontLst.SetItem(&item);

        item.iSubItem = 2;

        item.pszText = fontName[i].embedded ? "yes" : "no";

        m_FontLst.SetItem(&item);

        item.iSubItem = 3;

        item.pszText = fontName[i].fontName;

        m_FontLst.SetItem(&item);

    }



    return TRUE;  // return TRUE unless you set the focus to a control

    // 例外 : OCX プロパティ ページは必ず FALSE を返します。

}



INT_PTR FontInfoDlg::DoModal(PrsFontName *data, int len)

{

    // TODO: ここに特定なコードを追加するか、もしくは基本クラスを呼び出してください。

    fontName = data;

    nFontName = len;



    return CDialog::DoModal();

}




sample/C++/MFCApp/Imager/FontInfoDlg.h
#pragma once
#include "afxcmn.h"
#include <MlpDeclaration.h>


// FontInfoDlg ダイアログ

class FontInfoDlg : public CDialog
{
	DECLARE_DYNAMIC(FontInfoDlg)

public:
	FontInfoDlg(CWnd* pParent = NULL);   // 標準コンストラクタ
	virtual ~FontInfoDlg();

// ダイアログ データ
	enum { IDD = IDD_FONT_INFO_DIALOG };

protected:
	virtual void DoDataExchange(CDataExchange* pDX);    // DDX/DDV サポート

	DECLARE_MESSAGE_MAP()
	PrsFontName	*fontName;
	int		nFontName;
	virtual BOOL OnInitDialog();
public:
	virtual INT_PTR DoModal(PrsFontName*, int);
	CListCtrl m_FontLst;
};




sample/C++/MFCApp/Imager/Imager.cpp

sample/C++/MFCApp/Imager/Imager.cpp
// Imager.cpp : アプリケーションのクラス動作を定義します。

/*

Copyright(c) 2014-2018 株式会社トラスト・ソフトウェア・システム

無断転載を禁止します。

*/



#include "stdafx.h"

#include "Imager.h"

#include "ImagerDlg.h"



#ifdef _DEBUG

#define new DEBUG_NEW

#endif





// CImagerApp



BEGIN_MESSAGE_MAP(CImagerApp, CWinApp)

    ON_COMMAND(ID_HELP, &CWinApp::OnHelp)

END_MESSAGE_MAP()





// CImagerApp コンストラクション



CImagerApp::CImagerApp()

{

    // TODO: この位置に構築用コードを追加してください。

    // ここに InitInstance 中の重要な初期化処理をすべて記述してください。

}





// 唯一の CImagerApp オブジェクトです。



CImagerApp theApp;





// CImagerApp 初期化



BOOL CImagerApp::InitInstance()

{

    // アプリケーション マニフェストが visual スタイルを有効にするために、

    // ComCtl32.dll Version 6 以降の使用を指定する場合は、

    // Windows XP に InitCommonControlsEx() が必要です。さもなければ、ウィンドウ作成はすべて失敗します。

    INITCOMMONCONTROLSEX InitCtrls;

    InitCtrls.dwSize = sizeof(InitCtrls);

    // アプリケーションで使用するすべてのコモン コントロール クラスを含めるには、

    // これを設定します。

    InitCtrls.dwICC = ICC_WIN95_CLASSES;

    InitCommonControlsEx(&InitCtrls);



    CWinApp::InitInstance();



    AfxEnableControlContainer();



    // 標準初期化

    // これらの機能を使わずに最終的な実行可能ファイルの

    // サイズを縮小したい場合は、以下から不要な初期化

    // ルーチンを削除してください。

    // 設定が格納されているレジストリ キーを変更します。

    // TODO: 会社名または組織名などの適切な文字列に

    // この文字列を変更してください。

    //SetRegistryKey(_T("Imager"));



    CImagerDlg dlg;

    m_pMainWnd = &dlg;

    INT_PTR nResponse = dlg.DoModal();

    if (nResponse == IDOK)

    {

        // TODO: ダイアログが <OK> で消された時のコードを

        //  記述してください。

    }

    else if (nResponse == IDCANCEL)

    {

        // TODO: ダイアログが <キャンセル> で消された時のコードを

        //  記述してください。

    }



    // ダイアログは閉じられました。アプリケーションのメッセージ ポンプを開始しないで

    //  アプリケーションを終了するために FALSE を返してください。

    return FALSE;

}




sample/C++/MFCApp/Imager/Imager.h
// Imager.h : PROJECT_NAME アプリケーションのメイン ヘッダー ファイルです。
//

#pragma once

#ifndef __AFXWIN_H__
	#error "PCH に対してこのファイルをインクルードする前に 'stdafx.h' をインクルードしてください"
#endif

#include "resource.h"		// メイン シンボル


// CImagerApp:
// このクラスの実装については、Imager.cpp を参照してください。
//

class CImagerApp : public CWinApp
{
public:
	CImagerApp();

// オーバーライド
	public:
	virtual BOOL InitInstance();

// 実装

	DECLARE_MESSAGE_MAP()
};

extern CImagerApp theApp;



sample/C++/MFCApp/Imager/Imager.rc
// Microsoft Visual C++ generated resource script.
//
#include "resource.h"

#define APSTUDIO_READONLY_SYMBOLS
/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
//
// Generated from the TEXTINCLUDE 2 resource.
//
#ifndef APSTUDIO_INVOKED
#include "targetver.h"
#endif
#include "afxres.h"

/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
#undef APSTUDIO_READONLY_SYMBOLS

/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
// 日本語 resources

#if !defined(AFX_RESOURCE_DLL) || defined(AFX_TARG_JPN)
#ifdef _WIN32
LANGUAGE LANG_JAPANESE, SUBLANG_DEFAULT
#pragma code_page(932)
#endif //_WIN32

#ifdef APSTUDIO_INVOKED
/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
//
// TEXTINCLUDE
//

1 TEXTINCLUDE 
BEGIN
    "resource.h\0"
END

2 TEXTINCLUDE 
BEGIN
    "#ifndef APSTUDIO_INVOKED\r\n"
    "#include ""targetver.h""\r\n"
    "#endif\r\n"
    "#include ""afxres.h""\r\n"
    "\0"
END

3 TEXTINCLUDE 
BEGIN
    "#define _AFX_NO_SPLITTER_RESOURCES\r\n"
    "#define _AFX_NO_OLE_RESOURCES\r\n"
    "#define _AFX_NO_TRACKER_RESOURCES\r\n"
    "#define _AFX_NO_PROPERTY_RESOURCES\r\n"
    "\r\n"
    "#if !defined(AFX_RESOURCE_DLL) || defined(AFX_TARG_JPN)\r\n"
    "LANGUAGE 17, 1\r\n"
    "#pragma code_page(932)\r\n"
    "#include ""res\\Imager.rc2""  // Microsoft Visual C++ 以外で編集されたリソース\r\n"
    "#include ""l.JPN\\afxres.rc""      // 標準コンポーネント\r\n"
    "#endif\r\n"
    "\0"
END

#endif    // APSTUDIO_INVOKED


/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
//
// Icon
//

// Icon with lowest ID value placed first to ensure application icon
// remains consistent on all systems.
IDR_MAINFRAME           ICON                    "..\\..\\..\\ImagerIcon.ico"

/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
//
// Dialog
//

IDD_ABOUTBOX DIALOGEX 0, 0, 233, 63
STYLE DS_SETFONT | DS_MODALFRAME | WS_POPUP | WS_CAPTION | WS_SYSMENU
CAPTION "バージョン情報 Imager"
FONT 9, "MS UI Gothic", 0, 0, 0x1
BEGIN
    ICON            IDR_MAINFRAME,IDC_STATIC,14,14,18,21
    LTEXT           "Imager, Version 1.0",IDC_STATIC,42,14,114,8,SS_NOPREFIX
    LTEXT           "Copyright (C) 2014-2018 株式会社トラスト・ソフトウェア・システム",IDC_STATIC,42,26,183,8
    DEFPUSHBUTTON   "OK",IDOK,176,42,50,14,WS_GROUP
END

IDD_IMAGER_DIALOG DIALOGEX 0, 0, 459, 417
STYLE DS_SETFONT | DS_MODALFRAME | WS_POPUP | WS_VISIBLE | WS_CAPTION | WS_SYSMENU
EXSTYLE WS_EX_APPWINDOW
CAPTION "Imager"
FONT 9, "MS UI Gothic", 0, 0, 0x1
BEGIN
    PUSHBUTTON      "終了",IDOK,381,374,70,35
    PUSHBUTTON      "初期化",IDC_INIT_BTN,7,7,50,14
    PUSHBUTTON      "MLPを終了",IDC_UNINIT_BTN,61,7,50,14,WS_DISABLED
    LTEXT           "ライセンス",IDC_STATIC,123,10,27,8
    EDITTEXT        IDC_LIC_STR_EDT,151,7,118,14,ES_AUTOHSCROLL | ES_READONLY | NOT WS_TABSTOP
    CONTROL         "初期化ファイル",IDC_INIT_FILE_CHK,"Button",BS_AUTOCHECKBOX | WS_TABSTOP,23,27,52,10
    EDITTEXT        IDC_INIT_FILE_NAME_EDT,77,25,99,14,ES_AUTOHSCROLL | WS_DISABLED
    PUSHBUTTON      "...",IDC_INIT_FILE_REF_BTN,178,25,16,14,WS_DISABLED
    PUSHBUTTON      "カラープロファイル...",IDC_COLORPROFILE_BTN,204,25,65,14,WS_DISABLED
    PUSHBUTTON      "開く",IDC_OPEN_DOC_BTN,7,44,50,14,WS_DISABLED
    PUSHBUTTON      "閉じる",IDC_CLOSE_DOC_BTN,61,44,50,14,WS_DISABLED
    LTEXT           "PDF文書",IDC_STATIC,120,47,27,8
    EDITTEXT        IDC_FILE_NAME_EDT,148,44,103,14,ES_AUTOHSCROLL
    PUSHBUTTON      "...",IDC_FILE_REF_BTN,253,44,16,14
    PUSHBUTTON      "画像作成",IDC_PAGE_TO_PICT_BTN,7,64,50,14,WS_DISABLED
    EDITTEXT        IDC_OUT_FILE_EDT,61,64,129,14,ES_AUTOHSCROLL
    PUSHBUTTON      "...",IDC_RES_FILE_REF_BTN,193,64,16,14
    RTEXT           "(表示または印刷)",IDC_MODE,217,67,52,8
    GROUPBOX        "ページ情報",IDC_STATIC,274,16,177,92
    LTEXT           "(開く際にパスワードが必要な場合があります。)",IDC_PASSWORD_ENC,282,27,149,18,WS_DISABLED
    LTEXT           "タイトル",IDC_DOC_TITLE,283,47,134,8,WS_DISABLED
    LTEXT           "ページ数",IDC_N_PAGES,283,58,60,8,WS_DISABLED
    LTEXT           "ページ回転",IDC_PAGE_ROTATE,283,69,61,8,WS_DISABLED
    LTEXT           "ページサイズ",IDC_PAGE_SIZE,283,80,73,8,WS_DISABLED
    CONTROL         "ページ境界",IDC_PAGE_BOUNDS,"Static",SS_LEFTNOWORDWRAP | WS_DISABLED | WS_GROUP,283,91,168,8
    RTEXT           "PDFx.x",IDC_DOC_VERSION,416,47,31,8,WS_DISABLED
    PUSHBUTTON      "OCG(レイヤー)...",IDC_OCG_BTN,360,59,50,14,WS_DISABLED
    LTEXT           "(OCG数:n)",IDC_OCG_COUNT,412,61,39,8,WS_DISABLED
    PUSHBUTTON      "フォント情報...",IDC_FONT_INFO_BTN,360,73,50,14,WS_DISABLED
    GROUPBOX        "",IDC_STATIC,7,83,225,177
    RTEXT           "解像度",IDC_STATIC,19,99,22,8
    EDITTEXT        IDC_DPI_EDT,43,95,40,14,ES_RIGHT | ES_AUTOHSCROLL
    LTEXT           "[dpi]",IDC_STATIC,85,100,14,8
    RTEXT           "画像品質",IDC_STATIC,108,99,28,8
    EDITTEXT        IDC_QUALITY_EDT,139,95,40,14,ES_RIGHT | ES_AUTOHSCROLL
    LTEXT           "[%]",IDC_STATIC,180,100,9,8
    CONTROL         "単一ページを分割して並列処理",IDC_SPLIT_PAGE_CHK,"Button",BS_AUTOCHECKBOX | WS_DISABLED | WS_TABSTOP,20,118,100,10
    CONTROL         "ページごとに並列処理",IDC_EACH_PAGE_CHK,"Button",BS_AUTOCHECKBOX | WS_DISABLED | WS_TABSTOP,20,131,75,10
    PUSHBUTTON      "スレッド処理...",IDC_THREAD_DETAIL_BTN,124,116,50,14,WS_DISABLED
    CONTROL         "アンチアイリアスしない(FillPath)",IDC_ANTI_ALIAS_PATH_CHK,"Button",BS_AUTOCHECKBOX | WS_DISABLED | WS_TABSTOP,20,149,96,10
    CONTROL         "アンチアイリアスしない(Text)",IDC_ANTI_ALIAS_TEXT_CHK,"Button",BS_AUTOCHECKBOX | WS_DISABLED | WS_TABSTOP,122,149,88,10
    GROUPBOX        "ページ指定",IDC_STATIC,14,171,197,47
    CONTROL         "ページ範囲",IDC_PAGE_RANGE_RB,"Button",BS_AUTORADIOBUTTON | WS_DISABLED | WS_GROUP,26,186,41,10
    CONTROL         "ページ番号",IDC_PAGE_NUM_RB,"Button",BS_AUTORADIOBUTTON | WS_DISABLED,82,186,41,10
    CONTROL         "全ページ",IDC_ALL_PAGES_RB,"Button",BS_AUTORADIOBUTTON | WS_DISABLED,135,186,34,10
    LTEXT           "ページ範囲",IDC_PAGE_SEL,26,203,32,8
    EDITTEXT        IDC_PAGE_LIST_EDT,60,200,51,14,ES_AUTOHSCROLL | WS_DISABLED
    CONTROL         "単一ファイルを作成",IDC_SINGLE_FILE_CHK,"Button",BS_AUTOCHECKBOX | WS_DISABLED | WS_TABSTOP,123,203,62,10
    GROUPBOX        "ページ境界",IDC_STATIC,15,223,213,30
    CONTROL         "MediaBox",IDC_MEDIABOX_RB,"Button",BS_AUTORADIOBUTTON | WS_DISABLED | WS_GROUP,26,236,39,10
    CONTROL         "CropBox",IDC_CROPBOX_RB,"Button",BS_AUTORADIOBUTTON | WS_DISABLED,69,236,36,10
    CONTROL         "BleedBox",IDC_BLEEDBOX_RB,"Button",BS_AUTORADIOBUTTON | WS_DISABLED,109,236,39,10
    CONTROL         "TrimBox",IDC_TRIMBOX_RB,"Button",BS_AUTORADIOBUTTON | WS_DISABLED,151,236,33,10
    CONTROL         "AatBox",IDC_ARTBOX_RB,"Button",BS_AUTORADIOBUTTON | WS_DISABLED,189,236,32,10
    GROUPBOX        "画像(論理)サイズ (よこxたて[pixels])",IDC_STATIC,7,267,224,45
    EDITTEXT        IDC_PICT_SIZE_X_EDT,22,287,40,14,ES_AUTOHSCROLL
    LTEXT           "x",IDC_STATIC,66,290,8,8
    EDITTEXT        IDC_PICT_SIZE_Y_EDT,72,287,40,14,ES_AUTOHSCROLL
    GROUPBOX        "単位",IDC_STATIC,127,278,95,28
    CONTROL         "％",IDC_UNIT_PERCENT_RB,"Button",BS_AUTORADIOBUTTON | WS_GROUP,139,289,20,10
    CONTROL         "インチ",IDC_UNIT_INCH_RB,"Button",BS_AUTORADIOBUTTON,162,289,28,10
    CONTROL         "ミリ",IDC_UNIT_MM_RB,"Button",BS_AUTORADIOBUTTON,194,289,17,10
    GROUPBOX        "透かし(Watermark)",IDC_STATIC,6,320,317,89
    GROUPBOX        "画像",IDC_STATIC,13,334,138,68
    CONTROL         "描画",IDC_WTM_IMG_CHK,"Button",BS_AUTOCHECKBOX | WS_DISABLED | WS_TABSTOP,23,347,30,10
    CONTROL         "前面に配置",IDC_WTM_IMG_FOREGROUND_CHK,"Button",BS_AUTOCHECKBOX | WS_DISABLED | WS_TABSTOP,65,347,43,10
    EDITTEXT        IDC_WTM_IMG_FILE_NAME_EDT,23,361,101,14,ES_AUTOHSCROLL | WS_DISABLED
    PUSHBUTTON      "...",IDC_WTM_IMG_FILE_REF_BTN,127,361,18,14,WS_DISABLED
    PUSHBUTTON      "詳細...",IDC_WTM_IMG_DETAIL_BTN,23,379,50,14,WS_DISABLED
    GROUPBOX        "文字列",IDC_STATIC,159,334,159,68
    CONTROL         "描画",IDC_WTM_STR_CHK,"Button",BS_AUTOCHECKBOX | WS_DISABLED | WS_TABSTOP,170,347,30,10
    CONTROL         "前面に配置",IDC_WTM_STR_FOREGROUND_CHK,"Button",BS_AUTOCHECKBOX | WS_DISABLED | WS_TABSTOP,217,347,42,10
    EDITTEXT        IDC_WTM_TEST_STRING_EDT,170,361,138,14,ES_AUTOHSCROLL | WS_DISABLED
    PUSHBUTTON      "詳細...",IDC_WTM_STR_DETAIL_BTN,170,379,50,14,WS_DISABLED
    GROUPBOX        "色空間",IDC_STATIC,239,113,205,30
    CONTROL         "RGBカラー",IDC_COLOR_RB,"Button",BS_AUTORADIOBUTTON | WS_GROUP,257,126,45,10
    CONTROL         "グレースケール",IDC_GRAY_RB,"Button",BS_AUTORADIOBUTTON,305,126,48,10
    CONTROL         "２値ディザ",IDC_DITHER_RB,"Button",BS_AUTORADIOBUTTON,362,126,43,10
    CONTROL         "２値",IDC_BW_RB,"Button",BS_AUTORADIOBUTTON,408,126,27,10
    GROUPBOX        "画像形式",IDC_STATIC,238,150,198,66
    CONTROL         "PNG画像",IDC_PNG_RB,"Button",BS_AUTORADIOBUTTON | WS_DISABLED,252,164,40,10
    CONTROL         "JPEG画像",IDC_JPEG_RB,"Button",BS_AUTORADIOBUTTON | WS_DISABLED,252,180,43,10
    CONTROL         "TIFF画像",IDC_TIFF_RB,"Button",BS_AUTORADIOBUTTON | WS_DISABLED | WS_GROUP,252,196,41,10
    GROUPBOX        "TIFF画像圧縮",IDC_STATIC,317,167,112,43
    CONTROL         "圧縮なし",IDC_COMPRESS_NONE_RB,"Button",BS_AUTORADIOBUTTON | WS_DISABLED | WS_GROUP,329,179,41,10
    CONTROL         "Deflate圧縮",IDC_COMPRESS_DEFLATE_GB,"Button",BS_AUTORADIOBUTTON | WS_DISABLED,370,176,47,10
    CONTROL         "JPEG圧縮",IDC_COMPRESS_JPEG_RB,"Button",BS_AUTORADIOBUTTON | WS_DISABLED,329,192,46,10
    CONTROL         "LZW圧縮",IDC_COMPRESS_LZW_RB,"Button",BS_AUTORADIOBUTTON | WS_DISABLED,373,191,42,10
    GROUPBOX        "最小線幅(LineStroke)",IDC_STATIC,239,223,184,29
    EDITTEXT        IDC_MIN_LINE_WIDTH_EDT,345,234,40,14,ES_RIGHT | ES_AUTOHSCROLL
    LTEXT           "[ポイント]",IDC_STATIC,386,239,26,8
    GROUPBOX        "完成画像サイズ (よこxたて[pixels])",IDC_STATIC,238,260,185,57
    LTEXT           "キャンバスを除くサイズ：",IDC_STATIC,254,278,63,8
    LTEXT           "( よこ x たて )",IDC_RESULT_SIZE,330,276,84,8
    LTEXT           "キャンバスサイズ：",IDC_STATIC,254,295,47,8
    EDITTEXT        IDC_CVS_SIZE_X_EDT,319,292,40,14,ES_RIGHT | ES_AUTOHSCROLL
    LTEXT           "x",IDC_STATIC,365,295,8,8
    EDITTEXT        IDC_CVS_SIZE_Y_EDT,374,292,40,14,ES_RIGHT | ES_AUTOHSCROLL
    LTEXT           "Copyright(c) 2014-2018 株式会社トラスト・ソフトウェア・システム",IDC_STATIC,0,409,182,8,WS_DISABLED
END

IDD_LICENSE_DIALOG DIALOGEX 0, 0, 191, 71
STYLE DS_SETFONT | DS_MODALFRAME | DS_FIXEDSYS | WS_POPUP | WS_CAPTION | WS_SYSMENU
CAPTION "ライセンス"
FONT 8, "MS Shell Dlg", 400, 0, 0x1
BEGIN
    DEFPUSHBUTTON   "OK",IDOK,80,50,50,14
    PUSHBUTTON      "キャンセル",IDCANCEL,134,50,50,14
    LTEXT           "ライセンスキーを入力してください。",IDC_STATIC,7,7,112,8
    EDITTEXT        IDC_LIC_EDT,7,20,177,14,ES_AUTOHSCROLL
END

IDD_PASSWORD_DIALOG DIALOGEX 0, 0, 241, 183
STYLE DS_SETFONT | DS_MODALFRAME | DS_FIXEDSYS | WS_POPUP | WS_CAPTION | WS_SYSMENU
CAPTION "パスワードで開く"
FONT 8, "MS Shell Dlg", 400, 0, 0x1
BEGIN
    DEFPUSHBUTTON   "OK",IDOK,130,162,50,14
    PUSHBUTTON      "キャンセル",IDCANCEL,184,162,50,14
    LTEXT           "このPDFファイルは暗号化されています。",IDC_STATIC,7,7,122,8
    CONTROL         "開くモードを指定しない",IDC_OPEN_MODE_CHK,"Button",BS_AUTOCHECKBOX | WS_TABSTOP,19,25,88,10
    LTEXT           "オーナーパスワード\r\n(権限パスワード)",IDC_STATIC,19,44,60,18
    EDITTEXT        IDC_OWNER_PSWD_EDT,88,44,108,14,ES_AUTOHSCROLL
    LTEXT           "ユーザーパスワード\r\n(開くパスワード)",IDC_STATIC,19,67,60,18
    EDITTEXT        IDC_USER_PSWD_EDT,88,67,106,14,ES_AUTOHSCROLL
    GROUPBOX        "開くモード",IDC_STATIC,7,97,227,58
    CONTROL         "表示",IDC_OM_VIEW_RB,"Button",BS_AUTORADIOBUTTON | WS_DISABLED,40,113,32,10
    CONTROL         "印刷",IDC_OM_PRINT_RB,"Button",BS_AUTORADIOBUTTON | WS_DISABLED,85,113,32,10
    LTEXT           "パスワード",IDC_STATIC,40,134,32,8
    EDITTEXT        IDC_PSWD_EDT,88,130,108,14,ES_AUTOHSCROLL | WS_DISABLED
END

IDD_MESSAGE_DIALOG DIALOGEX 0, 0, 171, 51
STYLE DS_SETFONT | DS_MODALFRAME | DS_FIXEDSYS | WS_POPUP | WS_CAPTION | WS_SYSMENU
CAPTION "完了"
FONT 8, "MS Shell Dlg", 400, 0, 0x1
BEGIN
    PUSHBUTTON      "画像を開く",IDOK,61,30,50,14
    DEFPUSHBUTTON   "閉じる",IDCANCEL,114,30,50,14
    LTEXT           "メッセージ",IDC_MSG,7,7,157,17
END

IDD_LAYER_DIALOG DIALOGEX 0, 0, 325, 183
STYLE DS_SETFONT | DS_MODALFRAME | DS_FIXEDSYS | WS_POPUP | WS_CAPTION | WS_SYSMENU
CAPTION "OCG(レイヤー)"
FONT 8, "MS Shell Dlg", 400, 0, 0x1
BEGIN
    PUSHBUTTON      "OK",IDOK,77,162,50,14,NOT WS_VISIBLE
    DEFPUSHBUTTON   "閉じる",IDCANCEL,133,162,50,14
    CONTROL         "",IDC_OCG_LIST,"SysListView32",LVS_REPORT | LVS_ALIGNLEFT | WS_BORDER | WS_TABSTOP,0,0,325,156
END

IDD_FONT_INFO_DIALOG DIALOGEX 0, 0, 316, 183
STYLE DS_SETFONT | DS_MODALFRAME | DS_FIXEDSYS | WS_POPUP | WS_CAPTION | WS_SYSMENU
CAPTION "フォント情報"
FONT 8, "MS Shell Dlg", 400, 0, 0x1
BEGIN
    DEFPUSHBUTTON   "OK",IDOK,205,163,50,14
    PUSHBUTTON      "キャンセル",IDCANCEL,266,163,50,14
    CONTROL         "",IDC_FONT_LST,"SysListView32",LVS_REPORT | LVS_ALIGNLEFT | WS_BORDER | WS_TABSTOP,0,0,315,157
END

IDD_WATERMARK_IMG_DIALOG DIALOGEX 0, 0, 191, 240
STYLE DS_SETFONT | DS_MODALFRAME | DS_FIXEDSYS | WS_POPUP | WS_CAPTION | WS_SYSMENU
CAPTION "透かし(画像)"
FONT 8, "MS Shell Dlg", 400, 0, 0x1
BEGIN
    DEFPUSHBUTTON   "OK",IDOK,44,219,50,14
    PUSHBUTTON      "キャンセル",IDCANCEL,98,219,50,14
    LTEXT           "画像ファイル",IDC_STATIC,7,7,40,8
    EDITTEXT        IDC_FILE_NAME_EDT,7,19,147,14,ES_AUTOHSCROLL
    PUSHBUTTON      "...",IDC_FILE_REF_BTN,160,19,24,14
    LTEXT           "表示位置(整数値)",IDC_STATIC,7,47,62,8
    LTEXT           "よこ",IDC_STATIC,35,61,12,8
    EDITTEXT        IDC_XPOS_EDT,54,59,48,14,ES_RIGHT | ES_AUTOHSCROLL
    LTEXT           "[ピクセル]",IDC_STATIC,105,64,31,8
    LTEXT           "たて",IDC_STATIC,35,79,13,8
    EDITTEXT        IDC_YPOS_EDT,54,77,48,14,ES_RIGHT | ES_AUTOHSCROLL
    LTEXT           "[ピクセル]",IDC_STATIC,105,82,31,8
    CONTROL         "前面に配置",IDC_FOREGROUND_RB,"Button",BS_AUTORADIOBUTTON,35,97,54,10
    CONTROL         "背面に配置",IDC_BACKGROUND_RB,"Button",BS_AUTORADIOBUTTON,98,97,54,10
    LTEXT           "拡大・縮小(実数値)",IDC_STATIC,7,123,66,8
    LTEXT           "よこ",IDC_STATIC,35,139,12,8
    EDITTEXT        IDC_XSCALE_EDT,54,136,48,14,ES_RIGHT | ES_AUTOHSCROLL
    LTEXT           "倍",IDC_STATIC,105,141,9,8
    LTEXT           "たて",IDC_STATIC,35,155,13,8
    EDITTEXT        IDC_YSCALE_EDT,54,153,48,14,ES_RIGHT | ES_AUTOHSCROLL
    LTEXT           "倍",IDC_STATIC,105,158,9,8
    LTEXT           "不透明度(実数値)",IDC_STATIC,7,176,62,8
    EDITTEXT        IDC_ALPHA_EDT,35,189,48,14,ES_RIGHT | ES_AUTOHSCROLL
    LTEXT           "[%]",IDC_STATIC,87,194,14,8
END

IDD_WATERMARK_STR_DIALOG DIALOGEX 0, 0, 265, 287
STYLE DS_SETFONT | DS_MODALFRAME | DS_FIXEDSYS | WS_POPUP | WS_CAPTION | WS_SYSMENU
CAPTION "透かし(文字列)"
FONT 8, "MS Shell Dlg", 400, 0, 0x1
BEGIN
    DEFPUSHBUTTON   "OK",IDOK,80,266,50,14
    PUSHBUTTON      "キャンセル",IDCANCEL,134,266,50,14
    LTEXT           "文字列",IDC_STATIC,7,7,25,8
    EDITTEXT        IDC_STRING_EDT,21,23,237,14,ES_AUTOHSCROLL
    LTEXT           "(文書のタイトル[%Ttl]や作成日時[%CDT]などを含められます。)",IDC_STATIC,23,38,202,8
    LTEXT           "位置(整数値)",IDC_STATIC,7,58,46,8
    LTEXT           "よこ",IDC_STATIC,21,71,12,8
    EDITTEXT        IDC_XPOS_EDT,37,68,54,14,ES_RIGHT | ES_AUTOHSCROLL
    LTEXT           "[ピクセル]",IDC_STATIC,94,73,31,8
    LTEXT           "たて",IDC_STATIC,139,71,13,8
    EDITTEXT        IDC_YPOS_EDT,156,68,54,14,ES_RIGHT | ES_AUTOHSCROLL
    LTEXT           "[ピクセル]",IDC_STATIC,213,73,31,8
    CONTROL         "前面に配置",IDC_FOREGROUND_RB,"Button",BS_AUTORADIOBUTTON,21,88,54,10
    CONTROL         "背面に配置",IDC_BACKGROUND_RB,"Button",BS_AUTORADIOBUTTON,82,88,54,10
    LTEXT           "フォント",IDC_STATIC,7,111,23,8
    LTEXT           "名前",IDC_STATIC,21,126,17,8
    EDITTEXT        IDC_FONT_NAME_EDT,45,123,137,14,ES_AUTOHSCROLL
    CONTROL         "塗りつぶし描画",IDC_FILL_RB,"Button",BS_AUTORADIOBUTTON,21,143,64,10
    CONTROL         "枠線描画",IDC_STROKE_RB,"Button",BS_AUTORADIOBUTTON,105,143,48,10
    LTEXT           "サイズ",IDC_STATIC,21,162,20,8
    EDITTEXT        IDC_FONT_SIZE_EDT,45,159,40,14,ES_RIGHT | ES_AUTOHSCROLL
    LTEXT           "[pt]",IDC_STATIC,88,164,13,8
    LTEXT           "(実数で指定)",IDC_STATIC,34,175,45,8
    LTEXT           "色",IDC_STATIC,127,162,9,8
    EDITTEXT        IDC_FONT_COLOR_EDT,142,159,40,14,ES_AUTOHSCROLL
    LTEXT           "(色名または#RGB、#RRGGBB形式で指定)",IDC_STATIC,119,175,139,15
    LTEXT           "不透明度(実数値)",IDC_STATIC,7,209,62,8
    EDITTEXT        IDC_ALPHA_EDT,21,223,64,14,ES_RIGHT | ES_AUTOHSCROLL
    LTEXT           "[%]",IDC_STATIC,89,228,14,8
END

IDD_COLORPROFILE_DIALOG DIALOGEX 0, 0, 223, 158
STYLE DS_SETFONT | DS_MODALFRAME | DS_FIXEDSYS | WS_POPUP | WS_CAPTION | WS_SYSMENU
CAPTION "カラープロファイル"
FONT 8, "MS Shell Dlg", 400, 0, 0x1
BEGIN
    DEFPUSHBUTTON   "OK",IDOK,112,137,50,14
    PUSHBUTTON      "キャンセル",IDCANCEL,166,137,50,14
    LTEXT           "RGBカラープロファイル",IDC_STATIC,7,7,67,8
    EDITTEXT        IDC_RGB_PROFILE_EDT,28,17,147,14,ES_AUTOHSCROLL
    PUSHBUTTON      "...",IDC_RGB_PROFILE_BTN,180,17,21,14
    LTEXT           "CMYKカラープロファイル",IDC_STATIC,7,36,72,8
    EDITTEXT        IDC_CMYK_PROFILE_EDT,28,47,147,14,ES_AUTOHSCROLL
    PUSHBUTTON      "...",IDC_CMYK_PROFILE_BTN,180,47,21,14
    PUSHBUTTON      "利用できるプロファイルのリスト...",IDC_LIST_BTN,94,68,122,14
    CONTROL         "カラープロファイルによる色変換",IDC_PROFILE_CONV_RB,"Button",BS_AUTORADIOBUTTON,28,90,111,10
    CONTROL         "簡易計算での色変換",IDC_FAST_CONV_RB,"Button",BS_AUTORADIOBUTTON,28,105,85,10
    CONTROL         "最も高速な色変換",IDC_MOST_FAST_CONV_RB,"Button",BS_AUTORADIOBUTTON,28,120,77,10
END

IDD_COLORPROFILE_LIST_DIALOG DIALOGEX 0, 0, 305, 183
STYLE DS_SETFONT | DS_MODALFRAME | DS_FIXEDSYS | WS_POPUP | WS_CAPTION | WS_SYSMENU
CAPTION "カラープロファイル リスト"
FONT 8, "MS Shell Dlg", 400, 0, 0x1
BEGIN
    PUSHBUTTON      "OK",IDOK,194,162,50,14,NOT WS_VISIBLE
    DEFPUSHBUTTON   "閉じる",IDCANCEL,248,162,50,14
    LTEXT           "利用できるプロファイルのリスト",IDC_STATIC,7,7,93,8
    LTEXT           "RGB",IDC_STATIC,7,27,14,8
    LTEXT           "sRGB Color Space Profile.icm\r\nAdobeRGB1998.icc\r\nAppleRGB.icc",IDC_STATIC,31,35,99,27
    LTEXT           "sRGB IEC61966-2.1\r\nAdobe RGB (1998)\r\nApple RGB",IDC_STATIC,147,35,151,27
    LTEXT           "CMYK",IDC_STATIC,7,78,24,8
    LTEXT           "RSWOP.icm\r\nJapanColor2001Coated.icc\r\nJapanColor2001Uncoated.icc\r\nJapanColor2002Newspaper.icc\r\nJapanWebCoated.icc\r\nUSWebCoatedSWOP.icc\r\nUSWebUncoated.icc",IDC_STATIC,31,86,105,60
    LTEXT           "Agfa : Swop Standard\r\nJapan Color 2001 Coated\r\nJapan Color 2001 Uncoated\r\nJapan Color 2002 Newspaper\r\nJapan Web Coated (Ad)\r\nU.S. Web Coated (SWOP) v2\r\nU.S. Web Uncoated v2",IDC_STATIC,147,86,151,60
END

IDD_THREAD_DETAIL_DIALOG DIALOGEX 0, 0, 181, 147
STYLE DS_SETFONT | DS_MODALFRAME | DS_FIXEDSYS | WS_POPUP | WS_CAPTION | WS_SYSMENU
CAPTION "スレッド"
FONT 8, "MS Shell Dlg", 400, 0, 0x1
BEGIN
    DEFPUSHBUTTON   "OK",IDOK,38,126,50,14
    PUSHBUTTON      "キャンセル",IDCANCEL,92,126,50,14
    CONTROL         "ページを分割して複数のスレッドで処理",IDC_SPLIT_CHK,"Button",BS_AUTOCHECKBOX | WS_TABSTOP,23,24,138,10
    CONTROL         "ページをそれぞれのスレッドで処理",IDC_EACH_CHK,"Button",BS_AUTOCHECKBOX | WS_TABSTOP,23,46,121,10
    LTEXT           "起動するスレッドの総数",IDC_STATIC,23,68,75,8
    EDITTEXT        IDC_N_THREAD_EDT,107,65,36,14,ES_RIGHT | ES_AUTOHSCROLL
    LTEXT           "現在の論理CPU数",IDC_N_CPU,23,88,61,8
END


/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
//
// Version
//

VS_VERSION_INFO VERSIONINFO
 FILEVERSION 1,1,0,1
 PRODUCTVERSION 1,1,0,1
 FILEFLAGSMASK 0x3fL
#ifdef _DEBUG
 FILEFLAGS 0x1L
#else
 FILEFLAGS 0x0L
#endif
 FILEOS 0x4L
 FILETYPE 0x1L
 FILESUBTYPE 0x0L
BEGIN
    BLOCK "StringFileInfo"
    BEGIN
        BLOCK "041103a4"
        BEGIN
            VALUE "CompanyName", "株式会社トラスト・ソフトウェア・システム"
            VALUE "FileDescription", "PDFの画像変換"
            VALUE "FileVersion", "1.1.0.1"
            VALUE "InternalName", "Imager.exe"
            VALUE "LegalCopyright", "Copyright(c) 2014-2018 株式会社トラスト・ソフトウェア・システム,All rights reserved."
            VALUE "OriginalFilename", "Imager.exe"
            VALUE "ProductName", "PDF Imager App"
            VALUE "ProductVersion", "1.1.0.1"
        END
    END
    BLOCK "VarFileInfo"
    BEGIN
        VALUE "Translation", 0x411, 932
    END
END


/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
//
// DESIGNINFO
//

#ifdef APSTUDIO_INVOKED
GUIDELINES DESIGNINFO 
BEGIN
    IDD_ABOUTBOX, DIALOG
    BEGIN
        LEFTMARGIN, 7
        RIGHTMARGIN, 226
        TOPMARGIN, 7
        BOTTOMMARGIN, 56
    END

    IDD_IMAGER_DIALOG, DIALOG
    BEGIN
        LEFTMARGIN, 7
        RIGHTMARGIN, 451
        TOPMARGIN, 7
        BOTTOMMARGIN, 409
    END

    IDD_PASSWORD_DIALOG, DIALOG
    BEGIN
        LEFTMARGIN, 7
        RIGHTMARGIN, 234
        TOPMARGIN, 7
        BOTTOMMARGIN, 176
    END

    IDD_MESSAGE_DIALOG, DIALOG
    BEGIN
        LEFTMARGIN, 7
        RIGHTMARGIN, 164
        TOPMARGIN, 7
        BOTTOMMARGIN, 44
    END

    IDD_LAYER_DIALOG, DIALOG
    BEGIN
        BOTTOMMARGIN, 176
    END

    IDD_FONT_INFO_DIALOG, DIALOG
    BEGIN
        BOTTOMMARGIN, 177
    END

    IDD_WATERMARK_IMG_DIALOG, DIALOG
    BEGIN
        LEFTMARGIN, 7
        RIGHTMARGIN, 184
        TOPMARGIN, 7
        BOTTOMMARGIN, 233
    END

    IDD_WATERMARK_STR_DIALOG, DIALOG
    BEGIN
        LEFTMARGIN, 7
        RIGHTMARGIN, 258
        TOPMARGIN, 7
        BOTTOMMARGIN, 280
    END

    IDD_COLORPROFILE_DIALOG, DIALOG
    BEGIN
        LEFTMARGIN, 7
        RIGHTMARGIN, 216
        VERTGUIDE, 28
        TOPMARGIN, 7
        BOTTOMMARGIN, 151
    END

    IDD_COLORPROFILE_LIST_DIALOG, DIALOG
    BEGIN
        LEFTMARGIN, 7
        RIGHTMARGIN, 298
        VERTGUIDE, 31
        VERTGUIDE, 147
        TOPMARGIN, 7
        BOTTOMMARGIN, 176
        HORZGUIDE, 35
        HORZGUIDE, 86
    END

    IDD_THREAD_DETAIL_DIALOG, DIALOG
    BEGIN
        LEFTMARGIN, 7
        RIGHTMARGIN, 174
        TOPMARGIN, 7
        BOTTOMMARGIN, 140
    END
END
#endif    // APSTUDIO_INVOKED


/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
//
// String Table
//

STRINGTABLE 
BEGIN
    IDS_ABOUTBOX            "バージョン情報 Imager(&A)..."
END

#endif    // 日本語 resources
/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////



#ifndef APSTUDIO_INVOKED
/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
//
// Generated from the TEXTINCLUDE 3 resource.
//
#define _AFX_NO_SPLITTER_RESOURCES
#define _AFX_NO_OLE_RESOURCES
#define _AFX_NO_TRACKER_RESOURCES
#define _AFX_NO_PROPERTY_RESOURCES

#if !defined(AFX_RESOURCE_DLL) || defined(AFX_TARG_JPN)
LANGUAGE 17, 1
#pragma code_page(932)
#include "res\Imager.rc2"  // Microsoft Visual C++ 以外で編集されたリソース
#include "l.JPN\afxres.rc"      // 標準コンポーネント
#endif

/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
#endif    // not APSTUDIO_INVOKED





sample/C++/MFCApp/Imager/Imager.sln

Microsoft Visual Studio Solution File, Format Version 12.00
# Visual Studio 14
VisualStudioVersion = 14.0.25420.1
MinimumVisualStudioVersion = 10.0.40219.1
Project("{8BC9CEB8-8B4A-11D0-8D11-00A0C91BC942}") = "Imager", "Imager.vcxproj", "{1156636D-2353-4DBD-8604-C6A1FF5EE6A0}"
EndProject
Global
	GlobalSection(SolutionConfigurationPlatforms) = preSolution
		Debug|x64 = Debug|x64
		Release|x64 = Release|x64
	EndGlobalSection
	GlobalSection(ProjectConfigurationPlatforms) = postSolution
		{1156636D-2353-4DBD-8604-C6A1FF5EE6A0}.Debug|x64.ActiveCfg = Debug|x64
		{1156636D-2353-4DBD-8604-C6A1FF5EE6A0}.Debug|x64.Build.0 = Debug|x64
		{1156636D-2353-4DBD-8604-C6A1FF5EE6A0}.Release|x64.ActiveCfg = Release|x64
		{1156636D-2353-4DBD-8604-C6A1FF5EE6A0}.Release|x64.Build.0 = Release|x64
	EndGlobalSection
	GlobalSection(SolutionProperties) = preSolution
		HideSolutionNode = FALSE
	EndGlobalSection
EndGlobal




sample/C++/MFCApp/Imager/Imager.vcxproj
 
   
     
       Debug
       x64
    
     
       Release
       x64
    
  
   
     {1156636D-2353-4DBD-8604-C6A1FF5EE6A0}
     Imager
     MFCProj
  
   
   
     Application
     v140
     Static
     MultiByte
     true
  
   
     Application
     v140
     Dynamic
     MultiByte
  
   
   
  
   
     
  
   
     
  
   
   
     14.0.25431.1
  
   
     true
  
   
     false
  
   
     
       _DEBUG;%(PreprocessorDefinitions)
       false
    
     
       Disabled
       ../../../../include;%(AdditionalIncludeDirectories)
       WIN32;_WINDOWS;_DEBUG;NO_WARN_MBCS_MFC_DEPRECATION;%(PreprocessorDefinitions)
       EnableFastChecks
       MultiThreadedDebugDLL
       Use
       Level3
       ProgramDatabase
    
     
       _DEBUG;%(PreprocessorDefinitions)
       0x0411
       $(IntDir);%(AdditionalIncludeDirectories)
    
     
       PdfImagerLP.lib;%(AdditionalDependencies)
       ../../../../lib;%(AdditionalLibraryDirectories)
       true
       Windows
    
  
   
     
       NDEBUG;%(PreprocessorDefinitions)
       false
    
     
       MaxSpeed
       true
       ../../../../include;%(AdditionalIncludeDirectories)
       WIN32;_WINDOWS;NDEBUG;NO_WARN_MBCS_MFC_DEPRECATION;%(PreprocessorDefinitions)
       false
       MultiThreaded
       true
       Use
       Level3
       ProgramDatabase
    
     
       NDEBUG;%(PreprocessorDefinitions)
       0x0411
       $(IntDir);%(AdditionalIncludeDirectories)
    
     
       PdfImagerLP.lib;%(AdditionalDependencies)
       ../../../../lib;%(AdditionalLibraryDirectories)
       true
       Windows
       true
       true
       UseLinkTimeCodeGeneration
    
  
   
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
       Create
       Create
    
     
     
     
  
   
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
  
   
     
     
  
   
     
  
   
     
  
   
     
  
   
   
  
   
     
       
    
  




sample/C++/MFCApp/Imager/Imager.vcxproj.filters
 
   
     
       {4FC737F1-C7A5-4376-A066-2A32D752A2FF}
       cpp;c;cc;cxx;def;odl;idl;hpj;bat;asm;asmx
    
     
       {93995380-89BD-4b04-88EB-625FBE52EBFB}
       h;hpp;hxx;hm;inl;inc;xsd
    
     
       {67DA6AB6-F800-4c08-8B7A-83BB121AAD01}
       rc;ico;cur;bmp;dlg;rc2;rct;bin;rgs;gif;jpg;jpeg;jpe;resx;tiff;tif;png;wav
    
  
   
     
       ソース ファイル
    
     
       ソース ファイル
    
     
       ソース ファイル
    
     
       ソース ファイル
    
     
       ソース ファイル
    
     
       ソース ファイル
    
     
       ソース ファイル
    
     
       ソース ファイル
    
     
       ソース ファイル
    
     
       ソース ファイル
    
     
       ソース ファイル
    
     
       ソース ファイル
    
     
       ソース ファイル
    
  
   
     
       ヘッダー ファイル
    
     
       ヘッダー ファイル
    
     
       ヘッダー ファイル
    
     
       ヘッダー ファイル
    
     
       ヘッダー ファイル
    
     
       ヘッダー ファイル
    
     
       ヘッダー ファイル
    
     
       ヘッダー ファイル
    
     
       ヘッダー ファイル
    
     
       ヘッダー ファイル
    
     
       ヘッダー ファイル
    
     
       ヘッダー ファイル
    
     
       ヘッダー ファイル
    
     
       ヘッダー ファイル
    
     
       ヘッダー ファイル
    
  
   
     
       リソース ファイル
    
     
       リソース ファイル
    
  
   
     
       リソース ファイル
    
  
   
     
       リソース ファイル
    
  
   
     
  




sample/C++/MFCApp/Imager/ImagerDlg.cpp

sample/C++/MFCApp/Imager/ImagerDlg.cpp
// ImagerDlg.cpp : 実装ファイル

/*

Copyright(c)2014-2018 株式会社トラスト・ソフトウェア・システム

無断転載を禁止します。

*/



#include "stdafx.h"

#include <ImagerLp.h>

#include "Imager.h"

#include "ImagerDlg.h"

#include "LicenseDlg.h"

#include "PasswordDlg.h"

#include "MessageDlg.h"

#include "LayerDlg.h"

#include "FontInfoDlg.h"

#include "ColorprofileDlg.h"



#ifdef _DEBUG

#define new DEBUG_NEW

#endif





// アプリケーションのバージョン情報に使われる CAboutDlg ダイアログ



class CAboutDlg : public CDialog

{

public:

    CAboutDlg();



// ダイアログ データ

    enum { IDD = IDD_ABOUTBOX };



    protected:

    virtual void DoDataExchange(CDataExchange* pDX);    // DDX/DDV サポート



// 実装

protected:

    DECLARE_MESSAGE_MAP()

};



CAboutDlg::CAboutDlg() : CDialog(CAboutDlg::IDD)

{

}



void CAboutDlg::DoDataExchange(CDataExchange* pDX)

{

    CDialog::DoDataExchange(pDX);

}



BEGIN_MESSAGE_MAP(CAboutDlg, CDialog)

END_MESSAGE_MAP()



// CImagerDlg ダイアログ

CImagerDlg::CImagerDlg(CWnd* pParent /*=NULL*/)

    : CDialog(CImagerDlg::IDD, pParent)

{

    m_hIcon = AfxGetApp()->LoadIcon(IDR_MAINFRAME);

    wtmImgDlg = NULL;

    wtmStrDlg = NULL;

    colorprofileDlg = NULL;

    threadDetailDlg = NULL;

}



void CImagerDlg::DoDataExchange(CDataExchange* pDX)

{

    CDialog::DoDataExchange(pDX);

    DDX_Control(pDX, IDOK, m_OkBtn);

    DDX_Control(pDX,             IDC_INIT_BTN, m_InitBtn);

    DDX_Control(pDX,           IDC_UNINIT_BTN, m_UninitBtn);

    DDX_Control(pDX,         IDC_OPEN_DOC_BTN, m_OpenDocBtn);

    DDX_Control(pDX,        IDC_CLOSE_DOC_BTN, m_CloseDocBtn);

    DDX_Control(pDX,     IDC_PAGE_TO_PICT_BTN, m_PageToPictBtn);

    DDX_Control(pDX,              IDC_OCG_BTN, m_OcgBtn);

    DDX_Control(pDX,    IDC_INIT_FILE_REF_BTN, m_InitFileRefBtn);

    DDX_Control(pDX, IDC_WTM_IMG_FILE_REF_BTN, m_WtmImgFileRefBtn);

    DDX_Control(pDX,   IDC_WTM_IMG_DETAIL_BTN, m_WtmImgDetailBtn);

    DDX_Control(pDX,  IDC_WTM_STR_DETAIL_BTN, m_WtmStrDetailBtn);

    DDX_Control(pDX,    IDC_THREAD_DETAIL_BTN, m_ThreadDetailBtn);

    DDX_Control(pDX,        IDC_FONT_INFO_BTN, m_FontInfoBtn);

    DDX_Control(pDX,     IDC_COLORPROFILE_BTN, m_ColorprofileBtn);

    DDX_Control(pDX,           IDC_LIC_STR_EDT, m_LicStrEdt);

    DDX_Control(pDX,         IDC_FILE_NAME_EDT, m_FileNameEdt);

    DDX_Control(pDX,          IDC_OUT_FILE_EDT, m_OutFileEdt);

    DDX_Control(pDX,               IDC_DPI_EDT, m_DpiEdt);

    DDX_Control(pDX,           IDC_QUALITY_EDT, m_QualityEdt);

    DDX_Control(pDX,         IDC_PAGE_LIST_EDT, m_PageListEdt);

    DDX_Control(pDX,       IDC_PICT_SIZE_X_EDT, m_PictSizeXEdt);

    DDX_Control(pDX,       IDC_PICT_SIZE_Y_EDT, m_PictSizeYEdt);

    DDX_Control(pDX,        IDC_CVS_SIZE_X_EDT, m_CvsSizeXEdt);

    DDX_Control(pDX,        IDC_CVS_SIZE_Y_EDT, m_CvsSizeYEdt);

    DDX_Control(pDX,    IDC_INIT_FILE_NAME_EDT, m_InitFileNameEdt);

    DDX_Control(pDX, IDC_WTM_IMG_FILE_NAME_EDT, m_WtmImgFileNameEdt);

    DDX_Control(pDX,   IDC_WTM_TEST_STRING_EDT, m_WtmStringEdt);

    DDX_Control(pDX,    IDC_MIN_LINE_WIDTH_EDT, m_MinLineWidthEdt);

    DDX_Control(pDX,         IDC_SINGLE_FILE_CHK, m_SingleFileChk);

    DDX_Control(pDX,           IDC_INIT_FILE_CHK, m_InitFileChk);

    DDX_Control(pDX,             IDC_WTM_IMG_CHK, m_WtmImgChk);

    DDX_Control(pDX,  IDC_WTM_IMG_FOREGROUND_CHK, m_WtmImgForegroundChk);

    DDX_Control(pDX,            IDC_WTM_STR_CHK, m_WtmStrChk);

    DDX_Control(pDX, IDC_WTM_STR_FOREGROUND_CHK, m_WtmStrForegroundChk);

    DDX_Control(pDX,          IDC_SPLIT_PAGE_CHK, m_SplitPageChk);

    DDX_Control(pDX,           IDC_EACH_PAGE_CHK, m_EachPageChk);

    DDX_Control(pDX,     IDC_ANTI_ALIAS_PATH_CHK, m_AntiAliasPathChk);

    DDX_Control(pDX,     IDC_ANTI_ALIAS_TEXT_CHK, m_AntiAliasTextChk);

    DDX_Control(pDX, IDC_PAGE_SEL, m_PageSel);

    DDX_Control(pDX, IDC_PAGE_SIZE, m_PageSize);

    DDX_Control(pDX, IDC_PAGE_ROTATE, m_PageRotate);

    DDX_Control(pDX, IDC_OCG_COUNT, m_OcgCount);

    DDX_Control(pDX, IDC_PASSWORD_ENC, m_PasswordEnc);

    DDX_Control(pDX, IDC_DOC_TITLE, m_DocTitle);

    DDX_Control(pDX, IDC_N_PAGES, m_NPages);

    DDX_Control(pDX, IDC_RESULT_SIZE, m_ResultSize);

    DDX_Control(pDX, IDC_DOC_VERSION, m_DocVersion);

    DDX_Control(pDX, IDC_PAGE_BOUNDS, m_PageBounds);

    DDX_Control(pDX, IDC_MODE, m_mode);

}



BEGIN_MESSAGE_MAP(CImagerDlg, CDialog)

    ON_WM_SYSCOMMAND()

    ON_WM_PAINT()

    ON_WM_QUERYDRAGICON()

    ON_WM_DESTROY()

    //}}AFX_MSG_MAP

    ON_BN_CLICKED(            IDC_INIT_BTN, &CImagerDlg::OnBnClickedInitBtn)

    ON_BN_CLICKED(          IDC_UNINIT_BTN, &CImagerDlg::OnBnClickedUninitBtn)

    ON_BN_CLICKED(        IDC_OPEN_DOC_BTN, &CImagerDlg::OnBnClickedOpenDocBtn)

    ON_BN_CLICKED(       IDC_CLOSE_DOC_BTN, &CImagerDlg::OnBnClickedCloseDocBtn)

    ON_BN_CLICKED(    IDC_PAGE_TO_PICT_BTN, &CImagerDlg::OnBnClickedPageToPictBtn)

    ON_BN_CLICKED(        IDC_FILE_REF_BTN, &CImagerDlg::OnBnClickedFileRefBtn)

    ON_BN_CLICKED(             IDC_OCG_BTN, &CImagerDlg::OnBnClickedOcgBtn)

    ON_BN_CLICKED(  IDC_WTM_IMG_DETAIL_BTN, &CImagerDlg::OnBnClickedWtmImgDetailBtn)

    ON_BN_CLICKED(  IDC_WTM_STR_DETAIL_BTN, &CImagerDlg::OnBnClickedWtmStrDetailBtn)

    ON_BN_CLICKED(       IDC_FONT_INFO_BTN, &CImagerDlg::OnBnClickedFontInfoBtn)

    ON_BN_CLICKED(    IDC_COLORPROFILE_BTN, &CImagerDlg::OnBnClickedColorprofileBtn)

    ON_BN_CLICKED(   IDC_THREAD_DETAIL_BTN, &CImagerDlg::OnBnClickedTreadDetailBtn)

    ON_BN_CLICKED(   IDC_INIT_FILE_REF_BTN, &CImagerDlg::OnBnClickedInitFileRefBtn)

    ON_BN_CLICKED(    IDC_RES_FILE_REF_BTN, &CImagerDlg::OnBnClickedResFileRefBtn)

    ON_BN_CLICKED(IDC_WTM_IMG_FILE_REF_BTN, &CImagerDlg::OnBnClickedWtmImgFileRefBtn)

    ON_BN_CLICKED(      IDC_JPEG_RB, &CImagerDlg::OnBnClickedJpegRb)

    ON_BN_CLICKED(       IDC_PNG_RB, &CImagerDlg::OnBnClickedPngRb)

    ON_BN_CLICKED      (IDC_TIFF_RB, &CImagerDlg::OnBnClickedTiffRb)

    ON_BN_CLICKED(IDC_PAGE_RANGE_RB, &CImagerDlg::OnBnClickedPageRb)

    ON_BN_CLICKED(  IDC_PAGE_NUM_RB, &CImagerDlg::OnBnClickedPageRb)

    ON_BN_CLICKED( IDC_ALL_PAGES_RB, &CImagerDlg::OnBnClickedPageWholeRb)

    ON_BN_CLICKED(  IDC_MEDIABOX_RB, &CImagerDlg::PageBounds)

    ON_BN_CLICKED(   IDC_CROPBOX_RB, &CImagerDlg::PageBounds)

    ON_BN_CLICKED(  IDC_BLEEDBOX_RB, &CImagerDlg::PageBounds)

    ON_BN_CLICKED(   IDC_TRIMBOX_RB, &CImagerDlg::PageBounds)

    ON_BN_CLICKED(    IDC_ARTBOX_RB, &CImagerDlg::PageBounds)

    ON_BN_CLICKED(  IDC_WTM_IMG_CHK, &CImagerDlg::OnBnClickedWtmImgChk)

    ON_BN_CLICKED(  IDC_WTM_STR_CHK, &CImagerDlg::OnBnClickedWtmStrChk)

    ON_BN_CLICKED(IDC_INIT_FILE_CHK, &CImagerDlg::OnBnClickedInitFileChk)

    ON_EN_CHANGE(      IDC_DPI_EDT, &CImagerDlg::OnEnChangeDpiEdt)

    ON_EN_CHANGE(IDC_PAGE_LIST_EDT, &CImagerDlg::OnEnChangePageListEdt)

END_MESSAGE_MAP()



//出力ファイル名のチェック

bool CImagerDlg::OutFileCheck()

{

    CString s;



    m_OutFileEdt.GetWindowText(s);

    int len = s.GetLength();

    if(len > 0){

        if(len < 5){

            MessageBox("ファイル名が不正です。");

            return false;

        }else if(!s.Right(4).CompareNoCase(".tif")||!s.Right(5).CompareNoCase(".tiff")){

            m_TiffRb->SetCheck(BST_CHECKED);

            m_JpegRb->SetCheck(BST_UNCHECKED);

            m_PngRb->SetCheck(BST_UNCHECKED);

            return true;

        }else if(!s.Right(4).CompareNoCase(".jpg")){

            m_TiffRb->SetCheck(BST_UNCHECKED);

            m_JpegRb->SetCheck(BST_CHECKED);

            m_PngRb->SetCheck(BST_UNCHECKED);

            return true;

        }else if(!s.Right(4).CompareNoCase(".png")){

            m_TiffRb->SetCheck(BST_UNCHECKED);

            m_JpegRb->SetCheck(BST_UNCHECKED);

            m_PngRb->SetCheck(BST_CHECKED);

            return true;

        }else{

            MessageBox("ファイル識別子を認識できません。");

            return false;

        }

    }



    //画像ファイルが指定されていないので、適切なファイル名にする

    if(m_TiffRb->GetCheck() == BST_CHECKED) s = "out.tiff";

    else if(m_JpegRb->GetCheck() == BST_CHECKED) s = "out.jpg";

    else if(m_PngRb->GetCheck() == BST_CHECKED) s = "out.png";

    else{

        s = "out.png";

        m_PngRb->SetCheck(BST_CHECKED);

    }

    m_OutFileEdt.SetWindowText(s);



    return true;

}



//ページ境界

void CImagerDlg::PageBounds()

{

    if(m_MediaBoxRb->GetCheck() == BST_CHECKED) MlpSetPicture(MLP_PICTURE_USE_MEDIABOX);

    else if(m_CropBoxRb->GetCheck() == BST_CHECKED) MlpSetPicture(MLP_PICTURE_USE_CROPBOX);

    else if(m_BleedBoxRb->GetCheck() == BST_CHECKED) MlpSetPicture(MLP_PICTURE_USE_BLEEDBOX);

    else if(m_TrimBoxRb->GetCheck() == BST_CHECKED) MlpSetPicture(MLP_PICTURE_USE_TRIMBOX);

    else if(m_ArtBoxRb->GetCheck() == BST_CHECKED) MlpSetPicture(MLP_PICTURE_USE_ARTBOX);

    if(m_CloseDocBtn.IsWindowEnabled()){

        if(pageCount <= 0) return;  /*ページがない場合はページサイズを更新しない*/

        CString s;

        m_PageListEdt.GetWindowText(s);

        int pageNum = atoi(s);

        if(pageNum <= 0) pageNum = 1;

        else if(pageCount < pageNum) pageNum = pageCount;

        /*ページのサイズ*/

        PageOrgSize(pageNum);

        PagePictSize(pageNum);

    }

}



//ページのオリジナルサイズ

void CImagerDlg::PageOrgSize(int pageNum)

{

    CString s;

    int     x, y;

    int     k;

    float   userUnit, left, bottom, right, top;



    if(pageNum < 1) pageNum = 1;



    /*サイズ*/

    MlpSetPictureResolution(72);

    MlpGetPicturePixel(pageNum, &x, &y);

    s.Format("ページサイズ: %d x %d", x, y);

    m_PageSize.SetWindowText(s);

    m_PageSize.EnableWindow(true);



    /*境界*/

    if(m_MediaBoxRb->GetCheck() == BST_CHECKED) k = MEDIA_BOX;

    else if(m_CropBoxRb->GetCheck() == BST_CHECKED) k = CROP_BOX;

    else if(m_BleedBoxRb->GetCheck() == BST_CHECKED) k = BLEED_BOX;

    else if(m_TrimBoxRb->GetCheck() == BST_CHECKED) k = TRIM_BOX;

    else if(m_ArtBoxRb->GetCheck() == BST_CHECKED) k = ART_BOX;

    MlpGetPageBoundary(pageNum, k, &userUnit, &left, &bottom, &right, &top);

    s.Format("ページ境界: (%g, %g)-(%g, %g) %g", left, bottom, right, top, userUnit);

    m_PageBounds.SetWindowText(s);

    m_PageBounds.EnableWindow(true);

}



//指定された解像度でのサイズ(キャンバスサイズではない)

void CImagerDlg::PagePictSize(int pageNum)

{

    CString s;

    int     c, r;

    int     x, y;



    if(pageNum < 1) pageNum = 1;



    if((c = MlpPageCount()) < pageNum ){

        m_PageSize.EnableWindow(false);

        m_PageSize.SetWindowText("ページサイズ");

        m_PageRotate.EnableWindow(false);

        m_PageRotate.SetWindowText("ページ回転");

        return;

    }

    m_DpiEdt.GetWindowText(s);

    r = atoi(s);

    if(r < 10) return;  /*解像度が小さすぎるのでページサイズを表示しない*/

    MlpSetPictureResolution(r);

    MlpGetPicturePixel(pageNum, &x, &y);    /*複数ページが指定された場合は、先頭のページのみ*/

    s.Format("%d x %d", x, y);

    m_ResultSize.SetWindowText(s);

}



/*

**  CImagerDlg メッセージ ハンドラ

*/



BOOL CImagerDlg::OnInitDialog()

{

    CDialog::OnInitDialog();



    // "バージョン情報..." メニューをシステム メニューに追加します。



    // IDM_ABOUTBOX は、システム コマンドの範囲内になければなりません。

    ASSERT((IDM_ABOUTBOX & 0xFFF0) == IDM_ABOUTBOX);

    ASSERT(IDM_ABOUTBOX < 0xF000);



    CMenu* pSysMenu = GetSystemMenu(FALSE);

    if(pSysMenu != NULL){

        CString strAboutMenu;

        strAboutMenu.LoadString(IDS_ABOUTBOX);

        if(!strAboutMenu.IsEmpty()){

            pSysMenu->AppendMenu(MF_SEPARATOR);

            pSysMenu->AppendMenu(MF_STRING, IDM_ABOUTBOX, strAboutMenu);

        }

    }



    // このダイアログのアイコンを設定します。アプリケーションのメイン ウィンドウがダイアログでない場合、

    //  Framework は、この設定を自動的に行います。

    SetIcon(m_hIcon, TRUE);         // 大きいアイコンの設定

    SetIcon(m_hIcon, FALSE);        // 小さいアイコンの設定



    // TODO: 初期化をここに追加します。

    m_TiffRb    = (CButton*)GetDlgItem(IDC_TIFF_RB);

    m_JpegRb    = (CButton*)GetDlgItem(IDC_JPEG_RB);

    m_PngRb     = (CButton*)GetDlgItem(IDC_PNG_RB);

    m_PageRangeRb   = (CButton*)GetDlgItem(IDC_PAGE_RANGE_RB);

    m_PageNumRb     = (CButton*)GetDlgItem(IDC_PAGE_NUM_RB);

    m_AllPagesRb    = (CButton*)GetDlgItem(IDC_ALL_PAGES_RB);

    m_ColorRb   = (CButton*)GetDlgItem(IDC_COLOR_RB);

    m_GrayRb    = (CButton*)GetDlgItem(IDC_GRAY_RB);

    m_DitherRb  = (CButton*)GetDlgItem(IDC_DITHER_RB);

    m_BwRb      = (CButton*)GetDlgItem(IDC_BW_RB);

    m_CompressNoneRb    = (CButton*)GetDlgItem(IDC_COMPRESS_NONE_RB);

    m_CompressJpegRb    = (CButton*)GetDlgItem(IDC_COMPRESS_JPEG_RB);

    m_CompressDeflateRb = (CButton*)GetDlgItem(IDC_COMPRESS_DEFLATE_GB);

    m_CompressLzwRb     = (CButton*)GetDlgItem(IDC_COMPRESS_LZW_RB);

    m_UnitPercentRb = (CButton*)GetDlgItem(IDC_UNIT_PERCENT_RB);

    m_UnitInchRb    = (CButton*)GetDlgItem(IDC_UNIT_INCH_RB);

    m_UnitMmRb      = (CButton*)GetDlgItem(IDC_UNIT_MM_RB);

    m_MediaBoxRb    = (CButton*)GetDlgItem(IDC_MEDIABOX_RB);

    m_CropBoxRb     = (CButton*)GetDlgItem(IDC_CROPBOX_RB);

    m_BleedBoxRb    = (CButton*)GetDlgItem(IDC_BLEEDBOX_RB);

    m_TrimBoxRb     = (CButton*)GetDlgItem(IDC_TRIMBOX_RB);

    m_ArtBoxRb      = (CButton*)GetDlgItem(IDC_ARTBOX_RB);



    m_SplitPageChk.SetCheck(BST_CHECKED);   /*ページを分割して並列処理*/

    m_SingleFileChk.SetCheck(BST_CHECKED);  /*単一ファイルにする*/

#if     0   //既定の画像形式がTIFF形式

    m_TiffRb->SetCheck(BST_CHECKED);        /*TIFF形式画像を作成*/

    m_PageRangeRb->SetCheck(BST_CHECKED);   /*ページの範囲を指定*/

#elif   0   //既定の画像形式がJPEG形式

    m_JpegRb->SetCheck(BST_CHECKED);            /*PNG形式画像を作成*/

    m_PageNumRb->SetCheck(BST_CHECKED);     /*ページ番号を指定*/

#elif   1   //既定の画像形式がPNG形式

    m_PngRb->SetCheck(BST_CHECKED);         /*PNG形式画像を作成*/

    m_PageNumRb->SetCheck(BST_CHECKED);     /*ページ番号を指定*/

#endif

    m_ColorRb->SetCheck(BST_CHECKED);       /*RGBカラー画像を生成*/

    m_CompressNoneRb->SetCheck(BST_CHECKED);/*TIFF形式の場合 圧縮しない*/

    m_MediaBoxRb->SetCheck(BST_CHECKED);    /*MediaBox境界を使用*/



    m_DpiEdt.SetWindowText("150");          /*150DPIの画像を生成*/

    m_QualityEdt.SetWindowText("75");       /*JPEG圧縮の場合品質を75%にする*/



    wtmImgDlg = new WatermarkImgDlg();

    wtmStrDlg = new WatermarkStrDlg();

    colorprofileDlg = new ColorprofileDlg();

    threadDetailDlg = new ThreadDetailDlg();



    pageCount = 0;  //現在開いているPDFの総ページ数





    return TRUE;  // フォーカスをコントロールに設定した場合を除き、TRUE を返します。

}



void CImagerDlg::OnSysCommand(UINT nID, LPARAM lParam)

{

    if((nID & 0xFFF0) == IDM_ABOUTBOX){

        CAboutDlg dlgAbout;

        dlgAbout.DoModal();

    }else{

        CDialog::OnSysCommand(nID, lParam);

    }

}



// ダイアログに最小化ボタンを追加する場合、アイコンを描画するための

//  下のコードが必要です。ドキュメント/ビュー モデルを使う MFC アプリケーションの場合、

//  これは、Framework によって自動的に設定されます。



void CImagerDlg::OnPaint()

{

    if(IsIconic()){

        CPaintDC dc(this); // 描画のデバイス コンテキスト



        SendMessage(WM_ICONERASEBKGND, reinterpret_cast<WPARAM>(dc.GetSafeHdc()), 0);



        // クライアントの四角形領域内の中央

        int cxIcon = GetSystemMetrics(SM_CXICON);

        int cyIcon = GetSystemMetrics(SM_CYICON);

        CRect rect;

        GetClientRect(&rect);

        int x = (rect.Width() - cxIcon + 1) / 2;

        int y = (rect.Height() - cyIcon + 1) / 2;



        // アイコンの描画

        dc.DrawIcon(x, y, m_hIcon);

    }else{

        CDialog::OnPaint();

    }

}



// ユーザーが最小化したウィンドウをドラッグしているときに表示するカーソルを取得するために、

//  システムがこの関数を呼び出します。

HCURSOR CImagerDlg::OnQueryDragIcon()

{

    return static_cast<HCURSOR>(m_hIcon);

}



//初期化 ボタン

void CImagerDlg::OnBnClickedInitBtn()

{

    if(MlpInitialize("0-W0H6-7H5GKW7E336R") != 0){  //適切なライセンスキーに替えてください。

        LicenseDlg dlg;

        if(dlg.DoModal() != IDOK){

            MessageBox("初期化できません。");

            return;

        }

        if(MlpInitialize((TCHAR*)(LPCTSTR)dlg.GetLicenseStr()) != 0){

            MessageBox("初期化できません。");

            return;

        }

    }



    //ライセンス

    char    licStr[100];

    MlpLicenseInfoStr(licStr);

    m_LicStrEdt.SetWindowText(licStr);



    //初期化ファイル

    if(m_InitFileChk.GetCheck() == BST_CHECKED){

        CString s;

        m_InitFileNameEdt.GetWindowText(s);

        MlpLoadInitFile((TCHAR*)(LPCTSTR)s);

    }

    m_InitFileChk.EnableWindow(false);

    m_InitFileNameEdt.EnableWindow(false);

    m_InitFileRefBtn.EnableWindow(false);



    //出力ファイル

    if(m_PngRb->GetCheck() == BST_CHECKED) m_OutFileEdt.SetWindowText("out.png");

    else if(m_JpegRb->GetCheck() == BST_CHECKED) m_OutFileEdt.SetWindowText("out.jpg");

    else if(m_TiffRb->GetCheck() == BST_CHECKED) m_OutFileEdt.SetWindowText("out.tiff");



    //

    m_InitBtn.EnableWindow(false);

    m_UninitBtn.EnableWindow(true);

    m_ColorprofileBtn.EnableWindow(true);

    m_ThreadDetailBtn.EnableWindow(true);

    m_OpenDocBtn.EnableWindow(true);

    m_OpenDocBtn.SetFocus();

    m_AntiAliasPathChk.EnableWindow(true);

    m_AntiAliasTextChk.EnableWindow(true);

    m_SplitPageChk.EnableWindow(true);

    m_EachPageChk.EnableWindow(true);

}



//MLP終了 ボタン

void CImagerDlg::OnBnClickedUninitBtn()

{

    MlpUninitialize();

    m_LicStrEdt.SetWindowText("");

    m_InitBtn.EnableWindow(true);

    m_UninitBtn.EnableWindow(false);

    m_ColorprofileBtn.EnableWindow(false);

    m_ThreadDetailBtn.EnableWindow(false);

    m_OpenDocBtn.EnableWindow(false);

    m_SplitPageChk.EnableWindow(false);

    m_EachPageChk.EnableWindow(false);

    m_InitFileChk.SetCheck(BST_UNCHECKED);

    m_InitFileChk.EnableWindow(true);

    m_InitFileNameEdt.EnableWindow(false);

    m_InitFileRefBtn.EnableWindow(false);

    m_AntiAliasPathChk.EnableWindow(false);

    m_AntiAliasTextChk.EnableWindow(false);

    m_AntiAliasPathChk.SetCheck(BST_UNCHECKED);

    m_AntiAliasTextChk.SetCheck(BST_UNCHECKED);

    m_SplitPageChk.SetCheck(BST_CHECKED);

    m_EachPageChk.SetCheck(BST_UNCHECKED);

}



//初期化ファイル参照

void CImagerDlg::OnBnClickedInitFileRefBtn()

{

    CFileDialog dlg(true, "xml", "init.xml", OFN_HIDEREADONLY | OFN_OVERWRITEPROMPT, "初期化ファイル(*.xml)|*.xml|すべて(*.*)|*.*||");

    if(dlg.DoModal() != IDOK) return;

    m_InitFileNameEdt.SetWindowText(dlg.GetPathName());

}



//開く ボタン

void CImagerDlg::OnBnClickedOpenDocBtn()

{

    CString s;

    PasswordDlg dlg;

    int restrict;



    m_FileNameEdt.GetWindowText(s);

    if(s.GetLength() < 1){

        MessageBox("PDFファイルを指定してください。");

        return;

    }



    //開く

    m_FileNameEdt.GetWindowText(s);

    if(s.Right(4).CompareNoCase(".pdf")){

        MessageBox("PDFファイル名を指定してください。");

        return;

    }

    switch(MlpOpenDoc(s, "", "")){

        case MLP_NO_ERROR:

            m_PasswordEnc.EnableWindow(true);

            m_PasswordEnc.SetWindowText("このPDFファイルは、平文(非暗号化)です。");

            break;

        case MLP_FILE_IS_NOT_PDF:

            MessageBox("");

            return;

        case MLP_FILE_NOT_DECRYPTED:

            if(dlg.DoModal() != IDOK){

                MessageBox("復号できません。");

                return;

            }

            switch(dlg.GetOpenMode()){

                case 0:

                    if(MlpOpenDoc(s, dlg.GetOwnerPswd(), dlg.GetUserPswd()) == MLP_FILE_NOT_DECRYPTED){

                        MessageBox("ファイルを開けません。");

                        return;

                    }

                    break;

                case 1:

                    if(MlpOpenDocUsage(s, dlg.GetPswd(), 1) == MLP_FILE_NOT_DECRYPTED){

                        MessageBox("ファイルを開けません。");

                        return;

                    }

                    break;

                case 2:

                    if(MlpOpenDocUsage(s, dlg.GetPswd(), 2) == MLP_FILE_NOT_DECRYPTED){

                        MessageBox("ファイルを開けません。");

                        return;

                    }

                    break;

                default:

                    MessageBox("復号できません。");

                    return;

            }

            MlpGetDocumentInfo(MLP_PRINT_RESTRICTION, &restrict);

            switch(restrict){

                case 0:

                    s.Format("このPDFファイルは、パスワードで暗号化されています。\r\n(印刷制限はありません。)", s);

                    break;

                case 1:

                    s.Format("このPDFファイルは、パスワードで暗号化されています。\r\n(低解像度印刷が指定されています。)", s);

                    break;

                case 2:

                    s.Format("このPDFファイルは、パスワードで暗号化されています。\r\n(印刷は許可されていません。)", s);

                    break;

            }

            m_PasswordEnc.EnableWindow(true);

            m_PasswordEnc.SetWindowText(s);

            break;

        case MLP_OPEN_ERROR:

        default:

            MessageBox("ファイルを開けません。");

            return;

    }



    //ボタン...

    m_UninitBtn.EnableWindow(false);

    m_OpenDocBtn.EnableWindow(false);

    m_CloseDocBtn.EnableWindow(true);



    //「表示」または「印刷」モード

    switch(dlg.GetOpenMode()){

        case 0: m_mode.SetWindowText("表示および印刷");    break;

        case 1: m_mode.SetWindowText("表示モード");      break;

        case 2: m_mode.SetWindowText("印刷モード");      break;

        default:m_mode.SetWindowText("不正");         break;

    }



    //文書タイトル

    char    *title;

    MlpGetDocumentInfo(MLP_DOCUMENT_TITLE, &title);

    if(title[0]){

        s.Format("文書タイトル: %s", title);

        m_DocTitle.SetWindowText(s);

    }else

        m_DocTitle.SetWindowText("文書タイトル設定なし");

    m_DocTitle.EnableWindow(true);



    //文書のバージョン

    MlpGetDocumentInfo(MLP_PDF_VERSION, &pdfVersion);

    s.Format("PDF%g", pdfVersion / 10.f);

    m_DocVersion.SetWindowText(s);

    m_DocVersion.EnableWindow(true);



    //ページ境界

    if(m_MediaBoxRb->GetCheck() == BST_CHECKED) MlpSetPicture(MLP_PICTURE_USE_MEDIABOX);

    else if(m_CropBoxRb->GetCheck() == BST_CHECKED) MlpSetPicture(MLP_PICTURE_USE_CROPBOX);

    else if(m_BleedBoxRb->GetCheck() == BST_CHECKED) MlpSetPicture(MLP_PICTURE_USE_BLEEDBOX);

    else if(m_TrimBoxRb->GetCheck() == BST_CHECKED) MlpSetPicture(MLP_PICTURE_USE_TRIMBOX);

    else if(m_ArtBoxRb->GetCheck() == BST_CHECKED) MlpSetPicture(MLP_PICTURE_USE_ARTBOX);

    else m_MediaBoxRb->SetCheck(BST_CHECKED);   /*default*/

    m_MediaBoxRb->EnableWindow(true);

    m_CropBoxRb->EnableWindow(true);

    m_BleedBoxRb->EnableWindow(true);

    m_TrimBoxRb->EnableWindow(true);

    m_ArtBoxRb->EnableWindow(true);



    //総ページ数

    //ページ数を変更すると、ページ情報が変化する。ただし、m_CloseDocBtnがEnableの場合

    pageCount = MlpPageCount();

    if(m_PageRangeRb->IsWindowEnabled()){

        s.Format("1-%d", pageCount);

    }else{

        s = "1";

    }

    m_PageListEdt.SetWindowText(s);

    s.Format("ページ数: %d", pageCount);

    m_NPages.SetWindowText(s);

    m_NPages.EnableWindow(true);



    //OCG

    int nOCG = MlpGetOcgCount();

    s.Format("(OCG数: %d)", nOCG);

    m_OcgCount.SetWindowText(s);

    m_OcgCount.EnableWindow(true);

    if(0 < nOCG){

        m_OcgBtn.EnableWindow(true);

    }



    //透かし

    //PDF文書がオープンされると透かしの詳細が初期化される

    wtmImgDlg->InitValue();

    wtmStrDlg->InitValue();

    m_WtmImgChk.EnableWindow(true);

    m_WtmStrChk.EnableWindow(true);



    //ボタン...

    m_PageToPictBtn.EnableWindow(true);

    if(m_TiffRb->GetCheck() == BST_CHECKED) m_PageRangeRb->EnableWindow(true), m_AllPagesRb->EnableWindow(true);

    m_PageNumRb->EnableWindow(true);

    m_PageListEdt.EnableWindow(true);

    m_FontInfoBtn.EnableWindow(true);

    m_PngRb->EnableWindow(true);

    m_JpegRb->EnableWindow(true);

    m_TiffRb->EnableWindow(true);

    m_MediaBoxRb->EnableWindow(true);

    m_CropBoxRb->EnableWindow(true);

    m_BleedBoxRb->EnableWindow(true);

    m_TrimBoxRb->EnableWindow(true);

    m_ArtBoxRb->EnableWindow(true);

}



//閉じる ボタン

void CImagerDlg::OnBnClickedCloseDocBtn()

{

    MlpCloseDoc();

    pageCount = 0;



    m_UninitBtn.EnableWindow(true);

    m_OpenDocBtn.EnableWindow(true);

    m_CloseDocBtn.EnableWindow(false);

    m_PasswordEnc.EnableWindow(false);

    m_PasswordEnc.SetWindowText("(開く際にパスワードが必要な場合があります。)");

    m_PageToPictBtn.EnableWindow(false);

    m_mode.SetWindowText("(表示または印刷)");

    m_PageRangeRb->EnableWindow(false);

    m_PageNumRb->EnableWindow(false);

    m_PageListEdt.EnableWindow(false);

    m_PageListEdt.SetWindowText("");

    m_PngRb->EnableWindow(false);

    m_JpegRb->EnableWindow(false);

    m_TiffRb->EnableWindow(false);



    m_OcgBtn.EnableWindow(false);

    m_DocTitle.EnableWindow(false);

    m_DocTitle.SetWindowText("タイトル");

    m_DocVersion.EnableWindow(false);

    m_DocVersion.SetWindowText("PDFx.x");

    m_NPages.EnableWindow(false);

    m_NPages.SetWindowText("ページ数");

    m_PageBounds.EnableWindow(false);

    m_PageBounds.SetWindowText("ページ境界");

    m_ResultSize.SetWindowText("( よこ x たて )");

    m_WtmImgChk.EnableWindow(false);

    m_WtmStrChk.EnableWindow(false);

    m_FontInfoBtn.EnableWindow(false);

    m_MediaBoxRb->EnableWindow(false);

    m_CropBoxRb->EnableWindow(false);

    m_BleedBoxRb->EnableWindow(false);

    m_TrimBoxRb->EnableWindow(false);

    m_ArtBoxRb->EnableWindow(false);

}



//出力ファイル参照

void CImagerDlg::OnBnClickedResFileRefBtn()

{

    CFileDialog dlg(false, NULL, "out", OFN_READONLY | OFN_OVERWRITEPROMPT, "PNG画像(*.png)|*.png|JPEG画像(*.jpg)|*.jpg;*.jpeg|TIFF画像(*.tiff)|*.tiff, *.tif|すべての画像形式|*.png;*.jpg;*.jpeg;*.tiff;*.tif|すべて(*.*)|*.*||");

    if(dlg.DoModal() != IDOK) return;

    m_PngRb->SetCheck(BST_UNCHECKED);

    m_JpegRb->SetCheck(BST_UNCHECKED);

    m_TiffRb->SetCheck(BST_UNCHECKED);

    if(dlg.GetFileExt() == "png"){

        m_PngRb->SetCheck(BST_CHECKED);

    }else if(dlg.GetFileExt() == "jpg" || dlg.GetFileExt() == "jpeg"){

        m_JpegRb->SetCheck(BST_CHECKED);

    }else if(dlg.GetFileExt() == "tiff" || dlg.GetFileExt() == "tif"){

        m_TiffRb->SetCheck(BST_CHECKED);

    }else{

        MessageBox("この画像形式には変換できません。");

        m_PngRb->SetCheck(BST_CHECKED);

        return;

    }

    m_OutFileEdt.SetWindowText(dlg.GetPathName());

}



//画像作成 ボタン

void CImagerDlg::OnBnClickedPageToPictBtn()

{

    CWaitCursor *wait = NULL;

    CString pg, out;

    MessageDlg  dlg;



    //PDF文書のバージョン

    if(pdfVersion < 14 || pdfVersion > 17){

        CString s;

        s.Format("PDF%g は画像に変換できません。", pdfVersion / 10.f);

        MessageBox(s);

        return;

    }



    //ページ

    if(pageCount < 1){

        MessageBox("ページがありません");

        return;

    }



    //出力ファイル

    if(!OutFileCheck()) return;

    m_PageToPictBtn.EnableWindow(false);

    m_CloseDocBtn.EnableWindow(false);

    m_OkBtn.EnableWindow(false);



    //解像度

    CString s;

    int     val;



    m_DpiEdt.GetWindowText(s);

    val = atoi(s);

    if(val < 50){

        val = 50;

        m_DpiEdt.SetWindowText("50");

    }else if(val > 10000){

        val = 10000;

        m_DpiEdt.SetWindowText("10000");

    }

    MlpSetPictureResolution(val);



    //品質

    m_QualityEdt.GetWindowText(s);

    val = atoi(s);

    if(val < 10) val = 10;

    else if(val > 90) val = 90;

    MlpSetPictureQuality(val);



    //色指定

    if(m_ColorRb->GetCheck() == BST_CHECKED)        MlpSetPictureRGB();

    else if(m_GrayRb->GetCheck() == BST_CHECKED)    MlpSetPictureGray();

    else if(m_DitherRb->GetCheck() == BST_CHECKED)  MlpSetPictureDither();

    else if(m_BwRb->GetCheck() == BST_CHECKED)      MlpSetPictureBW();



    //カラープロファイル

    switch(colorprofileDlg->m_conv){

        case CONVERT_BY_COLOR_PROFILE:

            MlpSetRGBProfile((TCHAR*)(LPCTSTR)colorprofileDlg->rgbProfileName);

            MlpSetCMYKProfile((TCHAR*)(LPCTSTR)colorprofileDlg->cmykProfileName);

        case CONVERT_FAST:

        case CONVERT_MOST_FAST:

            MlpSetColorConvertForImage(CONVERT_CMYK_TO_RGB, colorprofileDlg->m_conv);

            break;

        default:

            break;

    }



    //アンチエイリアス

    MlpSetPicture(MLP_FILL_PATH_AA, m_AntiAliasPathChk.GetCheck() == BST_CHECKED ? 0 : 1);      /*0:抑制、1:通常*/

    MlpSetPicture(MLP_TEXT_ANTIALIAS, m_AntiAliasTextChk.GetCheck() == BST_CHECKED ? 0 : 1);    /*0:抑制、1:通常*/



    //最小線幅

    m_MinLineWidthEdt.GetWindowText(s);

    if(0 < s.GetLength()){

        float w = (float)atof(s);

        if(0 < w) MlpSetPicture(MLP_STROKEPATH_MINIMUM_LINE_WIDTH, w);

    }



    //TIFF形式の圧縮指定

    if(m_CompressNoneRb->GetCheck() == BST_CHECKED)         MlpSetTiffCompress(MLP_TIFF_COMPRESS_NONE);

    else if(m_CompressJpegRb->GetCheck() == BST_CHECKED)    MlpSetTiffCompress(MLP_TIFF_COMPRESS_JPEG);

    else if(m_CompressDeflateRb->GetCheck() == BST_CHECKED) MlpSetTiffCompress(MLP_TIFF_COMPRESS_DEFLATE);

    else if(m_CompressLzwRb->GetCheck() == BST_CHECKED)     MlpSetTiffCompress(MLP_TIFF_COMPRESS_LZW);

    else                                                    MlpSetTiffCompress(MLP_TIFF_COMPRESS_DEFLATE);



    //キャンバスサイズ

    int     x, y;

    m_CvsSizeXEdt.GetWindowText(s); x = atoi(s);

    m_CvsSizeYEdt.GetWindowText(s); y = atoi(s);

    if(x < 10){ x = 0; m_CvsSizeXEdt.SetWindowText(""); }

    if(y < 10){ y = 0; m_CvsSizeYEdt.SetWindowText(""); }

    MlpSetCanvasSize(x, y);



    //画像サイズ

    m_PictSizeXEdt.GetWindowText(s);

    x = atoi(s);

    m_PictSizeYEdt.GetWindowText(s);

    y = atoi(s);

    if(x < 0) x = 0;

    if(y < 0) y = 0;

    if(((0 < x) && (x < 10)) || ((0 < y) && (y < 10))){

        MessageBox("画像サイズ x または y が小さすぎます。");

        goto end_proc;

    }

    if((10 <= x) || (10 <= y)){

        if(m_UnitPercentRb->GetCheck() == BST_CHECKED)  MlpSetPictureSize(x, y, MLP_PICTURE_UNIT_PERCENT);

        else if(m_UnitInchRb->GetCheck() == BST_CHECKED)MlpSetPictureSize(x, y, MLP_PICTURE_UNIT_INCH);

        else if(m_UnitMmRb->GetCheck() == BST_CHECKED)  MlpSetPictureSize(x, y, MLP_PICTURE_UNIT_MM);

        else{

            MessageBox("画像サイズの単位を指定してください。");

            goto end_proc;

        }

    }



    //透かし

    if(m_WtmImgChk.GetCheck() == BST_CHECKED){

        CString s;

        m_WtmImgFileNameEdt.GetWindowText(s);

        if(0 < s.GetLength())

            MlpSetImageWatermark(s, wtmImgDlg->m_xpos, wtmImgDlg->m_ypos, m_WtmImgForegroundChk.GetCheck() == BST_CHECKED ? 1 : -1, wtmImgDlg->m_xscale, wtmImgDlg->m_yscale, wtmImgDlg->m_alpha);

    }

    if(m_WtmStrChk.GetCheck() == BST_CHECKED){

        CString s;

        m_WtmStringEdt.GetWindowText(s);

        if(0 < s.GetLength()){

            if(wtmStrDlg->m_filltext)

                MlpSetFillTextWatermark(s, wtmStrDlg->m_fontname, wtmStrDlg->m_xpos, wtmStrDlg->m_ypos, m_WtmStrForegroundChk.GetCheck() == BST_CHECKED ? 1 : -1, wtmStrDlg->m_fontsize, (LPCTSTR)wtmStrDlg->m_fontcolor, wtmStrDlg->m_alpha);

            else

                MlpSetStrokeTextWatermark(s, wtmStrDlg->m_fontname, wtmStrDlg->m_xpos, wtmStrDlg->m_ypos, m_WtmStrForegroundChk.GetCheck() == BST_CHECKED ? 1 : -1, wtmStrDlg->m_fontsize, (LPCTSTR)wtmStrDlg->m_fontcolor, wtmStrDlg->m_alpha);

        }

    }



    //並列処理

    MlpSetPicture(MLP_THREAD_SPLIT_PAGE, m_SplitPageChk.GetCheck() == BST_CHECKED ? 1 : 0);

    MlpSetPicture(MLP_THREAD_EACH_PAGE, m_EachPageChk.GetCheck() == BST_CHECKED ? 1 : 0);

    if(0 < threadDetailDlg->m_nthread){

        MlpSetPicture(MLP_THREAD_SPLIT_PAGE_COUNT, threadDetailDlg->m_nthread);

        MlpSetPicture(MLP_THREAD_EACH_PAGE_COUNT, threadDetailDlg->m_nthread);

    }



    //画像作成

    wait = new CWaitCursor;

    if(m_TiffRb->GetCheck() == BST_CHECKED){

        int     res;

        m_PageListEdt.GetWindowText(pg);

        if(pg.GetLength() < 1) pg.Format("1-%d", pageCount);

        m_OutFileEdt.GetWindowText(out);

        if(out.GetLength() < 1) out = "out.tiff";

        res = MlpCreateTiffMulti(pg, (TCHAR*)(LPCTSTR)out);

        if(res > 0){

            CString s;

            s.Format("全%dページの画像を生成しました。", res);

            dlg.DoModal(s, out);

            goto end_proc;

        }

        else if(res < 0){

            MessageBox("画像変換失敗");

            goto end_proc;

        }

    }else if((m_JpegRb->GetCheck() == BST_CHECKED)||(m_PngRb->GetCheck() == BST_CHECKED)){

        m_PageListEdt.GetWindowText(pg);

        int p = atoi(pg);

        if(p < 1) p = 1;

        else if(p > pageCount) p = pageCount;

        m_OutFileEdt.GetWindowText(out);

        if(out.GetLength() < 1) out = m_JpegRb->GetCheck() == BST_CHECKED ? "out.jpeg" : "out.png";

        if(MlpCreatePict(p, (TCHAR*)(LPCTSTR)out) != 0){

            MessageBox("画像変換失敗");

            goto end_proc;

        }

    }else{

        MessageBox("画像形式が不明");

        goto end_proc;

    }



    //終了

    dlg.DoModal(CString("作成完了"), out);

end_proc:

    delete wait;

    m_PageToPictBtn.EnableWindow(true);

    m_CloseDocBtn.EnableWindow(true);

    m_OkBtn.EnableWindow(true);

    m_OkBtn.SetFocus();

    return;

}



//画像フォーマット TIFFチェックボタン

void CImagerDlg::OnBnClickedTiffRb()

{

    CString s;

    int     p;



    if(m_TiffRb->GetCheck() != BST_CHECKED){

        m_CompressNoneRb->EnableWindow(false);

        m_CompressDeflateRb->EnableWindow(false);

        m_CompressLzwRb->EnableWindow(false);

        m_CompressJpegRb->EnableWindow(false);

        return;

    }else{

        m_CompressNoneRb->EnableWindow(true);

        m_CompressDeflateRb->EnableWindow(true);

        m_CompressLzwRb->EnableWindow(true);

        m_CompressJpegRb->EnableWindow(true);

    }

    if(pageCount < 1){MessageBox("現在のPDFにページがありません。");return;}



    //出力ファイル名

    m_OutFileEdt.GetWindowText(s);

    p = s.MakeLower().ReverseFind('.');

    if(p >= 0){

        m_OutFileEdt.SetWindowText(s.Left(p) + ".tiff");

    }else{

        if(s.GetLength())

            m_OutFileEdt.SetWindowText(s + ".tiff");

        else

            m_OutFileEdt.SetWindowText("out.tiff");

    }



    //ページ指定

    m_PageRangeRb->SetCheck(BST_CHECKED);

    m_PageNumRb->SetCheck(BST_UNCHECKED);

    m_PageRangeRb->EnableWindow(true);

    m_PageNumRb->EnableWindow(true);

    m_AllPagesRb->EnableWindow(true);

    m_PageSel.SetWindowText("ページ範囲");

    m_SingleFileChk.ShowWindow(SW_SHOW);

    if(!m_CloseDocBtn.IsWindowEnabled()) return;

    m_PageListEdt.GetWindowText(s);

    p = atoi(s);

    if(p < 1) p = 1;

    s.Format("%d-%d", p , pageCount);

    m_PageListEdt.SetWindowText(s);

}



//画像フォーマットJPEG チェックボタン

void CImagerDlg::OnBnClickedJpegRb()

{

    CString s;

    int     p;



    if(m_JpegRb->GetCheck() != BST_CHECKED) return;

    else{

        //圧縮指定

        m_CompressNoneRb->EnableWindow(false);

        m_CompressDeflateRb->EnableWindow(false);

        m_CompressLzwRb->EnableWindow(false);

        m_CompressJpegRb->EnableWindow(false);

    }

    if(pageCount < 1){MessageBox("現在のPDFにページがありません。");return;}



    //出力ファイル名

    m_OutFileEdt.GetWindowText(s);

    p = s.MakeLower().ReverseFind('.');

    if(p >= 0){

        m_OutFileEdt.SetWindowText(s.Left(p) + ".jpg");

    }else{

        if(s.GetLength())

            m_OutFileEdt.SetWindowText(s + ".jpg");

        else

            m_OutFileEdt.SetWindowText("out.jpg");

    }



    //ページ指定

    m_PageRangeRb->SetCheck(BST_UNCHECKED);

    m_PageNumRb->SetCheck(BST_CHECKED);

    m_AllPagesRb->SetCheck(BST_UNCHECKED);

    m_PageRangeRb->EnableWindow(false);

    m_PageNumRb->EnableWindow(false);

    m_AllPagesRb->EnableWindow(false);

    m_PageSel.SetWindowText("ページ番号");

    m_SingleFileChk.ShowWindow(SW_HIDE);

    if(!m_CloseDocBtn.IsWindowEnabled()) return;

    m_PageListEdt.GetWindowText(s);

    p = atoi(s);

    if(p < 1) p = 1;

    s.Format("%d", p);

    m_PageListEdt.SetWindowText(s);

}



//画像フォーマットPNG チェックボタン

void CImagerDlg::OnBnClickedPngRb()

{

    CString s;

    int     p;



    if(m_PngRb->GetCheck() != BST_CHECKED) return;

    else{

        //圧縮指定

        m_CompressNoneRb->EnableWindow(false);

        m_CompressDeflateRb->EnableWindow(false);

        m_CompressLzwRb->EnableWindow(false);

        m_CompressJpegRb->EnableWindow(false);

    }

    if(pageCount < 1){MessageBox("現在のPDFにページがありません。");return;}



    //出力ファイル名

    m_OutFileEdt.GetWindowText(s);

    p = s.MakeLower().ReverseFind('.');

    if(p >= 0){

        m_OutFileEdt.SetWindowText(s.Left(p) + ".png");

    }else{

        if(s.GetLength())

            m_OutFileEdt.SetWindowText(s + ".png");

        else

            m_OutFileEdt.SetWindowText("out.png");

    }



    //ページ指定

    m_PageRangeRb->SetCheck(BST_UNCHECKED);

    m_PageNumRb->SetCheck(BST_CHECKED);

    m_AllPagesRb->SetCheck(BST_UNCHECKED);

    m_PageRangeRb->EnableWindow(false);

    m_PageNumRb->EnableWindow(false);

    m_AllPagesRb->EnableWindow(false);

    m_PageSel.SetWindowText("ページ番号");

    m_SingleFileChk.ShowWindow(SW_HIDE);

    if(!m_CloseDocBtn.IsWindowEnabled()) return;

    m_PageListEdt.GetWindowText(s);

    p = atoi(s);

    if(p < 1) p = 1;

    s.Format("%d", p);

    m_PageListEdt.SetWindowText(s);

}



//PDFファイル参照ボタン

void CImagerDlg::OnBnClickedFileRefBtn()

{

    CFileDialog dlg(true, "pdf", NULL, OFN_READONLY | OFN_OVERWRITEPROMPT, "PDFファイル(*.pdf)|*.pdf|すべて(*.*)|*.*||");

    if(dlg.DoModal() != IDOK) return;

    m_FileNameEdt.SetWindowText(dlg.GetPathName());

}



//単一ページ指定 ボタン

void CImagerDlg::OnBnClickedPageRb()

{

    CString s;



    if(pageCount < 1){

        MessageBox("開いているPDFにページがありません。");

        return;

    }

    if(m_PageRangeRb->GetCheck() == BST_CHECKED){

        s.Format("1-%d", pageCount);

    }else{

        s = "1";

    }

    m_PageListEdt.SetWindowText(s);

}



//全ページ指定 ボタン

void CImagerDlg::OnBnClickedPageWholeRb()

{

    CString s;



    if(pageCount < 1){

        MessageBox("開いているPDFにページがありません。");

        return;

    }

    if(m_AllPagesRb->GetCheck() == BST_CHECKED){

        s.Format("1-%d", pageCount);

    }else{

        s = "1";

    }

    m_PageListEdt.SetWindowText(s);

}



//ページ番号の指定が変更された

void CImagerDlg::OnEnChangePageListEdt()

{

    CString s;



    if(!m_CloseDocBtn.IsWindowEnabled()){

        m_PageSize.EnableWindow(false);

        m_PageSize.SetWindowText("ページサイズ");

        m_OcgCount.EnableWindow(false);

        m_OcgCount.SetWindowText("(OCG数)");

        m_PageRotate.EnableWindow(false);

        m_PageRotate.SetWindowText("ページ回転");

        return;

    }

    if(pageCount < 1) return;

    m_PageListEdt.GetWindowText(s);

    int pageNum = atoi(s);

    if(pageNum < 0 || pageCount < pageNum) pageNum = pageCount;



    //ページの回転

    int rotate;

    MlpGetPageRotation(pageNum, &rotate);

    if(rotate){

        s.Format("ページ回転: %d", rotate);

        m_PageRotate.SetWindowText(s);

    }else

        m_PageRotate.SetWindowText("ページ回転: なし");

    m_PageRotate.EnableWindow(true);



    //ページのオリジナルサイズ

    PageOrgSize(pageNum);



    //ページの画像サイズ

    PagePictSize(pageNum);

}



//解像度が変更された

void CImagerDlg::OnEnChangeDpiEdt()

{

    CString s;



    m_DpiEdt.GetWindowText(s);

    if(atoi(s) < 10){

        m_PageSize.EnableWindow(false);

        m_PageSize.SetWindowText("ページサイズ");

        return;

    }



    /*ページサイズ*/

    int pageCount = MlpPageCount();

    if(pageCount < 1) return;

    m_PageListEdt.GetWindowText(s);

    int pageNum = atoi(s);

    if(pageNum < 0) pageNum = pageCount;

    PagePictSize(pageNum);

}



//OCG表示

void CImagerDlg::OnBnClickedOcgBtn()

{

    LayerDlg    dlg;

    MlpOcgUsage *usage;



    int nOcg = MlpGetOcgCount();

    MlpGetOcgUsage(&usage);



    dlg.DoModal(usage, nOcg);

}



//フォント情報表示

void CImagerDlg::OnBnClickedFontInfoBtn()

{

    PrsFontName *fontName;

    FontInfoDlg dlg;

    int     len;



    if(!MlpPrsGetFontInfo(&fontName, &len)){

        if(len)

            dlg.DoModal(fontName ,len);

        else

            MessageBox("フォント情報がありません");

    }

}



//透かし画像

void CImagerDlg::OnBnClickedWtmImgFileRefBtn()

{

    CFileDialog dlg(true, NULL, NULL, OFN_READONLY | OFN_OVERWRITEPROMPT, "画像(*.png,*.jpg,*.tiff)|*.png;*.jpg;*.jpeg;*.tiff;*.tif|すべて(*.*)|*.*||");

    if(dlg.DoModal() != IDOK) return;

    m_WtmImgFileNameEdt.SetWindowText(dlg.GetPathName());

}



//透かし

void CImagerDlg::OnBnClickedWtmImgChk()

{

    if(m_WtmImgChk.GetCheck() == BST_CHECKED){

        m_WtmImgForegroundChk.EnableWindow(true);

        m_WtmImgFileNameEdt.EnableWindow(true);

        m_WtmImgFileRefBtn.EnableWindow(true);

        m_WtmImgDetailBtn.EnableWindow(true);

    }else{

        m_WtmImgForegroundChk.EnableWindow(false);

        m_WtmImgFileNameEdt.EnableWindow(false);

        m_WtmImgFileRefBtn.EnableWindow(false);

        m_WtmImgDetailBtn.EnableWindow(false);

    }

}



void CImagerDlg::OnBnClickedWtmStrChk()

{

    if(m_WtmStrChk.GetCheck() == BST_CHECKED){

        m_WtmStrForegroundChk.EnableWindow(true);

        m_WtmStringEdt.EnableWindow(true);

        m_WtmStrDetailBtn.EnableWindow(true);

    }else{

        m_WtmStrForegroundChk.EnableWindow(false);

        m_WtmStringEdt.EnableWindow(false);

        m_WtmStrDetailBtn.EnableWindow(false);

    }

}



void CImagerDlg::OnBnClickedWtmImgDetailBtn()

{

    CString s;



    m_WtmImgFileNameEdt.GetWindowText(wtmImgDlg->m_filename);

    wtmImgDlg->m_foreground = (m_WtmImgForegroundChk.GetCheck() == BST_CHECKED);

    if(IDOK == wtmImgDlg->DoModal()){

        m_WtmImgFileNameEdt.SetWindowText(wtmImgDlg->m_filename);

        if(wtmImgDlg->m_foreground)

            m_WtmImgForegroundChk.SetCheck(BST_CHECKED);

        else

            m_WtmImgForegroundChk.SetCheck(BST_UNCHECKED);

    }

}



void CImagerDlg::OnBnClickedWtmStrDetailBtn()

{

    CString s;



    m_WtmStringEdt.GetWindowText(wtmStrDlg->m_string);

    wtmStrDlg->m_foreground = (m_WtmStrForegroundChk.GetCheck() == BST_CHECKED);

    if(IDOK == wtmStrDlg->DoModal()){

        m_WtmStringEdt.SetWindowText(wtmStrDlg->m_string);

        if(wtmStrDlg->m_foreground)

            m_WtmStrForegroundChk.SetCheck(BST_CHECKED);

        else

            m_WtmStrForegroundChk.SetCheck(BST_UNCHECKED);

    }

}



//初期化ファイル

void CImagerDlg::OnBnClickedInitFileChk()

{

    if(m_InitFileChk.GetCheck() == BST_CHECKED){

        m_InitFileNameEdt.EnableWindow(true);

        m_InitFileRefBtn.EnableWindow(true);

    }else{

        m_InitFileNameEdt.EnableWindow(false);

        m_InitFileRefBtn.EnableWindow(false);

    }

}



//カラープロファイル

void CImagerDlg::OnBnClickedColorprofileBtn()

{

    colorprofileDlg->DoModal();

}



//スレッド数

void CImagerDlg::OnBnClickedTreadDetailBtn()

{

    int cpu;



    MlpGetLibraryInfo(MLP_LOGICAL_CPU_COUNT, &cpu);

    threadDetailDlg->DoModal(cpu, m_SplitPageChk.GetCheck() == BST_CHECKED, m_EachPageChk.GetCheck() == BST_CHECKED);

}



//ウィンドウ終了

void CImagerDlg::OnDestroy()

{

    if(wtmImgDlg) delete wtmImgDlg;

    if(wtmStrDlg) delete wtmStrDlg;

    if(colorprofileDlg) delete colorprofileDlg;

    if(threadDetailDlg) delete threadDetailDlg;

    wtmImgDlg = NULL;

    MlpUninitialize();

    CDialog::OnDestroy();

}




sample/C++/MFCApp/Imager/ImagerDlg.h
// ImagerDlg.h : ヘッダー ファイル
//

#pragma once
#include "afxwin.h"
#include "WatermarkImgDlg.h"
#include "WatermarkStrDlg.h"
#include "ColorprofileDlg.h"
#include "ThreadDetailDlg.h"


// CImagerDlg ダイアログ
class CImagerDlg : public CDialog
{
// コンストラクション
public:
	CImagerDlg(CWnd* pParent = NULL);	// 標準コンストラクタ

// ダイアログ データ
	enum { IDD = IDD_IMAGER_DIALOG };

	protected:
	virtual void DoDataExchange(CDataExchange* pDX);	// DDX/DDV サポート


// 実装
protected:
	HICON m_hIcon;

	// 生成された、メッセージ割り当て関数
	virtual BOOL OnInitDialog();
	afx_msg void OnSysCommand(UINT nID, LPARAM lParam);
	afx_msg void OnPaint();
	afx_msg HCURSOR OnQueryDragIcon();
	DECLARE_MESSAGE_MAP()
private:
	bool OutFileCheck();
	void PageBounds();
	void PageOrgSize(int pageNum);
	void PagePictSize(int pageNum);
	int	pdfVersion;
	int pageCount;
	WatermarkImgDlg		*wtmImgDlg;
	WatermarkStrDlg		*wtmStrDlg;
	ColorprofileDlg		*colorprofileDlg;
	ThreadDetailDlg		*threadDetailDlg;
public:
	CButton m_OkBtn;
	CButton m_InitBtn;
	CButton m_UninitBtn;
	CButton m_OpenDocBtn;
	CButton m_CloseDocBtn;
	CButton m_PageToPictBtn;
	CButton m_SingleFileChk;
	CButton m_InitFileChk;
	CButton m_InitFileRefBtn;
	CButton m_WtmImgChk;
	CButton m_WtmImgForegroundChk;
	CButton m_WtmImgFileRefBtn;
	CButton m_WtmImgDetailBtn;
	CButton m_WtmStrChk;
	CButton m_WtmStrForegroundChk;
	CButton m_OcgBtn;
	CButton m_WtmStrDetailBtn;
	CButton m_SplitPageChk;
	CButton m_EachPageChk;
	CButton m_ThreadDetailBtn;
	CButton m_AntiAliasPathChk;
	CButton m_AntiAliasTextChk;
	CButton m_FontInfoBtn;
	CButton m_ColorprofileBtn;
	CButton *m_TiffRb;
	CButton *m_JpegRb;
	CButton *m_PngRb;
	CButton *m_PageRangeRb;
	CButton *m_PageNumRb;
	CButton *m_AllPagesRb;
	CButton *m_ColorRb;
	CButton *m_GrayRb;
	CButton *m_DitherRb;
	CButton *m_BwRb;
	CButton *m_CompressNoneRb;
	CButton *m_CompressJpegRb;
	CButton *m_CompressDeflateRb;
	CButton *m_CompressLzwRb;
	CButton *m_UnitPercentRb;
	CButton *m_UnitInchRb;
	CButton *m_UnitMmRb;
	CButton	*m_MediaBoxRb;
	CButton	*m_CropBoxRb;
	CButton	*m_BleedBoxRb;
	CButton	*m_TrimBoxRb;
	CButton	*m_ArtBoxRb;
	CEdit m_LicStrEdt;
	CEdit m_FileNameEdt;
	CEdit m_OutFileEdt;
	CEdit m_DpiEdt;
	CEdit m_QualityEdt;
	CEdit m_PageListEdt;
	CEdit m_PictSizeXEdt;
	CEdit m_PictSizeYEdt;
	CEdit m_CvsSizeXEdt;
	CEdit m_CvsSizeYEdt;
	CEdit m_InitFileNameEdt;
	CEdit m_WtmImgFileNameEdt;
	CEdit m_WtmStringEdt;
	CEdit m_MinLineWidthEdt;
	CStatic m_PageSel;
	CStatic m_PageSize;
	CStatic m_PageRotate;
	CStatic m_OcgCount;
	CStatic m_PasswordEnc;
	CStatic m_DocTitle;
	CStatic m_NPages;
	CStatic m_ResultSize;
	CStatic m_DocVersion;
	CStatic m_PageBounds;
	CStatic m_mode;
	afx_msg void OnDestroy();
	afx_msg void OnBnClickedJpegRb();
	afx_msg void OnBnClickedPngRb();
	afx_msg void OnBnClickedTiffRb();
	afx_msg void OnBnClickedInitBtn();
	afx_msg void OnBnClickedUninitBtn();
	afx_msg void OnBnClickedOpenDocBtn();
	afx_msg void OnBnClickedCloseDocBtn();
	afx_msg void OnBnClickedFileRefBtn();
	afx_msg void OnBnClickedPageToPictBtn();
	afx_msg void OnBnClickedPageRb();
	afx_msg void OnEnChangePageListEdt();
	afx_msg void OnBnClickedPageWholeRb();
	afx_msg void OnEnChangeDpiEdt();
	afx_msg void OnBnClickedOcgBtn();
	afx_msg void OnBnClickedWtmImgChk();
	afx_msg void OnBnClickedWtmImgDetailBtn();
	afx_msg void OnBnClickedWtmStrChk();
	afx_msg void OnBnClickedWtmStrDetailBtn();
	afx_msg void OnBnClickedFontInfoBtn();
	afx_msg void OnBnClickedInitFileChk();
	afx_msg void OnBnClickedColorprofileBtn();
	afx_msg void OnBnClickedTreadDetailBtn();
	afx_msg void OnBnClickedInitFileRefBtn();
	afx_msg void OnBnClickedResFileRefBtn();
	afx_msg void OnBnClickedWtmImgFileRefBtn();
};




sample/C++/MFCApp/Imager/LayerDlg.cpp

sample/C++/MFCApp/Imager/LayerDlg.cpp
// LayerDlg.cpp : 実装ファイル

/*

Copyright(c) 2014-2018 株式会社トラスト・ソフトウェア・システム

無断転載を禁止します。

*/



#include "stdafx.h"

#include "Imager.h"

#include "LayerDlg.h"





// LayerDlg ダイアログ



IMPLEMENT_DYNAMIC(LayerDlg, CDialog)



LayerDlg::LayerDlg(CWnd* pParent /*=NULL*/)

    : CDialog(LayerDlg::IDD, pParent)

{

    ocgCount = 0;

}



LayerDlg::~LayerDlg()

{

}



void LayerDlg::DoDataExchange(CDataExchange* pDX)

{

    CDialog::DoDataExchange(pDX);

    DDX_Control(pDX, IDC_OCG_LIST, m_OcgList);

}





BEGIN_MESSAGE_MAP(LayerDlg, CDialog)

END_MESSAGE_MAP()





// LayerDlg メッセージ ハンドラ



BOOL LayerDlg::OnInitDialog()

{

    CDialog::OnInitDialog();



    // TODO:  ここに初期化を追加してください

    LVCOLUMN    col;

    LVITEM      it;

    RECT        rect;

    CString s;



    col.mask = LVCF_TEXT | LVCF_WIDTH;

    m_OcgList.GetClientRect(&rect);

    col.cx = (rect.right - rect.left) / 10;

    col.pszText = "id";     m_OcgList.InsertColumn(0, &col);

    col.pszText = "level";  m_OcgList.InsertColumn(1, &col);

    col.cx <<= 1;

    col.pszText = "";       m_OcgList.InsertColumn(2, &col);

    col.cx = (rect.right - rect.left) - col.cx * 2;

    col.pszText = "名前"; m_OcgList.InsertColumn(3, &col);



    it.mask = LVIF_TEXT;

    for(int i = 0; i < ocgCount; i++){

        it.iItem = i;

        it.iSubItem = 0;

        s.Format("%d", ocg[i].id);

        it.pszText = const_cast<LPSTR>((LPCSTR)s);

        m_OcgList.InsertItem(&it);

        it.iSubItem = 1;

        s.Format("%d", ocg[i].level);

        it.pszText = const_cast<LPSTR>((LPCSTR)s);

        m_OcgList.SetItem(&it);

        it.iSubItem = 2;

        it.pszText = ocg[i].visible==1 ? "表示" : "非表示";

        m_OcgList.SetItem(&it);

        it.iSubItem = 3;

        it.pszText = ocg[i].name;

        m_OcgList.SetItem(&it);

    }



    return TRUE;  // return TRUE unless you set the focus to a control

    // 例外 : OCX プロパティ ページは必ず FALSE を返します。

}



INT_PTR LayerDlg::DoModal(MlpOcgUsage *_ocg, int ocg_count)

{

    // TODO: ここに特定なコードを追加するか、もしくは基本クラスを呼び出してください。

    ocg = _ocg;

    ocgCount = ocg_count;



    return CDialog::DoModal();

}




sample/C++/MFCApp/Imager/LayerDlg.h
#pragma once
#include "afxcmn.h"
#include <MlpDeclaration.h>


// LayerDlg ダイアログ

class LayerDlg : public CDialog
{
	DECLARE_DYNAMIC(LayerDlg)

public:
	LayerDlg(CWnd* pParent = NULL);   // 標準コンストラクタ
	virtual ~LayerDlg();

// ダイアログ データ
	enum { IDD = IDD_LAYER_DIALOG };

protected:
	virtual void DoDataExchange(CDataExchange* pDX);    // DDX/DDV サポート

	DECLARE_MESSAGE_MAP()
	MlpOcgUsage	*ocg;
	int		ocgCount;
	virtual BOOL OnInitDialog();
public:
	virtual INT_PTR DoModal(MlpOcgUsage*, int);
	CListCtrl m_OcgList;
};




sample/C++/MFCApp/Imager/LicenseDlg.cpp

sample/C++/MFCApp/Imager/LicenseDlg.cpp
// LicenseDlg.cpp : 実装ファイル

/*

Copyright(c) 2014-2018 株式会社トラスト・ソフトウェア・システム

無断転載を禁止します。

*/



#include "stdafx.h"

#include "Imager.h"

#include "LicenseDlg.h"





// LicenseDlg ダイアログ



IMPLEMENT_DYNAMIC(LicenseDlg, CDialog)



LicenseDlg::LicenseDlg(CWnd* pParent /*=NULL*/)

    : CDialog(LicenseDlg::IDD, pParent)

{



}



LicenseDlg::~LicenseDlg()

{

}



void LicenseDlg::DoDataExchange(CDataExchange* pDX)

{

    CDialog::DoDataExchange(pDX);

    DDX_Control(pDX, IDC_LIC_EDT, m_lic_edt);

}





BEGIN_MESSAGE_MAP(LicenseDlg, CDialog)

    ON_BN_CLICKED(IDOK, &LicenseDlg::OnBnClickedOk)

END_MESSAGE_MAP()





//public Methods



CString LicenseDlg::GetLicenseStr()

{

    return licenseKey;

}



// LicenseDlg メッセージ ハンドラ



void LicenseDlg::OnBnClickedOk()

{

    m_lic_edt.GetWindowText(licenseKey);

    OnOK();

}




sample/C++/MFCApp/Imager/LicenseDlg.h
#pragma once
#include "afxwin.h"


// LicenseDlg ダイアログ

class LicenseDlg : public CDialog
{
	DECLARE_DYNAMIC(LicenseDlg)

public:
	LicenseDlg(CWnd* pParent = NULL);   // 標準コンストラクタ
	virtual ~LicenseDlg();

// ダイアログ データ
	enum { IDD = IDD_LICENSE_DIALOG };

protected:
	virtual void DoDataExchange(CDataExchange* pDX);    // DDX/DDV サポート

	DECLARE_MESSAGE_MAP()
	CString	licenseKey;

public:
	CString GetLicenseStr();
	afx_msg void OnBnClickedOk();
	CEdit m_lic_edt;
};




sample/C++/MFCApp/Imager/MessageDlg.cpp

sample/C++/MFCApp/Imager/MessageDlg.cpp
// MessageDlg.cpp : 実装ファイル

/*

Copyright(c) 2014-2018 株式会社トラスト・ソフトウェア・システム

無断転載を禁止します。

*/



#include "stdafx.h"

#include "Imager.h"

#include "MessageDlg.h"





// MessageDlg ダイアログ



IMPLEMENT_DYNAMIC(MessageDlg, CDialog)



MessageDlg::MessageDlg(CWnd* pParent /*=NULL*/)

    : CDialog(MessageDlg::IDD, pParent)

{

}



MessageDlg::~MessageDlg()

{

}



void MessageDlg::DoDataExchange(CDataExchange* pDX)

{

    CDialog::DoDataExchange(pDX);

    DDX_Control(pDX, IDC_MSG, m_msg);

}





BEGIN_MESSAGE_MAP(MessageDlg, CDialog)

    ON_BN_CLICKED(IDOK, &MessageDlg::OnBnClickedOk)

END_MESSAGE_MAP()





// MessageDlg メッセージ ハンドラ



BOOL MessageDlg::OnInitDialog()

{

    CDialog::OnInitDialog();



    // TODO:  ここに初期化を追加してください

    m_msg.SetWindowText(msg);



    return TRUE;  // return TRUE unless you set the focus to a control

    // 例外 : OCX プロパティ ページは必ず FALSE を返します。

}



INT_PTR MessageDlg::DoModal(CString _msg, CString outFile)

{

    msg = _msg;

    out = outFile;

    return CDialog::DoModal();

}



void MessageDlg::OnBnClickedOk()

{

    ShellExecute(NULL, "open", out, NULL, NULL, SW_SHOWNORMAL);

    OnOK();

}




sample/C++/MFCApp/Imager/MessageDlg.h
#pragma once
#include "afxwin.h"


// MessageDlg ダイアログ

class MessageDlg : public CDialog
{
	DECLARE_DYNAMIC(MessageDlg)

public:
	MessageDlg(CWnd* pParent = NULL);   // 標準コンストラクタ
	virtual ~MessageDlg();

// ダイアログ データ
	enum { IDD = IDD_MESSAGE_DIALOG };

protected:
	virtual void DoDataExchange(CDataExchange* pDX);    // DDX/DDV サポート

	DECLARE_MESSAGE_MAP()
	CString	msg;
	CString	out;
	virtual BOOL OnInitDialog();
public:
	virtual INT_PTR DoModal(CString, CString);
	afx_msg void OnBnClickedOk();
	CStatic m_msg;
};




sample/C++/MFCApp/Imager/PasswordDlg.cpp

sample/C++/MFCApp/Imager/PasswordDlg.cpp
// PasswordDlg.cpp : 実装ファイル

/*

Copyright(c) 2014-2018 株式会社トラスト・ソフトウェア・システム

無断転載を禁止します。

*/



#include "stdafx.h"

#include "Imager.h"

#include "PasswordDlg.h"





// PasswordDlg ダイアログ



IMPLEMENT_DYNAMIC(PasswordDlg, CDialog)



PasswordDlg::PasswordDlg(CWnd* pParent /*=NULL*/)

    : CDialog(PasswordDlg::IDD, pParent)

{



}



PasswordDlg::~PasswordDlg()

{

}



void PasswordDlg::DoDataExchange(CDataExchange* pDX)

{

    CDialog::DoDataExchange(pDX);

    DDX_Control(pDX, IDC_OPEN_MODE_CHK, m_OpenModeChk);

    DDX_Control(pDX, IDC_OWNER_PSWD_EDT, m_OwnerPswdEdt);

    DDX_Control(pDX, IDC_USER_PSWD_EDT, m_UserPswdEdt);

    DDX_Control(pDX, IDC_PSWD_EDT, m_PswdEdt);

}





BEGIN_MESSAGE_MAP(PasswordDlg, CDialog)

    ON_BN_CLICKED(IDC_OPEN_MODE_CHK, &PasswordDlg::OnBnClickedOpenModeChk)

    ON_BN_CLICKED(IDOK, &PasswordDlg::OnBnClickedOk)

END_MESSAGE_MAP()





// PasswordDlg メッセージ ハンドラ



BOOL PasswordDlg::OnInitDialog()

{

    CDialog::OnInitDialog();



    // TODO:  ここに初期化を追加してください

    m_omViewRb = (CButton*)GetDlgItem(IDC_OM_VIEW_RB);

    m_omPrintRb = (CButton*)GetDlgItem(IDC_OM_PRINT_RB);

    m_OpenModeChk.SetCheck(BST_CHECKED);

    m_omViewRb->SetCheck(BST_CHECKED);



    m_OpenMode = 0;     /*「開くモード」指定無し*/



    return TRUE;  // return TRUE unless you set the focus to a control

    // 例外 : OCX プロパティ ページは必ず FALSE を返します。

}



//開くモード指定ボタン

void PasswordDlg::OnBnClickedOpenModeChk()

{

    if(m_OpenModeChk.GetCheck() == BST_CHECKED){

        m_OwnerPswdEdt.EnableWindow(true);

        m_UserPswdEdt.EnableWindow(true);

        m_PswdEdt.EnableWindow(false);

        m_omViewRb->EnableWindow(false);

        m_omPrintRb->EnableWindow(false);

    }else{

        m_OwnerPswdEdt.EnableWindow(false);

        m_UserPswdEdt.EnableWindow(false);

        m_PswdEdt.EnableWindow(true);

        m_omViewRb->EnableWindow(true);

        m_omPrintRb->EnableWindow(true);

    }

}



void PasswordDlg::OnBnClickedOk()

{

    if(m_OpenModeChk.GetCheck() == BST_CHECKED)

        m_OpenMode = 0;     /*指定無し*/

    else{

        if(m_omViewRb->GetCheck() == BST_CHECKED)

            m_OpenMode = 1; /*表示モード*/

        else if(m_omPrintRb->GetCheck() == BST_CHECKED)

            m_OpenMode = 2; /*印刷モード*/

        else

            m_OpenMode = 0;

    }

    m_OwnerPswdEdt.GetWindowText(oPass);

    m_UserPswdEdt.GetWindowText(uPass);

    m_PswdEdt.GetWindowText(pass);



    OnOK();

}




sample/C++/MFCApp/Imager/PasswordDlg.h
#pragma once
#include "afxwin.h"


// PasswordDlg ダイアログ

class PasswordDlg : public CDialog
{
	DECLARE_DYNAMIC(PasswordDlg)

public:
	PasswordDlg(CWnd* pParent = NULL);   // 標準コンストラクタ
	virtual ~PasswordDlg();

// ダイアログ データ
	enum { IDD = IDD_PASSWORD_DIALOG };

protected:
	virtual void DoDataExchange(CDataExchange* pDX);    // DDX/DDV サポート

	DECLARE_MESSAGE_MAP()
	CString	oPass, uPass, pass;
	int		m_OpenMode;
	virtual BOOL OnInitDialog();
public:
	afx_msg void OnBnClickedOpenModeChk();
	afx_msg void OnBnClickedOk();
	LPCTSTR GetOwnerPswd(){ return (LPCTSTR)oPass; }
	LPCTSTR GetUserPswd(){ return (LPCTSTR)uPass; }
	LPCTSTR GetPswd(){ return (LPCTSTR)pass; }
	int GetOpenMode(){ return m_OpenMode; }
	CButton m_OpenModeChk;
	CButton *m_omViewRb;
	CButton *m_omPrintRb;
	CEdit m_OwnerPswdEdt;
	CEdit m_UserPswdEdt;
	CEdit m_PswdEdt;
};




sample/C++/MFCApp/Imager/res/Imager.rc2
//
// Imager.RC2 - Microsoft Visual C++ で直接編集しないリソース
//

#ifdef APSTUDIO_INVOKED
#error このファイルは、Microsoft Visual C++ で編集できません。
#endif //APSTUDIO_INVOKED


/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
// 手動で編集されたりソースをここに追加します...

/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////




sample/C++/MFCApp/Imager/resource.h
//{{NO_DEPENDENCIES}}
// Microsoft Visual C++ generated include file.
// Used by Imager.rc
//
#define IDM_ABOUTBOX                    0x0010
#define IDD_ABOUTBOX                    100
#define IDS_ABOUTBOX                    101
#define IDD_IMAGER_DIALOG               102
#define IDR_MAINFRAME                   128
#define IDD_LICENSE_DIALOG              129
#define IDD_PASSWORD_DIALOG             130
#define IDD_MESSAGE_DIALOG              132
#define IDD_LAYER_DIALOG                133
#define IDD_FONT_INFO_DIALOG            134
#define IDD_WATERMARK_IMG_DIALOG        135
#define IDD_WATERMARK_STR_DIALOG        136
#define IDD_COLORPROFILE_DIALOG         139
#define IDD_COLORPROFILE_LIST_DIALOG    140
#define IDD_THREAD_DETAIL_DIALOG        141
#define IDC_INIT_BTN                    1000
#define IDC_OPEN_DOC_BTN                1001
#define IDC_UNINIT_BTN                  1002
#define IDC_CLOSE_DOC_BTN               1003
#define IDC_PAGE_TO_PICT_BTN            1004
#define IDC_LIC_STR_EDT                 1005
#define IDC_FILE_NAME_EDT               1006
#define IDC_FILE_REF_BTN                1007
#define IDC_OUT_FILE_EDT                1009
#define IDC_TIFF_RB                     1010
#define IDC_JPEG_RB                     1011
#define IDC_PNG_RB                      1012
#define IDC_DPI_EDT                     1013
#define IDC_QUALITY_EDT                 1014
#define IDC_PAGE_RANGE_RB               1015
#define IDC_PAGE_NUM_RB                 1016
#define IDC_PAGE_SEL                    1017
#define IDC_PAGE_LIST_EDT               1018
#define IDC_SINGLE_FILE_CHK             1019
#define IDC_COLOR_RB                    1020
#define IDC_GRAY_RB                     1021
#define IDC_DITHER_RB                   1022
#define IDC_BW_RB                       1023
#define IDC_COMPRESS_NONE_RB            1024
#define IDC_COMPRESS_JPEG_RB            1025
#define IDC_COMPRESS_DEFLATE_GB         1026
#define IDC_COMPRESS_LZW_RB             1027
#define IDC_PICT_SIZE_X_EDT             1028
#define IDC_PICT_SIZE_Y_EDT             1029
#define IDC_UNIT_PERCENT_RB             1030
#define IDC_UNIT_INCH_RB                1031
#define IDC_UNIT_MM_RB                  1032
#define IDC_CVS_SIZE_X_EDT              1035
#define IDC_CVS_SIZE_Y_EDT              1036
#define IDC_LIC_EDT                     1037
#define IDC_WTM_IMG_CHK                 1040
#define IDC_WTM_STR_CHK                 1041
#define IDC_WTM_IMG_FILE_NAME_EDT       1042
#define IDC_WTM_IMG_FILE_REF_BTN        1043
#define IDC_ALL_PAGES_RB                1049
#define IDC_WTM_IMG_FOREGROUND_CHK      1051
#define IDC_RES_FILE_REF_BTN            1052
#define IDC_MEDIABOX_RB                 1053
#define IDC_CROPBOX_RB                  1057
#define IDC_BLEEDBOX_RB                 1058
#define IDC_TRIMBOX_RB                  1059
#define IDC_ARTBOX_RB                   1060
#define IDC_PAGE_SIZE                   1064
#define IDC_OCG_BTN                     1065
#define IDC_WTM_IMG_DETAIL_BTN          1066
#define IDC_PAGE_ROTATE                 1067
#define IDC_OCG_COUNT                   1068
#define IDC_OWNER_PSWD_EDT              1069
#define IDC_USER_PSWD_EDT               1070
#define IDC_OM_VIEW_RB                  1072
#define IDC_OM_PRINT_RB                 1073
#define IDC_OPEN_MODE_CHK               1075
#define IDC_PSWD_EDT                    1076
#define IDC_PASSWORD_ENC                1077
#define IDC_MSG                         1078
#define IDC_OPEN_IMG_BTN                1079
#define IDC_FONT_INFO_BTN               1082
#define IDC_OCG_LIST                    1083
#define IDC_DOC_TITLE                   1084
#define IDC_INIT_FILE_CHK               1085
#define IDC_INIT_FILE_NAME_EDT          1087
#define IDC_INIT_FILE_REF_BTN           1088
#define IDC_SPLIT_PAGE_CHK              1089
#define IDC_THREAD_DETAIL_BTN           1090
#define IDC_XPOS_EDT                    1093
#define IDC_YPOS_EDT                    1094
#define IDC_FOREGROUND_RB               1095
#define IDC_BACKGROUND_RB               1096
#define IDC_XSCALE_EDT                  1097
#define IDC_YSCALE_EDT                  1098
#define IDC_ALPHA_EDT                   1099
#define IDC_WTM_STR_FOREGROUND_CHK      1100
#define IDC_WTM_TEST_STRING_EDT         1101
#define IDC_WTM_STR_DETAIL_BTN          1102
#define IDC_STRING_EDT                  1103
#define IDC_FONT_NAME_EDT               1104
#define IDC_FONT_SIZE_EDT               1105
#define IDC_FONT_COLOR_EDT              1106
#define IDC_FILL_RB                     1112
#define IDC_STROKE_RB                   1113
#define IDC_EACH_PAGE_CHK               1114
#define IDC_ANTI_ALIAS_PATH_CHK         1115
#define IDC_ANTI_ALIAS_TEXT_CHK         1116
#define IDC_FONT_LST                    1117
#define IDC_N_PAGES                     1118
#define IDC_RESULT_SIZE                 1119
#define IDC_MIN_LINE_WIDTH_EDT          1120
#define IDC_COLORPROFILE_BTN            1123
#define IDC_RGB_PROFILE_EDT             1124
#define IDC_RGB_PROFILE_BTN             1125
#define IDC_CMYK_PROFILE_EDT            1126
#define IDC_CMYK_PROFILE_BTN            1127
#define IDC_PROFILE_CONV_RB             1128
#define IDC_FAST_CONV_RB                1129
#define IDC_MOST_FAST_CONV_RB           1130
#define IDC_BUTTON2                     1132
#define IDC_LIST_BTN                    1132
#define IDC_SPLIT_CHK                   1133
#define IDC_EACH_CHK                    1134
#define IDC_N_THREAD_EDT                1135
#define IDC_N_CPU                       1136
#define IDC_DOC_VERSION                 1137
#define IDC_PAGE_BOUNDS                 1138
#define IDC_MODE                        1139

// Next default values for new objects
// 
#ifdef APSTUDIO_INVOKED
#ifndef APSTUDIO_READONLY_SYMBOLS
#define _APS_NEXT_RESOURCE_VALUE        142
#define _APS_NEXT_COMMAND_VALUE         32771
#define _APS_NEXT_CONTROL_VALUE         1140
#define _APS_NEXT_SYMED_VALUE           101
#endif
#endif




sample/C++/MFCApp/Imager/stdafx.cpp

sample/C++/MFCApp/Imager/stdafx.cpp
// stdafx.cpp : 標準インクルード Imager.pch のみを

// 含むソース ファイルは、プリコンパイル済みヘッダーになります。

// stdafx.obj にはプリコンパイルされた型情報が含まれます。



#include "stdafx.h"








sample/C++/MFCApp/Imager/stdafx.h
// stdafx.h : 標準のシステム インクルード ファイルのインクルード ファイル、または
// 参照回数が多く、かつあまり変更されない、プロジェクト専用のインクルード ファイル
// を記述します。

#pragma once

#ifndef _SECURE_ATL
#define _SECURE_ATL 1
#endif

#ifndef VC_EXTRALEAN
#define VC_EXTRALEAN            // Windows ヘッダーから使用されていない部分を除外します。
#endif

#include "targetver.h"

#define _ATL_CSTRING_EXPLICIT_CONSTRUCTORS      // 一部の CString コンストラクタは明示的です。

// 一般的で無視しても安全な MFC の警告メッセージの一部の非表示を解除します。
#define _AFX_ALL_WARNINGS

#include <afxwin.h>         // MFC のコアおよび標準コンポーネント
#include <afxext.h>         // MFC の拡張部分


#include <afxdisp.h>        // MFC オートメーション クラス

#ifndef _AFX_NO_OLE_SUPPORT
#include <afxdtctl.h>           // MFC の Internet Explorer 4 コモン コントロール サポート
#endif
#ifndef _AFX_NO_AFXCMN_SUPPORT
#include <afxcmn.h>                     // MFC の Windows コモン コントロール サポート
#endif // _AFX_NO_AFXCMN_SUPPORT

//#ifdef _UNICODE
#if defined _M_IX86
#pragma comment(linker,"/manifestdependency:\"type='win32' name='Microsoft.Windows.Common-Controls' version='6.0.0.0' processorArchitecture='x86' publicKeyToken='6595b64144ccf1df' language='*'\"")
#elif defined _M_IA64
#pragma comment(linker,"/manifestdependency:\"type='win32' name='Microsoft.Windows.Common-Controls' version='6.0.0.0' processorArchitecture='ia64' publicKeyToken='6595b64144ccf1df' language='*'\"")
#elif defined _M_X64
#pragma comment(linker,"/manifestdependency:\"type='win32' name='Microsoft.Windows.Common-Controls' version='6.0.0.0' processorArchitecture='amd64' publicKeyToken='6595b64144ccf1df' language='*'\"")
#else
#pragma comment(linker,"/manifestdependency:\"type='win32' name='Microsoft.Windows.Common-Controls' version='6.0.0.0' processorArchitecture='*' publicKeyToken='6595b64144ccf1df' language='*'\"")
#endif
//#endif






sample/C++/MFCApp/Imager/targetver.h

#pragma once

// 以下のマクロは、最低限必要なプラットフォームを定義します。最低限必要なプラットフォームは、
// アプリケーションを実行するのに必要な最小バージョンの Windows や Internet Explorer などです。
// このマクロは、利用可能なプラットフォームのバージョンで実行できるすべての機能を有効にします。
// プラットフォームのバージョンを指定することもできます。

// 下で指定された定義の前に対象プラットフォームを指定しなければならない場合、以下の定義を変更してください。
// 異なるプラットフォームに対応する値に関する最新情報については、MSDN を参照してください。
#ifndef WINVER                          // 最低限必要なプラットフォームとして Windows Vista が指定されています。
#define WINVER 0x0600           // これを Windows の他のバージョン向けに適切な値に変更してください。
#endif

#ifndef _WIN32_WINNT            // 最低限必要なプラットフォームとして Windows Vista が指定されています。
#define _WIN32_WINNT 0x0600     // これを Windows の他のバージョン向けに適切な値に変更してください。
#endif

#ifndef _WIN32_WINDOWS          // 最低限必要なプラットフォームとして Windows 98 が指定されています。
#define _WIN32_WINDOWS 0x0410 // これを Windows Me またはそれ以降のバージョン向けに適切な値に変更してください。
#endif

#ifndef _WIN32_IE                       // 最低限必要なプラットフォームとして Internet Explorer 7.0 が指定されています。
#define _WIN32_IE 0x0700        // これを IE の他のバージョン向けに適切な値に変更してください。
#endif





sample/C++/MFCApp/Imager/ThreadDetailDlg.cpp

sample/C++/MFCApp/Imager/ThreadDetailDlg.cpp
// ThreadDetailDlg.cpp : 実装ファイル

/*

Copyright(c) 2014-2018 株式会社トラスト・ソフトウェア・システム

無断転載を禁止します。

*/



#include "stdafx.h"

#include "Imager.h"

#include "ThreadDetailDlg.h"





// ThreadDetailDlg ダイアログ



IMPLEMENT_DYNAMIC(ThreadDetailDlg, CDialog)



ThreadDetailDlg::ThreadDetailDlg(CWnd* pParent /*=NULL*/)

    : CDialog(ThreadDetailDlg::IDD, pParent)

{

    InitValue();

}



ThreadDetailDlg::~ThreadDetailDlg()

{

}



void ThreadDetailDlg::DoDataExchange(CDataExchange* pDX)

{

    CDialog::DoDataExchange(pDX);

    DDX_Control(pDX, IDC_N_CPU, m_NCpu);

    DDX_Control(pDX, IDC_SPLIT_CHK, m_SplitChk);

    DDX_Control(pDX, IDC_EACH_CHK, m_EachChk);

    DDX_Control(pDX, IDC_N_THREAD_EDT, m_NThreadEdt);

}





BEGIN_MESSAGE_MAP(ThreadDetailDlg, CDialog)

END_MESSAGE_MAP()



void ThreadDetailDlg::InitValue()

{

    m_ncpu = m_nthread = 0;

    m_split = true;

    m_each = false;

}



// ThreadDetailDlg メッセージ ハンドラ



BOOL ThreadDetailDlg::OnInitDialog()

{

    CDialog::OnInitDialog();



    // TODO:  ここに初期化を追加してください

    CString s;



    if(m_ncpu){

        s.Format("現在の論理CPU数は %d です。", m_ncpu);

        m_NCpu.SetWindowText(s);

    }else

        m_NCpu.SetWindowText("");

    m_SplitChk.SetCheck(m_split ? BST_CHECKED : BST_UNCHECKED);

    m_EachChk.SetCheck(m_each ? BST_CHECKED : BST_UNCHECKED);

    if(m_nthread){

        s.Format("%d", m_nthread);

        m_NThreadEdt.SetWindowText(s);

    }else if(m_ncpu){

        s.Format("%d", m_ncpu);

        m_NThreadEdt.SetWindowText(s);

    }else

        m_NThreadEdt.SetWindowText("");



    return TRUE;  // return TRUE unless you set the focus to a control

    // 例外 : OCX プロパティ ページは必ず FALSE を返します。

}



INT_PTR ThreadDetailDlg::DoModal(char ncpu, BOOL split, BOOL each)

{

    // TODO: ここに特定なコードを追加するか、もしくは基本クラスを呼び出してください。

    if(0 < ncpu) m_ncpu = ncpu;

    m_split = split;

    m_each = each;



    return CDialog::DoModal();

}



void ThreadDetailDlg::OnOK()

{

    // TODO: ここに特定なコードを追加するか、もしくは基本クラスを呼び出してください。

    CString s;



    m_split = m_SplitChk.GetCheck() == BST_CHECKED;

    m_each = m_EachChk.GetCheck() == BST_CHECKED;

    m_NThreadEdt.GetWindowText(s);

    if((m_nthread = (char)atoi(s)) < 1) m_nthread = m_ncpu;



    CDialog::OnOK();

}




sample/C++/MFCApp/Imager/ThreadDetailDlg.h
#pragma once
#include "afxwin.h"


// ThreadDetailDlg ダイアログ

class ThreadDetailDlg : public CDialog
{
	DECLARE_DYNAMIC(ThreadDetailDlg)

public:
	ThreadDetailDlg(CWnd* pParent = NULL);   // 標準コンストラクタ
	virtual ~ThreadDetailDlg();

// ダイアログ データ
	enum { IDD = IDD_THREAD_DETAIL_DIALOG };

protected:
	virtual void DoDataExchange(CDataExchange* pDX);    // DDX/DDV サポート

	DECLARE_MESSAGE_MAP()
	virtual void OnOK();
	void InitValue();
public:
	char	m_ncpu;
	char	m_nthread;
	BOOL	m_split;
	BOOL	m_each;
	virtual BOOL OnInitDialog();
	virtual INT_PTR DoModal(char, BOOL, BOOL);

	CStatic m_NCpu;
	CButton m_SplitChk;
	CButton m_EachChk;
	CEdit m_NThreadEdt;
};




sample/C++/MFCApp/Imager/WatermarkImgDlg.cpp

sample/C++/MFCApp/Imager/WatermarkImgDlg.cpp
// WatermarkImgDlg.cpp : 実装ファイル

/*

Copyright(c) 2014-2018 株式会社トラスト・ソフトウェア・システム

無断転載を禁止します。

*/



#include "stdafx.h"

#include "Imager.h"

#include "WatermarkImgDlg.h"





// WatermarkImgDlg ダイアログ



IMPLEMENT_DYNAMIC(WatermarkImgDlg, CDialog)



WatermarkImgDlg::WatermarkImgDlg(CWnd* pParent /*=NULL*/)

    : CDialog(WatermarkImgDlg::IDD, pParent)

{

    InitValue();

}



WatermarkImgDlg::~WatermarkImgDlg()

{

}



void WatermarkImgDlg::DoDataExchange(CDataExchange* pDX)

{

    CDialog::DoDataExchange(pDX);

    DDX_Control(pDX, IDC_FILE_NAME_EDT, m_FileNameEdt);

    DDX_Control(pDX, IDC_XPOS_EDT, m_XposEdt);

    DDX_Control(pDX, IDC_YPOS_EDT, m_YposEdt);

    DDX_Control(pDX, IDC_XSCALE_EDT, m_XscaleEdt);

    DDX_Control(pDX, IDC_YSCALE_EDT, m_YscaleEdt);

    DDX_Control(pDX, IDC_ALPHA_EDT, m_AlphaEdt);

}





BEGIN_MESSAGE_MAP(WatermarkImgDlg, CDialog)

    ON_BN_CLICKED(IDC_FILE_REF_BTN, &WatermarkImgDlg::OnBnClickedFileRefBtn)

END_MESSAGE_MAP()



void WatermarkImgDlg::InitValue()

{

    m_filename = "";

    m_xpos = m_ypos = 0;

    m_ForegroundRb = false;

    m_xscale = m_yscale = m_alpha = 1.0f;

}



// WatermarkImgDlg メッセージ ハンドラ



BOOL WatermarkImgDlg::OnInitDialog()

{

    CDialog::OnInitDialog();



    // TODO:  ここに初期化を追加してください

    CString s;



    m_ForegroundRb = (CButton*)GetDlgItem(IDC_FOREGROUND_RB);

    m_BackgroundRb = (CButton*)GetDlgItem(IDC_BACKGROUND_RB);

    m_FileNameEdt.SetWindowText(m_filename);

    s.Format("%d", m_xpos); m_XposEdt.SetWindowText(s);

    s.Format("%d", m_ypos); m_YposEdt.SetWindowText(s);

    s.Format("%g", m_xscale); m_XscaleEdt.SetWindowText(s);

    s.Format("%g", m_yscale); m_YscaleEdt.SetWindowText(s);

    s.Format("%g", m_alpha * 100.0f); m_AlphaEdt.SetWindowText(s);

    if(m_foreground){

        m_ForegroundRb->SetCheck(BST_CHECKED);

        m_BackgroundRb->SetCheck(BST_UNCHECKED);

    }else{

        m_ForegroundRb->SetCheck(BST_UNCHECKED);

        m_BackgroundRb->SetCheck(BST_CHECKED);

    }



    return TRUE;  // return TRUE unless you set the focus to a control

    // 例外 : OCX プロパティ ページは必ず FALSE を返します。

}



void WatermarkImgDlg::OnOK()

{

    // TODO: ここに特定なコードを追加するか、もしくは基本クラスを呼び出してください。

    CString s;

    m_FileNameEdt.GetWindowText(m_filename);

    m_XposEdt.GetWindowText(s); m_xpos = atoi(s);

    m_YposEdt.GetWindowText(s); m_ypos = atoi(s);

    m_XscaleEdt.GetWindowText(s); m_xscale = (float)atof(s);

    m_YscaleEdt.GetWindowText(s); m_yscale = (float)atof(s);

    m_AlphaEdt.GetWindowText(s); m_alpha = (float)(atof(s) / 100.0f);

    m_foreground = (m_ForegroundRb->GetCheck() == BST_CHECKED);



    CDialog::OnOK();

}



//透かし画像

void WatermarkImgDlg::OnBnClickedFileRefBtn()

{

    CFileDialog dlg(true, NULL, NULL, OFN_READONLY | OFN_OVERWRITEPROMPT, "画像(*.png,*.jpg,*.tiff)|*.png;*.jpg;*.jpeg;*.tiff;*.tif|すべて(*.*)|*.*||");

    if(dlg.DoModal() != IDOK) return;

    m_FileNameEdt.SetWindowText(dlg.GetPathName());

}




sample/C++/MFCApp/Imager/WatermarkImgDlg.h
#pragma once
#include "afxwin.h"


// WatermarkImgDlg ダイアログ

class WatermarkImgDlg : public CDialog
{
	DECLARE_DYNAMIC(WatermarkImgDlg)

public:
	WatermarkImgDlg(CWnd* pParent = NULL);   // 標準コンストラクタ
	virtual ~WatermarkImgDlg();

// ダイアログ データ
	enum { IDD = IDD_WATERMARK_IMG_DIALOG };

protected:
	virtual void DoDataExchange(CDataExchange* pDX);    // DDX/DDV サポート

	DECLARE_MESSAGE_MAP()
	virtual void OnOK();
	virtual BOOL OnInitDialog();
public:
	void InitValue();
	CString	m_filename;
	afx_msg void OnBnClickedFileRefBtn();
	int		m_xpos, m_ypos;
	BOOL	m_foreground;
	float	m_xscale, m_yscale, m_alpha;

	CButton	*m_ForegroundRb;
	CButton	*m_BackgroundRb;
	CEdit m_FileNameEdt;
	CEdit m_XposEdt;
	CEdit m_YposEdt;
	CEdit m_XscaleEdt;
	CEdit m_YscaleEdt;
	CEdit m_AlphaEdt;
};




sample/C++/MFCApp/Imager/WatermarkStrDlg.cpp

sample/C++/MFCApp/Imager/WatermarkStrDlg.cpp
// WatermarkStrDlg.cpp : 実装ファイル

/*

Copyright(c)2014-2018 株式会社トラスト・ソフトウェア・システム

無断転載を禁止します。

*/



#include "stdafx.h"

#include "Imager.h"

#include "WatermarkStrDlg.h"





// WatermarkTedtDlg ダイアログ



IMPLEMENT_DYNAMIC(WatermarkStrDlg, CDialog)



WatermarkStrDlg::WatermarkStrDlg(CWnd* pParent /*=NULL*/)

    : CDialog(WatermarkStrDlg::IDD, pParent)

{

    InitValue();

}



WatermarkStrDlg::~WatermarkStrDlg()

{

}



void WatermarkStrDlg::DoDataExchange(CDataExchange* pDX)

{

    CDialog::DoDataExchange(pDX);

    DDX_Control(pDX, IDC_STRING_EDT, m_StringEdt);

    DDX_Control(pDX, IDC_XPOS_EDT, m_XposEdt);

    DDX_Control(pDX, IDC_YPOS_EDT, m_YposEdt);

    DDX_Control(pDX, IDC_ALPHA_EDT, m_AlphaEdt);

    DDX_Control(pDX, IDC_FONT_NAME_EDT, m_FontNameEdt);

    DDX_Control(pDX, IDC_FONT_SIZE_EDT, m_FontSizeEdt);

    DDX_Control(pDX, IDC_FONT_COLOR_EDT, m_FontColorEdt);

}





BEGIN_MESSAGE_MAP(WatermarkStrDlg, CDialog)

END_MESSAGE_MAP()



void WatermarkStrDlg::InitValue()

{

    m_string = "適切な文字列に変更";

    m_fontname = "ＭＳ ゴシック";

    m_fontcolor = "Black";

    m_fontsize = 10.5f;

    m_filltext = true;

    m_xpos = m_ypos = 0;

    m_foreground = false;

    m_alpha = 1.0f;

}





// WatermarkTedtDlg メッセージ ハンドラ



BOOL WatermarkStrDlg::OnInitDialog()

{

    CDialog::OnInitDialog();



    // TODO:  ここに初期化を追加してください

    CString s;



    m_foregroundRb = (CButton*)GetDlgItem(IDC_FOREGROUND_RB);

    m_backgroundRb = (CButton*)GetDlgItem(IDC_BACKGROUND_RB);

    m_fillRb = (CButton*)GetDlgItem(IDC_FILL_RB);

    m_strokeRb = (CButton*)GetDlgItem(IDC_STROKE_RB);

    m_StringEdt.SetWindowText(m_string);

    m_FontNameEdt.SetWindowText(m_fontname);

    m_FontColorEdt.SetWindowText(m_fontcolor);

    s.Format("%d", m_xpos); m_XposEdt.SetWindowText(s);

    s.Format("%d", m_ypos); m_YposEdt.SetWindowText(s);

    s.Format("%g", m_fontsize); m_FontSizeEdt.SetWindowText(s);

    s.Format("%g", m_alpha * 100.0f); m_AlphaEdt.SetWindowText(s);

    if(m_foreground){

        m_foregroundRb->SetCheck(BST_CHECKED);

        m_backgroundRb->SetCheck(BST_UNCHECKED);

    }else{

        m_foregroundRb->SetCheck(BST_UNCHECKED);

        m_backgroundRb->SetCheck(BST_CHECKED);

    }

    if(m_filltext){

        m_fillRb->SetCheck(BST_CHECKED);

        m_strokeRb->SetCheck(BST_UNCHECKED);

    }else{

        m_fillRb->SetCheck(BST_UNCHECKED);

        m_strokeRb->SetCheck(BST_CHECKED);

    }



    return TRUE;  // return TRUE unless you set the focus to a control

    // 例外 : OCX プロパティ ページは必ず FALSE を返します。

}



void WatermarkStrDlg::OnOK()

{

    // TODO: ここに特定なコードを追加するか、もしくは基本クラスを呼び出してください。

    CString s;

    m_StringEdt.GetWindowText(m_string);

    m_XposEdt.GetWindowText(s); m_xpos = atoi(s);

    m_YposEdt.GetWindowText(s); m_ypos = atoi(s);

    m_AlphaEdt.GetWindowText(s); m_alpha = (float)(atof(s) / 100.0f);

    m_foreground = (m_foregroundRb->GetCheck() == BST_CHECKED);

    m_FontNameEdt.GetWindowText(m_fontname);

    if(m_fontname.GetLength() == 0) m_fontname = "ＭＳ ゴシック";

    m_FontSizeEdt.GetWindowText(s);

    if((m_fontsize = (float)atof(s)) < 0) m_fontsize = 10.5f;

    m_FontColorEdt.GetWindowText(m_fontcolor);

    m_filltext = (m_fillRb->GetCheck() == BST_CHECKED);



    CDialog::OnOK();

}




sample/C++/MFCApp/Imager/WatermarkStrDlg.h
#pragma once
#include "afxwin.h"


// WatermarkStrdtDlg ダイアログ

class WatermarkStrDlg : public CDialog
{
	DECLARE_DYNAMIC(WatermarkStrDlg)

public:
	WatermarkStrDlg(CWnd* pParent = NULL);   // 標準コンストラクタ
	virtual ~WatermarkStrDlg();

// ダイアログ データ
	enum { IDD = IDD_WATERMARK_STR_DIALOG };

protected:
	virtual void DoDataExchange(CDataExchange* pDX);    // DDX/DDV サポート
	virtual void OnOK();

	DECLARE_MESSAGE_MAP()
	virtual BOOL OnInitDialog();
public:
	void InitValue();
	CString	m_string, m_fontname, m_fontcolor;
	int		m_xpos, m_ypos;
	BOOL	m_foreground, m_filltext;
	float	m_fontsize, m_alpha;

	CButton	*m_foregroundRb, *m_backgroundRb;
	CButton	*m_fillRb, *m_strokeRb;
	CEdit m_StringEdt;
	CEdit m_XposEdt;
	CEdit m_YposEdt;
	CEdit m_FontNameEdt;
	CEdit m_FontSizeEdt;
	CEdit m_FontColorEdt;
	CEdit m_AlphaEdt;
};




sample/ImagerIcon.ico


sample/init.xml
 
   
     
     
     
  




sample/VB.NET/Console/Imager.sln

Microsoft Visual Studio Solution File, Format Version 12.00
# Visual Studio 14
VisualStudioVersion = 14.0.25420.1
MinimumVisualStudioVersion = 10.0.40219.1
Project("{F184B08F-C81C-45F6-A57F-5ABD9991F28F}") = "Imager", "Imager.vbproj", "{C4B4BA11-6C7E-446E-A0B4-0A3C6EC70864}"
EndProject
Global
	GlobalSection(SolutionConfigurationPlatforms) = preSolution
		Debug|x64 = Debug|x64
		Release|x64 = Release|x64
	EndGlobalSection
	GlobalSection(ProjectConfigurationPlatforms) = postSolution
		{C4B4BA11-6C7E-446E-A0B4-0A3C6EC70864}.Debug|x64.ActiveCfg = Debug|x64
		{C4B4BA11-6C7E-446E-A0B4-0A3C6EC70864}.Debug|x64.Build.0 = Debug|x64
		{C4B4BA11-6C7E-446E-A0B4-0A3C6EC70864}.Release|x64.ActiveCfg = Release|x64
		{C4B4BA11-6C7E-446E-A0B4-0A3C6EC70864}.Release|x64.Build.0 = Release|x64
	EndGlobalSection
	GlobalSection(SolutionProperties) = preSolution
		HideSolutionNode = FALSE
	EndGlobalSection
EndGlobal




sample/VB.NET/Console/Imager.vb
'
' Image-LP アプリケーション
'
'Copyright(c)2014-2018 株式会社トラスト・ソフトウェア・システム, All Rights Reserved.

Imports PDFTools.PdfImagerLP

Module Imager

    Sub Main()
        Dim p2i As PdfImager
        Dim res As Long

        '初期化
        p2i = New PdfImager
        res = p2i.Initialize("0-W0H6-7H5GKW7E336R")  '適切なライセンスキーに替えてください。
        Select Case res
            Case 0
                GoTo NextProc
            Case err.MLP_ALREADY_INITIALIZED
                Console.WriteLine("既に初期化されています")
            Case err.MLP_NOT_INITIALIZED
                Console.WriteLine("初期化できませんでした")
            Case err.MLP_LICENSE_ERROR
                Console.WriteLine("不正なライセンスです")
            Case Else
                Console.WriteLine("初期化失敗")
        End Select
        Exit Sub

NextProc:
        '開く
        res = p2i.OpenDoc("t2u.pdf", "", "")
        If res <> 0 Then
            Console.WriteLine("開けません")
            GoTo EndProc
            Exit Sub
        End If

        'ページ数
        Console.WriteLine("ページの総数は{0}です。", p2i.PageCount())

        'ページサイズ
        Dim x, y As Long
        p2i.SetPicture(PictureOpt.RESOLUTION_DPI, 72)
        p2i.GetPicturePixel(1, x, y)
        Console.WriteLine("ページサイズ (x,y)=({0},{1})", x, y)

        'コールバック
        p2i.SetCallbackFunc(CallbackMode.MLP_RENDERING_CB, 0, New DelegateRendering(AddressOf Rendering_cb))
        p2i.SetCallbackFunc(CallbackMode.MLP_PROGRESS_CB, 100, New DelegateProgress(AddressOf Progress_cb))

        'TIFF画像に変換
        res = p2i.ConvertToTiff("out.tiff")
        If res <> 0 Then
            Console.WriteLine("画像変換失敗")
            GoTo EndProc
            Exit Sub
        End If

        '後始末
EndProc:
        p2i.Uninitialize()
    End Sub

    Public Sub Rendering_cb(ByVal pageNum As Integer)
        Console.WriteLine("{0}を変換", pageNum)
    End Sub

    Public Sub Progress_cb(ByVal lines As Integer, ByVal totalLines As Integer)
        Console.WriteLine("{0}/{1}行を変換した。", lines, totalLines)
    End Sub

End Module




sample/VB.NET/Console/Imager.vbproj
 
   
     Debug
     AnyCPU
     9.0.21022
     2.0
     {C4B4BA11-6C7E-446E-A0B4-0A3C6EC70864}
     Exe
     Imager.Imager
     Imager
     Imager
     512
     Console
     v3.5
     On
     Binary
     Off
     On
     ImagerIcon.ico
     
    
     
    
     3.5
     publish\
     true
     Disk
     false
     Foreground
     7
     Days
     false
     false
     true
     0
     1.0.0.%2a
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     true
     true
     true
     bin\x86\Debug\
     Imager.xml
     42016,41999,42017,42018,42019,42032,42036,42020,42021,42022,42353,42354,42355
     full
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     true
     bin\x86\Release\
     Imager.xml
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     42016,41999,42017,42018,42019,42032,42036,42020,42021,42022,42353,42354,42355
     pdbonly
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     true
     true
     true
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     true
     bin\Release\
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     pdbonly
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     true
     true
     true
     bin\x64\Debug\
     Imager.xml
     42016,41999,42017,42018,42019,42032,42036,42020,42021,42022,42353,42354,42355
     full
     x64
     MinimumRecommendedRules.ruleset
  
   
     true
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     Imager.xml
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       SettingsSingleFileGenerator
       My
       Settings.Designer.vb
    
  
   
     
  
   
     
       False
       .NET Framework 3.5 SP1
       true
    
  
   
  




sample/VB.NET/Console/ImagerIcon.ico


sample/VB.NET/Console/My Project/Application.Designer.vb
'------------------------------------------------------------------------------
' <auto-generated>
'     このコードはツールによって生成されました。
'     ランタイム バージョン:4.0.30319.42000
'
'     このファイルへの変更は、以下の状況下で不正な動作の原因になったり、
'     コードが再生成されるときに損失したりします。
' </auto-generated>
'------------------------------------------------------------------------------

Option Strict On
Option Explicit On





sample/VB.NET/Console/My Project/Application.myapp
 
   false
   false
   0
   true
   0
   2
   true




sample/VB.NET/Console/My Project/AssemblyInfo.vb
Imports System
Imports System.Reflection
Imports System.Runtime.InteropServices

' アセンブリに関する一般情報は以下の属性セットをとおして制御されます。 
' アセンブリに関連付けられている情報を変更するには、
' これらの属性値を変更してください。

' アセンブリ属性の値を確認します。

<Assembly: AssemblyTitle("Imager")> 
<Assembly: AssemblyDescription("")> 
<Assembly: AssemblyCompany("株式会社トラスト・ソフトウェア・システム")> 
<Assembly: AssemblyProduct("Imager")> 
<Assembly: AssemblyCopyright("Copyright©2014-2018株式会社トラスト・ソフトウェア・システム,All Rights Reserved.")> 
<Assembly: AssemblyTrademark("")> 

<Assembly: ComVisible(False)>

'このプロジェクトが COM に公開される場合、次の GUID がタイプ ライブラリの ID になります。
<Assembly: Guid("5de19a82-f499-4c91-ae68-b60d45bd9c60")> 

' アセンブリのバージョン情報は、以下の 4 つの値で構成されています:
'
'      Major Version
'      Minor Version 
'      Build Number
'      Revision
'
' すべての値を指定するか、下のように '*' を使ってビルドおよびリビジョン番号を 
' 既定値にすることができます:
' <Assembly: AssemblyVersion("1.0.*")> 

<Assembly: AssemblyVersion("1.0.0.0")> 
<Assembly: AssemblyFileVersion("1.0.0.0")> 




sample/VB.NET/Console/My Project/Resources.Designer.vb
'------------------------------------------------------------------------------
' <auto-generated>
'     このコードはツールによって生成されました。
'     ランタイム バージョン:4.0.30319.42000
'
'     このファイルへの変更は、以下の状況下で不正な動作の原因になったり、
'     コードが再生成されるときに損失したりします。
' </auto-generated>
'------------------------------------------------------------------------------

Option Strict On
Option Explicit On

Imports System

Namespace My.Resources
    
    'このクラスは StronglyTypedResourceBuilder クラスが ResGen
    'または Visual Studio のようなツールを使用して自動生成されました。
    'メンバーを追加または削除するには、.ResX ファイルを編集して、/str オプションと共に
    'ResGen を実行し直すか、または VS プロジェクトをビルドし直します。
    '''<summary>
    '''  ローカライズされた文字列などを検索するための、厳密に型指定されたリソース クラスです。
    '''</summary>
    <Global.System.CodeDom.Compiler.GeneratedCodeAttribute("System.Resources.Tools.StronglyTypedResourceBuilder", "4.0.0.0"),  _
     Global.System.Diagnostics.DebuggerNonUserCodeAttribute(),  _
     Global.System.Runtime.CompilerServices.CompilerGeneratedAttribute(),  _
     Global.Microsoft.VisualBasic.HideModuleNameAttribute()>  _
    Friend Module Resources
        
        Private resourceMan As Global.System.Resources.ResourceManager
        
        Private resourceCulture As Global.System.Globalization.CultureInfo
        
        '''<summary>
        '''  このクラスで使用されているキャッシュされた ResourceManager インスタンスを返します。
        '''</summary>
        <Global.System.ComponentModel.EditorBrowsableAttribute(Global.System.ComponentModel.EditorBrowsableState.Advanced)>  _
        Friend ReadOnly Property ResourceManager() As Global.System.Resources.ResourceManager
            Get
                If Object.ReferenceEquals(resourceMan, Nothing) Then
                    Dim temp As Global.System.Resources.ResourceManager = New Global.System.Resources.ResourceManager("Imager.Resources", GetType(Resources).Assembly)
                    resourceMan = temp
                End If
                Return resourceMan
            End Get
        End Property
        
        '''<summary>
        '''  厳密に型指定されたこのリソース クラスを使用して、すべての検索リソースに対し、
        '''  現在のスレッドの CurrentUICulture プロパティをオーバーライドします。
        '''</summary>
        <Global.System.ComponentModel.EditorBrowsableAttribute(Global.System.ComponentModel.EditorBrowsableState.Advanced)>  _
        Friend Property Culture() As Global.System.Globalization.CultureInfo
            Get
                Return resourceCulture
            End Get
            Set
                resourceCulture = value
            End Set
        End Property
    End Module
End Namespace




sample/VB.NET/Console/My Project/Resources.resx
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     System.Resources.ResXResourceWriter, System.Windows.Forms, Version=2.0.0.0, Culture=neutral, PublicKeyToken=b77a5c561934e089
  




sample/VB.NET/Console/My Project/Settings.Designer.vb
'------------------------------------------------------------------------------
' <auto-generated>
'     このコードはツールによって生成されました。
'     ランタイム バージョン:4.0.30319.42000
'
'     このファイルへの変更は、以下の状況下で不正な動作の原因になったり、
'     コードが再生成されるときに損失したりします。
' </auto-generated>
'------------------------------------------------------------------------------

Option Strict On
Option Explicit On


Namespace My
    
    <Global.System.Runtime.CompilerServices.CompilerGeneratedAttribute(),  _
     Global.System.CodeDom.Compiler.GeneratedCodeAttribute("Microsoft.VisualStudio.Editors.SettingsDesigner.SettingsSingleFileGenerator", "14.0.0.0"),  _
     Global.System.ComponentModel.EditorBrowsableAttribute(Global.System.ComponentModel.EditorBrowsableState.Advanced)>  _
    Partial Friend NotInheritable Class MySettings
        Inherits Global.System.Configuration.ApplicationSettingsBase
        
        Private Shared defaultInstance As MySettings = CType(Global.System.Configuration.ApplicationSettingsBase.Synchronized(New MySettings()),MySettings)
        
#Region "My.Settings 自動保存機能"
#If _MyType = "WindowsForms" Then
    Private Shared addedHandler As Boolean

    Private Shared addedHandlerLockObject As New Object

    <Global.System.Diagnostics.DebuggerNonUserCodeAttribute(), Global.System.ComponentModel.EditorBrowsableAttribute(Global.System.ComponentModel.EditorBrowsableState.Advanced)> _
    Private Shared Sub AutoSaveSettings(ByVal sender As Global.System.Object, ByVal e As Global.System.EventArgs)
        If My.Application.SaveMySettingsOnExit Then
            My.Settings.Save()
        End If
    End Sub
#End If
#End Region
        
        Public Shared ReadOnly Property [Default]() As MySettings
            Get
                
#If _MyType = "WindowsForms" Then
               If Not addedHandler Then
                    SyncLock addedHandlerLockObject
                        If Not addedHandler Then
                            AddHandler My.Application.Shutdown, AddressOf AutoSaveSettings
                            addedHandler = True
                        End If
                    End SyncLock
                End If
#End If
                Return defaultInstance
            End Get
        End Property
    End Class
End Namespace

Namespace My
    
    <Global.Microsoft.VisualBasic.HideModuleNameAttribute(),  _
     Global.System.Diagnostics.DebuggerNonUserCodeAttribute(),  _
     Global.System.Runtime.CompilerServices.CompilerGeneratedAttribute()>  _
    Friend Module MySettingsProperty
        
        <Global.System.ComponentModel.Design.HelpKeywordAttribute("My.Settings")>  _
        Friend ReadOnly Property Settings() As Global.Imager.My.MySettings
            Get
                Return Global.Imager.My.MySettings.Default
            End Get
        End Property
    End Module
End Namespace
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sample/VB.NET/Form/Imager/Imager.Designer.vb
<Global.Microsoft.VisualBasic.CompilerServices.DesignerGenerated()> _
Partial Class Imager
    Inherits System.Windows.Forms.Form

    'フォームがコンポーネントの一覧をクリーンアップするために dispose をオーバーライドします。
    <System.Diagnostics.DebuggerNonUserCode()> _
    Protected Overrides Sub Dispose(ByVal disposing As Boolean)
        Try
            If disposing AndAlso components IsNot Nothing Then
                components.Dispose()
            End If
        Finally
            MyBase.Dispose(disposing)
        End Try
    End Sub

    'Windows フォーム デザイナで必要です。
    Private components As System.ComponentModel.IContainer

    'メモ: 以下のプロシージャは Windows フォーム デザイナで必要です。
    'Windows フォーム デザイナを使用して変更できます。  
    'コード エディタを使って変更しないでください。
    <System.Diagnostics.DebuggerStepThrough()> _
    Private Sub InitializeComponent()
        Me.ExitBtn = New System.Windows.Forms.Button
        Me.InitBtn = New System.Windows.Forms.Button
        Me.UninitBtn = New System.Windows.Forms.Button
        Me.LicStrTxt = New System.Windows.Forms.TextBox
        Me.OpenDocBtn = New System.Windows.Forms.Button
        Me.CloseDocBtn = New System.Windows.Forms.Button
        Me.FileNameTxt = New System.Windows.Forms.TextBox
        Me.FileRefBtn = New System.Windows.Forms.Button
        Me.PageToPictBtn = New System.Windows.Forms.Button
        Me.OutputFileTxt = New System.Windows.Forms.TextBox
        Me.FormatGrp = New System.Windows.Forms.GroupBox
        Me.PngRB = New System.Windows.Forms.RadioButton
        Me.JpegRB = New System.Windows.Forms.RadioButton
        Me.TiffRB = New System.Windows.Forms.RadioButton
        Me.Label1 = New System.Windows.Forms.Label
        Me.DpiTxt = New System.Windows.Forms.TextBox
        Me.Label2 = New System.Windows.Forms.Label
        Me.QualityTxt = New System.Windows.Forms.TextBox
        Me.Label3 = New System.Windows.Forms.Label
        Me.PageGrp = New System.Windows.Forms.GroupBox
        Me.SingleFileChk = New System.Windows.Forms.CheckBox
        Me.PageListTxt = New System.Windows.Forms.TextBox
        Me.PageSelLbl = New System.Windows.Forms.Label
        Me.PageNumRB = New System.Windows.Forms.RadioButton
        Me.PageRangeRB = New System.Windows.Forms.RadioButton
        Me.ColorGrp = New System.Windows.Forms.GroupBox
        Me.BwRB = New System.Windows.Forms.RadioButton
        Me.DitherRB = New System.Windows.Forms.RadioButton
        Me.GrayRB = New System.Windows.Forms.RadioButton
        Me.ColorRB = New System.Windows.Forms.RadioButton
        Me.TiffCompressGrp = New System.Windows.Forms.GroupBox
        Me.CompressLzwRB = New System.Windows.Forms.RadioButton
        Me.CompressDeflateRB = New System.Windows.Forms.RadioButton
        Me.CompressJpgRB = New System.Windows.Forms.RadioButton
        Me.CompressNoneRB = New System.Windows.Forms.RadioButton
        Me.PictSizeGrp = New System.Windows.Forms.GroupBox
        Me.UnitMmRB = New System.Windows.Forms.RadioButton
        Me.UnitInchRB = New System.Windows.Forms.RadioButton
        Me.UnitPercentRB = New System.Windows.Forms.RadioButton
        Me.Label6 = New System.Windows.Forms.Label
        Me.PictSizeYTxt = New System.Windows.Forms.TextBox
        Me.Label5 = New System.Windows.Forms.Label
        Me.PictSizeXTxt = New System.Windows.Forms.TextBox
        Me.Label4 = New System.Windows.Forms.Label
        Me.OrgSizeGrp = New System.Windows.Forms.GroupBox
        Me.OrgSizeYTxt = New System.Windows.Forms.TextBox
        Me.OrgSizeXTxt = New System.Windows.Forms.TextBox
        Me.Label8 = New System.Windows.Forms.Label
        Me.Label7 = New System.Windows.Forms.Label
        Me.CanvasSizeGrp = New System.Windows.Forms.GroupBox
        Me.CvsSizeYTxt = New System.Windows.Forms.TextBox
        Me.CvsSizeXTxt = New System.Windows.Forms.TextBox
        Me.Label10 = New System.Windows.Forms.Label
        Me.Label9 = New System.Windows.Forms.Label
        Me.Label11 = New System.Windows.Forms.Label
        Me.FormatGrp.SuspendLayout()
        Me.PageGrp.SuspendLayout()
        Me.ColorGrp.SuspendLayout()
        Me.TiffCompressGrp.SuspendLayout()
        Me.PictSizeGrp.SuspendLayout()
        Me.OrgSizeGrp.SuspendLayout()
        Me.CanvasSizeGrp.SuspendLayout()
        Me.SuspendLayout()
        '
        'ExitBtn
        '
        Me.ExitBtn.Location = New System.Drawing.Point(369, 12)
        Me.ExitBtn.Name = "ExitBtn"
        Me.ExitBtn.Size = New System.Drawing.Size(66, 65)
        Me.ExitBtn.TabIndex = 0
        Me.ExitBtn.Text = "終了"
        Me.ExitBtn.UseVisualStyleBackColor = True
        '
        'InitBtn
        '
        Me.InitBtn.Location = New System.Drawing.Point(12, 12)
        Me.InitBtn.Name = "InitBtn"
        Me.InitBtn.Size = New System.Drawing.Size(75, 23)
        Me.InitBtn.TabIndex = 1
        Me.InitBtn.Text = "初期化"
        Me.InitBtn.UseVisualStyleBackColor = True
        '
        'UninitBtn
        '
        Me.UninitBtn.Enabled = False
        Me.UninitBtn.Location = New System.Drawing.Point(93, 12)
        Me.UninitBtn.Name = "UninitBtn"
        Me.UninitBtn.Size = New System.Drawing.Size(75, 23)
        Me.UninitBtn.TabIndex = 2
        Me.UninitBtn.Text = "MLPを終了"
        Me.UninitBtn.UseVisualStyleBackColor = True
        '
        'LicStrTxt
        '
        Me.LicStrTxt.Location = New System.Drawing.Point(175, 14)
        Me.LicStrTxt.Name = "LicStrTxt"
        Me.LicStrTxt.ReadOnly = True
        Me.LicStrTxt.Size = New System.Drawing.Size(188, 19)
        Me.LicStrTxt.TabIndex = 3
        '
        'OpenDocBtn
        '
        Me.OpenDocBtn.Enabled = False
        Me.OpenDocBtn.Location = New System.Drawing.Point(13, 42)
        Me.OpenDocBtn.Name = "OpenDocBtn"
        Me.OpenDocBtn.Size = New System.Drawing.Size(75, 23)
        Me.OpenDocBtn.TabIndex = 4
        Me.OpenDocBtn.Text = "開く"
        Me.OpenDocBtn.UseVisualStyleBackColor = True
        '
        'CloseDocBtn
        '
        Me.CloseDocBtn.Enabled = False
        Me.CloseDocBtn.Location = New System.Drawing.Point(95, 42)
        Me.CloseDocBtn.Name = "CloseDocBtn"
        Me.CloseDocBtn.Size = New System.Drawing.Size(75, 23)
        Me.CloseDocBtn.TabIndex = 5
        Me.CloseDocBtn.Text = "閉じる"
        Me.CloseDocBtn.UseVisualStyleBackColor = True
        '
        'FileNameTxt
        '
        Me.FileNameTxt.Location = New System.Drawing.Point(177, 44)
        Me.FileNameTxt.Name = "FileNameTxt"
        Me.FileNameTxt.Size = New System.Drawing.Size(150, 19)
        Me.FileNameTxt.TabIndex = 6
        Me.FileNameTxt.Text = "in.pdf"
        '
        'FileRefBtn
        '
        Me.FileRefBtn.Location = New System.Drawing.Point(330, 42)
        Me.FileRefBtn.Name = "FileRefBtn"
        Me.FileRefBtn.Size = New System.Drawing.Size(33, 23)
        Me.FileRefBtn.TabIndex = 7
        Me.FileRefBtn.Text = "..."
        Me.FileRefBtn.UseVisualStyleBackColor = True
        '
        'PageToPictBtn
        '
        Me.PageToPictBtn.Enabled = False
        Me.PageToPictBtn.Location = New System.Drawing.Point(13, 72)
        Me.PageToPictBtn.Name = "PageToPictBtn"
        Me.PageToPictBtn.Size = New System.Drawing.Size(75, 23)
        Me.PageToPictBtn.TabIndex = 8
        Me.PageToPictBtn.Text = "画像作成"
        Me.PageToPictBtn.UseVisualStyleBackColor = True
        '
        'OutputFileTxt
        '
        Me.OutputFileTxt.Location = New System.Drawing.Point(95, 74)
        Me.OutputFileTxt.Name = "OutputFileTxt"
        Me.OutputFileTxt.Size = New System.Drawing.Size(105, 19)
        Me.OutputFileTxt.TabIndex = 9
        Me.OutputFileTxt.Text = "out.tiff"
        '
        'FormatGrp
        '
        Me.FormatGrp.Controls.Add(Me.PngRB)
        Me.FormatGrp.Controls.Add(Me.JpegRB)
        Me.FormatGrp.Controls.Add(Me.TiffRB)
        Me.FormatGrp.Location = New System.Drawing.Point(221, 83)
        Me.FormatGrp.Name = "FormatGrp"
        Me.FormatGrp.Size = New System.Drawing.Size(214, 56)
        Me.FormatGrp.TabIndex = 10
        Me.FormatGrp.TabStop = False
        Me.FormatGrp.Text = "画像フォーマット"
        '
        'PngRB
        '
        Me.PngRB.AutoSize = True
        Me.PngRB.Location = New System.Drawing.Point(143, 25)
        Me.PngRB.Name = "PngRB"
        Me.PngRB.Size = New System.Drawing.Size(46, 16)
        Me.PngRB.TabIndex = 2
        Me.PngRB.TabStop = True
        Me.PngRB.Text = "PNG"
        Me.PngRB.UseVisualStyleBackColor = True
        '
        'JpegRB
        '
        Me.JpegRB.AutoSize = True
        Me.JpegRB.Location = New System.Drawing.Point(80, 24)
        Me.JpegRB.Name = "JpegRB"
        Me.JpegRB.Size = New System.Drawing.Size(52, 16)
        Me.JpegRB.TabIndex = 1
        Me.JpegRB.TabStop = True
        Me.JpegRB.Text = "JPEG"
        Me.JpegRB.UseVisualStyleBackColor = True
        '
        'TiffRB
        '
        Me.TiffRB.AutoSize = True
        Me.TiffRB.Checked = True
        Me.TiffRB.Location = New System.Drawing.Point(22, 25)
        Me.TiffRB.Name = "TiffRB"
        Me.TiffRB.Size = New System.Drawing.Size(47, 16)
        Me.TiffRB.TabIndex = 0
        Me.TiffRB.TabStop = True
        Me.TiffRB.Text = "TIFF"
        Me.TiffRB.UseVisualStyleBackColor = True
        '
        'Label1
        '
        Me.Label1.AutoSize = True
        Me.Label1.Location = New System.Drawing.Point(12, 109)
        Me.Label1.Name = "Label1"
        Me.Label1.Size = New System.Drawing.Size(41, 12)
        Me.Label1.TabIndex = 11
        Me.Label1.Text = "解像度"
        '
        'DpiTxt
        '
        Me.DpiTxt.Location = New System.Drawing.Point(54, 106)
        Me.DpiTxt.Name = "DpiTxt"
        Me.DpiTxt.Size = New System.Drawing.Size(41, 19)
        Me.DpiTxt.TabIndex = 12
        Me.DpiTxt.Text = "150"
        Me.DpiTxt.TextAlign = System.Windows.Forms.HorizontalAlignment.Right
        '
        'Label2
        '
        Me.Label2.AutoSize = True
        Me.Label2.Location = New System.Drawing.Point(94, 113)
        Me.Label2.Name = "Label2"
        Me.Label2.Size = New System.Drawing.Size(28, 12)
        Me.Label2.TabIndex = 13
        Me.Label2.Text = "[dpi]"
        '
        'QualityTxt
        '
        Me.QualityTxt.Location = New System.Drawing.Point(159, 106)
        Me.QualityTxt.Name = "QualityTxt"
        Me.QualityTxt.Size = New System.Drawing.Size(41, 19)
        Me.QualityTxt.TabIndex = 14
        Me.QualityTxt.Text = "75"
        Me.QualityTxt.TextAlign = System.Windows.Forms.HorizontalAlignment.Right
        '
        'Label3
        '
        Me.Label3.AutoSize = True
        Me.Label3.Location = New System.Drawing.Point(132, 109)
        Me.Label3.Name = "Label3"
        Me.Label3.Size = New System.Drawing.Size(29, 12)
        Me.Label3.TabIndex = 15
        Me.Label3.Text = "品質"
        '
        'PageGrp
        '
        Me.PageGrp.Controls.Add(Me.SingleFileChk)
        Me.PageGrp.Controls.Add(Me.PageListTxt)
        Me.PageGrp.Controls.Add(Me.PageSelLbl)
        Me.PageGrp.Controls.Add(Me.PageNumRB)
        Me.PageGrp.Controls.Add(Me.PageRangeRB)
        Me.PageGrp.Location = New System.Drawing.Point(14, 146)
        Me.PageGrp.Name = "PageGrp"
        Me.PageGrp.Size = New System.Drawing.Size(168, 122)
        Me.PageGrp.TabIndex = 16
        Me.PageGrp.TabStop = False
        Me.PageGrp.Text = "ページの指定方法"
        '
        'SingleFileChk
        '
        Me.SingleFileChk.AutoSize = True
        Me.SingleFileChk.Checked = True
        Me.SingleFileChk.CheckState = System.Windows.Forms.CheckState.Checked
        Me.SingleFileChk.Enabled = False
        Me.SingleFileChk.Location = New System.Drawing.Point(23, 93)
        Me.SingleFileChk.Name = "SingleFileChk"
        Me.SingleFileChk.Size = New System.Drawing.Size(110, 16)
        Me.SingleFileChk.TabIndex = 4
        Me.SingleFileChk.Text = "単一ファイルにする"
        Me.SingleFileChk.UseVisualStyleBackColor = True
        '
        'PageListTxt
        '
        Me.PageListTxt.Location = New System.Drawing.Point(86, 68)
        Me.PageListTxt.Name = "PageListTxt"
        Me.PageListTxt.Size = New System.Drawing.Size(62, 19)
        Me.PageListTxt.TabIndex = 3
        '
        'PageSelLbl
        '
        Me.PageSelLbl.AutoSize = True
        Me.PageSelLbl.Location = New System.Drawing.Point(21, 71)
        Me.PageSelLbl.Name = "PageSelLbl"
        Me.PageSelLbl.Size = New System.Drawing.Size(59, 12)
        Me.PageSelLbl.TabIndex = 2
        Me.PageSelLbl.Text = "ページ範囲"
        '
        'PageNumRB
        '
        Me.PageNumRB.AutoSize = True
        Me.PageNumRB.Location = New System.Drawing.Point(23, 46)
        Me.PageNumRB.Name = "PageNumRB"
        Me.PageNumRB.Size = New System.Drawing.Size(101, 16)
        Me.PageNumRB.TabIndex = 1
        Me.PageNumRB.Text = "ページ番号指定"
        Me.PageNumRB.UseVisualStyleBackColor = True
        '
        'PageRangeRB
        '
        Me.PageRangeRB.AutoSize = True
        Me.PageRangeRB.Checked = True
        Me.PageRangeRB.Location = New System.Drawing.Point(23, 23)
        Me.PageRangeRB.Name = "PageRangeRB"
        Me.PageRangeRB.Size = New System.Drawing.Size(101, 16)
        Me.PageRangeRB.TabIndex = 0
        Me.PageRangeRB.TabStop = True
        Me.PageRangeRB.Text = "ページ範囲指定"
        Me.PageRangeRB.UseVisualStyleBackColor = True
        '
        'ColorGrp
        '
        Me.ColorGrp.Controls.Add(Me.BwRB)
        Me.ColorGrp.Controls.Add(Me.DitherRB)
        Me.ColorGrp.Controls.Add(Me.GrayRB)
        Me.ColorGrp.Controls.Add(Me.ColorRB)
        Me.ColorGrp.Location = New System.Drawing.Point(189, 146)
        Me.ColorGrp.Name = "ColorGrp"
        Me.ColorGrp.Size = New System.Drawing.Size(120, 122)
        Me.ColorGrp.TabIndex = 17
        Me.ColorGrp.TabStop = False
        Me.ColorGrp.Text = "カラー"
        '
        'BwRB
        '
        Me.BwRB.AutoSize = True
        Me.BwRB.Location = New System.Drawing.Point(20, 91)
        Me.BwRB.Name = "BwRB"
        Me.BwRB.Size = New System.Drawing.Size(43, 16)
        Me.BwRB.TabIndex = 3
        Me.BwRB.TabStop = True
        Me.BwRB.Text = "２値"
        Me.BwRB.UseVisualStyleBackColor = True
        '
        'DitherRB
        '
        Me.DitherRB.AutoSize = True
        Me.DitherRB.Location = New System.Drawing.Point(20, 68)
        Me.DitherRB.Name = "DitherRB"
        Me.DitherRB.Size = New System.Drawing.Size(74, 16)
        Me.DitherRB.TabIndex = 2
        Me.DitherRB.TabStop = True
        Me.DitherRB.Text = "白黒ディザ"
        Me.DitherRB.UseVisualStyleBackColor = True
        '
        'GrayRB
        '
        Me.GrayRB.AutoSize = True
        Me.GrayRB.Location = New System.Drawing.Point(20, 45)
        Me.GrayRB.Name = "GrayRB"
        Me.GrayRB.Size = New System.Drawing.Size(89, 16)
        Me.GrayRB.TabIndex = 1
        Me.GrayRB.TabStop = True
        Me.GrayRB.Text = "グレースケール"
        Me.GrayRB.UseVisualStyleBackColor = True
        '
        'ColorRB
        '
        Me.ColorRB.AutoSize = True
        Me.ColorRB.Checked = True
        Me.ColorRB.Location = New System.Drawing.Point(20, 22)
        Me.ColorRB.Name = "ColorRB"
        Me.ColorRB.Size = New System.Drawing.Size(74, 16)
        Me.ColorRB.TabIndex = 0
        Me.ColorRB.TabStop = True
        Me.ColorRB.Text = "RGBカラー"
        Me.ColorRB.UseVisualStyleBackColor = True
        '
        'TiffCompressGrp
        '
        Me.TiffCompressGrp.Controls.Add(Me.CompressLzwRB)
        Me.TiffCompressGrp.Controls.Add(Me.CompressDeflateRB)
        Me.TiffCompressGrp.Controls.Add(Me.CompressJpgRB)
        Me.TiffCompressGrp.Controls.Add(Me.CompressNoneRB)
        Me.TiffCompressGrp.Location = New System.Drawing.Point(316, 146)
        Me.TiffCompressGrp.Name = "TiffCompressGrp"
        Me.TiffCompressGrp.Size = New System.Drawing.Size(119, 122)
        Me.TiffCompressGrp.TabIndex = 18
        Me.TiffCompressGrp.TabStop = False
        Me.TiffCompressGrp.Text = "TIFF画像圧縮"
        '
        'CompressLzwRB
        '
        Me.CompressLzwRB.AutoSize = True
        Me.CompressLzwRB.Location = New System.Drawing.Point(24, 91)
        Me.CompressLzwRB.Name = "CompressLzwRB"
        Me.CompressLzwRB.Size = New System.Drawing.Size(69, 16)
        Me.CompressLzwRB.TabIndex = 3
        Me.CompressLzwRB.Text = "LZW圧縮"
        Me.CompressLzwRB.UseVisualStyleBackColor = True
        '
        'CompressDeflateRB
        '
        Me.CompressDeflateRB.AutoSize = True
        Me.CompressDeflateRB.Checked = True
        Me.CompressDeflateRB.Location = New System.Drawing.Point(24, 68)
        Me.CompressDeflateRB.Name = "CompressDeflateRB"
        Me.CompressDeflateRB.Size = New System.Drawing.Size(84, 16)
        Me.CompressDeflateRB.TabIndex = 2
        Me.CompressDeflateRB.TabStop = True
        Me.CompressDeflateRB.Text = "Deflate圧縮"
        Me.CompressDeflateRB.UseVisualStyleBackColor = True
        '
        'CompressJpgRB
        '
        Me.CompressJpgRB.AutoSize = True
        Me.CompressJpgRB.Location = New System.Drawing.Point(24, 45)
        Me.CompressJpgRB.Name = "CompressJpgRB"
        Me.CompressJpgRB.Size = New System.Drawing.Size(76, 16)
        Me.CompressJpgRB.TabIndex = 1
        Me.CompressJpgRB.Text = "JPEG圧縮"
        Me.CompressJpgRB.UseVisualStyleBackColor = True
        '
        'CompressNoneRB
        '
        Me.CompressNoneRB.AutoSize = True
        Me.CompressNoneRB.Location = New System.Drawing.Point(24, 22)
        Me.CompressNoneRB.Name = "CompressNoneRB"
        Me.CompressNoneRB.Size = New System.Drawing.Size(66, 16)
        Me.CompressNoneRB.TabIndex = 0
        Me.CompressNoneRB.Text = "圧縮なし"
        Me.CompressNoneRB.UseVisualStyleBackColor = True
        '
        'PictSizeGrp
        '
        Me.PictSizeGrp.Controls.Add(Me.UnitMmRB)
        Me.PictSizeGrp.Controls.Add(Me.UnitInchRB)
        Me.PictSizeGrp.Controls.Add(Me.UnitPercentRB)
        Me.PictSizeGrp.Controls.Add(Me.Label6)
        Me.PictSizeGrp.Controls.Add(Me.PictSizeYTxt)
        Me.PictSizeGrp.Controls.Add(Me.Label5)
        Me.PictSizeGrp.Controls.Add(Me.PictSizeXTxt)
        Me.PictSizeGrp.Controls.Add(Me.Label4)
        Me.PictSizeGrp.Location = New System.Drawing.Point(13, 274)
        Me.PictSizeGrp.Name = "PictSizeGrp"
        Me.PictSizeGrp.Size = New System.Drawing.Size(204, 98)
        Me.PictSizeGrp.TabIndex = 19
        Me.PictSizeGrp.TabStop = False
        Me.PictSizeGrp.Text = "画像サイズ"
        '
        'UnitMmRB
        '
        Me.UnitMmRB.AutoSize = True
        Me.UnitMmRB.Location = New System.Drawing.Point(145, 60)
        Me.UnitMmRB.Name = "UnitMmRB"
        Me.UnitMmRB.Size = New System.Drawing.Size(37, 16)
        Me.UnitMmRB.TabIndex = 7
        Me.UnitMmRB.TabStop = True
        Me.UnitMmRB.Text = "ミリ"
        Me.UnitMmRB.UseVisualStyleBackColor = True
        '
        'UnitInchRB
        '
        Me.UnitInchRB.AutoSize = True
        Me.UnitInchRB.Location = New System.Drawing.Point(89, 60)
        Me.UnitInchRB.Name = "UnitInchRB"
        Me.UnitInchRB.Size = New System.Drawing.Size(50, 16)
        Me.UnitInchRB.TabIndex = 6
        Me.UnitInchRB.TabStop = True
        Me.UnitInchRB.Text = "インチ"
        Me.UnitInchRB.UseVisualStyleBackColor = True
        '
        'UnitPercentRB
        '
        Me.UnitPercentRB.AutoSize = True
        Me.UnitPercentRB.Location = New System.Drawing.Point(54, 60)
        Me.UnitPercentRB.Name = "UnitPercentRB"
        Me.UnitPercentRB.Size = New System.Drawing.Size(29, 16)
        Me.UnitPercentRB.TabIndex = 5
        Me.UnitPercentRB.TabStop = True
        Me.UnitPercentRB.Text = "%"
        Me.UnitPercentRB.UseVisualStyleBackColor = True
        '
        'Label6
        '
        Me.Label6.AutoSize = True
        Me.Label6.Location = New System.Drawing.Point(18, 62)
        Me.Label6.Name = "Label6"
        Me.Label6.Size = New System.Drawing.Size(29, 12)
        Me.Label6.TabIndex = 4
        Me.Label6.Text = "単位"
        '
        'PictSizeYTxt
        '
        Me.PictSizeYTxt.Location = New System.Drawing.Point(132, 25)
        Me.PictSizeYTxt.Name = "PictSizeYTxt"
        Me.PictSizeYTxt.Size = New System.Drawing.Size(45, 19)
        Me.PictSizeYTxt.TabIndex = 3
        Me.PictSizeYTxt.TextAlign = System.Windows.Forms.HorizontalAlignment.Center
        '
        'Label5
        '
        Me.Label5.AutoSize = True
        Me.Label5.Location = New System.Drawing.Point(107, 28)
        Me.Label5.Name = "Label5"
        Me.Label5.Size = New System.Drawing.Size(23, 12)
        Me.Label5.TabIndex = 2
        Me.Label5.Text = "たて"
        '
        'PictSizeXTxt
        '
        Me.PictSizeXTxt.Location = New System.Drawing.Point(47, 25)
        Me.PictSizeXTxt.Name = "PictSizeXTxt"
        Me.PictSizeXTxt.Size = New System.Drawing.Size(45, 19)
        Me.PictSizeXTxt.TabIndex = 1
        Me.PictSizeXTxt.TextAlign = System.Windows.Forms.HorizontalAlignment.Center
        '
        'Label4
        '
        Me.Label4.AutoSize = True
        Me.Label4.Location = New System.Drawing.Point(21, 28)
        Me.Label4.Name = "Label4"
        Me.Label4.Size = New System.Drawing.Size(22, 12)
        Me.Label4.TabIndex = 0
        Me.Label4.Text = "よこ"
        '
        'OrgSizeGrp
        '
        Me.OrgSizeGrp.Controls.Add(Me.OrgSizeYTxt)
        Me.OrgSizeGrp.Controls.Add(Me.OrgSizeXTxt)
        Me.OrgSizeGrp.Controls.Add(Me.Label8)
        Me.OrgSizeGrp.Controls.Add(Me.Label7)
        Me.OrgSizeGrp.Location = New System.Drawing.Point(223, 274)
        Me.OrgSizeGrp.Name = "OrgSizeGrp"
        Me.OrgSizeGrp.Size = New System.Drawing.Size(212, 46)
        Me.OrgSizeGrp.TabIndex = 20
        Me.OrgSizeGrp.TabStop = False
        Me.OrgSizeGrp.Text = "元サイズ(pixels)"
        '
        'OrgSizeYTxt
        '
        Me.OrgSizeYTxt.Location = New System.Drawing.Point(143, 15)
        Me.OrgSizeYTxt.Name = "OrgSizeYTxt"
        Me.OrgSizeYTxt.ReadOnly = True
        Me.OrgSizeYTxt.Size = New System.Drawing.Size(45, 19)
        Me.OrgSizeYTxt.TabIndex = 3
        Me.OrgSizeYTxt.TextAlign = System.Windows.Forms.HorizontalAlignment.Center
        '
        'OrgSizeXTxt
        '
        Me.OrgSizeXTxt.Location = New System.Drawing.Point(51, 15)
        Me.OrgSizeXTxt.Name = "OrgSizeXTxt"
        Me.OrgSizeXTxt.ReadOnly = True
        Me.OrgSizeXTxt.Size = New System.Drawing.Size(45, 19)
        Me.OrgSizeXTxt.TabIndex = 2
        Me.OrgSizeXTxt.TextAlign = System.Windows.Forms.HorizontalAlignment.Center
        '
        'Label8
        '
        Me.Label8.AutoSize = True
        Me.Label8.Location = New System.Drawing.Point(113, 18)
        Me.Label8.Name = "Label8"
        Me.Label8.Size = New System.Drawing.Size(23, 12)
        Me.Label8.TabIndex = 1
        Me.Label8.Text = "たて"
        '
        'Label7
        '
        Me.Label7.AutoSize = True
        Me.Label7.Location = New System.Drawing.Point(20, 19)
        Me.Label7.Name = "Label7"
        Me.Label7.Size = New System.Drawing.Size(22, 12)
        Me.Label7.TabIndex = 0
        Me.Label7.Text = "よこ"
        '
        'CanvasSizeGrp
        '
        Me.CanvasSizeGrp.Controls.Add(Me.CvsSizeYTxt)
        Me.CanvasSizeGrp.Controls.Add(Me.CvsSizeXTxt)
        Me.CanvasSizeGrp.Controls.Add(Me.Label10)
        Me.CanvasSizeGrp.Controls.Add(Me.Label9)
        Me.CanvasSizeGrp.Location = New System.Drawing.Point(223, 326)
        Me.CanvasSizeGrp.Name = "CanvasSizeGrp"
        Me.CanvasSizeGrp.Size = New System.Drawing.Size(212, 46)
        Me.CanvasSizeGrp.TabIndex = 21
        Me.CanvasSizeGrp.TabStop = False
        Me.CanvasSizeGrp.Text = "キャンバスサイズ(pixels)"
        '
        'CvsSizeYTxt
        '
        Me.CvsSizeYTxt.Location = New System.Drawing.Point(143, 18)
        Me.CvsSizeYTxt.Name = "CvsSizeYTxt"
        Me.CvsSizeYTxt.Size = New System.Drawing.Size(45, 19)
        Me.CvsSizeYTxt.TabIndex = 3
        Me.CvsSizeYTxt.TextAlign = System.Windows.Forms.HorizontalAlignment.Center
        '
        'CvsSizeXTxt
        '
        Me.CvsSizeXTxt.Location = New System.Drawing.Point(51, 18)
        Me.CvsSizeXTxt.Name = "CvsSizeXTxt"
        Me.CvsSizeXTxt.Size = New System.Drawing.Size(45, 19)
        Me.CvsSizeXTxt.TabIndex = 2
        Me.CvsSizeXTxt.TextAlign = System.Windows.Forms.HorizontalAlignment.Center
        '
        'Label10
        '
        Me.Label10.AutoSize = True
        Me.Label10.Location = New System.Drawing.Point(113, 21)
        Me.Label10.Name = "Label10"
        Me.Label10.Size = New System.Drawing.Size(23, 12)
        Me.Label10.TabIndex = 1
        Me.Label10.Text = "たて"
        '
        'Label9
        '
        Me.Label9.AutoSize = True
        Me.Label9.Location = New System.Drawing.Point(20, 21)
        Me.Label9.Name = "Label9"
        Me.Label9.Size = New System.Drawing.Size(22, 12)
        Me.Label9.TabIndex = 0
        Me.Label9.Text = "よこ"
        '
        'Label11
        '
        Me.Label11.AutoSize = True
        Me.Label11.Location = New System.Drawing.Point(14, 379)
        Me.Label11.Name = "Label11"
        Me.Label11.Size = New System.Drawing.Size(311, 12)
        Me.Label11.TabIndex = 22
        Me.Label11.Text = "Copyright(c) 2014-2018 株式会社トラスト・ソフトウェア・システム"
        '
        'Imager
        '
        Me.AutoScaleDimensions = New System.Drawing.SizeF(6.0!, 12.0!)
        Me.AutoScaleMode = System.Windows.Forms.AutoScaleMode.Font
        Me.ClientSize = New System.Drawing.Size(447, 392)
        Me.Controls.Add(Me.Label11)
        Me.Controls.Add(Me.CanvasSizeGrp)
        Me.Controls.Add(Me.OrgSizeGrp)
        Me.Controls.Add(Me.PictSizeGrp)
        Me.Controls.Add(Me.TiffCompressGrp)
        Me.Controls.Add(Me.ColorGrp)
        Me.Controls.Add(Me.PageGrp)
        Me.Controls.Add(Me.Label3)
        Me.Controls.Add(Me.QualityTxt)
        Me.Controls.Add(Me.Label2)
        Me.Controls.Add(Me.DpiTxt)
        Me.Controls.Add(Me.Label1)
        Me.Controls.Add(Me.FormatGrp)
        Me.Controls.Add(Me.OutputFileTxt)
        Me.Controls.Add(Me.PageToPictBtn)
        Me.Controls.Add(Me.FileRefBtn)
        Me.Controls.Add(Me.FileNameTxt)
        Me.Controls.Add(Me.CloseDocBtn)
        Me.Controls.Add(Me.OpenDocBtn)
        Me.Controls.Add(Me.LicStrTxt)
        Me.Controls.Add(Me.UninitBtn)
        Me.Controls.Add(Me.InitBtn)
        Me.Controls.Add(Me.ExitBtn)
        Me.Name = "Imager"
        Me.Text = "Imager"
        Me.FormatGrp.ResumeLayout(False)
        Me.FormatGrp.PerformLayout()
        Me.PageGrp.ResumeLayout(False)
        Me.PageGrp.PerformLayout()
        Me.ColorGrp.ResumeLayout(False)
        Me.ColorGrp.PerformLayout()
        Me.TiffCompressGrp.ResumeLayout(False)
        Me.TiffCompressGrp.PerformLayout()
        Me.PictSizeGrp.ResumeLayout(False)
        Me.PictSizeGrp.PerformLayout()
        Me.OrgSizeGrp.ResumeLayout(False)
        Me.OrgSizeGrp.PerformLayout()
        Me.CanvasSizeGrp.ResumeLayout(False)
        Me.CanvasSizeGrp.PerformLayout()
        Me.ResumeLayout(False)
        Me.PerformLayout()

    End Sub
    Friend WithEvents ExitBtn As System.Windows.Forms.Button
    Friend WithEvents InitBtn As System.Windows.Forms.Button
    Friend WithEvents UninitBtn As System.Windows.Forms.Button
    Friend WithEvents LicStrTxt As System.Windows.Forms.TextBox
    Friend WithEvents OpenDocBtn As System.Windows.Forms.Button
    Friend WithEvents CloseDocBtn As System.Windows.Forms.Button
    Friend WithEvents FileNameTxt As System.Windows.Forms.TextBox
    Friend WithEvents FileRefBtn As System.Windows.Forms.Button
    Friend WithEvents PageToPictBtn As System.Windows.Forms.Button
    Friend WithEvents OutputFileTxt As System.Windows.Forms.TextBox
    Friend WithEvents FormatGrp As System.Windows.Forms.GroupBox
    Friend WithEvents PngRB As System.Windows.Forms.RadioButton
    Friend WithEvents JpegRB As System.Windows.Forms.RadioButton
    Friend WithEvents TiffRB As System.Windows.Forms.RadioButton
    Friend WithEvents Label1 As System.Windows.Forms.Label
    Friend WithEvents DpiTxt As System.Windows.Forms.TextBox
    Friend WithEvents Label2 As System.Windows.Forms.Label
    Friend WithEvents QualityTxt As System.Windows.Forms.TextBox
    Friend WithEvents Label3 As System.Windows.Forms.Label
    Friend WithEvents PageGrp As System.Windows.Forms.GroupBox
    Friend WithEvents PageListTxt As System.Windows.Forms.TextBox
    Friend WithEvents PageSelLbl As System.Windows.Forms.Label
    Friend WithEvents PageNumRB As System.Windows.Forms.RadioButton
    Friend WithEvents PageRangeRB As System.Windows.Forms.RadioButton
    Friend WithEvents SingleFileChk As System.Windows.Forms.CheckBox
    Friend WithEvents ColorGrp As System.Windows.Forms.GroupBox
    Friend WithEvents DitherRB As System.Windows.Forms.RadioButton
    Friend WithEvents GrayRB As System.Windows.Forms.RadioButton
    Friend WithEvents ColorRB As System.Windows.Forms.RadioButton
    Friend WithEvents BwRB As System.Windows.Forms.RadioButton
    Friend WithEvents TiffCompressGrp As System.Windows.Forms.GroupBox
    Friend WithEvents CompressLzwRB As System.Windows.Forms.RadioButton
    Friend WithEvents CompressDeflateRB As System.Windows.Forms.RadioButton
    Friend WithEvents CompressJpgRB As System.Windows.Forms.RadioButton
    Friend WithEvents CompressNoneRB As System.Windows.Forms.RadioButton
    Friend WithEvents PictSizeGrp As System.Windows.Forms.GroupBox
    Friend WithEvents PictSizeYTxt As System.Windows.Forms.TextBox
    Friend WithEvents Label5 As System.Windows.Forms.Label
    Friend WithEvents PictSizeXTxt As System.Windows.Forms.TextBox
    Friend WithEvents Label4 As System.Windows.Forms.Label
    Friend WithEvents UnitMmRB As System.Windows.Forms.RadioButton
    Friend WithEvents UnitInchRB As System.Windows.Forms.RadioButton
    Friend WithEvents UnitPercentRB As System.Windows.Forms.RadioButton
    Friend WithEvents Label6 As System.Windows.Forms.Label
    Friend WithEvents OrgSizeGrp As System.Windows.Forms.GroupBox
    Friend WithEvents OrgSizeYTxt As System.Windows.Forms.TextBox
    Friend WithEvents OrgSizeXTxt As System.Windows.Forms.TextBox
    Friend WithEvents Label8 As System.Windows.Forms.Label
    Friend WithEvents Label7 As System.Windows.Forms.Label
    Friend WithEvents CanvasSizeGrp As System.Windows.Forms.GroupBox
    Friend WithEvents CvsSizeYTxt As System.Windows.Forms.TextBox
    Friend WithEvents CvsSizeXTxt As System.Windows.Forms.TextBox
    Friend WithEvents Label10 As System.Windows.Forms.Label
    Friend WithEvents Label9 As System.Windows.Forms.Label
    Friend WithEvents Label11 As System.Windows.Forms.Label

End Class
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     text/microsoft-resx
  
   
     2.0
  
   
     System.Resources.ResXResourceReader, System.Windows.Forms, Version=2.0.0.0, Culture=neutral, PublicKeyToken=b77a5c561934e089
  
   
     System.Resources.ResXResourceWriter, System.Windows.Forms, Version=2.0.0.0, Culture=neutral, PublicKeyToken=b77a5c561934e089
  




sample/VB.NET/Form/Imager/Imager.sln

Microsoft Visual Studio Solution File, Format Version 12.00
# Visual Studio 14
VisualStudioVersion = 14.0.25420.1
MinimumVisualStudioVersion = 10.0.40219.1
Project("{F184B08F-C81C-45F6-A57F-5ABD9991F28F}") = "Imager", "Imager.vbproj", "{C1D28343-B6BA-4528-BACD-D2852EB431C4}"
EndProject
Global
	GlobalSection(SolutionConfigurationPlatforms) = preSolution
		Debug|x64 = Debug|x64
		Release|x64 = Release|x64
	EndGlobalSection
	GlobalSection(ProjectConfigurationPlatforms) = postSolution
		{C1D28343-B6BA-4528-BACD-D2852EB431C4}.Debug|x64.ActiveCfg = Debug|x64
		{C1D28343-B6BA-4528-BACD-D2852EB431C4}.Debug|x64.Build.0 = Debug|x64
		{C1D28343-B6BA-4528-BACD-D2852EB431C4}.Release|x64.ActiveCfg = Release|x64
		{C1D28343-B6BA-4528-BACD-D2852EB431C4}.Release|x64.Build.0 = Release|x64
	EndGlobalSection
	GlobalSection(SolutionProperties) = preSolution
		HideSolutionNode = FALSE
	EndGlobalSection
EndGlobal




sample/VB.NET/Form/Imager/Imager.vb
'
' Imager Form Application
'
'Copyright(c)2014-2018 株式会社トラスト・ソフトウェア・システム, All Rights Reserved.
'

Imports PDFTools.PdfImagerLP

Public Class Imager
    Private p2i As New PdfImager
    Private pageCount As Integer

    '初期化
    Private Sub InitBtn_Click(ByVal sender As System.Object, ByVal e As System.EventArgs) Handles InitBtn.Click
        Dim res As Long
        Dim licStr As New System.Text.StringBuilder(70)

        res = p2i.Initialize("0-W0H6-7H5GKW7E336R")     '適切なライセンスキーに替えてください。
        If res <> 0 Then
            MsgBox("PDF Imager-LP 初期化失敗")
            Exit Sub
        End If
        InitBtn.Enabled = False
        UninitBtn.Enabled = True
        p2i.GetLicenseInfoStr(licStr)
        LicStrTxt.Text = licStr.ToString()
        OpenDocBtn.Enabled = True

    End Sub

    'MLP終了
    Private Sub UninitBtn_Click(ByVal sender As System.Object, ByVal e As System.EventArgs) Handles UninitBtn.Click
        p2i.CloseDoc()
        p2i.Uninitialize()
        OrgSizeXTxt.Text = ""
        OrgSizeYTxt.Text = ""
        LicStrTxt.Text = ""
        InitBtn.Enabled = True
        UninitBtn.Enabled = False
        OpenDocBtn.Enabled = False
        CloseDocBtn.Enabled = False
    End Sub

    '開く
    Private Sub OpenDocBtn_Click(ByVal sender As System.Object, ByVal e As System.EventArgs) Handles OpenDocBtn.Click
        Dim res As Long

        If FileNameTxt.Text = "" Then
            MsgBox("PDFファイルを指定してください")
            Exit Sub
        End If

        res = p2i.OpenDoc(FileNameTxt.Text, "", "")
        Select Case res
            Case err.MLP_NO_ERROR
            Case err.MLP_NOT_INITIALIZED
                MsgBox("初期化されていません")
                Exit Sub
            Case err.MLP_ALREADY_OPENED
                MsgBox("既にオープンしています")
                Exit Sub
            Case err.MLP_FILE_OPEN_ERROR
                MsgBox("オープンできません")
                Exit Sub
            Case err.MLP_FILE_IS_NOT_PDF
                MsgBox("PDFではありません")
                Exit Sub
            Case err.MLP_FILE_NOT_DECRYPTED
                MsgBox("復号できません")
                Exit Sub
        End Select

        '
        OpenDocBtn.Enabled = False
        CloseDocBtn.Enabled = True
        PageToPictBtn.Enabled = True

        'ページリスト
        pageCount = p2i.PageCount()
        If pageCount < 1 Then
            MsgBox("ページがありません")
            PageListTxt.Text = ""
            Exit Sub
        End If
        If PageRangeRB.Checked Then
            PageListTxt.Text = "1-" & pageCount.ToString
        Else
            PageListTxt.Text = "1"
        End If
    End Sub

    'ファイル参照
    Private Sub FileRefBtn_Click(ByVal sender As System.Object, ByVal e As System.EventArgs) Handles FileRefBtn.Click
        Dim dlg As New Windows.Forms.OpenFileDialog()

        dlg.Filter = "PDFファイル|*.pdf|すべて|*.*"
        dlg.CheckFileExists = True
        If dlg.ShowDialog() = Windows.Forms.DialogResult.OK Then
            FileNameTxt.Text = dlg.FileName
        End If
    End Sub

    '画像作成
    Private Sub PageToPictBtn_Click(ByVal sender As System.Object, ByVal e As System.EventArgs) Handles PageToPictBtn.Click
        'コールバック設定

        '解像度
        Dim dpi As Integer
        dpi = Val(DpiTxt.Text)
        If dpi < 50 Then dpi = 50
        If dpi > 10000 Then dpi = 10000
        p2i.SetPictureResolution(dpi)

        '品質
        Dim quality As Integer
        quality = Val(QualityTxt.Text)
        If quality < 10 Then quality = 10
        If quality > 90 Then quality = 90
        p2i.SetPictureQuality(quality)

        '色指定
        If ColorRB.Checked Then
            p2i.SetPictureRGB()
        ElseIf GrayRB.Checked Then
            p2i.SetPictureGray()
        ElseIf DitherRB.Checked Then
            p2i.SetPictureDither()
        ElseIf BwRB.Checked Then
            p2i.SetPictureBW()
        End If

        'TIFF圧縮指定
        If CompressNoneRB.Checked Then
            p2i.SetTiffCompress(TiffCompressMode.MLP_TIFF_COMPRESS_NONE)
        ElseIf CompressJpgRB.Checked Then
            p2i.SetTiffCompress(TiffCompressMode.MLP_TIFF_COMPRESS_JPEG)
        ElseIf CompressDeflateRB.Checked Then
            p2i.SetTiffCompress(TiffCompressMode.MLP_TIFF_COMPRESS_DEFLATE)
        ElseIf CompressLzwRB.Checked Then
            p2i.SetTiffCompress(TiffCompressMode.MLP_TIFF_COMPRESS_LZW)
        End If

        'キャンバスサイズ
        Dim cvsx, cvsy As Integer
        cvsx = Val(CvsSizeXTxt.Text)
        cvsy = Val(CvsSizeYTxt.Text)
        If cvsx < 10 Then
            cvsx = 0
            CvsSizeXTxt.Text = ""
        End If
        If cvsy < 10 Then
            cvsy = 0
            CvsSizeYTxt.Text = ""
        End If
        p2i.SetCanvasSize(cvsx, cvsy)

        '画像サイズ
        Dim x, y As Integer
        x = Val(PictSizeXTxt.Text)
        y = Val(PictSizeYTxt.Text)
        If x < 0 Then x = 0
        If y < 0 Then y = 0
        If (0 < x And x < 10) Or (0 < y And y < 10) Then
            MsgBox("画像サイズ x または y が小さすぎます")
            Exit Sub
        End If
        If 10 <= x Or 10 <= y Then
            If UnitPercentRB.Checked Then
                p2i.SetPictureSize(x, y, PictureUnit.MLP_PICTURE_UNIT_PERCENT)
            ElseIf UnitInchRB.Checked Then
                p2i.SetPictureSize(x, y, PictureUnit.MLP_PICTURE_UNIT_INCH)
            ElseIf UnitMmRB.Checked Then
                p2i.SetPictureSize(x, y, PictureUnit.MLP_PICTURE_UNIT_MM)
            Else
                MsgBox("画像サイズの単位を指定してください")
                Exit Sub
            End If
        End If

        '出力ファイル
        Dim out As String
        out = OutputFileTxt.Text
        If out = "" Then
            MsgBox("出力ファイルを指定してください")
            Exit Sub
        End If

        '
        Cursor.Current = Cursors.WaitCursor
        ExitBtn.Enabled = False
        CloseDocBtn.Enabled = False
        PageToPictBtn.Enabled = False

        '画像変換
        If TiffRB.Checked Then
            Dim pageStr As String
            pageStr = PageListTxt.Text
            If p2i.CreateTiffMulti(pageStr, out) <> 0 Then
                MsgBox("画像変換失敗")
                Cursor.Current = Cursors.Default
                ExitBtn.Enabled = True
                CloseDocBtn.Enabled = True
                PageToPictBtn.Enabled = True
                Exit Sub
            End If
        Else
            Dim page As Integer
            page = Val(PageListTxt.Text)
            If p2i.CreatePict(page, out) <> 0 Then
                MsgBox("画像変換失敗")
                Cursor.Current = Cursors.Default
                ExitBtn.Enabled = True
                CloseDocBtn.Enabled = True
                PageToPictBtn.Enabled = True
                Exit Sub
            End If
        End If

        '変換終了
        Cursor.Current = Cursors.Default
        ExitBtn.Enabled = True
        CloseDocBtn.Enabled = True
        PageToPictBtn.Enabled = True
        MsgBox("変換終了")
    End Sub

    '画像フォーマット指定
    Private Sub FormatRB_CheckedChanged(ByVal sender As System.Object, ByVal e As System.EventArgs) Handles TiffRB.CheckedChanged, JpegRB.CheckedChanged, PngRB.CheckedChanged
        Dim ext As String

        ext = "tiff"
        If TiffRB.Checked Then
            ext = "tiff"
            PageRangeRB.Enabled = True
            PageRangeRB.Checked = True
            PageNumRB.Enabled = True
            PageNumRB.Checked = False
            SingleFileChk.Visible = True
            PageListTxt.TextAlign = HorizontalAlignment.Left
            TiffCompressGrp.Enabled = True
        ElseIf JpegRB.Checked Then
            ext = "jpg"
            PageRangeRB.Enabled = False
            PageRangeRB.Checked = False
            PageNumRB.Enabled = False
            PageNumRB.Checked = True
            SingleFileChk.Visible = False
            PageListTxt.TextAlign = HorizontalAlignment.Right
            TiffCompressGrp.Enabled = False
        ElseIf PngRB.Checked Then
            ext = "png"
            PageRangeRB.Enabled = False
            PageRangeRB.Checked = False
            PageNumRB.Enabled = False
            PageNumRB.Checked = True
            SingleFileChk.Visible = False
            PageListTxt.TextAlign = HorizontalAlignment.Right
            TiffCompressGrp.Enabled = False
        End If

        '出力ファイル名
        Dim pos As Integer
        pos = InStrRev(OutputFileTxt.Text, ".")
        If pos = 0 Then : OutputFileTxt.Text = OutputFileTxt.Text & "." & ext
        Else : OutputFileTxt.Text = OutputFileTxt.Text.Substring(0, pos) & ext
        End If
    End Sub

    'ページ範囲・番号指定ラジオボタン
    Private Sub PageRangrNumRB_CheckedChanged(ByVal sender As System.Object, ByVal e As System.EventArgs) Handles PageRangeRB.CheckedChanged, PageNumRB.CheckedChanged
        Dim p As Integer
        If PageRangeRB.Checked Then
            PageSelLbl.Text = "ページ範囲"
            If CloseDocBtn.Enabled And pageCount > 0 Then
                p = Val(PageListTxt.Text)
                If p > 0 And p <= pageCount Then
                    PageListTxt.Text = p.ToString & "-" & pageCount.ToString
                Else
                    PageListTxt.Text = "1-" & pageCount.ToString
                End If
            Else
                PageListTxt.Text = ""
            End If
        End If
        If PageNumRB.Checked Then
            PageSelLbl.Text = "ページ番号"
            If CloseDocBtn.Enabled And pageCount > 0 Then
                p = Val(PageListTxt.Text)
                If p > 0 And p <= pageCount Then
                    PageListTxt.Text = p
                Else
                    PageListTxt.Text = "1"
                End If
            Else
                PageListTxt.Text = ""
            End If
        End If
    End Sub

    'ページ指定が変更された
    Private Sub PageListTxt_TextChanged(ByVal sender As System.Object, ByVal e As System.EventArgs) Handles PageListTxt.TextChanged
        If CloseDocBtn.Enabled = False Then Exit Sub
        Dim pgNum As Integer
        pgNum = Val(PageListTxt.Text)
        If pageCount < pgNum Then Exit Sub
        If 0 < pgNum Then
            Dim x, y As Integer
            p2i.SetPictureResolution(72)
            p2i.GetPicturePixel(pgNum, x, y)
            OrgSizeXTxt.Text = x
            OrgSizeYTxt.Text = y
        End If
    End Sub

    '閉じる
    Private Sub CloseDocBtn_Click(ByVal sender As System.Object, ByVal e As System.EventArgs) Handles CloseDocBtn.Click
        p2i.CloseDoc()
        OpenDocBtn.Enabled = True
        CloseDocBtn.Enabled = False
        PageToPictBtn.Enabled = False
        PageListTxt.Text = ""
        OrgSizeXTxt.Text = ""
        OrgSizeYTxt.Text = ""
    End Sub

    'アプリケーション終了
    Private Sub ExitBtn_Click(ByVal sender As System.Object, ByVal e As System.EventArgs) Handles ExitBtn.Click
        UninitBtn_Click(sender, e)
        End
    End Sub

    'フォーム クローズ
    Private Sub Imager_FormClosed(ByVal sender As System.Object, ByVal e As System.Windows.Forms.FormClosedEventArgs) Handles MyBase.FormClosed
        UninitBtn_Click(sender, e)
    End Sub
End Class
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     Debug
     AnyCPU
     9.0.21022
     2.0
     {C1D28343-B6BA-4528-BACD-D2852EB431C4}
     WinExe
     Imager.My.MyApplication
     Imager
     Imager
     512
     WindowsForms
     v3.5
     On
     Binary
     Off
     On
     ImagerIcon.ico
     
    
     
    
     3.5
     publish\
     true
     Disk
     false
     Foreground
     7
     Days
     false
     false
     true
     0
     1.0.0.%2a
     false
     false
     true
  
   
     true
     true
     true
     bin\x86\Debug\
     Imager.xml
     42016,41999,42017,42018,42019,42032,42036,42020,42021,42022,42353,42354,42355
     full
     x86
  
   
     true
     bin\x86\Release\
     Imager.xml
     true
     42016,41999,42017,42018,42019,42032,42036,42020,42021,42022,42353,42354,42355
     pdbonly
     x86
  
   
     true
     true
     true
     bin\Debug\
     Imager.xml
     42016,41999,42017,42018,42019,42032,42036,42020,42021,42022,42353,42354,42355
     full
     AnyCPU
  
   
     true
     bin\Release\
     Imager.xml
     true
     42016,41999,42017,42018,42019,42032,42036,42020,42021,42022,42353,42354,42355
     pdbonly
     AnyCPU
  
   
     true
     true
     true
     bin\x64\Debug\
     Imager.xml
     42016,41999,42017,42018,42019,42032,42036,42020,42021,42022,42353,42354,42355
     full
     x64
     MinimumRecommendedRules.ruleset
  
   
     true
     bin\x64\Release\
     Imager.xml
     true
     42016,41999,42017,42018,42019,42032,42036,42020,42021,42022,42353,42354,42355
     pdbonly
     x64
     MinimumRecommendedRules.ruleset
  
   
     
       False
       ..\..\..\..\lib\PdfImagerLPNET.dll
    
     
     
     
     
     
     
     
       3.5
    
     
       3.5
    
     
       3.5
    
  
   
     
     
     
     
     
     
     
     
     
     
  
   
     
       Form
    
     
       Imager.vb
       Form
    
     
     
       True
       Application.myapp
    
     
       True
       True
       Resources.resx
    
     
       True
       Settings.settings
       True
    
  
   
     
       Imager.vb
       Designer
    
     
       VbMyResourcesResXFileCodeGenerator
       Resources.Designer.vb
       My.Resources
       Designer
    
  
   
     
       MyApplicationCodeGenerator
       Application.Designer.vb
    
     
       SettingsSingleFileGenerator
       My
       Settings.Designer.vb
    
  
   
     
  
   
     
       False
       .NET Framework 3.5 SP1
       true
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sample/VB.NET/Form/Imager/My Project/Application.Designer.vb
'------------------------------------------------------------------------------
' <auto-generated>
'     このコードはツールによって生成されました。
'     ランタイム バージョン:4.0.30319.42000
'
'     このファイルへの変更は、以下の状況下で不正な動作の原因になったり、
'     コードが再生成されるときに損失したりします。
' </auto-generated>
'------------------------------------------------------------------------------

Option Strict On
Option Explicit On


Namespace My
    
    'メモ: このファイルは自動生成されました。直接変更しないでください。変更したり、
    ' ビルド エラーが発生した場合は、プロジェクト デザイナー へ移動し (プロジェクト
    ' プロパティに移動するか、またはソリューション エクスプローラーのマイ プロジェクト
    ' ノード上でダブルクリック)、アプリケーション タブ上で変更を行います。
    '
    Partial Friend Class MyApplication
        
        <Global.System.Diagnostics.DebuggerStepThroughAttribute()>  _
        Public Sub New()
            MyBase.New(Global.Microsoft.VisualBasic.ApplicationServices.AuthenticationMode.Windows)
            Me.IsSingleInstance = false
            Me.EnableVisualStyles = true
            Me.SaveMySettingsOnExit = true
            Me.ShutDownStyle = Global.Microsoft.VisualBasic.ApplicationServices.ShutdownMode.AfterMainFormCloses
        End Sub
        
        <Global.System.Diagnostics.DebuggerStepThroughAttribute()>  _
        Protected Overrides Sub OnCreateMainForm()
            Me.MainForm = Global.Imager.Imager
        End Sub
    End Class
End Namespace




sample/VB.NET/Form/Imager/My Project/Application.myapp
<?xml version="1.0" encoding="utf-16"?>
<MyApplicationData xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance" xmlns:xsd="http://www.w3.org/2001/XMLSchema">
  <MySubMain>true</MySubMain>
  <MainForm>Imager</MainForm>
  <SingleInstance>false</SingleInstance>
  <ShutdownMode>0</ShutdownMode>
  <EnableVisualStyles>true</EnableVisualStyles>
  <AuthenticationMode>0</AuthenticationMode>
  <SaveMySettingsOnExit>true</SaveMySettingsOnExit>
</MyApplicationData>



sample/VB.NET/Form/Imager/My Project/AssemblyInfo.vb
Imports System
Imports System.Reflection
Imports System.Runtime.InteropServices

' アセンブリに関する一般情報は以下の属性セットをとおして制御されます。 
' アセンブリに関連付けられている情報を変更するには、
' これらの属性値を変更してください。

' アセンブリ属性の値を確認します。

<Assembly: AssemblyTitle("Imager")> 
<Assembly: AssemblyDescription("")> 
<Assembly: AssemblyCompany("株式会社トラスト・ソフトウェア・システム")> 
<Assembly: AssemblyProduct("Imager")> 
<Assembly: AssemblyCopyright("Copyright©2014-2018株式会社トラスト・ソフトウェア・システム,All Rights Reserved.")> 
<Assembly: AssemblyTrademark("")> 

<Assembly: ComVisible(False)>

'このプロジェクトが COM に公開される場合、次の GUID がタイプ ライブラリの ID になります。
<Assembly: Guid("8e946a36-cfba-46d1-8368-dff04d49794a")> 

' アセンブリのバージョン情報は、以下の 4 つの値で構成されています:
'
'      Major Version
'      Minor Version 
'      Build Number
'      Revision
'
' すべての値を指定するか、下のように '*' を使ってビルドおよびリビジョン番号を 
' 既定値にすることができます:
' <Assembly: AssemblyVersion("1.0.*")> 

<Assembly: AssemblyVersion("1.0.0.0")> 
<Assembly: AssemblyFileVersion("1.0.0.0")> 




sample/VB.NET/Form/Imager/My Project/Resources.Designer.vb
'------------------------------------------------------------------------------
' <auto-generated>
'     このコードはツールによって生成されました。
'     ランタイム バージョン:4.0.30319.42000
'
'     このファイルへの変更は、以下の状況下で不正な動作の原因になったり、
'     コードが再生成されるときに損失したりします。
' </auto-generated>
'------------------------------------------------------------------------------

Option Strict On
Option Explicit On

Imports System

Namespace My.Resources
    
    'このクラスは StronglyTypedResourceBuilder クラスが ResGen
    'または Visual Studio のようなツールを使用して自動生成されました。
    'メンバーを追加または削除するには、.ResX ファイルを編集して、/str オプションと共に
    'ResGen を実行し直すか、または VS プロジェクトをビルドし直します。
    '''<summary>
    '''  ローカライズされた文字列などを検索するための、厳密に型指定されたリソース クラスです。
    '''</summary>
    <Global.System.CodeDom.Compiler.GeneratedCodeAttribute("System.Resources.Tools.StronglyTypedResourceBuilder", "4.0.0.0"),  _
     Global.System.Diagnostics.DebuggerNonUserCodeAttribute(),  _
     Global.System.Runtime.CompilerServices.CompilerGeneratedAttribute(),  _
     Global.Microsoft.VisualBasic.HideModuleNameAttribute()>  _
    Friend Module Resources
        
        Private resourceMan As Global.System.Resources.ResourceManager
        
        Private resourceCulture As Global.System.Globalization.CultureInfo
        
        '''<summary>
        '''  このクラスで使用されているキャッシュされた ResourceManager インスタンスを返します。
        '''</summary>
        <Global.System.ComponentModel.EditorBrowsableAttribute(Global.System.ComponentModel.EditorBrowsableState.Advanced)>  _
        Friend ReadOnly Property ResourceManager() As Global.System.Resources.ResourceManager
            Get
                If Object.ReferenceEquals(resourceMan, Nothing) Then
                    Dim temp As Global.System.Resources.ResourceManager = New Global.System.Resources.ResourceManager("Imager.Resources", GetType(Resources).Assembly)
                    resourceMan = temp
                End If
                Return resourceMan
            End Get
        End Property
        
        '''<summary>
        '''  厳密に型指定されたこのリソース クラスを使用して、すべての検索リソースに対し、
        '''  現在のスレッドの CurrentUICulture プロパティをオーバーライドします。
        '''</summary>
        <Global.System.ComponentModel.EditorBrowsableAttribute(Global.System.ComponentModel.EditorBrowsableState.Advanced)>  _
        Friend Property Culture() As Global.System.Globalization.CultureInfo
            Get
                Return resourceCulture
            End Get
            Set
                resourceCulture = value
            End Set
        End Property
    End Module
End Namespace




sample/VB.NET/Form/Imager/My Project/Resources.resx
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     System.Resources.ResXResourceReader, System.Windows.Forms, Version=2.0.0.0, Culture=neutral, PublicKeyToken=b77a5c561934e089
  
   
     System.Resources.ResXResourceWriter, System.Windows.Forms, Version=2.0.0.0, Culture=neutral, PublicKeyToken=b77a5c561934e089
  




sample/VB.NET/Form/Imager/My Project/Settings.Designer.vb
'------------------------------------------------------------------------------
' <auto-generated>
'     このコードはツールによって生成されました。
'     ランタイム バージョン:4.0.30319.42000
'
'     このファイルへの変更は、以下の状況下で不正な動作の原因になったり、
'     コードが再生成されるときに損失したりします。
' </auto-generated>
'------------------------------------------------------------------------------

Option Strict On
Option Explicit On


Namespace My
    
    <Global.System.Runtime.CompilerServices.CompilerGeneratedAttribute(),  _
     Global.System.CodeDom.Compiler.GeneratedCodeAttribute("Microsoft.VisualStudio.Editors.SettingsDesigner.SettingsSingleFileGenerator", "14.0.0.0"),  _
     Global.System.ComponentModel.EditorBrowsableAttribute(Global.System.ComponentModel.EditorBrowsableState.Advanced)>  _
    Partial Friend NotInheritable Class MySettings
        Inherits Global.System.Configuration.ApplicationSettingsBase
        
        Private Shared defaultInstance As MySettings = CType(Global.System.Configuration.ApplicationSettingsBase.Synchronized(New MySettings()),MySettings)
        
#Region "My.Settings 自動保存機能"
#If _MyType = "WindowsForms" Then
    Private Shared addedHandler As Boolean

    Private Shared addedHandlerLockObject As New Object

    <Global.System.Diagnostics.DebuggerNonUserCodeAttribute(), Global.System.ComponentModel.EditorBrowsableAttribute(Global.System.ComponentModel.EditorBrowsableState.Advanced)> _
    Private Shared Sub AutoSaveSettings(ByVal sender As Global.System.Object, ByVal e As Global.System.EventArgs)
        If My.Application.SaveMySettingsOnExit Then
            My.Settings.Save()
        End If
    End Sub
#End If
#End Region
        
        Public Shared ReadOnly Property [Default]() As MySettings
            Get
                
#If _MyType = "WindowsForms" Then
               If Not addedHandler Then
                    SyncLock addedHandlerLockObject
                        If Not addedHandler Then
                            AddHandler My.Application.Shutdown, AddressOf AutoSaveSettings
                            addedHandler = True
                        End If
                    End SyncLock
                End If
#End If
                Return defaultInstance
            End Get
        End Property
    End Class
End Namespace

Namespace My
    
    <Global.Microsoft.VisualBasic.HideModuleNameAttribute(),  _
     Global.System.Diagnostics.DebuggerNonUserCodeAttribute(),  _
     Global.System.Runtime.CompilerServices.CompilerGeneratedAttribute()>  _
    Friend Module MySettingsProperty
        
        <Global.System.ComponentModel.Design.HelpKeywordAttribute("My.Settings")>  _
        Friend ReadOnly Property Settings() As Global.Imager.My.MySettings
            Get
                Return Global.Imager.My.MySettings.Default
            End Get
        End Property
    End Module
End Namespace




sample/VB.NET/Form/Imager/My Project/Settings.settings
 
   
     
  
   



